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序文

本書は、大分県教育委員会が大分駅付近連続立体交差事業に伴い、大分駅周辺

総合整備事務所の依頼を受けて実施した中世大友城下町跡第１０次調査区の発掘

調査報告書です。

遺跡の所在する大分市は、かつて九州の有力な戦国大名であった大友氏の守護

所がおかれていました。近年の発掘調査により、大友氏の館やその菩提寺である

万寿寺をはじめとした都市のにぎわいにあふれた府内の町の様子が、次第に明ら

かになってきました。

本書に収録した第１０次調査区は、戦国時代の府内の町の景観を描いたとされ

る「府内古図」によれば、中世府内にあった４０余りの町のひとつである「中町」

の南端にあたり、かつて日本にキリスト教を伝えたイエズス会の府内教会の南縁

にあたります。

調査区からは、ゴミ捨て穴と考えられる土坑、街路、井戸などの町屋の景観を

つたえる遺構群や、府内教会の付属墓地の一部と考えられる１６世紀後半の墓地

が発見されました。初期の府内教会内には病院や孤児院が併設され、後にはイエ

ズス会の最高学問機関であるコレジオもおかれています。墓地の調査によって明

らかとなった子供の墓地から成人墓地への変遷は、この教会の発展によるものと

考えられます。

本書が文化財保護への理解と認識を深める一助となり、また、学術研究資料と

して広く御活用されれば幸いです。

最後に、発掘調査から報告書刊行に至るまで、多くの方々の御理解と御協力を

いただきましたことに対し、こころから感謝申し上げます。

平成１９年３月３０日

大分県教育庁埋蔵文化財センター

所長小玉学司



例
一

言
一

１．本書は大分県大分市顕徳町・元町に所在する中世大友府内町跡第１０次調査の発掘調査報告書である。

２．発掘調査は大分駅付近連続立体交差事業の実施に伴い、大分県土木建築部大分駅周辺総合整備事務所の委託を受けて、

大分県教育委員会文化課が実施した。

３．中世大友府内町跡第１０次調査はＩ区とⅡ区に別れ、Ｉ区はは2001（平成１３）年７月から２００１（平成１３）年１０月に

かけて実施し、坂本嘉弘・槙島隆二・吉田寛・後藤晃一・中田裕樹・阿比留士郎・幡上敬一（大分県教育委員会）が担

当した。また、Ⅱ区は2001（平成13）年９月から２００２（平成14）年９月にかけて実施し､坂本嘉弘･田中裕介･後藤晃一・

槙島隆二・吉田寛・山崎文子・服部真和・中田裕樹・阿比留士郎（大分県教育委員会）が担当した。

４．現地での写真撮影・遺構の実測は大分県教育庁文化課職員のほか、（株）パスコ。（株）明大工業．（株）埋蔵文化財サ

ポートシステムの調査員が担当した。

５．遺物実測・トレースなど報告書作成に伴う諸作業については調査員、大分県教育庁埋蔵文化財センターの整理補佐員

のほかに、（株）九州文化財研究所．（株）国際航業．（有）九州文化財リサーチが担当した。

６．出土遺物ならびに図面・写真等は、大分県教育庁埋蔵文化財センター（大分市大字中判田ビワノ門1977）において保

管している。

７．本書で使用する方位はいずれも座標北である。座標値については、旧日本測地系と世界測地系の数値を併記している。

８．本書で使用する遺構略号は、以下の通りとする。

ＳＤ：溝、ＳＢ：掘立柱建物、ＳＫ：土坑、ＳＥ：井戸、ＳＦ：道路および道路状辿構、

ＳＡ：柵列および柵列状遺構、ＳＴ：墓、ＳＨ：竪穴住居跡、ＳＰ：柱穴および小穴

ＳＸ：その他の遺構（不明遺構・災石遺構・整地層など）

９．本書で使用した出土遺物の分類については、以下の文献による。

青花小野正敏「１５～１６世紀の染付碗・皿の分類と年代」（｢貿易陶磁研究」NCI21982年）

青磁上田秀夫「１４～１６世紀の青磁碗の分類について」（｢貿易陶磁研究jNbI21982年）

白磁森田勉「１４～１６世紀の白磁の分類について」（｢貿易陶磁研究」NbL21982年）

備前焼乗岡実「中世備前焼饗（壷）の編年案」・「備前焼揺鉢の編年案」（｢第３回中近世備前焼研究会資料付第１回・

第２回研究資料」所収2000年）

乗岡実「近･世備前焼播鉢の編年案」（｢岡山城三之曲輪跡一表町一丁目地区再開発ビル建設に伴う発掘調査一」

岡山市教育委員会2002年）

中国南部産焼締陶器吉田寛「中世大友府内町跡出土の産地不明焼締陶器について」（｢貿易陶磁研究」Ｎｂ1282003年）

京都系土師器塩地潤一「大友領国内における京都系土師器の分布とその背景」（｢博多研究会誌」第６号1998年）

塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」（｢中近世土器の基礎研究」ＸⅣ1999年

河野史郎「大友府内４－中世大友府内町跡第４次発掘調査報告書一」大分市教育委員会2002年

瓦森田克「屋瓦」（｢摂津高槻城」高槻市文化財調査報告書第14冊高槻市教育委員会）

動物骨松井章氏（奈良文化財研究所）の鑑定による。

１０．本書の執筆は第１章を坂本嘉弘・田中裕介、第２．３章を後藤晃一、第４．６章を田中裕介が担当し、そのうち４章

第６節は山崎文子と田中が担当した。中世大友府内町跡第１０次調査出土人骨の調査を九州大学大学院比較社会文化学府

基層構造講座に委託し､舟橋京子（同大学院)･田中良之氏（同大学院教授）らによる分析結果を掲載した（第５章第１節)。

中世大友府内町跡第１０次調査ほか出土金属遺物の分析を魯祇弦・平尾良光（別府大学大学院文学研究科）から得た（第

５章第２節)。なお、執華分担は目次に明記している。

11．本書の編集は、田中と後藤が行った。
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県都大分

都市拡大

大分駅高架化

中世都市府内

府内古図

中世大友城

下町跡

大友氏館跡と

府内町跡

第１革はじめに

第１章はじめに

第１節調査の経緯

１．調査に至る経過

別府湾沿岸は、瀬戸内海を通じて古代から九州の玄関口としての役割を果たしてきた。なかでも

大分川河口部西岸地域は、中世・近世・近代を通じ、豊後国・大分県の行政・経済の中心地として

発展してきた。特に明治以降、瀬戸内海航路に加え鉄道の敷設や道路網の整備など、陸上交通の発

達が顕著になると､県庁所在地である大分市は東九州の交通の要衝となった。そうしたなか1911(明

治44）年に大分駅が近世城下町の外堀の南に建設されると、周辺は大分県の物流の中心地となり、

以後太平洋戦争による空襲の打撃を受けながらも、今日まで発展を遂げた。

しかし、昭和40年代以降の自動車交通量の増加に伴い、大分駅周辺の交通状況も変化を起こし、

周辺の鉄道と道路の平面交差部分では交通障害を引き起こす結果となった。また、拡大する大分市

中心街にとって、鉄道線路そのものが市街地を分断する要因ともなった。そこで、これらを解消す

るため1970（昭和45）年に「大分市国鉄路線商架化促進期成同盟会」が設立された。この動きは、

25年後の1995(平成７)年に｢大分駅付近連続立体交差事業｣として採択され､具体化することになっ

た。

一方、大分川河口部西岸沿いには、のちにキリシタンとなり南蛮貿易を行った戦国大名である大

友宗麟の城下町「府内」があることが、古絵図から知られていた。この古絵図には、大友館・万寿

寺など当時の主要な建物の位置や、道路・屋敷地の配置などが明瞭に描かれ、都市の構造を伝える

ものであった。その位置は１９５５（昭和30）年に刊行された『大分市史ｊの段階で、大友館や万寿

寺をほぼ特定できたが、使用できる地形図の問題もあり、精度に問題を残した。その後、１９８７（昭

和62）年に刊行された「大分市史」中巻では新たに府内古図が確認されたこともあり、明治時代

の地籍図と照合し、さらに現在の地図に置き換えた。その結果、現在の地図上に高い精度で、大分

川に沿った東西約0.7kｍ、南北2.2kｍの規模の戦国時代の「府内」を再現することができ、「中世

大友城下町跡」として周知遺跡となった。

こうして大分駅高架化事業である「大分駅付近連続立体交差事業」は、この戦国時代の「府内」

を東西に貫く土木工事となり、しかもこの中世都市の中枢部である大友氏館の南側を通過するもの

であった。そこで大分県教育委員会では、事業主体者である大分県土木建築部と協議を行い、工事

に先立ち発掘調査を実施することとなった。

２．調査の経過

大分駅付近連続立体交差事業に伴う、大分県教育委員会による中世大友城下町跡の発掘調査は、

１９９９（平成１１）年８月から始まる。しかし、この遺跡に対する発掘調査は、１９９６（平成８）年から

大分市教育委員会が大分駅南地区の区画整理事業に伴い、移転先の宅地造成地や民間開発などに対

応し実施していた。すなわち、同じ遺跡を大分県と大分市という２つの組織が発掘調査することと

なった。そこで大分市教育委員会と協議を行い、遺跡全体を「中世大友城下町跡」とするが、大友

氏館部分は「大友氏館跡｣、都市域部分は「府内町跡」として県教育委員会と市教育委員会が重複

することなく発掘調査着手順に調査次数を重ねることとした。また、遺構実測をする際には、国土

座標を必ず使用することにした。（のちに万寿寺跡も調査次数を別にすることになった）

こうして、１９９９（平成１１）年８月、大分駅付近連続立体交差事業に伴う発掘調査として、「府

内町跡５次調査」が開始された。そして、２０００（平成12）年から「府内町跡７次調査」と「府内

町跡８次調査」が加わり、２１世紀を迎えた2001（平成13）年には「府内町跡７次調査」を継続す

るとともに「府内町跡１０次調査」と「府内町跡１６次調査」を実施した。そして、２００２（平成１４）
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縮１節洲査の経紳

第４南北街路 第２南北街路

第１－１図中世大友府内町跡発掘調査状況（数字は調査次数）
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第１南北街路



第１軍はじめに

第１－１表中世大友府内町跡発掘調査一覧 2006(平成１８)年１２月現在

柵推吹数制売機関洲流年度耶梁端潤盗場所

府内町跡1次大分Ili教委１９９６，７（平成8‘9)年庇ＩズlihI終理移'|剰雌横小路町

府内町跡2次大分Iii教委１９９６．７（平成8.9)年度区画稚理移転1蝿横小鮒町

府内可跡3次大分IIi牧委１９９７（平成9)年度Ⅸ11別畷理移転ﾘ蝿楢小路町

府内町跡‘１次大分Ili敬委１９９８（平成10)年度マンション迅股上'|j町

府内町跡5次大分県育委1999～2001（平成１１～13)年度ｊＲＩＩ蝋･避肥線尚架御蔵助
府内町跡6次大分市教委１９９９（平成１１)年度魁沸祭場寺 小路町･万難Nｉ

府内町跡7けく 大分りI1f敦姿 2()00.1（;F成12.13)年喚 ｌＲｌｌＩＮｔ･脇肥細商船 iili忠､11.ⅡＩ

報告沸刊行測猫内容

20().！（､ド成16)年３月*M約１()ｍの道路

2()041（平成16)年3月

2(X)３（平成１５)年３月１０鵬の備前焼の拠蔵

20<)２（平成ﾙI)年３月４iﾉ１ケ小路の街蹄の一部

2005（平成17)年3月御戯場の北の道路

万｡!#‘!fの南限の堀？

2()<)６（､ドノ此１８)年３ハ
古代人刈雌物群、鋪l南北術蹄、猟ＷＷ

町､伽所小路町

府内町跡8次大分県教委２０００（平成12)年度ｊＲｌｌ磯･蝋肥線間架柳町･航の南側２００５（平成17)年３月1511t紀の溝・上蝋

府内可跡9次ノ<分膿教委２０(X).ｌ（平成１２．１３)年度凹道l()ザ拡幅御所小路町２(X)５（平成１７)年3月御所小路の街脇

府内町跡１０次大分県教委2001.2（平成１３．１４)年度ＪＲ日埋･豊肥線高架上町･中町･ダイウス堂２００７（平成19)年3月教会蕊地,町屋､道路

府内町跡】１次大分り,(戦委２０()ｌ〈平成１３)年度ｌｌｔｌ道l()号拡*Ｍ称名.￥称協¥の西側の堀

府内町跡１２次大分りjL教委２０()１（平成13)年度同迦()号拡柵大友航･桜可･塙ケ小路町２()()６〈平成１８)年3月大皮館の東北隅･礎石建物

府内町跡13次大分り,!:教委２０()１（平成13)年度刷道l()牙拡柵御内町２()0５（平成17)年3ﾉｊヴェロニカメダイ出土

府内町跡l‘１次大分Ili教委２()()１（平成13)年庇マンション処設恋人町２０()３（平成15)年3月ルｊｉ

府内町跡15次大分ＩＩｉ教委２(X)１（平成13)年度スーパー述没御北町

府内町跡16次大分り,L教委２００１（平成１３)年度ＪＲＩI磯･豊肥線問架上ili町２０<)６（平成1s)年3月kIIi町短冊形地削の町臆､伽所小路町

府内町跡17次大分ili教姿２()()２（平成1‘1)年度ポンプ場処,没仙町･ｉｌｌｉ忠､ｆ仙liIrの街路･鍛冷峨跡
府内町跡18次西大分り,Ｉ教委２〔)()１（平成13)年度ＩＦｌ道108.拡幅大友鮪･街路２()0６（平成18)年3月大戊館と第２I+i北街路

府内町跡18次虹大分県教委２()()２（平成l‘l)年度倒迦()号拡稲桜町２()0６（平成18)年3月大友館の東側の町屋

府内町跡19次大分IIr敦姿２()()１（平成13)年度凶ﾙI(補助範囲陥遡柳町？陶狐沖筒の州:ﾉｉ

府内町跡2()次大分lAL牧委２()0２（平成１．１)年度lIil道l()¥拡幅万謝､!jＩ２００７（平成19)ｲド3ﾉ１礎雛処物･北境の堀
府内町跡21次大分M(教委２００２（平成Ｍ)年庇lfl道l()号拡柵堀之11町２()0５（平成１７)年3月府内堀メダイ川上

府内町跡22次大分県教委２()0２（平成Ｍ)年度ＩＬ１道１０号拡幅桜町･御所小路町２０()６〈平成18)年3月鱗21櫛北街路
府内町跡23次大分I1i教委２()0２（平成l‘1)年庇Ｍｊｌｌ(hli助範Ⅲ1碗,忍万源が

府内町跡24次大分IIi教委２()()２（平成l‘!)年庇ｉｉｉ川(Iili肋範Ⅲl陥‘鯉万X郷,が小路町万』群の塔の賊‘遡
府内町跡２５－１次大分Ili教委２()0３（平成15)年度市近拡柵ノゴギリ町

府内町跡25-2次大分IIi教委２０()３（平成15)年度市近拡輔祐向砿２０()６（平成18)年３月1611t紀代の掘立H§建物群
肝内町跡25-3次大分11i牧委２０()３（平成15)年度ｉＩ樋拡'11Ｍ上町

府内町跡25-‘1次大分市教委２(X)３（平成１５)年度市道仙帆上町16111:紀後半の巡路状遺僻
府内町跡25-5次大分市教委２００４（平成16)年度市道拡幅町外

府内町跡25-6次大分Ili教委２０()４（平成16〉年度市道拡|Iﾘル紺1fi岬２<)0６（平成18>年３月

府内町跡２６－１次大分ili牧委２００３（平成15)年度市泣拡'１１Ｍ中町･ダイウス蝋付近２００６（平成18)ｲI:３月
府内町跡２７－１次大分市敏委２０()･Ｉ（平成１６)年度市遊拡幡妙雄寺

府内町跡27-2次大分市教委２０()１（平成16)年度市道拡柵御北町

府内町跡28次大分り,Ｉ牧婆２０()３〈平成１５)ｲ|渡１１‘I道l()妙砿ｳＭ桜町２()()６〈平成18)年3ﾉｊ

府内町跡29次大分県教委２００３（平成15)年度同道10¥･拡幅万寿が万がが内の区耐櫛
府内町跡30次大分り,L教委２００３（平成15)年度Ｉ測近１０号拡輔後小路町ｌ‘雌紀代の町脆
府内町跡3】次大分県教委２００３（平成15)年度ＪＲ久火線尚架瑞光､ケ

府内町跡32次大分Ili教養2(X)3（平成１５)年度個人･Ilj道拡柵中町･ダｲｳｽ蛍付近2(X)6(平成18)年３月

府内町跡33次大分ilf教委２()0３（平成１５)年度伺叩柵助範囲砿泌府内町の淵限付近２()()３（平成１５)年３月15.16世紀後半の大撒
府内町跡3ｲ次大分県教委２００３（平成１５)年喚脚迦()号拡編柳町万が獅鞭ﾘ境の堀･礎,(f建物
府Iﾉﾘ町跡35次大分ﾘﾄ!:教委２００３（平成15)年喚側近１０り･拡蛎後小路町･万寿寺
府内町跡36次大分県教婆２００３（平成15】年庇庄脈佐野纏魚ノ店･ノコギリ町

府内町跡37次大分市敬委２００３（平成15)年度アパート建畿御蔵埋

府内町跡３８次大分市牧委２００３（平成15)年度アパート進股御所小脇町椛定御所小路跡･1W北大柵
府内町跡39次大分11f戦委２()0３（平成15)年度アパート巡般中町

府内町跡40次大分県数委200.1〈平成16)年度ＪＲロ斑･避肥線商架御内町

府内可跡41次大分り,L教委２(X)響Ｉ（平成16)年度座Ｉ;(佐野綴魚ノ店･ノコギリ町御蔵珊の周辺の街路と町Ａｌ
府内町跡42次大分り,1F敬委２()0.1〈』ド成16)fl独llfl道l(ﾙﾉ･拡幅万沸非

府内町跡43次大分鼎救委２()０．１（平成16)年度催1道１０号拡概万寿が万ﾇ群西側境の堀･礎汀建物
府内町誹!‘1次大分市教委２００４（平成16)年度アパート建設御西町

府内町跡45次大分ilf教委２(X)４（平成16)年度７.パート建設中町･コレジオ付近
府内町跡46次大分Ili紋委２()()‘Ｉ（平成１６)年庇駐]Ｉ[｣ﾙ処投万形が
府内町跡17次大分市敦委２００１（平成１６)年度店飢巡‘没称騒寺

府内町跡18次大分鼎赦委２０()‘１（平成16)年度工業川水祷妙ケ小路２()0６（平成１８)年３月調ケ小路
府内町跡‘19次大分りi1f敬委２()０．１（平成16)年庇工梁川水補柳町･ilj路

府内町跡50次大分Ili紋委２()()ｌ《平成１６)年度個人11;'ど浄化棚ノコギリ町･街路抑蔵jﾙの西側の街路と側榊
府内町跡51吹大分喋救姿２００５（平成１７)年度国道１０号拡幅第２耐.化街路･御内町万が寺西北隅･大友館東南隅
府内町跡52次大分１１↓敬委２()0５（平成１７)年度回遊l()り･拡棚鋪2巾.北ilf路･大友氏館第２Ifi北街路･大友館の東部
府内町跡53次大分Ili牧委２()()５〈平成17)年１挺桜ケ職ﾄi水幹隷〃が郷１１側の堀

府内町跡51次大分ili牧委２()<)５（平成17)年度浄化剛称名､Ｗ)11〔

府内町跡55次大分膿教委２０()５（平成１７)年度庄原佐野線御蔵勤
府内町跡56吹大分『li牧委２(X)５（平成17)ｲI狸側ﾊI(Ni肋範mI陥遇伽ilIi町

府内町跡57次大分市敬委２０()５（平成17)年度市下水道儲ケ小路町

府内町跡58次大分市敦委２()0５（平成17)年度アパート遮設御所小路町

府内町跡59次大分『I『教義２()()５（平成17)年陛市ド水道桜町

府内町跡60次大分IIi教委２()()５（．､F成17)年庇桜ケl剛j水幹線万X群lllmlﾘの堀
府内町跡61次大分県紋委２(X)５（平成17)年度ＪＲ久大線商架瑞光が

府内町跡62次大分市紋委２()()５（平成17)年度確釧Ｉ流鋪l南北街路街路跡
府内町跡63次大分ili牧委２()()６（平成18)ｲｌｉ度碓腿I刈猫御ilii町
府内町跡64次大分ili牧岱２()()５（平成17)年度アパート巡設御西町

府内町跡65次大分11i牧委２００５（平成17)f1.度雛麗洲だ御爾町

府内町跡66次大分il『牧委2005.6（平成17.18)年度確偲,側fｆ御凹町･ﾉく皮館

府内町跡67次大分ljM:救委２００６（､ド成１８)年度国進l()号拡'１lbＩ桜町･御所小路町
府内町跡68次大分難戦愛２００６（平成18)年度岡逆１０り･拡緬万寿寺

府内町跡69次大分県教委２０()６〔平成18)年度庄原佐野線御蔵場･魚ノ店Ａ･Ｂ腿
府内町跡70次大分I1i敬委２()０６〈平成１８)｛|:喚lIil．､水道I21lf来迎.￥

1/f内町跡71次火分り‘し教委２(X)６（平成１８)年度ＪＲ久大線商架瑞光が群ヶ池の一部
府内可跡72次大分蝶教委２０()６（平成18)年度国道10号拡幅称お非
府内町跡73次大分Ilf牧愛２０()６（平成１８)年度桜ケ耐;1j水紳線〃邪抑町側の堀
府内町跡74次大分'|j紋'愛２０()６（･ド成18)年腿民llll此Ｍｉｌ§'色巡投大雄院の北側
府内町跡75次大分鼎放勇２０<)６（平成１８)年度庄原佐野線御蔵珊,魚ノ店
府内町跡76次大分り↑↓教委２０()６（.}昌成18)年度削道l()妙拡幅称名〃
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第１節訓究の経線

東西に描断

年８月に「府内町跡１０次調盗」が完.j"し、この事業に伴う主要部分の発掘調査は終了した。その

結果、大分駅付近連続立体交差事業に伴うI+I･'11大友城下町跡の発掘調査は、郁市遺跡の中央に、東

西に横断する巨大なトレンチを入れることになったものである。

本報併蒋は､このうちの､2001(平成13)年から２００２(平成14)年にI洲査した｢府内川跡１０次調査」

の報告将である。

1.中世大友城下町跡２．大友氏館跡３.万寿寺跡４.上野町・顕徳寺遺跡５.若宮八幡宮遺跡６．束大道遺跡７.府内城・城下町８.東田室

遺跡９.亀甲古墳１０.古宮古墳１１.永興千人塚古墳１２.永興寺遺跡１３．羽屋圃遺跡１４.金剛宝戒寺跡１５．石明遺跡１６．町口遺跡

１７.岩屋寺遺跡１８．円寿寺１９.金剛宝戒寺２０.上野廃寺21.大友上原館跡２２.岩屋寺石仏２３.上野龍王畑遺跡２４.元町石仏

25.大臣塚古嫡２６.守岡遺跡２７.羽田遺跡28.下郡遺跡群

第１－２図大分平野の地形と主要遺跡
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捌査指導者会

捌査指導

現場総括

１０次担当

調査指導

現場総括

１０次担当

第１章はじめに

３.調査の体制

この大分駅付近連続立体交差事業の発掘調査は１９９９（平成１１）年８月から開始されたが、この

事業区域の北側に隣接して「大友氏館跡」が想定されており、この地域に対して２００１（平成１１）

年度から国指定史跡にするための確認調査を大分市教育委員会が実施することになった。このよう

に、大規模な土木事業が重要遺跡に近接して実施されることとなり、事業と遺跡保存の調整が行

われる場面も想定できることから文化庁と協議を行い、調査指導者会を２０００（平成12）年度から

大分県教育委員会と大分市教育委員会が各１回、年２回開催し、その指導を受けながら調査を実施

することとなり、２０００（平成12）年度から、大分駅付近連続立体交差事業の一部として開催した。

2001（平成13）年度以降は本格的に開始された、国土交通省の国道１０号古国府拡幅事業に伴う発

掘調査の事業で開催し、指導を受けた。

本書に報告する２００１．２００２（平成１３．１４）年に発掘調査した府内町跡１０次調査は以下の調査体

制で実施した。役職名は調査当時のものである。

2001（平成１３）年度

調査指導者河原純之（千葉大学文学部教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授）

小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課埋蔵文化財担当調査官）

文化課長工藤正徳

参事兼課 長 補 佐 麻 生 祐 治

参事兼課長補佐清水宗昭

大型県事業担当主幹坂本嘉弘

主査 田 中 裕 介 （ 府 内 町 跡 ７．１６次調査担当）

主任槙烏隆二（府内町跡 ５ 次 Ｂ 調 査 担 当 ）

主任吉田寛（府内町跡５次Ａ調査担当）

主任 後 藤 晃 一 （ 府 内 町 跡 １ ０次Ｉ区、Ⅱ区南調査区担当本書掲載）

嘱 託服部真知、中田裕樹、阿比留志郎、木村宣夫

2002（平成１４）年度

調査指導者河原純之（川村学園女子大学文学部教授）

後藤宗俊（別府大学文学部教授）

五野井隆史（東京大学史料編纂所教授）

田中良之（九州大学大学院教授）

小野正敏（国立歴史民俗博物館助教授）

坂井秀弥（文化庁記念物課埋蔵文化財担当主任調査官）

山田拓伸（大分県立歴史博物館調査課主幹研究員）

高橋公一（高槻市教育委員会文化財課技師）

文化課長岩男康晴

参事兼 課 長 補 佐 麻 生 祐 治

参事兼課長補佐清水宗昭

主幹高橋徹

大型県邪業担当主幹栗田勝弘

副主幹田中裕介（府内町跡１０次Ⅱ区北調査区担当、本諜掲載）

嘱託山崎 文 子 、 河 野 哲 郎 、 古庄博之、戸田英佑、松田幸之助

なお調査中特に意見を賜った方々のご芳名は以下のとおり。

故加藤知弘（大分大学名誉教授)、河野史郎・上野淳也（大分市教委)、長田大輔（野津町教

（九州文化財リサーチ)。

(野津町教委)、宮小路賀宏
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第２章過跡の立地と環境

大分川河口

西岸

中世都市

周辺状況

古宮古墳

壬申の乱

大分君

｢大分評簡」

｢豊後国府」

古代寺院

第２節遺跡の立地と環境

１地理的環境

大分県内には、各所に小規模な平野が展開する。そうしたなか中世以降今日に至るまで、大分川

の左岸から西側にかけて広がる地域は、政治経済の中心地であった。この地域は、東側を大分川が

北流し、北側に別府湾が広がり、南側は高崎山系から東に延びる標高約３０～40ｍの上野丘陵が横

たわり、西側は高崎山（628ｍ）へと続く標高80ｍ～１００ｍの起伏の激しい丘陵に囲まれている。

中世大友城下町跡はその大分川西岸沿いに形成された都市遺跡である。府内古図に描かれている

範囲は、北は現在に比べ西側に大きく曲がっている河口部から、南は上野丘陵の先端部と大分川が

接する部分にあたる。現在の標高は河口に近い北部で約４ｍ、上流の南部地域で約6ｍの自然堤防

上に立地する。

北と東側は別府湾と大分川に限られるが、遺跡の南西部から西側の限りは、試掘調査の結果や原

地形が残されている部分の観察から、低湿地の広がりが確認された。この部分は1950年代までレ

ンコンを栽培していたと伝えられている。この低湿地は上野丘陵の裾を巡り、北の別府湾方向に伸

び、府内古図に描かれる舟入に続いている。しかし2004年度の中世大友府内町跡第４１次調査にお

いて、ノコギリ町西側の低地部で、規格的な溝が発見された。１６世紀にはいまだ宅地としては利

用されていないものの､すでに湿地ではなく畑地などに利用されるようになったものと推定される。

中世大友城下町跡が立地する自然堤防は、発掘調査の結果、検出面は粘質土層であるが下部には

砂層が厚く堆積している。下部の砂層から縄文時代晩期から古墳時代前期の土器が出土しており、

上部からは８世紀頃の遺物が出土している。おそらくこの間に２～３ｍ堆積し形成されたものと考

えられる。

２歴史的環境

別府湾に近い大分川西岸地域が、豊後のなかでも政治的に特別な地域として注目され始めるのは７

世紀後半からである。その代表的な遺跡としてあげられるのが、国指定史跡として整備されている古

宮古墳である。西側の急峻な丘陵地にあるこの古墳は､壬申の乱（672年）で大海人皇子（天武天皇）

側について活躍した大分君恵尺（えさか）あるいは稚臣（わかみ）の墓と想定されている益'。また

同時期の重要な遺跡として上野丘陵の南側平野で調査された羽屋井戸遺跡、羽屋園遺跡がある。こ

の遺跡からは、７世紀後半～８世紀初頭の方形の掘形をもつ大型掘立柱建物や総柱の倉庫群が確認

されており、「大分評簡」の遺構と想定されている縦2．

その後８世紀に設置された豊後国府については、羽屋井戸遺跡、羽屋園遺跡の東側に「古国府」

の地名が残るものの、政庁本体が未だ不明である。しかし、上野丘陵の東端部で調査された上野龍

王畑遺跡では８世紀～１０世紀前半にかけての庇をもつ掘立柱建物や築地塀跡、道路状遺構が検出

され、その配置から、国司の館跡の可能性が指摘されている柾3・上野丘陵の西部には８世紀～９世

紀にかけての版築基壇に瓦葺の礎石建物が建てられている上野廃寺が存在する。さらに、この丘陵

の東端部の南側崖面に岩屋寺石仏、東側崖面に元町石仏が刻まれており、平安時代後期の藤原様式

の作風と言われている。このように上野丘陵の南側の羽屋地区から古国府地区、そして上野丘陵東

部一帯は７世紀後半から１０世紀頃にかけて、豊後の政治文化宗教の中心地であったと考えられて

いる。

１１世紀から１３世紀代になると､注目される文書が残されている。まず｢宇佐神領大鏡｣の１０５３(天

註ｌ後藤宗俊「古宮古墳考」「大分県地方史」117、大分県地方史研究会1985（｢東九州歴史考古学論考」山口書店1991に収載｡）

註２坪根伸也・塩地潤一「豊後国府推定地周辺の発掘調査Ⅱ」「大分県地方史」163、大分県地方史研究会1996

註３商橋信武「大分県大分市上野巡跡群龍王畑遺跡」「日本考古学年報」５０（1997年度版)、日本考古学協会、１９９９
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勝洲珊

河原Iｌｉ

守護館

万寿寺

上原館

第ｌｉｌｉｆはじめに

喜元）年､１０５９（康平2）年､１０７７（承保4）年に「勝津留（かちがつる）畠凹至」として登場する。

その示す範囲は、上野丘陵東部から北に広がる沖稜地にあたり、１６世紀に大友館が置かれる場所

が含まれている。その中で天喜元年の申文に閥の限りとして「商脚府」の地端が兇られ、上野丘陵

東端部が想定されている。１１世紀の勝津招開発は､この自然堤防が一旦荒廃し､再開発の対象となっ

たことを示している。１３世紀中頃､大友氏３代目の大友頼泰が豊後に守護職として下向した際､「高

(隆）国府」を強引に割譲する。このため「商|'；l府」「勝津留畠」については守護所の設置場所と関

わる重要な問題となっている。さらに、この''1文のI|'に陳限北廻り、二方市河」とあり、すでに

大分川沿いで河原市があり、府内古図に描かれた「府内」の初源的な位置づけがなされている。こ

うした様子を製付けるような壁後府中の状況を表す文諜がある。それは１２４２（仁治３）年の新御成

敗状で、都市の規範を示す条項が誉かれている。このような文評資料では、１３批紀代に農後の中

心地である府中が、都市として成立していた様子を示すという。

しかし、こうした状況は考古盗料で証Ｉﾘ』できているわけではない。「勝津留畠」の範囲の中で新

御成敗状が描く「府巾」の状況は現時点で考古学的には不明である。ただ、上野丘陵の南側の平野

部で調査された石明遺跡では13世紀を''1心とした大規模な溝とその内側をさらに小規模な溝で区

画する遺構が確認されており、溌初に豊陵に1,.1句した三代大友頼泰初期の守護館の指摘もある。

１４世紀代になると、１３０６（徳治元）年に万寿寺が大分川を東に望む脚然堤防上に建立され、こ

の地域での本格的な町づくりが開始される。これまでのrl11It大友城下町跡の発掘調在で確認される

のはこの時期からで、以降１６世紀中頃から後半に蚊盛期を迎え、１７世紀初頭に「府内」が近世の

府内城下町建設に伴い移転するまでの遺物や遺僻が継続して出土する。

１６世紀の遺跡は、府内周辺でも多く確認されている。大分川の東岸にある下郡迩跡群や津守・

片島地区では方形館や方形区割りをもつ逝構が確認されている。独立性の強い守岡丘陵には山城的

な存在である守岡城があり、一方上野丘陵には土塁と堀を辿らす上原館がある。その南の古国府地

区には町'1遺跡がある。さらに西方の商lll細|の山頂は大友氏の詰城として知られている。このよう

に、１６世紀代の府内は、府内古凶に描かれていない部分も含め、その椛造が論じられている。

1.中世大友城下町跡２.高崎城３.金谷迫城４.賀来氏館５.尼ケ城遺跡６.雄城城７．石明遺跡８．町口遺跡９.岩屋寺遺跡

１０.上原館跡１１.東大道遺跡１２.守岡城跡１３.津守遺跡１４.片島遺跡１５．下郡遺跡１６．千歳城跡１７.猪野新士届遺跡

１８.猪野中原遺跡１９.横尾遺跡２０.沖ノ浜（推定）

第１－３図中世大友城下町跡と周辺の戦国時代遺跡（１９０１年の２５，０００分の１図より集成）
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王１

第１－４図「府内古図」と街路名称の設定

(｢府内古図」Ａ類をトレースし、－部改変）

第３節報告書作成にあ

たって

１府内古図と道路の名称

戦国時代に豊後の中心

であった府内を描いた｢府

内古図」は、現在の地図

との整合性を求める作業

が一部で行われた雄'が、

永く文献史学ではその信

葱性が疑われてきた註2。

しかし、1970年代の中頃

から、他の文書からの検

討がおこなわれ識3、その

信頼性が期してきた独‘'。

そして、『大分市史』縦５

が1980年代後半に編集さ

れたおり、それまで知ら

れていた「府内･占図」の

原図と思われる絵図が確

認された。そこで、明治

時代の地籍図との照合を

はかり、現在もその地に

存在する大智寺・稲荷な

どを基点とし、「府内古

図」を大分川両岸の現在

の地図に写す作業を行っ

た。その結果、ほぼ正確

にその位慨を把鵬するこ

とが出来た。発掘調査は、

この地図を頼りに町屋の

名称や道路の．位侭等を推

測しながら実施している。

しかし、現在３種類１２

枚が確認されている「府

内古図」は、その研究賊６

府内古図

I大分市史」

現地比完

縮３筋報杵iIド作成にあたって

古側の研究

－８－

大分市『大分市史｣Ｉ上巻大分市史細纂群縦会ｌ９５５

外山幹夫『大友宗麟」吉川弘文館1975

渡辺澄夫「･'１『代中･'1tの大分」『大分牌地方史ｊ７３大分県地方史研究会ｌ９７４

橋本操六「lII府内城下図の信懸性」『大分聯地方史ｊ９４大分県地方史研究会１９７９

大分市『大分市史ｊＩｌ』.付図5.1987

水村幾多郎「府内TiiIXlの成立」『大分lli歴史盗料館年報1992年陛版』大分市歴史盗料館１９９３
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名称の統一

街路名称

土師器編年

研究

１４世紀初頭

第１章はじめに

によると成立年代は、１６３４（寛永13）年を遡らず、Ａ類．Ｂ類．Ｃ類に分類され、その順で新しく

なるほど文字情報が増えることが明らかにされた。報告書作成にあたり、こうした各「府内古図」

間の不整合と名称の無い街路の呼び方を統一・解消する必要が生じた。すなわち、「御蔵場」の名

称はＣ類のみに見られ、万寿寺西側の「柳町」もＢ・Ｃ類にはあるが、Ａ類には見られない。さら

に、府内の町中を走る幾筋もの街路の名称もまたそうである。

「府内古図」には４本の南北の街路と５本の東西の街路が描かれている。南北の街路については

これまで、大分川側から一之大路．二之大路．三之大路・四之大路識7や、市町筋・大路筋・寺町

筋註8、南北路ｌ・南北路２．南北路３．南北路４註９などと仮称されてきた。本報告書では、全てが

町を貫く大路ではないことや､文章との混乱などを考え､大分川側から第１南北街路･第２南北街路・

第３南北街路・第４南北街路とした。街路としたのは、ルイス・フロイスの日本史の訳文が「街路」

とされており、都市内の道路の意味でこの名称を使用した。また東西の道路については、御所小路

町・名ケ小路町があり、それぞれ、「御所小路」「名ケ小路」とした。「御蔵場」については、将来

検討することを含め、そのまま使用する。

２中世大友城下町跡出土の土師質土器編年

古文書によると、大分川の西岸地域は１１世紀に「市河」として登場し、以後、「府中」「府内」

と呼ばれながら、１７世紀初頭に近世府内城下町に移転するまで、人々の活動が継続して存続する。

発掘調査を実施するにあたり、大分市教育委員会と大分県教育委員会の複数の職員が担当すること

が予測され、お互い年代的な共通認識を持つ必要が生じたＯそこで、継続的に存続したと考えられ

る中世大友城下町跡の出土遺物の大半を占める土師質土器の編年の確立を、この遺跡のみで目指す

ことにした。

豊後地域の１１世紀から１７世紀初頭の土師質土器の編年は、臼杵石仏群の調査眺'0や玖珠町伐株

山城跡雌,,で試みられ、上野淳也註12と塩地潤一荘13は１６世紀代の土師質土器の編年案を提示してい

る。また、坪根伸也．塩地潤一は大分県内で蓄積した８世紀から１６世紀までの発掘資料の編年を

試みている錐皿。さらに、最近では後藤一重が、別府湾を挟んで中世大友城下町跡の対岸にある八

坂遺跡群の出土土師質土器を編年している紬'5．

以上のような研究成果を元にまとめたのが第１－５図の編年表である。現時点で、遺構出土のま

とまりのある最古の資料はｌ～１８の、府内町第３５次調査SOl7出土資料である。溝状遺構に廃棄

された状態で出土したもので、土師質土器の皿１～６は、口径が8.3ｃｍ、器高1.3ｃｍ，底径6.5ｃｍ

であるが、７．８は器高が1.9ｃｍと高い。また、坪９．１０は、口径が12.7ｃｍ、器高３．８ｃｍ，底径は

6.6ｃｍの底径が小さいタイプであるが、１１～１６は、口径が１２．１ｃｍ、器高3.3ｃｍ、底径は8.6ｃｍで、

註７鹿毛敏夫｢文献･絵図からみた大友館と府内の町一都市と国際性一」｢南蛮都市･蝦後府内一都市と交易一」中倣大友再発見フォー

ラム大分市教育委員会・中世都市研究会２００１

註８木村幾多郎「府内と府内古図」「南蛮都市・豊後府内一都市と交易一」中世大友再発見フォーラム大分市教育委員会・中世都

市研究会２００１

註９池避千太郎・上野淳也「大友府内６－中世大友府内町跡第１４次発掘調在報告書一」大分市教育委貝会２００３

註１０菊田徹「臼杵石仏群地域遺跡発掘調査報告響」臼杵市教育委員会１９８２

註ｌｌ渋谷忠章・後藤一重「切株山城跡」玖珠町教育委員会１９８４

註ｌ２上野淳也「千人塚遺跡出土の土師質土器皿について」「千人塚遺跡」緒方町教育委員会１９９９

註１３塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」「中近世土器の基礎研究XIV」日本中世土器研究会１９９９

註１４坪根伸也・塩地潤一「班後国の土器編年」「大分・大友土器研究会論集」大分・大友土器研究会２０００

註ｌ５後藤一重「八坂の遺跡」大分県文化財調査報告書第150輯大分県教育委員会２００３

－９－
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第１－５図中世大友城下町跡出土の土師質土器編年図
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l5iIt紀前葉

■底径が大きい。１１～１６の底部から口縁部にかけての器壁の厚さはほぼ一定であるか、やや口縁部

にかけて脹らむ。これらの遺物に、口径11.1ｃｍ，器高3.4ｃｍ、高台の底径4.4ｃｍの１７．１８の吉備

系土師器が伴う。この吉備系土師器は岡山県鹿田遺跡での研究によると１４世紀前葉に位置づけら

れている雄16が、この土師器の器形変化の特徴は、口径と底部高台の縮小化である。中世大友城下

町跡で次に編年される府内町第30次調査Ｓ１１５からは、さらに新しい傾向の吉備系土師器が出土し

ていることから、１４世紀初頭に位置づける。

その府内町第３０次調査Ｓｌｌ５は、小土坑に一括廃棄された土器群である。１９～３８は代表的な

資料であるが、組成は口径が8.1ｃｍ、器高1.4ｃｍ、底径6.4ｃｍの皿、口径12.3ｃｍ、器高4.0ｃｍ、底

径は6.3ｃｍの底径が小さいタイプ、口径12.6ｃｍ，器高3.2ｃｍ、底径は9.0ｃｍの底径が大きいタイプ

がある。この底径が大きいタイプの底部から口縁部にかけての器壁は、口縁部が肥厚する傾向が強

い。この土器群には３８の口径10.2ｃｍ,器高2.9ｃｍ､底径4.0ｃｍの吉備系土師器が伴う。この土器は、

１７．１８よりさらに口径が小さく、高台も断面三角形で倭小化している。こうしたことから、この

時期を１４世紀前葉に位置付ける。

３９～６１の資料は府内町第３０次調査ＳｌＯ９出土の資料である。この遺構は大型の土坑で、中位

と間層を挟んで下位から一括廃棄された状態で土器が出土した。図示したのは中位出土の代表的な

資料である。組成は皿が口径8.1ｃｍ、器高1.2ｃｍ，底径6.6ｃｍの３９～４６のタイプが主体をしめ、

口径が小さく器高が高い47、口径が大きい４８なども見られる。坪は、口径１２．１ｃｍ，器高3.3ｃｍ，

底径は5.6ｃｍの底径が小さいタイプと、口径12.6ｃｍ、器高3.3ｃｍ，底径は9.1ｃｍの底径が大きいタ

イプがある。底径の小さいタイプはやや小振りになり、内面に凹線状の整形痕が残る。また底径が

大きいタイプの底部から口縁部にかけての器壁は、底部に近い部分が肥厚し、口縁部にかけて外反

し、口縁端部が尖る傾向が強い。この土器群には５９の口径7.3ｃｍ、器高1.5ｃｍの京都系土師器と

６０．６１の備前焼播鉢が伴う。京都系土師器は、小森俊寛・村上懲章による１３世紀末から１４世紀

中頃に定型化し１５世紀末まで見られる白色系薄手のヘソlIllである‘灘'7。また、備前焼播鉢は、乗岡

実の編年案註'8では１４世紀後半にあたる。これらの資料から、この土器群を１４世紀後葉と考える。

６２～７２は府内町第20次Ａ調査Sl505出土の資料である。出土量は多くないが、組成は皿が口

径7.7ｃｍ、器高1.4ｃｍ、底径6.3ｃｍで、底部が厚い。前時期に比較すると小振りになる。坪は、口

径12.3ｃｍ、器高3.8ｃｍ、底径は7.9ｃｍで、前時期より器高が高く、底径が小さくなる。口縁部は回

転を利用し引き出すようにし、器高を高くして反らせ、端部は尖る。時期を決定できる明確な資料

はないが、前後の関係から１５世紀前葉と考える。

７３～８４の資料は大友氏館跡１次調査SOO8出土資料である‘ｉｔ'9．遺物は庭園遺構に切られる長

方形状の土坑から廃棄された状態で出土している。７３～７５の小型の坪の口径は6.9ｃｍ・7.5ｃｍ・

8.6ｃｍ，器高は2.4ｃｍ～2.7ｃｍ，底径は4.0ｃｍ・4.7ｃｍ・6.3ｃｍである。また、７６．７７の中型の坪は

口径１０２ｃｍ・’1.4ｃｍ、器高は3.3ｃｍ・３５ｃｍ、底径は6.2ｃｍである。そして、坪の口径は128ｃｍ、

器高3.2ｃｍ、底径8.0ｃｍが平均である。こうした在地土器は、前時期までの皿と坪の基本的な組成

が見られず、小型・中型の坪が一定量みられ、法量分化の傾向が見られる。しかし、色調は燈褐色

系･淡褐白色と前時期と同じである。こうした在地系土器に､口径17.6ｃｍ,器高5.5ｃｍ､底径は6.6ｃｍ

の８４の色調が白色の薄手の坪が伴う。この土器は、周防の大内氏館跡の編年によると１５世紀後葉

に位置付けられている'ｌｆ２ｏｏしかし､中世大友城下町跡では､この後､在地系土器の色調が赤褐色化し、

１４枇紀前葉

l4Ilt紀中～後

葉

第１章はじめに

１５世紀後葉

６
７
８
９

１
１
１
１

註
註
註
註

山本悦世「吉備南部地域における古代末～中世の土師器の展開」「中近世土器の基礎研究Ｖ111」日本中世土器研究会ｌ９９２

小森俊寛・村上悲章「京都の都市過跡から出土する土器の編年的研究」「研究紀要」３財団法人京都市埋蔵文化財研究所１９９６

乗岡実「備前焼播鉢の編年について」「第３回中近世備前焼研究会資料」中近世備前焼研究会２０００

高畠避「XXII大友館跡第１次調査」「大分市埋蔵文化財年報１０１９９８年度」大分市教育委員会1999

－１１－



第３節報告番作成にあたって

■ ５次Ｂ

１６世紀

第１四半期

ロクロ目

土師器

１６世紀

第２四半期

１６世紀

第３四半期

１６世紀

鋪４四半期

それに薄手の白色系土器が伴う時期がある。このため、この時期を、１５世紀中葉から後葉と考える。

８５～９７は府内町跡５次Ｂ調査区出土の資料である。８５．８７．９１はSK245、８６．９３はSKl34、

９０．９４はSD230、９５．９７はSK234でいずれも土坑に廃棄された状態で出土した。また、８８．８９．

９２．９６は大規模な区画櫛であるSD251の下層からの出土である。図示した土器の口径は８５．８６が

7.6ｃｍ・7.2ｃｍ、８７．８８が8.8ｃｍ・8.5ｃｍ、９１．９３．９４が10.8ｃｍ、９０が11.4ｃｍ、９５が12.0ｃｍ、８９

が12,9ｃｍで境界は不明であるが法量分化が明確である。こうした在地系土器は、前時期の薄手の

白色系土器の影響を受けて成立したと考えられ、内面に回転を利用した強い螺旋状の指ナデや工具

による螺旋状の沈線が見られる。色調も赤褐色で、７３～８３までの資料とは異なる。またこの土器

は、より古式のものは、製作時の粘土塊からの切り離しの際の痕跡か、底部の外端が直立し、口縁

端部にかけて内湾し、口唇部断面は「．」の字状になる。内面の強い螺旋状のナデは内底部までお

よび、えぐれている。これが新しくなるにつれ、底部からの立ち上がり９４．95のように丸みを帯び、

口縁部は外反し、口唇部断面は丸みを帯びる。また、内底部の中央は横ナデで平坦に仕上げている。

これらの土器には、１５世紀代の青磁碗誰2'や中世６期の備前焼揺鉢が伴い、京都系土師器を伴わな

いことから、１５世紀末葉から１６世紀初頭と考える。本報告では１６世紀第１四半期とする。

９８～１０３は府内町跡５次調査区出土である。９８．９９．１０２は５次Ａ調査区のＳＤ７の上層で近

接して出土した一括'性の強い土器である。１００．１０１は５次Ｂ調査のSKl21、１０３はSK206出土の

土器である。在地系土器は、９９に見られるように、底部からの立ち上がりが丸みを帯び、口縁部

は明らかに外反し、口唇部断面は尖るように丸み帯びる。内面は螺旋状の工具による沈線文があり、

内底部は平坦に仕上げている。この土器群には非ロクロ系土師器である京都系土師器が伴う。在地

系土師器が赤色系であるのに対し、京都系土師器は白色系である。器形は、側面観が扇平な「逆台

形」をし、口縁断面は紡錘形で端部は丸い。器壁は薄く、特に底部は薄い。この新しい土師器作り

の影響か、京都系土師器の胎土でロクロ成形したものや、lOOのように外面下位に段が付くものな

どが見られる。京都系土師器の導入時期は、周防国大内氏との関連や、京都からの直接的な導入な

どが考えられているが、ここでは塩地潤一・小野貴史雌22が論じた「式三献」に代表される室町幕

府からの儀礼の導入時期である天文６年（1537）とし、本報告では１６世紀第２四半期とする。

１０４～１１４は府内町跡５次Ｂ調査区出土の資料である。lO4～１０９はSD105、それに切られた

SDlO6から出土した。１１０～１１３，１１４はSK222出土である。SDlO5からは多くの京都系土師器が

出土しており、その口径は約8.2ｃｍ・’0.5ｃｍ前後、１２～１３ｃｍ、14.3ｃｍ前後、１６ｃｍの５法量に明

確に分かれる。口縁部は外面を強い指ナデで仕上げ、凹線状に窪むため、急に外反する形態になる。

この資料より新しい遺構から出土した１１０～１１３は若干大型化し、器高も高くなる。１１４は中世６

期１６世紀代の備前焼揺鉢である。この資料は、前後の関係から、１６世紀中葉と考える。本報告で

は１６世紀第３四半期とする。

１１５～１２３の資料の内、１１６．１１９は大友氏館跡１次調査の庭園の池Ⅲ期からの出土で、それ以

外は府内町跡４次調査出土である。前時期に比べると、器壁が厚くなり口径に比べ器高が高くなる。

またｌｌ９のように坪形に近い形態の非ロクロ系土師器がみられる。その出現時期は、遡る可能性も

あるが、この時期から明確に伴う。これらと一緒に出土する備前焼播鉢は、斜めスリ目で1570年

以後の１６世紀後葉から末葉に編年されている近世１期のものである。また府内町４次調査区は府

内古図の上市町の一角にあたり、報告書註23によると２度の火災にかかわる層と処理土坑があり、

註２０古賀信幸「大内氏館跡ＶⅡI・大内氏関連町並遺跡I」「大内氏遺跡発掘調査報告書XII」山口市埋蔵文化財調査報告第35集山

口市教育委員会１９９１

註２１上田秀夫「１４～１６世紀の青磁椀の分類」「貿易陶磁研究」２、日本貿易陶磁研究会１９８２

註２２塩地潤一「九州出土の京都系土師器皿」「中近世土器の基礎研究XIV」日本中世土器研究会１９９９

－１２－



第１章はじめに

1587年

1596年

整理

実測

トレース

現地調壷

ダイウス堂

推定地

祐向寺

ひとつは１５８７（天正１５）年の島津氏侵攻、もうひとつを１５９６（慶長元）年の慶長大地震に起因す

ると考えている。こうしたことから、これらの時期を１６世紀後葉から末葉と考える。本報告では

１６世紀第４四半期とし、近世府内城下町に移転する１７世紀のごく初期を含む。

３整理作業の経過

中世大友府内町跡第１０次調査区の整理作業を､2002(平成14)年度は現場事務所で仮整理を行い、

2005（平成１７）年度から本格的な整理作業を開始した。実質１カ年で整理をおこなった出土遺物

は700箱あまり、出土遺物量は約数万点におよび、その中から約1500点を選択して実測をおこなっ

た。

整理作業のうち、水洗・注記・接合の基礎作業には石井蓉子、今別府洋、安部典子、田畑里美，

姫野真知子、伊賀円香、平田美智子があたり、特に接合作業は入念に行った。

実測作業は安部明美、高井光子、土崎弘子、山口美紀、金丸涼子、田嶋智子、田中裕介が分担し

てあたり、一部は九州文化財研究所がおこなった。

浄書には、藤津香織、権藤聡子、土嶋弘子、安部明美、金丸涼子、高井光子、山口美紀、長野と

よみ、小野千恵美、上田はるみがあたり、一部を九州文化財研究所がおこなった。

編集作業には田中裕介、後藤晃一、権藤聡子、河原英明、藤津香織、安部明美、高井光子、山口

美紀が主にあたり、長野とよみ、小野千恵美、上田はるみの協力をえた。

銭貨の整理は､畦津宏幸(嘱託;現佐伯市教委)があたり､一覧表等の作成には藤津香織があたった。

写真の撮影は田中裕介、後藤晃一があたり、陶磁器全般については吉田寛の教示をえた。

なお現場発掘調査には、以下の方々があたった。現地の航空写真は九州航空、実測は県調査員の

ほかに九州文化財リサーチがあたり、発掘作業は秋吉雅子、麻生持子、足立正子、阿部笑子、安部

喜代、安東隆司、伊東早智子、伊東真由美、井上志津子、今村千代子、今村嘉子、上野信子、江藤

恒亀、江藤美津江、大久保覚至、荻昭八、甲斐千年、金子るり、亀井美加、河野次雄、河辺フサ子、

神田裕子、木本優子、釘宮邦孝、小石庸子、小出愛美子、児玉恵美代、後藤和子、後藤小夜、後藤

タツ子、後藤美智代、坂本栄作、佐藤朱美、佐藤勝枝、佐藤恭子、佐藤忠士、佐藤俊信、柴田敏夫、

生野恒子、菅かえで、関谷直美、大福逸夫、高倉常子、高橋抄子、田辺昭一、堤賢治、堤鈴子、堤

光江、那賀文子、長尾恒子、中野聖子、藤塚千鶴、藤本聡、三浦賀一郎、三浦聡子、薬師寺由記子、

山本準二郎、畑本ひとみ、和気昌子、渡辺悦子。以上の方々があたった。

人骨の調査には九州大学大学院生、舟橋京子、板倉有大、岡崎健治があたった。

第４節第１０次調査区について

第１０次調査区は、大分県大分市大字大分字顕徳寺に属し、現在の住居表示では大分市六坊北町

に当たる。調査区は東西に長く、西側をＩ区、東側をⅡ区として調査を行った。Ⅱ区については高

架工事との調整から南北にわけて、南を先に調査した。そのため事実上調査区を３回にわけて発掘

したことになる。その位置は第１－６図のとおりで、字顕徳寺の南部にあたり、調査区の東端は中

世大友府内城下町の第４南北街路に接する。また調査区のうちⅡ区北は「府内古図」のダイウス堂

推定地にあたる土地の南東端と重なることがわかる肱１．ダイウス堂とは1553年から1587年まで存

在したイエズス会府内教会にほかならない雄2。同時に古図からは西に抜ける道路や南側には祐向寺

註２３河野史郎「大友府内４－中世大友府内町跡第４次発掘調査報告書一」大分市教育委員会２００２

小野貴史「大友氏における「式三献」について」「大分・大友土器研究会論集」大分・大友土器研究会２００１

－１３－

Ｉ



＃

が付近に存在することも想定される位lifikに当たった。

以上から、Ｉ区については城.|､.''11世跡に西端の状況が、１１ｌｘでは東西道路の位置とその周辺の上

町および''１町の道路に面した状況、さらにその背後の府内教会および祐向寺の遺構の特定を課題と

して調査は行われた。

－１４－
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註１『大分市史ｊｌＩＩ、付似l「地籍図に残る戦国時代の府内」1987、大分市

註２五野井隆史「蝦後府Iﾉﾘの教会領域について」『東京大学盗料編纂所研究紀要』14.2004

にり

北II函北

国Ｉ

旦皇
分市史に，に， る／ 画

ダイ,ﾗﾇ堂梢建地

Ｘ＝２５２００

ﾉｰｰ

『"ＰＪ■

ノ

A診'=妻
＝産＝

第１－６図１０次調査区の位置（１／1000）

一一ｊＬ
林小路町

第４節鋪１０次調査区について

一

~鐘ﾐﾐ莞

ＩＬＩ

※網ラインは、１８８９年の字境界

］

、

;蓮i雪些､ク
０

、

◇

Ｉ

Ｃ
Ｃ
ｍ
ト
印
Ⅱ
×

[F三二＝

へ/<〉

洲



祐向寺

大友義統治世

町屋

国土座猟

Ｃ

|目

Ａ

Ｚ

第２難Il11II:大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区

第２章中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区

第１節調査の経緯

中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調在区は大分県大分.Ilj・上野六坊北町に所在し、標高約３．５ｍの

沖積低地上に立地する。本調査は、大分駅周辺総合整備事業に伴い大分県教育委員会が２０００

年に試掘洲査を実施、翌２００１年７川から１２ノjまでかけて本訓在を実施した。

試掘訓炎は、本調査区西半部において南北３ｍ×東西４２ｍのトレンチを入れて実施された。

洲査の結果、トレンチ内両端で方形の土坑が１基、さらに数韮の土坑、ピット等が検出された、

特に西端で検出された方形土坑は骨片が出土していることから土坑墓と推測された（本報告書

でSTOO9)。

本調査区は、「府内古図」によれば、南側に「祐lf1l寺」が存礎していたとされる場所に位置

する。そこで前述の土坑墓の存在、さらには試掘時のトレンチ内から五輪塔の部材が出土して

いるなどのこともあり、本洲査において祐向寺の存在を立証し、寺域の確定がなされるのでは

ないかという期待があった。ところが「府内古図」の描写は雌近の発掘調査成果から、１５７０

年以降の大友義統沿世下における府内の町の様子であることが分かってきており、前述の土坑

墓は１５仙紀代の可能性が尚<時代が合わない。発掘調査の結果、本調査区は大きくこの土坑

墓の時期である15111:紀代の而期と、１６世紀後半代のiIIIi期が認められており、府内古図の描写

の時期は後者のillIi期に該当する。本洲査区IlI央部は悲干高く東西に地形の落ち込みがみられ、

１６世紀後半にこの低地を覆うように整地されたものと考えられる。整地層を切ってかなりの

ピットや土坑、さらには井)『等が掘られており、その餓観は|'|j,雄そのものである。府内古似|に

は祐向寺の北側に町屋が描かれており、本調査区はその町屋の姿が掘り出されたものと考えら

れる。

なお、もう一つの画期である１５世紀代は１６世紀後半のそれとは全く異なる紫観が想定でき

る。前述の祐向寺の存続期間（開'11が１５世紀代以前に遡れば）によっては、15111紀代の姿は

祐向寺の寺域を反映したものであるのかもしれない。いずれにしても、祐向寺に関しては文献

的姿付けも乏しく、今後の祐向寺該#'1地域の発掘調査が進むことを待つしかない。

なお、’'111t大友府内町跡府内町跡第１０次洲査区においては、事業対象地IＸをI:噂|土座標に乗

せた１０ｍ方眼で区画しており、それぞれのlXiIIliを西から東へｌ～１１、北から南へＣ・Ｂ．Ａ・

Ｚのアルフアベットを付し、アルファベットと数字の組み合わせで、各々のRiI1Iiを呼称するこ

とにしている。本章で報告する第１０次Ｉ区調査区については､東西ｌ～６区､南北Ｃ・Ｂ．Ａ区、

の．位置に州当する（第２－１図)。

１２３４５ ６ ７８９ １０１１

０１０２０ｍ

第２－１図第１０次Ｉ区調査区遺構分布図（1/800）
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第１節調森の経緯

第2-1表第１０次調査Ｉ区遺構一覧

本報告での

j、欄肝号

SOO1

SＯＯｌ

SOO5

SOO6

SOO7

SOO8

SOO9

Solo

SOl2

SOl3

SＯ

SOl5

SOl6

SOl7

SOl9

SO2２

SO2３

SO2６

SO2７

SO2８

SO30

旧過櫛齢サ

SDOOl

SKOOi

ＳＫＯＯ５

SKOO6

SKOO7

SKOO8

STOO9

ＳＤＯｌＯ

ＳＫＯｌ２

SKOl3

SEOl4

SKOl5

ＳＫＯｌ６

SEOl7

SKOl9

SKO22

SKO23

SKO26

SＫＯ訂

SDO28

SKO30

j､隅の位置

5Ａ・５Ｂ

‘1Ｂ

4Ｂ区

3Ｂ・‘ｌＢ区

3Ｂ区

3Ｂ区

2Ｂ区

2Ｂ・２Ｃ区

5Ａ区

5Ｂ区

5Ｂ

5Ａ・５Ｂ区

‘１Ａ区

４Ａ・４Ｂ

‘1Ｂ区

5Ａ・５Ｂ区

3A区

5Ａ・５Ｂ

‘1Ａ区

2Ｂ区

4Ａ・４Ｂ

in綱の性格

溝

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

上坑蕊

癖

土坑

土坑

井戸

土坑

土坑

井戸

土坑

土坑

土坑

土坑

土坑

溝

士坑

通構の時期

１６世紀後葉

l5Ilt紀末紫～１６世紀初ljn

１６世紀後葉

l6iIt紀後葉

１５枇紀後葉～１６世紀後葉

１５世紀後葉～１６枇紀後篭

l5iIt紀

l5tit紀未然～１６世紀初剛

１６世紀後蕊

１５Ｍt紀後葉～１６世紀後鱗

l5ilt紀代

1511t紀後半～１６世紀111粟

l6iIt紀後葉

l6iIt紀後葉

151M:紀末紫～１６Mt紀初Ⅷ

l5ilt紀前半

１５１１t紀後半～１６世紀前紫

1511t紀前半

１４世紀

１５１１t紀末葉～１６世紀初蝋

l5i枇紀後葉～１６世紀後紫

1６

符記ﾘ町Ｉ

京都系土師器２期・景徳狐窺系背花（Ｃ群．Ｅ群)．

龍泉窯系背磁・白磁・備前系陶器・瓦質土器

在地系土師蘭土器

備前系陶器・瓦質土器・石臼

在地系土師質土器・龍泉剛系青磁・瓦質土器・土

錐

京都系土師器２期・在地系rMlij質土器・鮒泉潔系

青磁・瓦質土器

在地系土師質土器・池泉寵系冴磁・白磁・傭IMI系

陶器・土錘

龍泉窯系青磁（人形手）・傭１W系陶器描鉢（中IIt5
期～６期段階）

１６世紀後半の井戸SEOl7を切っている

京都系土師器２期・景徳畑蒋系背花・髄胤謝系汁

磁・備前系陶器･瓦質土器・鯛錨･鉄製類・鉄製鍬.

鉄製箆

在地系土師質土器

備前系陶器描鉢（中枇３～４期）

備前系陶器椴鉢（中世３～‘1期〉

備前系陶器

在地系土師質土器

瓦質土器・背銅製船

掲載頁

1９

2７

2８

2８

3１

3１

4５

2４

3２

3３

3８

3３

３１

4０

3５

3５

3６

3６

3７

2６

3７
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第２節遺構と遺物

１．溝

SDOO1（第２－４図）

調査区の東側隅を南北に延びる櫛で、検出された長さは約17.3ｍ、幅約4.9ｍ，深さは最も深いとこ

ろで約1.3ｍ、方位はＮ－３０ｏ－Ｅで東に振っている｡構内からは、遺物と共に大量の石も出土してお

り､周囲の町屋等に使用された石が､櫛の廃絶に伴い放り込まれたものであろう。

また、SDOOlは中央部付近で井戸SEOl4と切り合っている｡井戸SEOl4については、当初そのプラ

■大破の石
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第２－４図SDOO1遺構図（1/60）
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第２節 殻 椛 と 批 物

】

Ｉ

照：、ヨ
３Ｄ

Ｌ‘凶I．吾

'窟
⑨

い－

３

７

０

９▼７－▼。

１６世紀後半

小野編年Ｅ群

中世６期～

近世１期

第２－５図ＳＤＯＯ１出土遺物実測図（1/3）

ン等を含めて明確ではなく、溝の掘り下げ後にその存在がはっきりと確認できたことから、溝SDOOl

に切られていたものと考えられる｡井戸SEO14から出土する遺物は、後に詳述するが、土師質土器は

ロクロ成形による在地系ものがrl1心となり、備前系陶器の播鉢等も乗岡編年の中世３期～５期のも

のが主体となって検出されていることから、１５世紀段階ごろの位置づけができそうであり、したが

って切り合い関係からしてSDOOlは１５世紀以降の所産である。

次に、溝内から出土する遺物から見てみると、SDOOlからは塩地綿年の京都系土師器２期のもの

が出土し、さらに景徳鎮窯寺花碗のＥ群が出土していることなどから、１６世紀後葉の位祇づけが可

能であり、前述の切り合い関係とも矛盾しない｡特に時期を隔てた遺物の出土も見られないことか

ら､溝の掘削も埋没も１６世紀後半に位置づけられよう。

出土遺物(第２－５～８図）

１．２は､中国策徳鎮窯糸青花皿で､両者ともいわゆる碁笥底を呈し､胴部外面には芭蕉葉文､内而

兇込には捻花を施す｡小野正敏編年のＣ群にあたる。３～５は紫徳鎮系の碗で、３は見込部分が盛り

上がるいわゆる鰻頭心を呈し、小野正敏編年のＥ群にあたる。６～８は龍泉窯系の青磁で、６はⅢ１，

７．８は碗である。７は外面に錦蓮弁が認められ､蓮弁の形状からして、１４世紀代のものと思われ､混

入したものと考えられる。９．１０は巾国産の白磁で、９は皿の高台部、１０は瓶の口縁部である。１１は

瀬戸美濃系陶器の天目碗の高台部である。１２～１６は、備前系陶器で、１２は壷、１３～１５は揺鉢であ

る｡ナナメスリメ等は確認できないが、１３．１４の口縁部形態からすると、乗岡編年の中世６期～近世

１期の段階に比定できそうである。１６は大発でやはり前述の播鉢と同様の段階に位瞳づけられよう。

１７～２０は京都系土師器である。１７～１９はⅢ、２０は坪である。１７は器壁が薄く、ナデも明瞭でない

－２０－

1１



第２草中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区
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第２節遺櫛と遺物

第２－７図SDOO1出土遺物実測図（1/3）
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門

鉄製の碗

－２３－

鋪２軍中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調盗区

ことから、古い様相を離しているが、１８は器壁が厚く、１１縁部下のナデも明瞭であることから、２期

以降の位置づけが可能であり、坪の共伴とも整合する。２１は､底部に糸切り痕を残す在地系土師質土

器の小Ⅲである。'一I唇部にススが付着しており、灯明Ⅲと思われる｡他の遺物の時期関係からみて混

入しているものと考えられる。２２～２４は瓦質土器で、２２は香炉、２３は火鉢の脚部、２４は鉢である。

２５～２７は鉄製IIii1で、２５は鉄製の碗、２６は環状製IYiであるが、川途は不|ﾘjである。２７は刀子である。

28.29は石製品で、２８は流紋岩製の砥石、２９は凝灰岩製の石臼である。30.31は混入遺物で、３０は古

墳時代の土師器の謡、３１は磨製ｲ『斧である。３２は粁丸瓦、３３は坤である。

京都系土師器
2期

3２

し
3３

１０CＩＴ

第２－８図ＳＤＯＯ１出土遺物実測図（1/3）
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第２節遺構と遺物

ＳＤＯ１０

■

冬

第２－９図SDO10過栂図（1/60）
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1511t紀末葉～

1611t紀初頭

縮２軍’'''11:大友府内町跡輔１０次Ｉ区捌描Ⅸ

！鍵ｉ霧

第２－１０図ＳＤＯ１０出土遺物実測図（1/3）
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１

1１

４

龍膿窯系青磁

へ．詮-fｒ

３２

ＳＤＯ１０（第２－９図）

Ｉ洲査区西側隅を南北方向に延びる櫛である。故大|幅2.6ｍ、深さは検出而から計測して約０７ｍ

ある。確認できている長さは１７．４ｍであるが、満の北側部分は調査区外には延びず、終端部となっ

ていると考えられる。瀧内からは､SDOOlほどではないが､遺物と共にかなりの石が出土しており、

SDOOl同様に周洲の町屋に使用されていたものが、溝の廃絶に伴って放り込まれたものであろう。

髄の方向性から見ると、SDOOlとほぼ同方位を示しているが、出土する遺物は１４～１５世紀のもの

が主体となり、SDOOlとはかなり時期差（SDOOlは１６世紀後半が主体）が認められるため、両識

は併存していない。しかしこの両淋に加えてその他本調査区内で検出される溝は、すべて同方向の

方位性を持っている点に注1-Ｉすると、ある程度の期間（少なくとも１～２･枇紀の間）は同じような

空間認識が存在していた可能性は十分にあり得るであろう。

出士遺物（鋪２－１０Ｍ）

ｌ～３は龍泉窯系青磁で、１．２は碗の口縁部である。２は胴部に蓮弁が確認でき、まだ蓮弁

の形状が幅広であることから、１４世紀代に位置づけられよう。３は碗もしくは皿の高台部である。

４～７は在地系土師質土器である。４～６はⅢで11縁部が直線的に開き、内外面にロクロ|÷lを顕熟：

に残す。７は小皿で、いずれも坂本禰年で１５世紀末葉～１６世紀初頭頃に位慨づけられる。８は古

瀬戸の卸皿である。

９～１１は、在地産の瓦蘭上器で、９は鉢のＩ|縁部で、突梢が巡らされる。１０は香炉である。’１

縁部下に刻印による七宝文を巡らす。１１は火鉢の１１縁部と考えられ、二条の突帯間に刻印による

文様が施される。１２は土錘である。以上のように遺物は１４世紀～１５世紀のものが兄られるが、

遺術の時期は、１５･'1t紀末梁～１６世紀初頭頃とみなすのが妥』'1であろう。

言=一一一ア
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縮２節 遺 椛 と 世 物

1511t紀中葉

内面にロクロ

ロ

ＳＤＯ２８（第２－１１lxl）

調査区西側隅Ｂ－２区に位置する。SDOlOに切られているため､残存長1.2ｍ､残存幅0.75ｍ､深さは

確認できる範洲で、0.13ｍほどである｡残存部分が少ないためにどういう形状であったか詳細はつか

めないが､残存部がこれだけであることを考えると、SDOlOよりも規模は小さく、方位もほとんど同

方向に延びていたのであろう。さらにSDO10は調査区北側で終わっていたが、その先にSDO28も検出

されていない｡したがってSDO28がSDOlOと同方位に延びる溝だったとしても、やはりSDO10以上に

北側には延びない満であったと考えられる。

SDO28から出土する逝物は、希少であるため時期の認定は困難であるが、１５世紀中葉段階の在地

系土師質土器が出土しており、その頃の位憧づけが可能であろう。SDO28を切っているSDO10もほぼ

同じような時期の遺物が兄られることから､両者にはさほど時期差が無かったか､もしくは同一の溝

の掘り返しであった111.能性、さらには'11-溝の異なる堆枝の一部という認識も考慮に入れておく必

要があろう。

出土遺物(第2-12脚）

１．２ともに在地系の土師質土器のⅢである｡口縁部が外に向かってiII1:線的に広がり、内而に顕著

なロクロ'－１を残す｡坂本細年で１５世紀末葉～１６世紀初頭頃に位置づけられるものと考えられるｃ

ﾛ 1IＴ

第２－１１図ＳＤＯ２８遺構図（1/30）
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第２－１２図ＳＤＯ２８出土遺物実測図（1/3）

－２６－

１０ｃｍ



第２章中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調在区

２．土坑

ＳＫＯＯ４（第２－１３図）

調査区中央北側のＢ－４区に位置する土坑である｡長径が南北方向1.17ｍ、短径が東西方向で0.74

ｍ、深さは最も深いところで0.53ｍほどである｡図2-13から分かるように、南北で異なる形状の底面

2つの土抗が確認され､深さも違うこと等を勘案すると、２つの異なった土坑が切り合っていたものと考えられ

る｡検出時には切り合いのラインが明確に把握できなかったため、両者併せてSKOO4として扱い、遺

物も共に取り上げた。しかしながら遺構図から分かるように､土坑中央部で出土した裸の流れ込み具

合から判断すると、北側の土坑が南側の土坑を切って存在していた可能性が高いと思われる。したが

って図2-13では､その推定ラインを点線で図示している。

土坑から出土する遺物は希少であるが、１５世紀中頃段階の在地系土師質土器が出土していること

から、該期の所産と考えられる｡南北２基の土坑は切り合ってはいるが、さほど時期差はないものと

考えられる。

出土遺物(第2-14図）

在地系土師質１．２ともに在地系の土師質土器の皿である｡底部から口縁部に向かって直線的に外方向に広がる
土器

形態で､坂本編年で１５世紀末葉～16世紀初頭に位置づけられるものと考えられる。

腿
》、

《A）

； -3.500ｍ

０ １ｍ

第２－１３図SKOO4過栂図（1/30）
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第２－１４図SKOO4出土遺物実測図（1/3）
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SKOO5（第２－１５図）

調査区中央Ｂ－４区に位置する土坑である。長径2.46ｍ、短径0.69ｍの細長い長方形プランを

呈す。深さはもっとも深いところで0.66ｍ，浅いところで0.24ｍであるが、深いところは切り合

っているピットの深さである可能性が高く、本遺構の深さは、実際は０．３ｍ前後と思われる。本土

坑の主軸はSDOOlとほぼ同方向を示しており、細長いそのプランを見ると、何らかの区画満の一

部が残存して検出されているのかもしれない。遺構内からは大量の篠が出土しているが、この土坑

の時期を認定できる遺物の出土は見られない。ただ、ほぼ同方位を示しているSDOlOとの関連‘性

を重視すれば、SDOOlが１６世紀後葉に位置づけられることから、その時期の所産とすることが可

能であろう。

大倣の喋

１６世紀後葉
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．
剣
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『
ゴ
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-3.700ｍ

１ｍ

第２－１５図SKOO5遺構図（1/30）

SKOO6（第２－１６図）
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第２－１６図SKOO6過構図（1/30）
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大雄の聯

廃莱土抗

町歴

１６世紀後難

Ｉ

鋪２章ＩｉＩｉＩ１:大友府内町跡第10次１Ｋ洲壷区

調査区のほぼ中央付近、Ｂ－３．４区に位置する土坑である。長径1.83ｍ、短径1.22ｍの隅丸

長方形の平而プランを布す｡深さは検川ＩＩ１ｉから計測して().5'１ｍほどである。世構内からは遺物と

共に、大城の隣が検出された。牒は士坑庇面に接するようにではなく、底面から若干上にまとま

って検出されていることから、土坑に敷き詰められていたのではなく、土坑を埋める際に廃棄さ

れたものと解するのが妥当と考えられる。篠が土坑の形成とは無関係で、単に大量に廃棄されて

いるという観点に立てば、この土坑は廃棄土坑として位慨づけるべきであろう。平面プランが隅

丸方形である点や操の火:'1tの混入という‘11,(に芳月すれば、他の何らかの施設である可能性も考慮

に入れておく必要があろうが、現段階その他の施設の様相を示す遺物の出土状況等も認められず、

廃棄土坑として位置づけておきたい。なお、廃棄された大並の篠は、調査I又内を南北に延びる溝

SDOO1内から出土する牒とIiil様に、町陛で臆根等に使川されたものであることが考えられる。後

述するように、本土坑内から出土する遺物に、近世１期の備前系陶器の播鉢が出土していること

から土坑の時期はSDOOlと併存した可能性のある１６世紀後葉に位置づけられ、そうした場合１６

世紀後葉期の町屋等の廃棄土坑としての位世づけが可能であろう。

Ｉ
、
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第２－１７図SKOO6出土遺物実測図（1/3）
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､八

出土遥物（第２－１７．１８図）

１は備前系陶器の捕鉢で、スリメの状ﾙ,l‘は不確定だが、口縁部の形態等からみて、近惟１期、ナ

ナメスリメを有する段階のものと考えられる。２は瓦質土器の火鉢と考えられ、１１緑部下に２条の

近世ｌ川

突帯を巡らし突帯間に文様を施す。３は安'11岩製の石臼で、上臼である。

一一ー
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第２－１８図SKOO6出土遺物実測図（1/4）
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SKOO7（第２－１９図）

３－Ｂ区に位置する土坑で、長径2.07ｍ，短径1.11ｍの東西方向に長い長方形プランを呈す｡深さは

浅く0.18ｍほどしかない｡遺物の出土状況は希薄で、遺物から土坑の時期を認定するのは不可能であ

る。しかしこの土坑の方位に着眼してみると(図2-2参照)、東西方向の主軸は、Ｗ-30.-Ｎの方位

を示し､北側に30°振っていることがわかる｡実はこの方位は本調査区を南北方向に走る溝(SDOO１．

０１０．０２８)と直交する方位であり、よってこれらの溝で規格されるいずれかのプランに伴うものであ

ることが考えられる｡現段階､各満の時期幅は15世紀後葉～16世紀後葉の中で捉えられており、した

がって土坑の時期もその間で考えておくのが妥当であろう。

■櫛に直交する

方位

§

SKOO8（第２－２０図）
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鋪２章中1M:大友府内町跡第１０次ＩⅨ調炎Ⅸ

第２－１９図SKOO7遺栂図（1/30）

第２－２０図SKOO8遺栂図（1/30）
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正三Ｃ

３－Ｂ区に位置する土坑で、長径1.53ｍ、短径0.81ｍの南北方向に長い長方形プランを呈すが、

南側の一部分は撹乱によって削られている。全体的に深さは浅く0.05ｍほどしかない。土坑内から

は篠が複数出土しており、廃棄土坑の可能性もあるが詳細は不明である。遺物の出土状況も希薄で、

遺物から土坑の時期を認定するのは不可能である。しかしSKOO7同様にこの土坑の方位に着眼し

てみると（第２－２図参照)、南北方向の主軸は、Ｎ－３０ｏ－Ｅの方位を示し、東側に30°振って

いる。これは溝（SDOO１．０１０．０２８）と平行する方位を示す。よって本遺構もこれらの溝で規格さ

れるいずれかのプランに伴うものであると考えられ、１５世紀～16世紀後半頃の所産でと考えるの

が妥当であろう。

操が複数出土

■櫛と平行する

ＳＫＯ１２（第２－２１図）

５－Ａ区に位置する土坑で、長径2.75ｍ、短径2.24ｍの楕円形プランを呈す。深さはもっとも深

いところで0.57ｍほどある。土坑内からは遺物と共に大量の喋さらには炭や焼土も出土しており、

廃棄土坑と考えられる。出土する遺物の中には京都系土師器２期のものが見られ、遺構自体は１６

世紀後半代のものと考えられる。そうした場合、ほぼ同時期の所産と考えられる溝SDOOlがすぐ

東を流れており、併存もしくは同時期に廃絶された可能性が高く、強い関連性が認められる。また

本土坑の底面の形状をみると溝SDOOlとほぼ同方位を示す隅丸長方形を示しており、両者に共通

した規格性が感じられる。したがって、本土坑はSDOOlに画された町屋等の裏手に掘られた廃棄

廃棄土抗

SDOOlと同方位

町屋の裏手

丘

／

:雲

第２節遺構と遺物

〆

ＣＤ

０

第２－２１図SKO12週構図（1/30）
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土坑であると考えられ、中世大友府内町跡の町屋でよく見られるのものの一つである。
出土遺物（第２－２２図）

１．２は龍泉窯系青磁で、ｌは碗の底部、２は皿のI｣縁部である。破片が小片のため、文様構成

等は把握できない。３は京都系土師器の皿で、器壁が比較的厚く２期以降のものと思われる。４は
在地系土師質土器のⅢ、５は瓦質土器の鉢のI]縁部である。

池泉難系11f磁

京都系土師器
2期

●
雷
０
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1511t紀後葉～

1611t紀後葉

０ １０ｃｍ

４

第２－２２図SKO12出土遺物実測図（1/3）

SKO13（第２－２３図）

５－Ｂ区に位置する土坑で、

長径0.83ｍ、短径048ｍの楕円

形プランを呈す。深さはもっと

も深いところで0.38ｍほどであ

る。土坑内には大雄の蝶が詰ま

っている。遺物の川土がないた

め、この土坑の時期や性格につ

いては不明であるが、出土する

操の最上部のレベルを見ると実

際の堀形はまだ上だったと考え

られ、そのレベルからみると１５

世紀後葉～１６世紀後葉のもので

あろう。

SKO15（第２－２５図）

５－Ａ区と５－Ｂ区にまたがって位置し、長径3.42ｍ、短径

1.41ｍの隅丸長方形プランを呈す土坑であるが、東側部分はSDOOl

によって掘削されている。深さはもっとも深いところで0.35ｍほ

どで、さほど深くない。土坑内からは遺物と共に多くの際も出土

しており、廃棄土坑と考えられる。

止坑の時期については、中世５期～６期の備前系陶器播鉢が州

三戸で

第２－２３図SKO13遺構図（1/30）

大賊の隙

鮒２章中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区
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第２－２４図SKO15出土遺物実測図（1/3）
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土していることから、１５世紀後半から１６世紀前葉段階に比定され、SDOOlとの切り合い関係とも

矛盾しない。

出土遺物（第２－２４図）

１．２は龍泉窯系青磁で､ｌは碗である。ｌの見込みには陰刻による人物像が描かれ､いわゆる「人

形手」である。２は瓶の把手部分と思われる。３は備前系陶器播鉢の口縁部であるが、口縁部の形

態から中世５期～６期段階のものであろう。

ﾉ写〆
■

人形手

中世５～６期

Ｅ
○
○
①
、
の

第２－２６図SKO16遺栂図（1/30）
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第２－２５図SKO15遺構図（1/30）

－３４－

第２節遺椴と通物

ＳＫＯ１６（第２－２６図）

４－Ａ区に位置し、長径1.34ｍ，

短径１．１１ｍの楕円形プランを呈す

土坑である。深さはもっとも深いと

ころで0.26ｍほどで、さほど深く

ない。土坑内からは喋が出土してい

る。時期を認定できるような遺物の

出土は見られず、土坑の時期判定は

困難であるが、１６世紀後葉の井戸で

あるSEOl7を切って造られている

点や、他の遺構の密集している中に

立地している点などを加味すると１６

世紀後葉の位置づけが可能かと思わ

れる。また篠の混入状況から恐らく

は廃棄土坑的性格を有する土坑と思

われるが、詳細は不明である。

０

廃棄土抗

-3.600ｍ

SEOl7を切る



第２－２７図SKO19遺構図（1/30）

SKO19（第２－２７図）

４－Ｂ区に位置し、長径１．１４ｍ、短径0.33ｍで隅丸長方形を呈す

もの思われる。深さはもっとも深いところでも、0.03ｍと浅い。出土

する土師質土器から１５世紀末葉～１６世紀初頭の所産かと思われる。

出±遺物（第２－２８図）

ｌは在地系土師質土器の皿で、内外面にロクロ目を顕著に残す。

第２－２８図ＳＫＯ１９出土遺物実測図（1/3）

1511t紀末業～

1611t紀初弧

ロクロＩｉ

SKO22（第２－３０図）

５－Ａ。Ｂ区に位置し、長径3.35ｍ、短

径2.06ｍで東側部分は訓査区外にさらに広

がるものと思われる。深さは0.33ｍほどで

ある。遺物と共に篠が若干出土しており廃

棄行為に伴う土坑と思われる。時期を認定

できる遺物は少ないが、備前系陶器播鉢か

ら１５１１t紀前半の所産と思われる。
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第２－３０図SKO22遺構図（1/30）
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１

第２－２９図SKO22出±遺物実測図（1/3）
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の備前系陶器播鉢が出土しており、土

坑の時期もとりあえずその時期にあ

てておきたい。

出土遺物(第2-32図）

ｌは備前系陶器の播鉢で､口縁部の

形態から乗岡編年の中世4期に位置づ

けられると考えられる。

出土遺物（第２－２９図）

ｌは備前系陶器の揺鉢で、乗岡編年の中世４期に位置づけられると考えられ、他の良好な資料が

見られないため、本資料をもって遺構の時期を１５世紀代と位置づけておく。

中世４期

SKO23（第２－３１図）

３－Ａ区に位置し、長径1.84ｍ、短径１．０８ｍで南側部分は調査区外にさらに広がるものと思

われる。深さは0.56ｍほどである。遺物と共に磯が若干出土しており廃棄土坑と思われる。廃棄土抗

中世４期
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第２－３１図SKO23過構図（1/30）

SKO26（第２－３３図）

５－Ａ．Ｂ区に位憧し､長径1.11ｍ､短径１．１０ｍで東側部分は調査区外にさらに広がるものと思われ

る｡深さは0.38ｍほどである。１６世紀後半に比定されるSKOl2に切られており、それ以前の所産であ

る｡出土する遺物の中に時期認定がで

，〆きるものが少ないが､１点'5世紀段階’
1５世紀

第２－３２図SKO26出土遺物実測図（1/3）

第２節遺構と遺物
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第２－３３図SKO26過栂図（1/30）
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０

SKO27（第２－３５図）

４－Ａ区に位置し、長径0.9ｍ、短径0.77ｍ

の楕円形プランを呈す。深さは0.24ｍほどであ

る。土坑内には遺物と共に大量の篠が入ってい

る。時期を認定しうる遺物が希少である。

出土遺物（第２－３４図）

ｌは備前系陶器の大喪の口縁部で、１４世紀代

と考えられる。

Ｉ
大量の藤

ー 一

、、へ

１ｍ

鋤 ｈｅ■
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備前系陶器

大喪
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第２－３７図SKO30出土遺物実測図(1は1/3,2は1/2）
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第２－３４図SKO27出土遺物実測図（1/3）
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SKO30（第２－３６図）

４－Ａ．Ｂ区に位置し、

長径1.88ｍ，短径0.42ｍの

規模であるが、実際は３つ

の小円形土坑が切り合って

いるものと思われる。深さ

は一番深いところで0.48ｍ

ほどである。遺構の時期は

遺物から判定できないが、

方位的にみて１５～１６世紀

後葉代の区画内に収まるも

のであろう。

出土遺物（第２－３７図）

１は瓦質土器の土鍋、２

は円錐形を呈する青銅製品

で、用途は不明である。
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第２－３５図SKO27遮栂図（1/30）
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第２－３６図SKO30遺構図（1/30）
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第２節遺構と巡物

SDOOlに切ら

れる

1511t紀段階

龍泉窯系藤磁

中lKI賑白磁

在地系土師質
土器

備前系捕鉢

３.井戸

SEO14（第２－３８１刈

５－Ｂ区に位慨する井戸である。：'1初この井

戸の存在は明確に把握できていなかった。第２

－３８凶の位置関係からもわかるように、井戸

の大半は溝SDOO1に切られており、わずかに

残った円周部分の一両が確認できているのみで

あった。したがって検出時は土坑の一部か、も

しくはSDOOlの掘形の一部であろうという認識

の元掘り下げを行った。切り合い関係からまず

SDOOlを掘り下げていったが、SDOOlの底面に

達したにもかかわらず、この部分はまだ地山が

確認できず、その時点で初めてこの遺構は土坑

第２－３８図SEO14遺構図（1/200）
でも熊の－．部でもなく、井戸であろうという認

識に至った。雌終的には標尚1.94ｍまで掘り下がったところで、水が大遺に湧き出したため、そ

れ以上の掘り下げは不可能となった。そのため、遺構実測図では底面の表現がなされていない。

確認されている範囲で推定する限り、規模はiIlI:径約2.3ｍ前後のものであったろうと思われる。

なお井筒に使用された部材等は出土しておらず、桶枠によるものか、また方形枠を伴う曲物に

よるものかといった構造については不明である。したがって井戸の形態から時期の認定は不可能

であるが、遺構内からは比較的時期的にまとまった資料が出土しており、それらの出土遺物の示

す時期から､15批紀段階のものと考えられる｡本調盗区では該期の遺構として溝SDOlO等があるが、

その区画に伴う遺術である可能性もある。

出土遺物（第２－３９図）

ｌ～３は龍泉窯系青磁で、１は碗の底部破片で、兇込は蛇の目利剥ぎが施され、外面尚台内部

は輪状に洲1が削り取られている。２は皿のｒｌ縁部で、菊花状を呈す。３は碗の口縁部で、胴部外

面には蓮弁文が見られる。蓮弁文は細線化し、’幅も狭くなっているが、剣頭と細線が単位を意識

して構成されている。したがって上旧綿年によれば１５世紀後半代に位満づけられる一群と考えら

れ、他の１．２の碗と皿も同時期に位澄づけられよう。４．５は中国産の白磁で、４はⅢ、５は

碗の底部付近の胴部片である。この内４の皿はまだ口縁部が外反せず、胴部から内湾気味に立ち
上がっている。前述の青磁と共伴するものであろう。

６～９はロクロ成形による在地系の土師質土器である。６．８．９は坪もしくはⅢで、７は小

皿である。特に６は胴部にロクロ'-1を残し、底部から’1縁部に向かって直線的に外方向に開く。

坂本編年で1511t紀末葉～１６世紀初頭に比定される盗料であろう。

１０～１５は備前系陶器の嬬鉢である。１０～１２は11縁部が上方に拡張が始まり、１１縁部外面下角

の垂下が顕著になっている形態から、乗岡編年の中世４期に比定されると考えられる。１３．１４に

ついては、口縁帯が形成される段階で、特に１３は|｣縁部端部のナデが強くなり先細りしており、

近世１期の特徴を示している。この１３．１４の２点の盗料については、他の遺物の大半が１５．Mt紀

代に位置づけられることを考慮に入れると、隣接して切り合っている１６世紀後半代の満SDOOlか

らの流れ込みと捉えるのが妥当であろう。また、１５の盗料については、スリメはナナメスリメで

あるが、口縁帯がまだ発達しておらず、乗岡編年の中世３期に比定されるものと考えられる。

１６は土錘である。以上、SEOl4から出土する遺物は、その大半を１５１１ｔ紀代のものがIITめており

遺櫛の時期もその時期に当てて大過なかろう。

－３８－
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SEO17（第２－３８図）

４－Ａ・４－Ｂ区にまたがって位置する井戸である。井戸の掘形雛'は直径約3.2ｍのほぼ円形を

呈する。深さは約2.4ｍを計測したが、途中からかなりの水が湧き出し、検出中の井筒も崩壊する

などの状況となったため、それ以上の掘削は不可能となった。したがって実際の井戸の掘形の深さ

はまだあると考えられる。ただ、湧水点が現在と当時余り変わっていなければ、深くなってもさほ

ど下がらない可能性もある。井側を構成するのは円形桶側で、底の無い桶を３段重ねた状況が確認
くれいたたが

された。桶は短冊形の樽板を椎で巻いて固定している。土層を確認すると（第２－４１図）井戸の
■ 円形桶側

篭

Ｌ－－－ヨ
５ｍ

０
'７ ▽Ｃつ

ぷ。伽ＣＩＩ

-3.900ｍ

「
・
》

ｑ＠

第２節遺柵と遺物

⑥
ロ

暗灰色弱粘質土

(混黄褐色土ブロック、

燕爾琶霜冒王司

第２－４０図ＳＥ017週栂図（1/40）

註ｌ井戸の構造名称は草戸千軒町遺跡発掘調査報告書に準拠する。（広島県草戸千軒町遺跡調査研究所「草戸千軒町遺跡発掘調査
報告Ｖ－中世瀬戸内の集落遺跡一」1996年）

－４０－

暗灰褐色強粘質±

暗灰色強粘質土

暗灰褐色粘質土

暗茶褐色粘質土

暗灰茶褐色強粘質±

,層｜暗褐色粘質土

麺
一
羽
一
梱
一
調
一
昭
一
禍
一
噸

第２－４１図SEO17土層断面図（1/40）
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掘形の中央部、丁度桶側のあたりに新たな掘りこみのラインが確認できる。その新たな掘りこみラ

インのあたりから上部には、桶側が消失しており、これは桶側が腐食して消失したと考えるよりも、

抜き取られたと考えるのが妥当であろう。したがって桶側の付近にみられる新たな掘り込みライン

は､井戸廃棄時に桶を抜き取るために掘られた浪跡であると解される。そして抜き取られた部分は、

後に地盤沈下の恐れがあったのであろう、かなりの磯が集中して埋められていた。また、このよう

に抜き取りによる掘り返しが行われた結果、井戸の上部構造である井桁部分の痕跡は全く失われて

しまっている。中世大友府内町跡で検出される井戸では、これまで井桁の確認がなされておらず、

抜き取り行為は比較的通常のことであった可能性がある。

桶側の中及び井戸掘形の中から出土する遺物は、１６世紀後半のものが主体を占め、井戸の使用

時期及び廃絶期は共に１６世紀後葉であろう。I-li世大友府内町跡で確認される１６仙紀後半代の井戸

は、その大半が桶側によるものであるが、中には汀組みのもの、桶側に石組みを組み合わせるもの

等がある。本遺構は水が湧き出して、桶側が崩壊してしまったこともあり、雌下解の井筒の状況は

不明であるが、おそらく鼓下部から上部まですべて桶を積み上げた榊造であったと思われ、こうし

抜き取られた

地盤沈下

１６世紀後紫

少 ﾉ ａ

|I

４

Ｒ

第２章中世大友府内町跡第１０次１１述洲在区

Ｌ

１
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第２－４２図SEO17出土遺物実測図（1/3）※１１のみ１/１
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０ １０cｍ
－ ー

グ

１０cｍ
－ －

第２－４４図SEO17出土遺物実測図（1/3）
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第２章中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区
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第２節遺構と遺物

■

町屋

道路

町屋の裏手

景徳鎮窯系

青花

龍泉窯系青磁

舟徳利

京都系土師器

２期

箪先､箪へラ、

鍬

= 〒〈汗

３

０ １０cｍ
－ －

第２－４５図SEO17出土遺物実測図（1/3）

た構造の井戸は、中世大友府内町跡の町屋によく見られるものである。

また、本井戸と時期的に近い遺構としてSDOOlがある。府内古図によると、本調査区の北側に

は東西方向に走る道路が描かれている。そしてその道路に面するように町屋と思われる描写がなさ

れている。この絵図が正しいとすると、本調査区は北側を道路、東側を南北方向に延びる溝SDOOl

に画された町屋の一画である可能性があり、本井戸SEOl7は北側の道路に面した町屋の裏手に位

置するものと考えられる。

出土遺物（第２－３９図・第２－４３～45図）

ｌは景徳鎮窯系青花の破片である。表にラマ式蓮弁のような図柄が見られる。瓶の一部か。２．

３は龍泉窯系青磁碗である。２は胴部に蓮弁文が施されるが、蓮弁の幅は狭くなっており１５世紀

後半以降の特徴を示している。３は口縁部外面に二条の界線による文様帯が施される。４は朝鮮王

朝産舟徳利である。

５は備前系陶器の播鉢、６～８は京都系土師器である。京都系土師器は器壁が比較的厚く、口唇

部下のナデも明瞭であることから、２期に位置づけられる。９は瓦質土器の火鉢の脚部である。

１０は開元通賓で、初鋳年は621年、直径2.4cm、重さ2.1ｇである。

なお、桶側内の底の方から、鉄製華が出土した。第２－４３図はその出土した際の状況を図に示
すき

した。図から判るように、筆先・華へラ・鍬先が３点付着した状況で出土した。第２－４４．４５図

はそれらを切り離し、それぞれを図示している。第２－４４図のｌは箪の筆先である。一方の面は
Ｉ)しよう

平らで、もう一方の面は縞状を呈す。箪床部分にとりつくための袋部分がある。第２－４４図の２

－４４－
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第２章中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区

すき

は華へラである。ハート形を呈し上下Iこ若干湾曲している。裏側には２カ所隆起部が設けられ、
i）ちゅう

華柱に取り付けられる部分であろう。第２－４５図の３は鍬である。これは筆とは直接関係ないが、

塾と共にこの鍬も同時に井筒に放り込まれているところをみると、何か祭祁的意味合いを有してい

るのかもしれない。

15世紀代

４．土坑墓

STOO9（第２－４６図）

２－Ｂ区に位置する土坑墓である。長径0.84ｍ、短径0.81ｍのほぼ方形の掘形を呈し、掘形内中

央部北側よりの部分に、長径0.48ｍ、短径0.42ｍの方形の棺を納めたと思われる痕跡が認められ

る。棺部分の深さは0.14ｍ程しか無く、上部はかなりの削平を受けているものと思われる。この

棺部分の中から大量の釘と土師質土器等が出土している。骨片は確認できているが、残りはさほ

どよくなく埋葬方法の詳細は不明である。棺のサイズからして座棺か小児墓であった可能性が考

えられる。この内小児墓については、北西に隣接して位置する第１０次Ⅱ区北調査区（本報告書第

４章）において、数多く検出されている。しかしそれらの一群は１６世紀後半が主体となっている

のに対して、本土坑墓STOO9は出土する土師質土器の形態から１５世紀代に遡る可能性が高い。ま

た第１０次Ⅱ区北調査区小児墓群は比較的まとまって検出されているのに比べ、STOO9はその一群

からはかなり距離を隔てて位置し、さら

A§［には本調査区（第１０次Ｉ区調査区）のには本調査区（第１０次Ｉ区調査区）の

中でも１６世紀後半代の遺構群の区画から

離れて位置している。したがって第１０次

Ⅱ区北調査区の墓域とは時期も性格も全

く異なるものであると解される。

１

3.500ｍ

い’

ここ蓉夢喜一

１ｍ

第２－４６図STOO9遺栂図（1/30）

！蝦151ルサ,､噸Ⅳ’１１，国２

||リ
,lｉｌ
ｐロ

第２－４７図STOO9出土遺物実測図（1/3）
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第２節遺櫛と遺物

■
胎土が白色

遺構空閑地

第１０次Ⅱ区

南調在区

伽泉窯系青磁

備前系陶器

在地系土師質

土器

瓦質土器

土錘

砥石

蝉

出土遺物（第２－４７図）

ｌは薄手の器壁で、内外面にロクロ目を顕著に残す土師質土器皿である。胎土は白色を呈し在地

のものとは異なる。１５世紀後半代に位置づけられる。２～２３は鉄製の釘である。棺に使用されて

いたものであろう。

５．包含層・ピット

包含層・ピットから出土した遺物をここでは一括して掲載する。包含層出土遺物は調査区西側か

らグリッド毎に取上げを行った。一番西側のｌ－Ｂ区は調査の端わずかな部分で、中世の遺物が出

土している。続いて東側へ順に２－Ｂ区も中世の遺物が中心に出土している。３－Ｂ区は本調査区

において遺構空閑地になっている部分で、中世の遺物の出土は少ない。ここでは縄文土器や古墳時

代の土器等が出土している。４－Ａ．Ｂ区は遺構が股も集中するエリアで、中世の遺物がかなり出

土している。本項で掲載した遺物は４－Ａ区出土の縄文土器を除いて、すべてピットから出土した

ものでいずれも中世のものである。ただ、本調査区における大きな時期的な画期は、他の土坑や溝

から見る限り、１５世紀代と１６世紀後半代であるが、出土する遺物から、各ピットがそのいずれの

画期に相当するものかは認定しがたい。本調査区東端に位置する５－Ａ．Ｂ区においても中世の遺

物が中心となって出土するが、土錘が比較的まとまって出土しているのが特徴的である。また、古

代の土師質土器が出土しているが、本調査区の東側に隣接してある第１０次Ⅱ区南調査区において、

古代の包含層が確認されている。この包含層が部分的に本調査区まで広がっている可能性もある。

出土遺物（第２－４８図・第２－４９図）

ｌは４－Ｂ区のピット内（P59）から出土した。龍泉窯系青磁皿で胴部は稜をもって口縁部に向

かってゆるやかに外反する。１５世紀代の所産か。２はｌ－Ｂ区から出土した、中国産天目碗の高

台部である。３はｌ－Ｂ区から出土した備前系陶器播鉢で、口縁部が立ち上がって口縁帯ができあ

がっている。しかし口縁部外面の凹線が未発達である。またスリメもまだナナメスリメではなく、

乗岡編年の中世５期に該当するものと考えられる。

４は４－Ａ区のピット内（PO2）から出土した在地系の土師質土器小皿である。口縁部が外傾し

て広がり、坂本編年で１５世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけられるものと考えられる。５はｌ－Ｂ

区から出土した在地系土師質土器の皿である。口唇部にススの付着が認められ、灯明皿として使用

されたものと考えられる。胴部から口縁部に向けて外に開くように立ち上がり、内面にはロクロ成

形痕が顕著に残る。坂本編年の15世紀末葉～１６世紀前葉に位置づけられるものと考えられる。６

は一括資料で在地系土師質土器の耳皿である。７は、５－Ｂ区のピット内（PlO）から出土した在

地系土師質土器で、上部皿部分の中央部から底部まで孔が貫通しており燭台である。８は５－Ｂ区

から出土した瓦質土器火鉢の脚部である｡脚部の下方向からと脚部上部横方向に穿孔が認められる。

９～１２は土錘である。９（２－Ｂ区出土）を除きすべて、５－Ｂ区からの出土である。土錘に

ついては本調査区の西側に位置する上野遺跡でまとまった資料が検出されており雄１，本調査区一帯

では土錘の出土が比較的顕著である。１３は４－Ｂ区のピット内（POOl）から出土した滑石製のス

タンプである。上部のつまみ部分と目される所では、横方向の穿孔がなされており、紐等を通して

いたのであろうか。またスタンプ面では、木の葉状の模様が陽刻されており、粘土等の何か柔らか

いものに押しつけて模様を映し込んだのではなかろうか。１４は４－Ｂ区のピット（PO56）から出

土した砥石である。石材は砂岩と思われる。１５は３－Ｂ区のピット内（Polo）から出土した環状

の石製品である。軽石でできており、用途は不明である。１６は前述の砥石と共に４－Ｂ区のピッ

ト（PO56）から出土した噂である。１７は４－Ｂ区のピット内（PO33）から出土した銅銭であ

註ｌ「上野町遺跡・顕徳寺遺跡」（大分県文化財調査報告164）2004.大分県教育委貝会

－４６－
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古戦時代前脚

縄文土器

るが、臓食が激しく表面の文字は確認できない。またピット内から出土した銅銭という点にお

いては、地鎮の意味があるのかもしれない。

１８～２２においては、Ｉｌｊ世の遺物ではない。１８は５－Ａ区から出土した古代の土師器塊で、

束に隣接する第１０次IIIX南調査区の古代包含屑がここまで広がっていた可能性がある。１９は

３－Ｂ区から出土した古墳時代前期の発の口縁部である。２０は４－Ａ区から出土した縄文土

器で後期末～晩期初頭の浅鉢である。２１は３－Ｂ区から出土した縄文土器で口唇部及び口縁

部直下に太めの沈線を施す。後期鐘崎式である。２２は３－Ｂ区から出土した縄文時代前期噛

畑式の深鉢で、胴部外面に沈線文が施される。
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大友雑統治世

天正元年

祐向寺

町峰

廃棄土抗、井
而

収西方向の道

路

哩手

町雌の終端部

節２敢中世大友府内町跡第１０次Ｉ区調査区

第３節小結

以上第１０次調査区Ｉ区については、大きく２つの画期が認められた。一つは１５世紀代・もう一つ

は１６世紀後半代である。妓後にこの２つの画期について今一度整理し、本調査区の性格についてま

とめておきたい。本訓在区の具体的イメージを得ることのできる「府内古図」との兼ね合いから、新

しい順に見ていきたいと思う。

第１画期（16世紀後葉代）

近年の発掘調査成果により、府内古図の描写する時期は、大友宗麟の息子である大友義統治世段階

における府内の姿であることが分かってきた｡大友義統が宗麟より家格を継ぐのは1573年(天正元年）

のことであり、したがって本調森区で得られた一つのiliii期である１６･'1t紀後葉代とは、まさしくこの

府内吉図が描いた･111身界である。そこで、府内古似iの描'j:と本訓査区の位ft関係を照らし合わせてみる

と、第２－５０１Xlの□で囲った部分が該当すると考えられる。当初は、試掘により土坑墓や五輪塔の

出土したことから､府内古図に描かれている「袖向寺」との関係が明らかにされると考えられていた。

ところが土坑墓は１５１１t紀代のものであり、府内古ⅨIの世界とは時期が異なる。そこで府内古図を今

一度よく見てみると、祐向寺の北側には町崖の描写があることが請取される。

本調査区で明確に１６世紀後葉代と認定できる遺術を拾ったのが第２－５１側(赤色の部分)である。

これを見ると東側に溝SDOO1が南北方向に延びており、それと方位を同じくして（あるいはII1じ方

位を意識して）１６１１t紀後葉代の遺構が展開していることが窺われる。遺椛の内訳は､廃棄土坑､井)『、

ピットである。こうした辿構の椛成は、中･'11:大友府内町跡においては町屋の裏手でみられる一般的

光景である。これらの遺椛の北側にはピット群があり、さらに第３章で触れるが、本調査区の東側

に隣接して位置する第１０次Ⅱ区南調査|Ｘにおいては、府内古側で描かれているものと考えられる東

西方向の道路が検出されており、この延長部は本訓査区の北側に位ftするものと想定される。した

がって、本調査区で検出された遺構の配侭は、北側に延びてきていると想定される道路に面した町

屋の光景を示しており、特にその袈手の部分が検出されているものと考えられる。

また、遺榊が集中して分布するのは本調炎区のI:'１央部付近で終わり、それより西側では遺椛が希

薄になる。１６世紀後葉代の遺構に関してみれば、ほとんど認められない。したがってこの部分が町

屋の終端部と考えられ、府内古図でも町雌はこのあたりで終わっているように描かれている。

第２－５０図府内古図Ｃ類

4９



ＣＯ

第２画期（１５世紀代）

この画期の遺櫛は、１６世紀後葉代とは異なって本調査区内全体に点在している（第２－５１図の青

色の部分は、１５世紀代の遺構。黄色の部分は１５世紀～１６世紀の範嬬で位憤づけられる遺榊)。た

だ、両側隅で検出された満はその方位が、１６世紀後半代の満と同じであり、１５世紀代から同じ方向

性をもった空間認識が存在していたことを想定させる。この而期で注目すべき遺構は土坑墓STOO9

である。当初はこの遺構の存在から、府内古図に描かれる祐向寺との関係が注I1されていた（府内

古図には大きくＡ類～Ｃ類まであるが註'、いずれにも「祐向寺」は記載されている)。ただ前述の

ように府内･占図の描写が１６枇紀後半の'1t界であることから、直接両者に関連性を求めるのは難し

い。

また土坑墓STOO9と他の15世紀代の遺椛との関連を見てみると、まず土坑墓STOO9のすぐ西

側に術SDOlO・SDO28が存在する。この内SDO10とは非常に至近距離にあるが、前述のように上

部がかなり削平されている可能性があるため、したがって両者は併存していない可能性が高い。

SDO28については、これがもしSDOlOと別の緋であれば併存しているかもしれない。また、その

他の遺構については､リl確に同時期であろうとされる辿構がSTO()9のそばにはほとんど認められず、

かなり距離を隔てて東側に土坑や井戸が認められる。したがってこの土坑墓STOO9は居住空間と

は異なった区iIlIiに存在していたと考えられる。ではこのSTOO9の周囲一帯が、ある時期墓域だっ

たのかということになると、他に墓が見つかっていない以上立証のしょうがない。ただ前述のよう

にすぐ西側に隣接している瀞SDOlO・SDO28、さらにはそれらの西側に存在するSDO18（出土遺物

が希少なため時期は不明）等が、この土坑墓STOO9よりも新しく、その造成に伴って他の墓群が

消失したとするならば、ある時期の墓域の存在を想定することも可能であろう。

なおこの祐向寺がいつから、いつまで存在したかは現時点では文献上の記録もなく不明である。

もし開山が１５世紀代以前まで遡れば本調盗区と全く関係ないともいえない。そうした場合、土坑

墓の存在や試掘時に検出された五輪塔等も、林向寺の関連のものである可能性は十分にある。今後

周囲の発掘調査等が行われて祐向寺の存在が明確になってくれば、解明されていくであろう。

１５世紀代から

同じ方向性

土抗蕊ＳＴＯＯ９

府内古図Ａ～
C頬

離域

流輪堵
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註ｌ府内古図の分類については、木村幾多郎氏の分類に準拠する。（木村幾多邸｢府内と府内古図」（『南蛮都市・股後府内ｊ大分.ilj

教育委興会・中世都市研究会編）2001年）
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１０１１

第３章

中世大友府内町跡第10次Ⅱ区南調査|区

第１節調査の経緯

中世大友府内町跡第１０次Ⅱ|X南洲森区は大分県大分市上野六坊北町に所在し、標高約３．５ｍの沖

稚低地上に立地する。本調査は、大分駅周辺総合整備蕊業に伴い大分県教育委員会が2000年に試

掘訓査を実施、翌2001年７月から2002年３月までかけて本調査を実施した。

本調盃区の東側には、第５次調査区Ａ区が隣接して位慨しており、当初は調査区西端部で検出

された職SD431の延長部が検出されるのではないかと想定されていた。そして実際、第１０次Ⅱ

区南調査区で、方位的には符合しそうな撒が東西方向で検出された（SDll6～１１８)。ところが本

調査I又の溝の時期は１６世紀後半が主体となっているのに対し、第５次調査区Ａ区で検出された溝

SD431は１５吐紀後葉と位稚づけられており、同一のものではないことが判明した。また、溝の時

期に注Ｕすれば、第５次調査区AIXのＳＤｌＯｌ・SDlO3等が方位的に関係ありそうであるが、第１０

次Ⅱ区南調盃区の溝（SDll6～１１８）に比べると規模がかなり違うために、一連のものとするには

無理がありそうである。したがって本調査区は､隣接する第５次調査区Ａ区とは別に区画を有して、

遺構群が展開しているとみなした方がよさそうである。

また「府内吉図」によれば、南側に「祐向寺｣、北側には「ダイウス堂」が存在したとされる場

所に位置する。北側のダイウス堂については、本調査区の北側に隣接して位侭する第１０次Ⅱ区北

調査区で、キリシタン墓と思われる木棺墓が見つかるなど、府内古図の描写と符合する状況が現れ

てきている。一方南側の祐向寺については、その存在を証拠づけるような遺物や遺構が、本訓査区

では確認できなかった。本報告害第２章の第１０次Ｉ区調査区でも触れたように、府内古図ではこ

の祐向寺の北側には町屋の描写がなされており、実際はその町屋部分に調在区があたっている可能

性が商いと思われる。また、さらに注Ｍすべき点は、府内古図で祐向寺・町陸とダイウス堂との間

に東西方向に延びる道路が描かれている点である。本調査区及び北側に隣接する第１０次Ⅱば北調

査区では、その道路と思われる遺構が検出された。

なお、中世大友府内町跡府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区においては、事業対象地区を国土座標に

乗せた１０ｍ方眼で区画しており、それぞれのⅨ画を西から東へ１～１１，北から南へＣ・Ｂ．Ａ・

Ｚのアルファベットを付し、アルファベットと数字の組み合わせで、各々のⅨiII1iを呼称することに

している。本章で報杵する第１０次区ⅡⅨ南調査区については、東西６～１１区、南北Ｂ・Ａ・Ｚ区、

の位慨に相当する（第３－１図)。

第５次洲盗Ｋ

ＡＩＫ
ＳＤ４３１

ＳＤｌｌ６～１１８

ダイウス堂

キリシタン墓

祐向寺

東西方向の道

路

国土座標

２ ４ ５９ §６７ ９

Ｚ‘ ’－T==雪雲雪雲|塁雲劉’

第３噸！''世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調在区
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第３－１図第１０次Ⅱ区南調査区遺構分布図（1/800）
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第１節調査の経緯

第３－１表中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区遺構一覧

通構瀞号 旧通栂貯号 遺構の位佃 通栂の性格 迩栂の時期

Ｓ126 SEl26 １１Ａ・ｌｌＺ 井” １４世紀初弧

Ｓｌｌ３ SDll3 9Ａ区・蕪礎３．鵬礎４ 溝 １５枇紀末蕊～１６枇紀初頭

ＳｌＯｌ SＫｌＯｌ 9Ａ・９Ｚ区 士坑 1511t紀末紫～l6IIt紀初噸

■
Ｓｌ２０ SKl20 7AⅨ 土坑 １５枇紀末紫～１６枇紀初頭

Ｓｌ２１ SKl21 7ＡⅨ 土坑 l5iIt紀末熊～１６世紀初甑

llZ区ＰＯｌ SPOO3 llZ l5i廿紀末燃～１６世紀初狐

Ｓｌｌｌ SＤｌｌｌ 7Ａ・７Ｂ・８ＡⅨ 櫛 １６枇紀後葉

Ｓｌｌ６ SD116
8Ｂ・８Ａ・９Ａ・’０Ａ・’1Ａ区・雄礎１．

蕊礎３
櫛 １６枇紀後蝋

Sll6樋路） SDll6(道路） 9Ａ・ｌＯＡ・ｌｌＡ区 ｲi轍道路 １６１M:紀後難

Ｓｌｌ７ SDll7
8Ｂ・８Ａ・９Ａ・’0Ａ・’１Ａ区・雄礎１．

蝶礎３
構 l6iIt紀後集

Sll8 ＳＤｌｌ８
8Ｂ・８Ａ・９Ａ・’０Ａ・’1ＡⅨ.進礎１．

基礎３
瀧 1611t紀後然

ＳｌＯ２ ＳＫｌＯ２ 9Ａ 土坑 l6iIt紀後能

Ｓ103 ＳＫｌＯ３ 9Ａ区 上坑 １６世紀後難

SｌＯ１ ＳＫｌ側 １０Ａ・ｌＯＺ・’1Ａ・ｌｌＺ 士坑 l6ilt紀後雌

Sll5 SKll5 8Ａ区 土坑？ l6IIt紀後蕊

Sl25 SKl25 7Ｂ区 土坑 １６１１t紀後熊

SBOl SBOl 7ＡⅨ 述物 １６世紀後簾？

8ＢⅨＰＯｌ SPOOl ８Ｂ 性穴 l6iIt紀後鏡？

8ＡＫＰＯ２ SPOO2 8Ａ区 柱穴 １６Mt紀後然？

5２

備孝。

側泉潔系青磁碗（蓮弁文）

Ⅲ泉測系青磁碗（蓮弁文）・在地系土師質土器皿．

土師質土器（焼塩壷の蓮）・瓦闘土器（火鉢）

従地系土師閲土器皿

備前系陶器描鉢（中仕６期）・在地系土師質土器小

皿

備前系陶器播鉢（中批６期）・准地系土師質土器小

Ⅲ

在地系土師閲土器Ⅲ

獄徳釧窯系背花・稀磁、白磁、肥前系陶器・備前

系陶器・京部系土師器・北錘・砥石

景徳航窯系背花皿（Ｅ群）・随泉窯系背磁壷・中国

巌陶器壷･中国産白磁皿(Ｅ群)･殿徳釧窯系白磁(殿

頗心）・備前系陶器橘鉢（近世１期）・京都系土師

器皿（２期）・在地系土師質土器（Ⅲl・小皿）・瓦

質土器（火鉢）・土錘

中国巌白磁皿（口禿げ）・景鯉釧窯系滞磁皿・備前

系陶器播鉢（近世１期）・京都系土師器皿（２期）・

在地系土師質土器皿・瓦質土器（伽火鉢・鉢）・土

師質土器燭台・茶門・土鋒・背鯛製品・宝灰印塔.

永楽迎賓

景徳航窯系青花碗（Ｅ群）・ｍｌ泉窯系宵磁碗（蓮井

文・印花文)・中凶巌陶器壷・'１０回産白磁（皿･壷)・

廠地不明陶器碗（朝鮮蔵?）・備前系陶器（壷・揃

鉢・大喪）・京都系土師器・土師質土器燭台・瓦間

土器鉢・土鱒・木器（漆器椀・折敷・下駄）・軒丸

瓦・洪武迎賓

京都系土師器（２期）

在地系土師質土器皿・瓦間土器茶釜（SDll6.

SDll7・ＳＤｌｌ８で出土した破片と接介）

景惚娘窯系背花蛍（噛峨文ラマ式蓮弁を描いた

SDlll（鋪３－５図のｌ）・包含層（８－Ａ区・’０

－Ａ区鋪３－４２同の2.3)出土遺物と同一個体>・

賦徳飢窯系iV花皿（Ｆ群）・中回産白磁碗・龍泉潔

系背磁･侭IMI系陶器（壷･播鉢)･京都系土卿器皿（２

期）・土師質土器燭台・在地系土師質土器1111．六連

式焼坦用製塩土器・瓦質土器（香炉）・土鱒・輔の

羽'二I・背鋼製昇・石臼・平瓦

京都系土師器（２期）・瓦質土器火鉢

京都系土師器皿（２期）

掲載頁
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第 ２節遺構と遺物

１．溝

ＳＤ１１１（第３－４図）

本調査区の西側７Ａ区・７Ｂ区・８Ａ

区にわたって確認された。確認できた

長さは１６．６ｍ、幅２．１ｍほどである。

溝の東側はマンションの基礎部分が残

っている関係でそこで分断され、その

先は調査区の南に出て行ってしまうと

思われる。溝の西側は調査区を越えて

さらに延びていくと考えられるが、そ

の延びた先には第１０次Ｉ区調査区が

あり、そこではこの溝ＳＤｌｌｌは確認

できていない。方位的には、Ｗ－２５

°一Ｎと約２５・北に振っており、第

１０次Ｉ区調査区で検出されたSDOOl

がＷ－３０°一Ｎであるため、わずか

にずれるものの直交する可能性があ

る。もし直交するのであれば、第１０

次Ｉ区調査区のすぐ北側外で直角に折

れてＳＤＯＯｌに連結するか、もしくは

SDOOlの手前で終わっている可能性も

ある。第１０次Ｉ区調査区のＳＤＯＯｌは

１６世紀後葉代のものと考えられてい

るが、溝ＳＤｌｌｌも出土する遺物から

ほぼ同じくらいの時期に位置づけられ

るため、両者は併存していても問題は

ない。

ところでＳＤｌｌｌの方位は前述のよ

うに、Ｗ－３０．－Ｎと約３０°北に振

っているが、この軸は中世大友府内町

跡では特異な方位である。坂本氏によ

れば１６世紀後半は中世大友府内町跡

の町造りは、一般にＮ－４ｏ－Ｅ（東

西方向で言えばＷ－４．一Ｎ）と４

．振った方位で行われているとされて

いる雄１．本調査区の東側に隣接する第

５次調査で検出されている１６世紀代

の東西方向の溝も、いずれもＷ－４

．－Ｎの方位を示している。このこと

から、ＳＤｌｌｌは第５次調査区以東、さ

らに言えば第４街路以東の区画とは異

なった町造りのもとに形成されたと考
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第３章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区
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第２節世緋と批物

えられる。本調査区が中枇大友府内町跡の中でも西側の縁辺部で、さらに殻も西側を画する南

北の街路である第４南北街路の外側（西側）に位糧する所以であるかもしれない。

出土遺物（第３－５図）

ｌは景徳鎮窯系脊花の壷である。内面は和がかからず、外而はラマ式蓮弁が施文される。同

一個体と思われる破片が、本調在区内の他の遺柵でも見つかっている。包含層（８－Ａ区・ｌＯ

－Ａ区）から２点、土坑ＳＫ１０４から１点出土している。２は景徳鎮窯系の青磁の皿である。

３はI|』国産のrl磁の皿で、底部から口縁部にかけ直線的に開く。商台部外而は紬剥ぎである。

４は肥前系陶器の皿で、見込に胎土目が残る。混入品と思われる。５は備前系陶器の鉢で、口

縁帯は未発達で口縁部外面に凹線も施されない。６～９は京都系土師器の皿である。器壁はさ

ほど厚くないが、口縁部下のナデが明瞭になっているので、２期の段階に位置づけられよう。

ラマ式蓮弁

峨徳鎖窯系I
礎

胎士1１

京都系土師器

2期

１０は土錘、１１は砥石である。荊英粗面岩である。

星三勺二三

５

句題患『罵自聖琴
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口
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Ｆ
Ｌ

ｎ
凶

２
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１０ｃｍ

厘三壁雪、霊
§

第３－５図ＳＤ１１１出土遺物実測図（1/3）
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声
０

F二二
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註ｌ坂本嘉弘「考古学から兄たＩＩｌＩ１ｔ大友府内城下町の成立と櫛造」（1.南蛮都市・豊後府内ｊ大分市教育委興会・中仙都市研

究会編）２００１年

なお、坂本氏は１４枇紀後半～１５世紀中頃まではＮ－ｌＯｏ－Ｅという軸が存在するとしているが、ＳＤｌｌｌはこの方位

にもあわない。

三三
９。□
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１５世紀後半～

１６世紀前葉

SDlllに直交

１５世紀代

煎泉窯系背磁

征地系土師質

土器

第３章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区

ＳＤ１１３（第３－６図）

９－Ａ区内を南北に延びる溝である。ちょうどマンションの基礎部分が残っている中で検出さ

れたため、調査できなかった部分がある。溝の北側はSDll6・ＳＤｌｌ７・SDll8によって切られて

おり確認できない。本調査区の北側に位置する第１０次Ⅱ区北調査区でも延長部分は確認されてい

ないことから、北の方へはさほど展開しないと思われる。南側は調査区を越えて延びていくもの

と思われる。確認できている長さで7.0ｍ、幅2.0ｍ、深さは１．７ｍほどである。出土する遺物は

１５世紀後半～１６世紀前葉のものが

中心となっており、前述のＳＤｌｌ６～

118（１６世紀後半代）との切り合い

関係と矛盾しない。

溝の方位は確認できている範囲が

短いので、あまり正確なことはいえ

ないが、Ｎ－３０ｏ－Ｅぐらいであろ

う。この方位は前述のSDlllの方位

にほぼ直交する。ただＳＤｌｌｌとは時

期が全く異なるため両者に直接の関

係はないが、中世大友府内町跡の一

般的軸線（１４世紀後半～１５世紀中

頃はＮ－ｌＯ。－Ｅ、１６世紀後半は

Ｎ－４。一Ｅ）と異なる区画造りが

なされていたのが、１５世紀代まで遡

ることが示唆される。本調査区の西

側に隣接する第１０次Ｉ区調査区で

検出された１５世紀代の溝もほぼ同

じ軸線を有しており、第４南北街路

以西は、１５世紀代から異なった軸を

意識した区画造りがなされていたこ

とが想定される。

出土遺物（第３－８図）

１．２は龍泉窯系青磁碗で、ｌは

高台部、２は口縁部である。２は胴

部に蓮弁文が見られるが、蓮弁の幅

狭くなっている。細線と剣頭とが蓮

弁としての単位を意識している段階

で上田編年の１５世紀後葉～１６世紀

前葉に位置づけられると思われる。

３～６は在地系の土師質土器llIl

で、底部から口縁部に外に向けて開

くように立ち上がり、内外面にロク

ロ目を顕著に残す。坂本編年で１５

世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけ

られる資料である。７は土師質土器

－５７－

｡｡’。
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第３－６図ＳＤ１１３遺栂図（1/40）
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錐･』蕊蕊基．４

瓦髄土器 で焼塩壷の蓋と思われる。８～１０は瓦蘭土器である。８は火鉢の脚部、９は火鉢の1J縁部で

ある。９は口縁部下に巡る突帯間に文様帯が施される。１０は椀である。高台部分は断面が三

角形状を呈する。

L,Q

弓臨１０１０１両

幅
一
頭
蛎
幅

鯖褐色弱粘質土

賠灰褐色弱粘賀土

暗灰褐色強粘貿土

蹄褐色粘質土

賠褐色粘質土

賠褐色弱粘質土

茶褐色砂屑

灰褐色弱粘質土

暗灰褐色強粘貿土

淡灰褐色強粘質土

暗灰褐色粘質土

賠灰褐色粘貿士

混マ

腿マ

線臓

銅
索

噸
一
噸

1ｍ

ｑ
ｑ』

９１侭 混砂竹士

帳
一
幅

第３－７図ＳＤ１１３±層図（1/30）
１２届

麓霊戸予

１ で

守

－５８－

ミニ二三

1Ｃ

F－ｍ７

,織瀞

節２節世柵と遺物

皐鍾蕊議５

第３－８図ＳＤ１１３出土遺物実測図（1/3）

９

６

０

趨鶏

１０ｃ『

ｌ
ｂ
一
一



1３

ＳＤ１１６．１１７．１１８

Sectionl
4.000ｍ

２５

灰褐色強粘質土

鏑黄褐色砂暦

１９暦と同根

淡灰褐色弱粘質土

灰褐色強粘質土

灰茶褐色強粘質土慰鴬

ｂ３ｏ

灰白色砂層を含む

炭・焼土粒を含む

璽鴬

92-ﾆﾆﾉ罰

Section2

２７７

ノ１

－
６
５毒

、

３
＝

５４ ｡》、

許
、 ８

００ 里
〃

１１
２４２４

票票 1２1２

第３章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区

1８

3６ －，

３２

3５

－５９－

第３－９図ＳＤ１１６・ＳＤ１１７・ＳＤ１１８±層図（1/30）

、
４
③
３

2３

０３１ 1ｍ｡｡

２８
岸 一一一一引

'二

率
一
噸

第２通路の側溝の可能性

SD117

１暦

２層

３暦

賠灰褐色弱粘質土

暗褐色弱帖質土

昭茶褐色粘質土

マンガン粒を多く含む

マンガン粒を含む

４層(通践而)の自然沈下後に堆槙

SD116

４眉

５層

６層

７層

８層

９層

１０層

灰色シルト層

灰茶褐色帖質士

灰褐色砂層

灰色シルト暦

茶褐色砂暦

灰色シルト暦

灰褐色粘質±

暗灰色粘質士を含む

揃館両

１１層

１２層

灰色シルト層

茶褐色弱粘質土 鉄分を含む



斡 噛 薯 障 毒 庁 陣 善
／

O
一

一
一

一
一

.
一

↓
一

-
－

－
－

１

／

●●Ｆ
■凸

／

～
こ

こ
一 一

一 へ

調 い ’ 一 ． 函 の 。 、 心 ・ の ロ ゴ ① ・ の ロ 一 一 『 ・ の 口 重 の 鹿 議 国 （ ご 一 ｇ ）

1三
二つ

三
一

一
へ

く
こ

＝

＆⑧
⑧‐
｡‐
‐ｐ
Ｕ⑧
●●
｡■
●■
⑧●
●も
■●
｡●
心●

一色
４■
■⑧
●■
ウー
古●
4●
①●

Ｓ
Ｄ
１
１
８

■●■－
P＝一●
画●ゆ■
●●■ウ
｡‐

０ １ １ ‐

＝
＝

っ

／

凸

ー
＝

＝
茎

一○
一＝
一‐
Ｃ●
■●
｡●
ｅサ
ーー
ｂｐ
－●

~
α
窃
辱
｡
'
－
苗

ｂ
も
守

毛
。

ｎ 】

へ

望
璽
二
蕊
鍵
嬢
冒
言
=
蚕
ｸ
言

ミ
ミ

ー
ユ

■
■
■

ｑ流
》

⑦ 。

／
一

一
今

年
Ｌ

一
早

ー
ー

中
ウ

ー

／ ～寺●●勺｡●
.■色一℃.□
■｡-●b■■
Q･巳頓宇宅ﾛ
■勺■･･b■
･－■ロー■守
甲｡･･q巳一
画･…■■■.
◆ﾛ･ロー■｡
.-甲ゆり

三
夫
、
〒
二
三
ﾆー

ﾐ
堅

蕊
蕊

蕊
議

、 一



北側にカーブ

SD113

硬化面．シル

ト欄

砂利敷道路

慶長期以降

空間認識

自然発生的

景徳鎮窯系背

花

髄泉窯系青磁

景徳鎮窯系白

磁

第３章１１１世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区

ＳＤ１１６・ＳＦ１１６．ＳＦ1２４（第３－９．１０図・付図）

SDll6は８－Ｂ・８－Ａ・９－Ａ・ｌＯ－Ａ・’’一Ａ区に渡って、本調査区北側を東西に走る道

路遺構及び溝である。第３－２図の遺構分布図から分かるように、本調査区北側９－Ａ区から１１

－Ａ区にかけてはＷ－５～７．－Ｎの方向で東西方向へ延び、８－Ａ区と９－Ａ区の境界付近で

Ｗ－３０°一Ｎの方位で北側に急にカーブしていく。ちょうどその屈折部分に、現代の建物の基礎

部分が残っており、所々がそれによって分断されて明瞭には把握できない。ただ、基礎部分の合間

は削平を受けておらず、掘り下げは可能であった。明確に遺構に帰属しえない資料については、基

礎によって分断された４つの箇所にそれぞれ名称を付し、その単位で遺物の取り上げを行った。そ

の４つの箇所の名称は、北西隅が「基礎l」その南が「基礎２｣、基礎１の東側が「基礎３｣、基礎

３の南側が「基礎４」となる。したがってこのSDll6は基礎ｌ・基礎３内を通過していることに

なる。この基礎ｌ・基礎３内ではSDll6以外に後に詳述するＳＤｌｌ７・SDll8が重なってSDll6下

に存在しており、さらに基礎３内においては南側部分にSDll3が存在する。そこで上から順次掘

り下げを行い、把握できる限りで遺物を各遺構へ帰属させた。

なお、第３－１０図及び付図ではＳＤｌｌ６～１１８の遺構実測図を載せているが、前述の基礎部分は

遺構の掘形が正確に把握しがたいこともあり、この基礎部分以東のみを掲載した。

ところでSDll6は道路部分とその直下にある溝の両方を指す。遺構検出時は、道路遺構と考え

られる硬化面及びシルト層の広がりが確認され、それが南側でとぎれる部分から溝があると考えら

れていた。そのため両者に時期差がないと考え、SDll6の名称を両遺構に付し、道路部分から出土

した遺物をＳＤｌｌ６（道路)、溝内から出土した遺物をSDll6として取り上げた。しかしながら、第

３－９図の土層図から分かるように、SDll6（道路）の硬化面及びシルト層は溝SDll6の直上に広

がっており、溝SDll6が埋没後に、道路面であるSDll6（道路）が形成されていることが判明し、

両者は全く別物であるという認識に至った。したがってこれ以降は、ＳＤｌｌ６（道路）をSFll6と呼

称することとする。ただ、溝ＳＤｌｌ６の廃絶とSFll6の形成は一連の作業であったと考えられ、本

調査区内においては溝ＳＤｌｌ６内から出土する遺物とSFll6内から出土する遺物に大きな時期差は

認められない。ただSFll6の北側には、砂利敷き道路面SFl24が存在しており、両者は位置的に

みても一連のものである可能性がある。SFl24からは、本調査区内ではさほど遺物の出土が見られ

ず、あってもSDll6と近い時期の遺物しか見られないが、本調査区の北側に位置する第１０次Ⅱ区

北調査区では、砂利敷き道路面が慶長期以降まで存続していることが確認されているｏＳＦｌｌ６のシ

ルト層とSFl24の砂利敷き道路面の形成が一連の道路形成によるものなのか、時間差があるもの

なのかは、土層から確認できていないが、砂利敷き道路面が慶長期以降まで存続している期間を考

えると、何枚かの道路形成層が存在したとするのが無難であろう。ただ道路の位置や方位はほとん

どずれることなく、代々空間認識は踏襲されているようである。

また、SFll6のシルト層の南側に溝状の窪みがある（第３－９図Sectionlの３層、Section2

の４層)。道路の側構とするには掘形が明確ではない。またSectionlをみると、シルト層は南側

へ向け（図中では左方向へ向け）下がっているのが看取できる。これは直下に溝ＳＤｌｌ６～１１８が

存在するために、沈下したものと考えられる。したがって櫛状の窪みも、直下に溝が存在している

ことを考えると、自然発生的に形成された溝と考えるのが無難であろう。

出土遺物（第３－１１．１２図）

ｌは景徳鎮窯系青花皿で、見込と高台内に文様が見られる。口縁部の形態が不明であるが、小野

編年のＥ群か。２は龍泉窯系青磁の壷である。口縁部が短く立ち上がり、胴部は丸みを持つ。３は

中国産陶器の壷と思われる口縁部である。口縁部は短く屈曲し、口縁上面に平らな面が形成される。

４は、中国産の白磁皿である。口縁部が端反り、森田編年のＥ群にあたると考えられ、１６世紀代

に位置づけられる。５は景徳鎮窯系白磁で見込部分が緩やかに盛り上がり、いわゆる鰻頭心を呈す。

－６１－

■
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高台内には「富貴佳器」の字款を描く。６は、備前系陶器の揺鉢で、口縁帯が発達し、口縁部外面

に凹線が巡る。1.1端のナデが強く先細りとなる。また内而は、ナナメスリメが施される。乗岡編年

の近世１期に該当すると思われる。

７～１２は京都系土師器の皿である。器壁が厚くなってきており、１１は口縁部下のナデが強くな

って稜をなしている。２期の段階に位世づけられると考えられる。１３～２４は在地系土師質土器で、

１３～１４．１６～２２は皿、１５．２３は坪、２４は小皿である。この内皿については、いずれも’1縁部が

底部から商線的に開くタイプで、１３．１４．２０．２１などは内面にロクロ目を顕著に残す。坂本禰年

の１５･'1t紀末葉～１６世紀初頭に位侭づけられる一群であろう。また、坪については、まず１５につ

いては、胴部が若干内湾気味に立ち上がっており、他の一群より古い様相を示している。混入品と

思われる。２３は前述の皿と同時期と思われ、２４の小皿も同時期の所産であろう。

２５．２６は土師質土器の燭台である。２５は底まで穿孔が届かないが、２６は欠損して不明だが、底

まで穿孔されていそうである。２７．２８は瓦質土器で、２７は火鉢の脚部、２８は火鉢の1-1縁部である。

２８は1-1縁部~､ドの２条の突帯間に文様帯が巡り、濡文が印刻されている。２９．３０は土錘である。

近･世１期

京都系土師器
２期

燭台

ＳＤ１１７（第３－９．１０図．付lxI）

ＳＤｌｌ６の下に位Wtし、ＳＤ１１６にほとんど併行して延びる。８－Ｂ・８－Ａ・９－Ａ・ｌＯ－Ａ・ｌｌ

－Ａ区にわたる。北側部分をＳＤｌｌ６に切られているため、１幅は推定で2.5ｍ程度、深さは０．９ｍ前

後であったと考えられる。このSDll7の下にSDll8があるが、両考が接するあたりに厚い鉄分の

沈着胴が見られる（第３－９図Sectionl参照)。

ＳＤ１１７の形成時期であるが、ＳＤｌｌ６に切られているため時期的にそれより当然古い。しかも内外

面にロクロ｜|を残し､底部から1-1縁部に向けてii1i:線的に開く在地系土師質土器皿が大堂に出土した。

この形態の土師質土器は坂本編年により１５世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけられているため、当

初はこのＳＤｌｌ７はその時期まで遡るのではないかと考えられていた。ところが、同じ埋土の中か

ら、ＳＤｌｌ６とほぼ|可形態の京都系土師器が出土し、さらには後述するがこのＳＤ１１７に切られてい

るSDll8からナナメスリメを有する近111:１期の備前系陶器桶鉢も出土していることから、１６枇紀

後半以前には遡り得ないことが判明した。よって、大赦に出土する内外面にロクロ目を残す在地系

土師質土器は、この時期まで残ると考えた方がよさそうである。

鉄分沈粁脳

内外1ｍにロク

ロI:Ｉ

ナナメスリメ

＜二二

笥費=弓1r菱

ｑ篭

１

§;調

ワ
ー

､へ、’三二=〆

第３－１１図ＳＤ１１６出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（第３－１３．１４図）

ｌは中国産白磁の皿の口縁部である。口縁部はいわゆる口禿げで､13～14世紀のものと思われる。

２は景徳鎮窯系青磁皿の高台部分である。３は、備前系陶器の播鉢で、口縁帯が発達し、口縁部外

面の凹線も多条化している。また口縁部端部はナデが強く先細りしており、スリメの形態は不明だ

が、乗岡編年の近世１期に位置づけられよう。

４～１１は京都系土師器の皿である。５．６のように口縁部下のナデが強く、稜を持つような形

態が出てきており、塩地編年の２期に位置づけられる。SDll6で出土している京都系土師器と形態

的にみて同じ時期に位置づけられる。最低３法量以上はありそうである。またｌｌについては、口

唇部ススの付着が認められ、灯明皿として使用されていたと思われる。

１２～２５は在地系土師質土器の皿である。底部から口縁部に向けて直線的に開き、内外面にロク

ロ目を顕著に残すタイプの一群である。ロクロ目については外面はナデ消されて、内面のみ残るも

のもある。また、底部は糸切り痕が残る。法量分化も認められ、３法量以上はありそうである。こ

れらの形態は、坂本編年で１５世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけられる一群であるが、４～１１の

京都系土師器と共伴していることから、１６世紀後葉まで下げられる。混入したとするには、出土

する量が多すぎるので、このタイプの一群は16世紀後葉まで残ると考えるのが妥当であろう。中

世大友府内町跡では第１３次調査区で、このタイプの在地系土師質土器と２期の京都系土師器が互

いにかなりの量で共伴して出土している例がある。

２６．２７は瓦質土器で、２６は角火鉢の一部と思われる。２７は鉢の底部で高台が付く。２８は土師質

土器の燭台で、穿孔は底部まで及ばない。２９は、茶臼の下臼で、砂岩製である。３０は土錘、３１は

棒状の青銅製品で、用途は不明である。３２は宝薩印塔、３３は永楽通賓で、初鋳造年は1408年、直

径2.4cm、重さ３．１９である。

口禿げ

近世１期

京都系土師器

2期

灯明皿

第２節遺構と遺物

鉢火
台

角
燭

ＳＤ１１８（第３－９．１０図・付図）

SDll6・ｌｌ７の直下をほぼ併行して延びる溝で、櫛の上部はＳＤｌｌ６とSDll7に切られているため

幅は不明である。深さは底部の標高が2.0ｍ程で、深さから考えてもSDll6・SDll7よりもはるか

に大きい規模の職であったと考えられる。埋土は下の方が泥炭層となっており、帯水していたこと

を示す。この帯水層のおかげで有機質の残りが非常に良く、木器類がかなり良好な状態で出土した。

また動植物遺体も多数も出土しており様々なものがこの瀞に廃棄されていた様子が窺われる。

出土遺物（第３－１５～１７図）

ｌは景徳鎮窯系青花の碗である。見込み部分が緩やかに盛り上がるいわゆる鰻頭心を呈す。見込

み部分には人物像が、高台内には「宣徳年製」の文字が見られ、Ｅ群の碗である。２～４は、龍泉

窯系青磁の碗である。胴部には蓮弁文が見られる。蓮弁の幅は短くなっているが、細線と剣頭が１

つの単位をなしている。１５世紀末～16世紀前葉に位置づけられる。３は､見込に印花文が施される。

５は中国産陶器の壷の底部である。６は中国産白磁の皿で口縁部が端反りする。１６世紀代に位置

づけられる。また、被熱しており、部分的に黒色になっている。７は中国産白磁の壷の底部と思わ

れる。高台部は露胎となっている。８は産地不明陶器碗で、朝鮮産かもしれない。

９～１４は備前系陶器で、９は壷の底部、１０～１２は播鉢である。１０は口縁帯が発達し、外面の

凹線が多条化する。口縁部端部はナデが強く先細りする。近世１期に位置づけられる。同時期のも

のと思われるのが１２でナナメスリメを有する。１１は口縁部外面の凹線が未発達で、若干古く中世

６期頃に位置づけられよう。１３．１４は大斐の口縁部である。

帯水層

動植物遺体

鰻頭心

蓮弁文

印花文

ナナメスリメ
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第 ２節遺椛と遺物
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＜二三

灯明Ⅲ

１５～１９は京都系土師器で、１８．１９は口唇部下のナデが明瞭で２期に位綬づけられよう。１９

は口唇部にススの付着がみられ、灯明Ⅲとして使川している。２０は土師質土器の燭台で、２１

は瓦質土器である。２１は鉢で11縁部に２条の突帯が巡りその間に文様が施される。２２は土錘

である。

２３～２７は木器で、２３．２４は漆器椀である。２４は高台が高く発達している。２５は折敷の縁

の板と思われる。竹釘か何かで止めたと思われる釘穴が穿たれる。２６．２７は~ﾄﾞ駄である。い

ずれも連歯下駄である。２８は聯九瓦の瓦頭で珠文が巡っている。２９は坪である。３０は洪武通

賓で初鋳造年は１３６８年で重さ２．２９、直径２．２cmである。

てこにニァ’

第３－１４図ＳＤ１１７出土遺物実測図（1/3）※３３のみ１／１
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第２節遺櫛と遺物

一

第３－１６図ＳＤ１１８出土遺物実測図（1/3）
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第３瀬中11t大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区
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２．土坑

ＳＫ１０１（第３－１８図）

長径２ｍ、短径1.8ｍの不定形プランを呈す。深さは０．１５ｍほどで浅く、上部はかなり削平を受け

ているものと思われる。出土鐙は少ないが、遺物と篠が混ざって出土している状況をみると、廃棄土

坑であったのではないかと思われる。遺榊の時期は、出土する在地系の土師質土器が坂本編年で１５

世紀後葉～１６世紀前葉に位置づけられるため、その頃に比定できる。しかし、この土坑のすぐ北側

を東西に延びるSDll7では、SKlOlで出土する土師質土器と同形態のものが大量に出土している。

SDll7の項でも触れたように、SDll7は２期の京都系土師器が共伴しているため、１６世紀後葉に位

置づけられ、この形態の土師質土器はその段階まで残るとした。したがって本遺構も１６世紀後葉ま

で含めて、時期設定をしておくのが無難であろう。

出土遺物（第３－１９図）

１．２は在地系の土師質土器皿で、底部から口縁部に向けて直線的に開くように立ち上がる。内外

面にはロクロ目を顕著に残し、底部には糸切り痕が残る。坂本編年で15世紀末葉～16世紀初頭に位

廃棄土抗

■
内外面ロクロ
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置づけられる資料である。
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第３－１９図ＳＫ１０１出土過物実測図（1/3）
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ＳＫ１０２（第３－２１図）

長径約１．０ｍ、短径0.8ｍの楕円プランを呈す。西側は一部現代の建物の基礎のために削平され

ている。深さは0.7ｍほどあり、平面プランの規模にしては深い。遺物の出土雄も希薄で、どうい

う性格の土坑なのか認定しがたい。土坑の時期は、時期が認定できる出土遺物が、２期の京都系土

師器のみであり、よって１６１１t紀後葉

|猫 ’ 一 伶 需 イル＋‐戸捨イーｏ
Ｅ

ている。深さは０．７ｍほどあり、半I囲

う性格の土坑なのか認定しがたい。二ｌ

師器のみであり、よって１６１１t紀後葉

頃に位置づけておく。

出土遺物（第３－２０Ｍ）

ｌ～３とも京都系土師器である。

口縁部下のナデが強くなっており、２

期の特徴を示している。

瓦質土器の羽釜であ

る。

京都系土師器

２期

第３噸中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南訓盃区

1ｍ

第３－２２図ＳＫ１０３出土遺物実測図（1/3）
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第３－２１図ＳＫ１０２遺構図（1/30）第３－２０図ＳＫ１０２出土遺物実測図（1／3）

ＳＫ１０３（第３－２３図）

長径約０．８ｍ、短径０．６ｍの楕円プランを呈す。深さは０．１７ｍほどで上部は削平されている

かもしれない。遺物の出土並も希薄であるが、恐らく廃棄土坑であろう。なお土坑の時期に

ついては、出上した羽釜の破片がSKlO4、ＳＤｌｌ６・ＳＤｌｌ７・ＳＤｌｌ８で出土した破片と接合し

た。SKlO4、ＳＤ１１６・ＳＤ１１７・ＳＤｌｌ８はすべて１６･'11:紀後葉に位Ｗtづけられていることから、

SKlO3もその時期に比定される。

出土遺物（第３－２２図）

ｌは底部から口緑部に向けて直線的に外に開き、内外面にロクロ目を顕著に残す在地系土師

街土器である。２は、

廃棄上抗

内外面ロクロ

ロ

ＳＫ１０３遺構図（1/30）
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SＫ１０４（第３－２４図）
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第３章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調査区

大競の磯と遺

物

土取過柵

第２南北街路

空閑地

ラマ式蓮弁

つば皿

ナナメスリメ

六逆式焼塩川

製塩土器

ＳＫ１０４（第３－２４図）

１０－Ａ・ｌＯ－Ｚ・ｌｌ－Ａ・ｌｌ－Ｚ区にわたって位置する土坑で、長径9.1ｍ、短径2.6ｍの規

模を有す。西側部分（図中では上方）が楕円形状、東側部分（図中では下方）は方形に近い形を有

す。したがって二つの別の土坑が切り合っているという見方もあるが、出土遺物に明らかに時期差

を示すようなものは見られない。仮に二つの別の土坑が切り合っていたとしても、さほど時間差を

おかず両者は形成されているものと考えられる。土坑の深さは深いところでも０．３ｍほどで、出土

する遺物の量から見ると、浅いように見受けられる。上方が削平を受けている可能性もある。

土坑内からは大量の磯と遺物が出土しており、明らかに廃棄行為に伴う土坑である。しかし、通

常廃棄土坑としているものは、これほどまでに掘形が大きくなく、廃棄行為に伴い炭の層が堆積し

ていたりすることが多い。そこで本土坑については、通常の廃棄土坑とは異なった性格を考慮に入

れておかねばならない。

まず、このように広い範囲で土坑が重なって掘られていた例としては、第２南北街路に面した、

府内古図でいうと「御内町」と称される町屋あたりで検出されている。この土坑は土取の遺構かも

しれないと捉えられている舷'。もう一つの例としては、第５１．５２次調査区で検出された連続する

土坑群がある。これらの土坑群は、第２南北街路の直下で検出された。いずれも街路構築直前に掘

られ、ただちに埋め戻されていた。ただ土坑の深さはいずれも比較的深い。

SKlO4がいずれの例に近いかとういう点であるが、まず土坑の広がりと深さから見ると、前者の

土取遺構のそれに近い。しかし土取遺構内の場合､中から遺物は出るもののさほど量が多くはない。

これに対しSKlO4は中からかなり多くの遺物や喋が出土しており、土坑の深さを考えると、遺物

の包含密度はかなり高いといえる。さらに、このSKlO4が検出された周囲には、同時期の遺構が

溝SDll6・’１７．１１８以外にほとんどなく、当時空閑地であった可能性がある。こうした空閑地に

土坑が掘られたというロケーションは、第２南北街路直下で検出された土坑群のそれに近い。第

２南北街路直下の土坑群では、比較的遺物の出土も豊富で、遺物の時期もＳＫｌＯ４に近い。よって、

本土坑ＳＫｌＯ４は、当時溝ＳＤｌｌ６～１１８が機能していた期間のいずれかの時期に、それらの溝と、

恐らく本調査区の南に展開していたであろう生活空間との間に生じた空閑地に掘られ、そう長くは

ない時間で埋め戻されたものであろうと解される。

出土遺物（第３－２５．２６図）

ｌは景徳鎮窯系青花の壷で、外面に唐草文が描かれる。ラマ式蓮弁を描いたＳＤｌｌｌ（第３－５図

の１）・包含層（８－Ａ区・ｌＯ－Ａ区第３－４２図の２．３）出土遺物と同一個体と思われる。

２は景徳鎮窯系青花の皿で、口縁部が折れてつばがつくいわゆるつば皿で、小野編年のＦ群である。

３は中国産白磁の碗で、口緑部が端反り１６世紀代の特徴を示している。４．５は龍泉窯系青磁の

碗である。６～８は備前系陶器で６は壷、７．８は捕鉢である。７は口縁帯が発達し、口縁端部の

ナデも強い。口縁外面の凹線も多条化する。８は内面にナナメスリメが施される。７．８いずれも

近世１期に位置づけられる。

９～１２は京都系土師器皿で、口縁部下のナデが強く２期に位置づけられる。１３は土師質土器の

燭台である。底面まで穿孔が見られる。１４～２２は在地系土師質土器の皿で、底部から口縁部に向

けて直線的に開く。内面にロクロ目を残すものがみられる。２３は、六連式焼塩用製塩土器の口縁

部である。２４～２６は瓦質土器で、２４は塊の底部、２５．２６は香炉である。脚部に龍が象られている。

２７～２９は土錘､３０は輪の羽口である。３１は青銅製の梓､３２は石臼の上臼である。３３は坪である。

註ｌ「豊後府内２中世大友府内町跡第９次・第１３次・第２１次調在区」（一般国道１０号古国府拡帆事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告書（１）大分県教育庁埋蔵文化財センター）２００５年

－７３－

■



＜二二
贋､．

.,柔-′
＝■

才
ｄＵＣ

第３－２５図ＳＫ１０４出土遺物実測図（1/3）
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ＳＫ１１５（第３－２７図）

８－Ａ区、現代の建物の基礎（基

礎４）内の南隅に位置する。確認で

きている範囲で長径1.0ｍ、短径0.7

ｍだが、実際は南にまだ広がると考

えられる。深さは０．６ｍほどである。

土坑内からは篠に混ざって遺物がか

なり出土しており、また炭の堆積も

見られるため廃棄土坑と考えられる。

なお本土坑はＳＤｌｌ３と切り合っ

ているが、南側の土層観察から、

SKll5がＳＤｌｌ３を切っていることが

確認されている。ＳＫｌｌ５からは２期

の京都系土師器が出土しているので、

１６世紀後葉に位置づけられ、SDll3

で出土する遺物と時期的な前後関係

は矛盾しない。

出土遺物（第３－２８図）

ｌは京都系土師器である。口縁部

下のナデが強くなっており、２期の

特徴を示している。２は瓦質土器の

火鉢である。

第２節遺構と遺物

温 《１０１ワ

廃棄土抗
-3.500ｍ

ニンジ

、

０

１５世紀末莱～

１６世紀初頭

ご ＝

第３－２７図ＳＫ１１５遺概図（1/30）

１６世紀後莱

－７６－

第３－２８図ＳＫ１１５出土遺物実測図（1/3）

ＳＫ1２０．１２１（第３－２９図）

７－Ａ区に位置する土坑で、２基の土坑が切り合っている。南側の大きい方で隅丸方形プラ

ンを呈する土坑がＳＫｌ２０で、長径２．４ｍ、短径１．９ｍの規模を有す。深さは０．１２ｍほどで浅い。

一方北側の小さい方の土坑がＳＫｌ２１で、長径１．４ｍ、短径０．８ｍの楕円形の掘形を呈す。深さ

は０．３８ｍとＳＫｌ２０よりも深い。ちょうど両者が接するあたりを溝ＳＤｌｌ２が通過して切ってお

り、両土坑の切り合い関係は現地では検出不能であった。また両土坑から出土する遺物も希薄

で、遺物からも両土坑の前後関係を認定するのは難しい。さらに両土坑を切って通過している

SDll2も遺物の出土が無く、それからも時期の推測は不可能であるが、ＳＫｌ２０からは備前系

陶器播鉢と在地系土師質土器が出土しており、その形態から１５世紀末葉から１６世紀初頭頃の

位置づけが可能である。ＳＫｌ２１もさほど時期を違えないものと思われる。

出土遺物（第３－３０図・第３－３１図）

第３－３０図のｌは備前系陶器播鉢で、口縁の形態から中世６期に比定される。２は在地系

土師質土器の小皿で内面にロクロ目を有し、１５世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけられる。

火鉢

内面ロクロ目
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第３－２９図ＳＫ１２０・ＳＫ１２１遺栂図（1/30）

第３－３１図ＳＫ１２１出土過物実測図（1/3）
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第３－３０図ＳＫ１２０出土遺物実測図（1/3）
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ＳＫ１２５（第３－３２図）

７－Ｂ区に位置する土坑で確認できている範囲で長径4.4ｍ、短径0.7ｍの規模を有すが、実際は

さらに北に展開する。深さも確認できているところで0.24ｍほどである。掘形は段を有して下がっ

ていっており、数基の土抗が切り合っているのかもしれない。出土する遺物から、１６世紀後葉に

位置付けられよう。

出土遺物（第３－３３図）

１．２ともに京都系土師器の皿ですが、２は口縁部下のナデが強くなってきており、塩地編年の

２期に近い。

ハ
し



第３－３５図SPO０３週構図（1/30）
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第３－３２図ＳＫ１２５過構図（1/40）

=~=／１

１０cｍ

雨

第３－３３図ＳＫ１２５出土遺物実測図（1/3）

３．掘立柱建物

SPOO1・SPOO2・SPOO3（第３－３４図・第３－３５図）

SPOOlは８－Ｂ区に位置し、径0.53ｍ、深さ０．３６ｍ、中には

雛が充填されている。SPOO2は８－Ａ区に位置し、径は０．５２ｍ，

深さ０．１７ｍでやはり際が充填されていた。両者の間は約1.5ｍで、

蝶の充填されている状況や径がほぼ同じ点などから、対になる

ものと思われる。遺物が出土していないため時期は不明だが、

SDll6～１１８のすぐ縁辺に位置し、軸も平行していることなど

から、何らかの関係があるものと思われる。

SPOO3はｌｌ－Ｚ区に位置し、径0.44ｍ，深さ０．６３ｍで、出土

する遺物から１５世紀末葉～１６世紀初頭に位置づけられる。

出土遺物（第３－３６図）

ｌは底部から口縁に向けて直線的に開く在地系土師質土器皿

である。

、！、篠が充填

3.500ｍ

1ｍ０

１

１０cｍ

第２節遺櫛と遺物

－ －

第３－３４図SPOO1・SPO０２週構図（1/30）

－７８－

０

第３－３６図SPOO3出土週物実測図（1/3）

；悪

函

１ｍ

魁一一一一国
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ＳＢＯＯ１（第３－３７区）

７－Ａ区に位置する掘立柱建物である。図示しているのは１間×３間であるが、実際は南にまだ

展開していると思われる。各ピットからは柱痕も確認され、それらの間を計測すると、短いところ

で約１．９７ｍ、長いところで約３ｍある。これは間尺になおすと、短い所で６尺５寸にあたる。ま

た長いところはそのちょうど1.5倍にあたる。建物の軸は、Ｗ－３０ｏ－Ｅの方位を示し、SDlll・

SDll6～１１８や第１０次調査Ｉ区で検出された１６世紀後葉の町屋の区画に平行する。

６尺５寸

⑥⑥

⑳

Ｅ
○
○
○
．
寸

。。

。

０
一－

第３－３７図SBOO1実測図（1/40）

⑨｡ 。

第３策中仙大友府内町跡第１０次Ⅱ区南調従区

１ｍ

０

。
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）Ｊ戸一

一、



第３－３８図ＳＥ１２６週構図（1/40）

４．井戸

ＳＥ1２６（第３－３８～４０図）

１１－Ａ・Ｚ区に位置する井戸である。東半分は現在道路となっているため、完掘はできなか

った。確認できている範囲で井戸掘形の直径は約２．２ｍほどである。井側は方形に縦板を組む。

縦板の四隅には柱を立て、柄穴を設けて横桟を組んでいる。そして底で取水もしくは浄水のた

めに設けられる井筒には曲物が使用されている。草戸千軒町遺跡で分類された「縦板組隅柱横

桟型」に相当する1岨。草戸千軒町遺跡ではこのタイプは１３世紀中葉～１４世紀初頭に多いと

し、中世大友府内町跡でも１４世紀代によく見られる。出土遺物が希少であるが、１３世紀末～

１４世紀初頭頃の龍泉窯系青磁碗が出土しており、該期に比定できよう。

なお井側の規模は、約１ｍの正方形で、曲物は２つサイズの異なるものが重なって出土した。

方形

縦板組隅柱横

桟型

Ｉ
出土遺物（第３－４１図）

ｌは龍泉窯系青磁碗で、胴部に鏑蓮弁文が描かれる。鍋通弁文

茶褐色弱粘質土

灰褐色弱粘質土

灰褐色麗粘質土

灰褐色璽粘質土

灰褐色弱帖質土

田褐色弼粘質土

鏑褐色弼粘質土

晒灰褐色弱粘質土

砿茶褐色弱粘質土

暗褐色砂質土

鏑灰褐色砂賀土

疏灰褐色砂賀土

賠灰褐色弱粘質土

餓褐色砂賀土

昭灰色粘質土

灰褐色砂質土

灰褐色粘質土

１ｍ

l ーｰ

黄灰色粘土ブロック多く含む

4.500ｍ

第２節遺構と遺物

黄灰色粘土ブロックを多く含む

帽
一
調
一
噸
一
咽
一
頭
一
蝿
一
稲
一
噸
一
咽
一
幅
一
幅
一
顧
一
噸
一
噸
一
噸
一
噸
一
噸

L－－－－－W,
０

－８０－

註ｌ広島県草戸千軒町遡跡調査研究所編「草戸千軒町遺跡発掘調在報告Ｖ中世瀬戸内の集落遺跡」１９９６

第３－３９図ＳＥ１２６土層図（1/40）
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鮒３瀬Ｉ|'世大友府内町跡縮ｌ()次Ⅱ区南訓在Ⅸ

－８１－

ﾉ《辿式焼塩川

製塩土器

－
唾
．
ｇ
ヨ

竿秤の錘

錐＃i産の鉛

ｌｌＴ

－－ｌ

２５００ｍ

１

【０

需炉

双頭蕨手流裳
文

ラマ式蓮弁

第３－４１図ＳＥ１２６出土遺物実測図（1/30）

第３－４０図ＳＥ１２６井筒実測図（1/40）

包含層（第３－４２．４３図）

１は承徳鋲窯系帝花の碗である。兄込み部分が緩やかに盛り上がるいわゆる鯉頭心である。文様

は見込み分に２重界線が巡り、その中に瑞果が描かれる。商台内には「福」の字款が描かれる。小

野編年のＥ群にあたる。２．３は溌徳鎮窯系背花の壷で、表面にラマ式蓮弁が描かれる。ＳＤｌｌｌ（第

３－５図のｌ）・ＳＫ１０４（第３－２５凶のｌ）と同一･個体と思われる。４は瀧泉窯系青磁の碗で、胴

部には蓮弁が描かれる。蓮弁の幅は狭くなっている。５．６はI|i国産白磁のⅢで、５は、縁部が端

反り、１６世紀に位置づけられる。７は中国産陶器の壷の底部で、被熱している。８は中国産藷翠利

の皿である。９は中倒産の陶器と思われる。渦巻状の施文がされ軸がかけられている。１０は肥前

系陶器の瓶の底部で、１１は産地不明陶器の碗である。

１２．１３は京都系土師器の皿で、２期のものと思われる。１４は薄手の灰白色を呈する土師質土器

で在地のものとは異なる。1-1縁部に穿孔が１箇所見られる。１５～１７は在地系土師質土器の小皿で

ある。１７は’1唇部にススが付荒し、灯lﾘl皿として使用されたと思われる。１５は１４１１t紀代、１６は

15世紀末葉～１６１１t紀初頭、１７は１５世紀代か。１８～２０は土師質土器で焼塩壷の蓋と思われる。

２１は瓦質土器の呑炉である。1-1縁部下に文様帯が巡り、花文が配される。２２は瓦質土器であるが、

器形は不明である。底部周辺に雷文のような文様が連続して配され、その上に双頭蕨手流雲文が三

角形状に配される。他に例をみない特殊な文様構成で、陶磁器の模倣形態かもしれない。

２３～４４は土錘で、大きく長さ６～７cm、幅２cm前後の一群と、長さ５clll前後、幅1.5cm前後の

一群とに分かれる。４５は土製の輪の羽I｣である。４６．４７は青銅製品である。４６は竿秤の錘である。

釣鐘形をしており、上部には竿につるすための穿孔がある。鉛|i１位対比分析の結果華南産の鉛が使

川されていることが判Iﾘjした◎詳細は第５章館２節の分析の項を参照されたい。４７は用途不明製

IIIiIであるが、何かの把手であろうか。４８～５０は砥１．i、４９はXi臼の上臼、５０は姫島産黒曜石の７ｉ

核である。５３～５５は六連式焼塩川製塩土器、５６は．１１７代の．ｔ師器である。５７は．IIi境時代中期の認、

５８は古墳時代前期の高坪である。５９は大槻通喪である。

肥前系陶併
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第３節小結

製塩-12器

方形縦板組

隅柱横浅型

在地系土師

質土器

北側は空閑地

北側へカーブ

祐向寺と

ダイウス堂

16世紀後葉

以降の府内の

姿

第３節小結

以上各遺構から得られた所見を統合し、第１０次Ⅱ区南調査区における景観の変遷について、

整理をしておきたい。（第３－４４図参照）

［古代］

７－Ａ．Ｂ区・８－Ａ．Ｂ区で古代の包含層が検出されている。しかし該期の遺構は検出さ

れておらず、古代にどういう景観をなしていたかは不明である。ただ製塩土器が多数出土して

おり、本調査区の西側に位置する上野町遺跡からは、多数の土錘が出土しているなど、海岸部

における集落の特徴を表している。

［１４世紀］

中世において遺構が確認できるのは、１４世紀段階が初現である。代表的な遺構としては、

井戸ＳＥｌ２６がある。方形縦板組隅柱横浅型のしっかりした井戸であるが、本調査区において、

１４世紀代と特定できる遺構はこれのみである。西側に隣接する第１０次Ｉ区調査区でも１４世

紀に位置づけられるのは土坑１基しかなく、この時期の具体的な景観は復元できない。ところ

でこのあと詳述するが、ＳＥｌ２６が位置する周囲は、１５世紀後半以降は空閑地となっている場

所である。したがって、１５世紀代以降とは全く異なった空間認識が１４世紀代にあったことが

判る。

［１５世紀後葉～１６世紀初頭］

この時期の遺構は、主に底部から口縁部に向けて直線的に開き、ロクロ目を顕著に残す在地

系土師質土器皿を出土する遺構である。中世６期の備前系陶器播鉢や幅の狭まった蓮弁を有す

る龍泉窯系青磁等が共伴する。しかし、中には在地系土師質土器のみを出土する遺構もある

(SKlOl・SPOO3等)。実はこの在地系土師質土器皿は、本調査区においてはＳＤｌｌ６～ＳＤｌｌ８

やＳＫｌＯ４等で京都系土師器２期、近世１期の備前系陶器播鉢等と共伴し、この時期まで残る

ことが確認されている。したがって在地系土師質土器皿のみ出土している遺構については、１６

世紀後葉まで下る可能性を考えておかなければならない。

さてこれらの遺構の位置関係であるが、検出遺構がさほど多くないので、景観の復元は難し

いが、いずれも調査区南側に集中し、北側は空閑地になっている可能性がある。ただＳＤｌｌ３

のみは調査区を南北に延びており、北側まで展開する可能‘性があるが、調査区中央部分から北

側はＳＤｌｌ６～１１８によって切られており、さらに本調査区の北側に位置する第１０次Ⅱ区北調

査区においても検出されていない。したがって、この遺構もさほど北側へは展開せず、南側へ

延びていくものと思われる。なおこの溝の方位はＮ－３０ｏ－Ｅと振っており、本調査区西側

に隣接する第１０次Ｉ区調査区で検出された１５世紀後半の溝の区画と平行する。

［１６世紀後葉～］

この時期の遺構でまず注目されるのは溝ＳＤｌｌ６～１１８の方位である。９－Ａ区～１１－Ａ

区までＷ－４．－Ｎほどで延びてきて、そこら西側へいくにしたがい急に北側へカーブし、

約Ｗ－３０ｏ－Ｎの方位となる。もう一つの瀧ＳＤｌｌｌもカーブした後の方位に平行して延び

ている。この溝の屈曲は、府内古図（Ｃ類）（第３－４５図）からも窺われる。府内古図では溝

の描写はなく、祐向寺とダイウス堂の間を通る道路が北側へ（絵図中では右側へ）カーブして

いく様子が描かれている。本調査区ではこの激は１６世紀後葉に掘られ、末葉までには埋まっ

てしまっていることが判っている。そして、埋まった後はその上に方位を踏襲して道路が形成

されている。最近の発掘調査成果から、府内古図は１６世紀後葉以降の府内の姿を描いたと考

えられており、絵図はこの溝が埋まった後の道路の屈曲を描いたものと考えられる。

また、この屈Illlした後の方位は、西側に隣接する第１０次Ｉ区調査区で検出された町屋の区

画に直交する。本調査区では第３－４４図の遺構分布変遷図をみると、ピットや土坑群が３－

－８４－
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町隆の製手

異なるIXllIIi

逝撒の篭閑地

道路

|（火な上坑

Ｂ区～４－Ｂ区あたりにかけ非常に密集しているのが判るが、その密集しているブロックは、

東より角度を振って位置している。方位的には約Ｎ－３０ｏ－Ｅぐらいを指す。この第１０次Ｉ

区調盗区では、確認された井戸や廃棄土坑はいずれもこのブロックの南側に集rlIしており、北

側方向に向けて位慨している町屋の袈手の状況を示しているものと思われる。

さらに'１を転じて第１()次ⅡⅨ南洲査IＸの７－Ａ区を見てみると、I1i1じょうに束よりに角度

を振って、掘血柱建物ＳＢｌｌＯが建っている‘i':'。この掘立柱建物は確認されているのが一部分

であるため、正確な規模等は判らないが、恐らく南へまだ展開するものと思われる。また、西

側の一間は柱間が1.5倍広いが、この建物が北を向いていたのか、西を向いていたのか判断し

かねる。いずれにしてもこの建物部分が、ある区1lIIiの前面であることには速いはないと思われ

る。

こうして見ると、第１０次Ｉ区調査区の町屋の区画と、第１０次Ⅱ区南調在区の掘立柱建物の

区面は同じ方向性をもって位慨しているが、前面のラインはよく見ると東西方向で若干ずれて

いることが判る。これは第１０次Ｉ区調在区の５－Ａ区においては、南北に延びる満ＳＤＯ()ｌが

存在しており、それを境にその東西は別の区画がなされていることによる。この異なる区画は、

単に町屋の並びを区両しただけなのか、あるいは性格の異なる施設が存在する故の区画なのか

は、現時点では即群できない。ただ、第１０次Ⅱ区南調査区においては、ＳＤ１１６～ＳＤｌｌ８や

SKlO4から、まとまった並で京都系土師器皿や在地系土師賀二'二器皿が出土しており、中･'1t大友

府内町跡で一般的にみられる町屋の遺物出土状況とは異なる点は考慮する必要がある。これが、

府内古図に描かれる「柿向寺」に関係するものなのか、近くに武家屋敷的性格のものがあった

ことによるものなのか、今後さらなる検証を要する。

なお、この区画の前面では興味深い状況が認められる。第１０次Ｉ|><調査区の町屋の前面は

調査Ⅸ外なので不Ujだが、第１ｏ次Ⅱ区南訓在区の掘立柱建物の区画のラインの前面は、それ

から東の８～１１区に目を転じていくと、ずっと遺構の空閑地に成っていることが判る。これは、

この区画がＳＤｌｌ６～ＳＤｌｌ８と併存していれば、当然必要な空閑地である。この空閑地が一定

期間存在していれば、ここが道路であった可能性も出てくるが、現時点で道路はさらに北に検

出されており、本洲査凶人Iでは、その痕跡は確認できていない。ただ、空閑地に存在する匝大

な土坑ＳＫ１０４などは、例えば第５１次調査区等で道路の下から連続して土坑が検出されるなど

の例もあることから、中世大友府内町跡で見られる空閑地利用の一つの例として注月される。

第３－４５図府内古図Ｃ類

註１ この捌立柱建物SBOO1からは遺物の出土がないため、それからの時期の認定はできないが、この掘立柱建物SBOOlは

15111:紀末難～１６世紀初頭の土坑ＳＫｌ２()・ＳＫｌ２１を切ってが在している点や柱間が６尺５，j.である点などから、１６１１t紀

後葉の可能性が商い。

－８６－



Ｉ区

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

第１節調査の方法（第４－１．２図）

現在の地籍の区割りにもとづいて、東から順に束区、北ｌ区、北２区、西区、南ｌ区、南２区の

6つに地区割りをして調査をおこなった。そのうち、西区は地蒋図の復元から教会跡地とかつて推

定された地片に重なる（第１瀬第４節参照)。なお北２区の北部は、前年度の11区南調査時に一部

先行して調査している。Ｓｌ３０～140までがその際検出された遺構である。

測並および実測においては、IIl国土座標に基づいた正方位の１０ｍ方眼を組んで使用した。南北

にアルファベットを用い、東西には算川数字を用いた。

測雄は光波トランシットを用いて、原則として２０分の１、遺構の状況に応じて１０分の１図を作

成した。墓地および人骨については必要に応じて５分の１図を作成した。また調査区全体の断而土

屑図を１０分の１で作成した。写真は３５ミリ白黒とカラーリバーサルポジを基本に、必要に応じて

６×９中型カメラを使用し、メモとしてデジタルカメラを使用した。

６区に分ける
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第４－２図調査区の分割（1/400）
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第２節基本層序

現代の客土

水田届

■
近世前期

整地

地山

2001年調査

２層上面

２届除去後

第２節基本層序（第４－３図.付図８）

以下に基本層序を上から下にむかって説明す

る。

客土:水田を埋めて宅地を造成した際の整地層

である。1948年の米軍撮影の空中写真では、こ

の場所はまだ水田であるので、その後のものであ

客土（現代）

２

三三三狸JL一一一~慰盤1ｖ

－５．０ｍ

l水田耕作±
－３．７ｍ

－３．５ｍ

第４－３図層序概念図
るｏ

最終水田耕作土:暗灰色土。宅地化される直前

の水田の耕作土である。下部に赤く硬化した水田

床土の面が広がる。

第１層：マンガン沈着のはげしい明茶色土。細かく見ると更に多数の水田床面を観察できる。近

世から近代に水田層である。

第２層:マンガン沈着のある暗茶褐色土。調査区全体にひろがる整地層である。彫三島碗、絵唐

津皿、京都系土師器４期の皿など17世紀前半の遺物を最新のものとする。おそらく１７世紀＝近

世前期の整地層と推定される。この層の上面および掘下げ途中で発見された遺構はすべて近世の

遺構であった。この層の上面は水平でマンガンの沈着が激しく、水田の床面であったことを示す。

下部の基盤層との境界は不整合面をなしているので、整地前に一度東側を削り西側をかさ上げす

る削平が行われていると考えられる。

細かく見ると３ないし４層にさらに細分可能である。その最下層に当たる２c層に彫三島碗、絵

唐津皿、京都系土師器４期皿の破片が広く分布しており、造成の時期も１７世紀初頭にさかのぼる

可能性がある。

基盤Ⅲ層:黄色粘土層。基本的には無遺物層であるが、場所によっては古代以前の遺物が包含さ

れる。

基盤Ⅳ層:黄色砂層。無遺物層。

基盤111.1Ｖ層は中世大友府内町跡が立地する微高地を形成する、遺跡にとっては地山となってい

る。１０次調査区の位置する辺りはその微高地の西縁に当たるため、基盤層は西に低く東に高く堆

積している。そのため調査区西半では第２層が厚く、東側では第２層を除去するとすぐに、基盤

111層がさらに基盤1Ｖ層が露出する状況である。

第３節遺構の概要（第４－１表、第４－２表、付図４）

北２区の北部は前年2001年度のⅡ区南調査時に一部先行して調査している。Sl30～１４０まで

がその際検出された遺構である。その際の土層所見より、第２層の存在とその下で戦国時代の遺

構が検出されることが判明していたので、調査はまず重機によって客土と最終水田耕作土と第１

層土を除去し、第２層上面で最初の遺構検出作業をおこなった。その場で撹乱を識別し、まず撹

乱土坑の清掃を行い断面観察をおこなって、第２層以下の遺構の深さを観察した。同時に調査区

内に抜き取ることが不可能な建物基礎のコンクリート杭が多数残っていた。このためこの杭が残

る調査区東半は第１層から人力で掘下げた。第２層上の遺物は少なく近世から近代の水田耕作に

関わる遺構のみで、現在の宅地の境界や地籍図の地割りの境界と一致する溝や石列であった。

その後第２層をすべて人力で掘下げたが、その途中で遺構を発見することはまれで、第２層そ

のものは長期間の堆積というよりは一気に埋められた整地層と考えられた｡第２層を除去した面は、

基盤層の自然届である。この面において奈良時代から戦国時代末までの遺構が約160基検出され

た（付図４)。それらの遺構を層位的に区分することは不可能であったので、遺構の切合関係を徹

底的に検討した。それでも後の整理段階で訂正した切りあいが二三存在したが、ほぼ出土遺物の

－８８－



第４－１表１０次Ⅱ区北調査区潰柵一覧表

－８９－

上坑

272

第４巌中'1t大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査Ⅸ

巡桶

１暦

２府

ＳＤ１１６

ＳＤ１１７

ＳＤ１１８

SＴ１３０

ＳＤ１３１

Ｓ1３３

Ｓ1３４

SＴ１３５

ＳＫ１３６

Ｓ1３７

ＳＤ１３８

ＳＸ１３９

ＳＤ１４０

ＳＤ１４１

ＳＰ１４２

ＳＤ１４３

ＳＥ1４４

ＳＤ１４５

ＳＫ１４６

ＳＥ1４７

ＳＥ1４８

ＳＴ１４９

ＳＴ１５０

ＳＦ1５１

性格

近世水ｍｌＷ

盤地層

僻

洲

柵

1号難

櫛

-.ＳＫ２５５

果蔽遺榊

２号悪

上坑

一・SK269

榊

打列

牌

柵

ピット

水路痕跡

井戸

水川側紳

井戸

J1:Jｉ

８３．蕊

１号墓

汀欺き道鮒

時期

１７世紀後半以後

l6IIt紀末

～１７世紀前半

１６枇紀

第‘111q半期1W半

１６１１t紀

第‘1四半川前半

1611ｔ紀

節･lULI半川前半

１６１W:紀

鋪‘l四半lUI1iiI』ド

161M紀

第･lIJlJ半期前半

１６１１ｔ紀輔｡1四半

期後半

１６枇紀

鋪‘IIJIl半期l1iI半

l6ilt紀

1711ｔ紀初頭

近批中期

１６仙紀

第21111半期

1611t紀

第‘1四半期後斗

近川中期

近現代

1611ｔ紀

第２四半期

近lltIl1期

１８１M:紀後半以後

1587年以後

１６f化紀

鋪‘lIJII半期

１６世紀

第‘lIlLI半期前半

１６世紀

鋪４１川半期Iilj，ド

１６１１上紀

第１１１１１半期

グリッド

位世

＃〔西術

11〔西満

＃〔幽洲

Ｃ７区

C８.Ｃ９Ｋ

ＣｓⅨ

Ｃ７区

C８．Ｃ９ＩＸ

Ｃｓ区

Ｃ７Ⅸ

Ｃ６.Ｃ７区

BlO

Bll区

B９Ｋ

Ｃ９．Ｂ９．

BｌＯＫ

ＣｌＯ

．Ｂ１０Ⅸ

Ⅸ

Ｃ７・Ｂ７

Ｂ８・Ｂ９

Ｃ７区

ＣｌＯ区

Ｃ９区

ＣＳＫ

Cs区

Ｃ６

Ｃ７

Ｂ７

Ｂ８

Ｂ９．

Ｂ１ｌ区

位置

全面

全面

(刺壁麓〈

ifi2区

．ｌｆｊｌ区

ＩＷ２区

･ルに区

前2Ⅸ

･IＷｌＫ

‘化２灰

北】

･北２Ⅸ

北１

･･化２Ⅸ

北２Ⅸ

北２Ⅸ

北２区

北２区

i'IiK

IKl〈

北１区

北１Ｋ

．'|〔Ⅸ

班区

境界

塊界

東区

北Ｉ区

北2Ｋ

北２ｌｘ

塊界

検出屑位

２１Ｗ中出土

２肘1111:ド検州

２１ＷｋＩｍ

２岬fｈＩｍ

２届lIIIl目俄

11Ｗ1,.部

llWド部

２脳ｌ【１１１，後

２ｌＷ２ＩＩ１Ｕ後

２州ｉＸＭＩ１後

２届１Ｍ目後

検州

２肘除去後検
出

柵成遺柵・層序

雌下部に総厭津

彫_皇鮎

上ｌＷは黄色土ブ

ロック凝灰岩隙

散血。

擬灰器磯多い。

藤多く、最下部は

グライ化

水柚鵬仲l畔。

単肘：|府茶褐色士。
凝灰Y)雛雄中

蕪群

雛I苑雛土坑、

磯多い

簾が|叩二而する。

:名而は道路ｉｍ？

火批の凝灰器磯混

じる

単肘：暗黄禍色士

〈マンガン沈‘竹あ

り）

単肘：マンガンの

沈芯

沖筒は木製１ｍ

小柵が３回以上j１ｔ

鯉する

雌鼎：灰色砂１Ｗ

非
め
坑

方形ｲi細井筋、蛾

下1Ｗ水哩桶

唐樋、釘で小1.1を

止める

唐撒、釘で小I~Iを

止め為。

ｌI付く砂利ＩW）を
路而にその下に２

肘（灰色砂１W）を

鵬礎にした１１１i位

の道蹄liW（典餓混

じる）が堆商７１ｍ

が在する。

は,ド製伽理

し時の内部士

リ

切合間係

SD117を切り、

SD168とＳ１９０に

切られる

SD118を切り、

SDll6に切られる。

SK302を切り、

SD1I7に切られる。

SI〕165を切り、

SD167に切られる。

SK252、Sk256と

SK269を切る。

SK252を切る

SDl31と11t複

SKl37に切られる

SDl31に切られる

(,,M1在'1Ｗ>所凡〉

SD145の下、

SFl51の上

SK247・SK301と

SD303を切る。

SDl65、

SK251=SK302を

切る。

21Ｗを切る

2肘を切為。

SDl97を切り、

SK224に切られる。

SKl46に切られる

SＤ１．１５を切る。

SK225に切られる。

SK278とSP288を

切る。SK264と

SK236に切られる

ピットとSKl63、

ST289（１３号難)、

ST295〈l‘１号難〉を

切る｡ST27．!(１２り･轡
に切られる

SD277とＳＤ２９ｉｌを

切る。

SＤ－１６７．１６sに

切られる。

2層七で雌没

最新の

出士辿物

近現代巡物

取郁系

．上師器２期

人仙、、

炊釘

厳那系
上師器３川

〃(締系

上師器２期Ⅲ

１６世紀

第２側半期の

遮物

Ｍ１前焼

I1f沸焼

蹴灰柚陶器

厳郁系
l:師器IlUI肌

碓多+i(・焼土

咽廃棄・丘轄

蝶廃棄

|‘I州16碗蝋灰袖

糸切り土師

ロクロ１１上師

〕;《都系土師器

２期

近1M:陶器

(り排蔚毛il碇）

lIIfiIt暁碗、

荊剣

彫三島境片

(州形内）

近iltl期の

伽前焼爽11緑。

映釘

般上部に絵庶

il1、釘、〃(郁
系上師器２Ｍ

上珊にﾙ〔郁系

上師勝IIlUj小

皿

残禰週物

緬悪器、土師器

無し

須恵器蝿

奴忠器、と帥器

無し

斌恵器上師

I;ljl鮮王I;ﾘI潅砂1１

陶器

離し

IIi代懇色上器

伽考

人為的

埋め鵬し。

木杭難

(長方形)

区画柵

１６世紀第２側
半期の世柵の

可能性あり

切りあいの所

兄は川述いか

石材に五輪塔
の部材を利川。

ビットの淡合．

上部からのし

みで遺椴でな

いかも。

上層からのし

み、近世の水

路の位WiをⅨ

映。

掘形円形。小

型＝武家屋敷

にある完捌

せず

この洲が近代

の地蒋境とな

る。

方形浦型

掘形円形。井

柿内に礁廃粟。
定捌せず。

掘形円形

水植難（小児

蕊）測上内に
斑〔都系土師器

片｡多し

仮用水械墓

<成人卿

掲賊頁

8８

8８

166

１６４

162

263

183

201

23s

266

240

202

244

245

１４１

219

247

251

143

2.16

2.16

229

192

266

9９



■

第３節遺櫛の概要

－９０－

週樽 性格 時期
グリッド

位廻
位固 検出層位 栂成週桐・層序 切合間係

凪新の

出士遺物
残留週物 協考 掲載頁

ST152 9号墓
１６世紀

第‘1四半期前半
Ｃ８区 北２区

２届除去後、

蝶盤1Ｖ肘上

面で検出。

方形木柚（屈葬東

向き北醐位)

Sl53とSD255を

切る。
頭骨

二段掘り墓坑

の可能性のこ

る。

277

Ｓ1５３ 浅し Ｃ７.Ｃ８ 北２

2脳除去後、

悲盤1Ｖ牌上

面で検出。

jllL厨：２１M土

ST257（１２号墓）を

切り､STl52（９号墓）

に切られる。

性格不明

SＴ１５４ 5号墓
１６世紀

第３四半期
Ｃ８区 北２区

2層除去後

検出
なし。 頭什・歯

木棺墓（乳

児墓）２０×

30cｍ

257

SＰ１５５ ピット Ｂ８区 北２
2肘除去後

検出
地層：２肘土 なし

SＫ１５６ 廃棄土坑
１６慨紀

鋪４四半期前半
Ｃ８区 北２区

２層除去後

検出
jIUW：２１１j士

ＳＫｌ６３とＳＤｌ６５を

切る。

動物什片・銅

銭（元豊通烹

1078）１枚.

涼州青花片

浅い皿状、底

面凸凹
204

ST157 6号難
１６１１t紀

鋪３四半期
Ｃ８区 北２区

2層除去後

検出
木愉痕跡 なし。

鉄釘１

頭骨

占代緬忠器・土

師器

木棺蕪（幼児

墓）
258

SＴ１５８ 7号墓
１６世紀

一輔３四半期
C8区 北２

2層除去後

検出
木棺痕跡 なし。 歯と剛竹。

木棺墓（幼児

幕)、北半掘り

すぎ。

258

SＰ１５９ ピット ＢｌＯⅨ 東Ⅸ
２届除去後

検出
脳：２肘土 なし。 土器片あり。

洩いlIIl状：柱

穴ではない

ＳＰ１６０ ピット ＢｌＯ区 東区
2届除去後

検出
jIilMi：２肘土 なし。

浅い皿状：柱

穴ではない

SＰ１６１ ピット Ｂｌｌ区 東区
2脳除去後

検出
jli層：２層土 なし。

浅い皿状：柱

穴ではない

SＰ１６２ 柱穴 ＢｌＯ区 東区
2肘除去後

検出
蝋脳:2刷土 SK237を切る。

SＫ１６３ 廃棄土坑
１６世紀姉２四半

期
Ｃ８区 北２区

2咽除去後検

出
)liIif：２肘土

STl49（８号熊）。

SKl56に切られる。

ＳＤ－ｌ６５を切る？

土鈴１点完形

品、ロクロ目土

師器片、骨片

浅い不羨底部 149

SＸ１６４ 櫛状くぼみ
１６慨紀輔３四半

川
Ｃ９区 北Ｉ区

2肘除去後

検出

順肘：２脳土で、

小磯多い。
なし。

京都系

土師器２期

地形のくぼみ

か、底面でこ

ほこ。

153

SＤ１６５ 牌
１５世紀後半～１６

世紀第３四半期
東西櫛

両区．

北Ｉ区．

北２区

2脳除去後検

出

矢板による土刑め

が北側にある

３回の掘りなおし

摸あり。

SX251とSE300を

切り、ＳＸｌ３９の下、

SKl63に切られる？。

SDl68、SD250と

SD292に切られる。

須恵器

Sl30を切る？、

水路.ＧＩ型で糸

土師の埋納あ

り｡

1０７

SＰ１６６ 柱穴
１６１１t紀輔ｌ四半

期
Ｂ６区 IＷ２

2肘除去後

地山上で検出
iii肘：２肘土 なし。

ロクロ目土師

のみ。
無し 140

SＤ１６７ 溝
1611t紀輔４四半

期後半
東西櫛

・
区
区

Imi区

北ｌ

北２

2咽除去後

検出
磯集中簡所あり

SDl65・SFl51と

SD250、SD270を切

る◎

キセル
古代娘恵器・土

師器

何回か切り

あった榊の蛾

上位の櫛．

223

SＤ１６８ 溝
１６世紀第４四半

期後半
東西溝

ＩＷ２区．

南ｌ区

2厨除去後

検出

SDll6の上、ＳＦ１５１

とＳｌ９０を切る。

中制景徳鎮蕪

系背花皿Ｆ群

円筒jKI袷、古代

の須哩器・土師

器

226

SＰ 6９ ピット Ｂ Ｏ区 東区 維盤 Ｖ層上 叩層 ２層土 瓦片

SＰ 7０ ピット Ｂ ｌ区 東区 基盤 Ｖ咽上 jIi用 ２１Ｍ土 なし。 土器片あり．

SＰ 7１ 不笈ピット Ｂ Ｏ区 東区 基盤 Ｖ層上 単層 ２用土

SＫ 7２ 不整士坑 Ｂ ｌ区 東区 基盤 Ｖ層上 単層：２層土 なし。 土器片あり。
底部凸凹。通

構か疑問。

SＰ 7３ 柱穴 Ｂ ｌ区 東区 基盤 Ｖ層上 単層 ２層土 なし。

SＰ 7４ ピット Ｂ ｌ区 東区 基盤 Ｖ層上 蝋肘 ２脳土 なし。 土器片あり。

SＰ 7５ 柱穴 Ｂ ｌ区 東区 蕪盤 Ｖ層上 蝋層 ２層土 なし。 土器片あり。

ＳＤ１７６
癖

(述物鵬礎）

１６世紀第１四半

卿以前
ＢｌｌＩＸ 収 基懲1Ｖ届上 単層：２肘土

SPl95と煎裡◎

ピットに切られる
無し。

SDl97と一連

の適榊。底部

に浅いピット

が連なる建物

の鵬礎あるい

I土擬の下部。

133

SＫ 7７ 土坑 近枇初剛 Ｂｌｌ 東区 基盤 Ｖ用上 SPl79を切る。 キセルの火皿 底部凸凹 245

SＰ 7８ 柱穴 Ｃｌｌ区 東区 基醗 Ｖ肘上 蝋肘：２肘土
SK203とSD20klを

切る。
土器ﾊ･あり。

ＳＰ 7９ 小ピット Ｂｌｌ 東区 基盤 Ｖ層上 単届：２咽土 SKI77に切られる。 土師器片１

ＳＫ 8０ 土坑 １６世紀 Ｃｌｌ区 東区 基盤 Ｖ囲上 層：２層土 なし。
中脚縄袖陶器

土師器
底郁凸凹 241

ＳＰ ８１ ピット B１１Ⅸ 東区 藩醗 Ｖ用上 雌魁：２刷土 なし。 土器片あり。

ＳＫ 8２ 土坑 Ｃｌｌ 収区 基盤 Ｖ咽上 単崎:2届土

SＰ１８３ ビット 1５世紀 Ｃｌｌ 東低 基盤】Ｖ層上 単層：２屈土 なし。
糸切りの在地

形土節器底部。

２つのピット

からなる。
１３１



遇欄 性格 時期
グリッド

位回
位固 検出厩位

SＰ１８４ 住穴
１６世紀

姉２四半期以後
Cll区 束Ⅸ 無慾Ｗ囲上

SＰ ８５ 柱穴 Ｃ 区 東区 農盤 Ｖ層上

SＰ ８６ 不鞍ピット Ｃ Ｏ区 束区 蕪盤 Ｖ層上

SＰ ８７ 柱穴 Ｃ ０区 東区 基盤 Ｖ埴上

SＰ ８８ 柱穴 Ｃ ０区 東低 些盤 Ｖ脳上

SＫ１８９ 農い土坑
l6Ht紀

鋪ｌ四半期

B６．

B７
南２ 雄盤Ⅲ肘上

ＳＫ１９０ 土坑？解？
１６世紀

鋪２四半期
Ｂ７区 南２ 悲盤IVhlf上

ＳＫ１９１ 土坑
l6tIt紀

鋪２四半期
Ｂ６区 南２

2層除去後検

H１

ＳＴ１９２ 墓？
１６世紀

鋪２四半期
B７ＩＸ 南２

ＳＫ１９３ 土坑
１６世紀

鋪ｌ四半期
B６ 南２

無健111脳上

伽

ＳＤ１９４ 櫛
１６世紀

鋪４四半期
B６ 南２

無盤IⅢ層上

面

ＳＰ１９５ 柱穴 １６世紀前半 Ｂｌｌ 束区
鵬盤1Ｖ綱上

検出。

ＳＰ１９６ 住穴 Ｂｌｌ 東区
鵬盤1Ｖ層上

検出。

ＳＤ１９７
櫛

(建物藤礎）

１６世紀

鋪ｌ四半期以前

ＢｌＯ・Ｂｌｌ

区
東

鵬盤1Ｖ脳上

検出。

ＳＫ１９８ 土坑 Ｃ1１ 東区
堆盤1Ｖ聯上

検出

ＳＫ１９９

２つの土

坑の爪複

(Ａ/B）

1５世紀

前半（Ｂ二Ａ）
Ｃｌｌ 東

購盤IVIij上

検出。

SP200 ビット ＢｌＯ 東区
鵬盤1Ｖ朋上

検出。

Ｓ,201 小ピット

SP202 自然ピット Bll 東区
鵬盤1Ｖ肘上

検出。

SK203 土坑 1５世紀 Ｃｌｌ 東区
鵬醗IVlij上

検出。

ＳＤ２０４ 郷 １６世紀 Ｃｌｌ 東区
麟盤1Ｖ肘上

検出。

SP205 小ピット Ｃｌｌ 東区
蕪盤1Ｖ肘上

検出ｃ

SK206 土坑？ １５１世紀
Ｃｌ０．

Ｃｌｌ区
束区

雅盤1Ｖ射上

検出。

SK207 土坑？ l5iIt紀
Ｃｌ０．

Ｃｌｌ
東区

無慾1Ｖ糊上

検出．

ＳＤ２０８
櫛（迅物韮

礎）

１６Ｍt紀

鋪lImI半期以前

ＢｌＯ。

Ｂｌｌ
蝋区

蕪盤1Ｖ肘上

検出 ◎

SK209 土坑 ＢｌＯ 東区
韮盤1Ｖ脳上

検出。

SE２１０ 井戸
１６１１t紀

鋪４四半期
ＢｌＯ 東区

推盤1Ｖ肘上

検出

S,２１１ ＢｌＯ 東区
雅醗IVlhf上

検出｡

ＳＫ２１２ 土坑 １５１１t紀 Ｂｌｌ 東区
雅盤1Ｖ脳上

検出。

ＳＰ２１３ ピット
１６世紀

姉‘1四半期
Ｃｌｌ区 東区

構成週栂・旧序

111層：２層土

方形柱喚

顕あり。

蝋増：２脳土。人

頗大の磯含む＝

小崎：典つ蝋い炭

混じり土充満｡

３回の廃棄打I）。

凧層:2層土

叩層：２層士

１i層：２明土

やわらかい暗色粗

砂肘と硬い蹄色粘

土のラミナ状堆脳

＝水成。

炭層

''１層：２肘士

肘：２噛土

上下２１１ｊ：上珊は

尚色粘土lhf（麟盤

ⅡI層土)。

蝋層：２肘土

111咽：２１Ｗ土

底部に洩いビット

が連なる」一部に

ぐり石。

井筒は木製桶。庇

には小磯で固めて

いる。掘形内には

確と地111ブロック

多い。

砂と賛色士ブロッ

クの互層。蝶は少

ない。

－９１－

切合関係

なし。

なし。

SK227を切り、

SKl91とＳＴ１９２にき

られる。

SDl68とＳＫｌ９１にき

られる。ＳＤ１１６を切

るか？

SDl89とＳＫｌ９０を切

り、ＳＴｌ９２に切られ

る。

SDl89とＳＫｌ９１を切

る。

SK226とSK227を切

り、ＳＤ１９４と柱穴に

切られるっ

SKl93を切り、

SDl68に切られるｃ

SDl76と爪複。

SEl44に切られる。

なし

S201とSP213に切ら

れる･

なし。

SKl99を切る。

SPl78とSD201に切

られ、Ｐ２１６とSP217

と11t襖。

SK203を切り、

SPl78とビットに切

られる。

なし。

SK207とSE234に切

られる。

SK206を切り、

SE231に切られる‘

SK212を切る。

なし。

Sdl4LSDl65,SK265･S

K266SK272とＳＤ２９２

を切る。

SD208に切られる。

SKl99を切る。

最新の

出土週物

蝋郁系

k師器１期皿

鋼製品１

ﾛｸﾛⅡ土師､

糸切り土師、

動物骨

京都系

土師器Ⅲ

束祁系土師器

2期、鋼製の

袈残金塊。

釘、京部系

土師器１期

上噛に糸切り

土師器

瓦質火鉢

児質鍋

糸土師

農し

白磁､糸切り

土師器のみ

土器片あり。

糸切り土師の

み

瓦間火鉢

土師器

黛し。

無し。

箕し。

近iltl期の備

前焼尭口縁。

糸切り土師

康郁系土師器

華lfj三彩

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調在区

残留週物

黛し

簾し

古代土師碗

無し

環し

備考

底面に浅い櫛

有り。唾棄土

坑として埋没。

木抗蕊の可能

性称I)。

廃棄土坑。

SDl68にとり

つく構か。

溝ＳＤｌ７６と一

巡の通櫛。述

物の購礎ある

いは鵬の下部。

L字形土坑。

土師器埋納、

祭秘遺構。

境界につくら

れた没い土坑層

迅物の基礎あ

るいは壁の下

部。

底面凸凹。

底面IItIlﾘ。

述物の雌礎あ

るいは壁の下

部。

掲戟頁

243

138

150

150

151

139

239

３

133

125

127

240

４

124

１３３

229

128

239



－９２－

上坑

2‘1２

縮３節 過 櫛 の 概 婆

遺柵

ＳＰ２１４

ＳＫ２１５

ＳＰ２１６

ＳＰ２１７

Ｓ･２１８

Ｓ-２１９

ＳＫ２２０

ＳＰ２２１

SＰ２２２

ＳＰ２２３

SＫ２２４

SP225

SＫ２２６

SＫ２２７

ＳＫ２２８

=ＳＫ２３２

ＳＫ２２９

ＳＤ２３０

ＳＫ２３１

ＳＫ２３２

ＳＰ２３３

ＲＦつ３４

ＳＦ２３５

SK236

SK237

ＳＫ２３８

ＳＤ２３９

SP240

性格

ピット

柱穴

縦穴

不明

土坑

ピット

ビット

ピット

土坑

ピット

土坑２坐

上坑

土坑

土坑く方形）

碑

超大型方形

土坑

土坑

不鞭ピット

井】１㎡

＃ﾉ･『

土坑（竪穴

巡俳〉

腿円形土坑

土坑

牌

(=SD245）

性

時期

１６世紀

鋪‘1四，脚Ⅲ

１６世紀

縮４１１１１』脚Ⅲ後耶

1587年以後

１６世紀

１５世紀

１５世紀

１６批紀

鋪３１F【I半期

古代

１６世紀

砿１１川半期

l6iIt紀
露31111半期

１６世紀鋪41111'Ｉ

期前半

１６世紀

鋪.11川半期前半

１６１１t紀

第４側半期後半

１６仙紀

鋪41111半期

l6ilt紀後半

l6iIt紀

第21111半期

１６１１t紀

鋪‘ll1lI半期前半

１６仙紀

第‘lIIq半期

１６世紀第２１ﾘﾘ半
期

皿
誌

1611t紀

第２四半期以後

仙紀

l四半期

グリッド

位置

Cll区

B９Ｋ

Cl１Ｋ

Cll区

BllIx

Bll区

BｌｌＫ

C１０区

ＣｌＯ区

ClO区

ＣｌＯ

BlO区

ClO区

B６１Ｘ

B6Ｋ

C９．Ｃ１０Ｋ

Ｂ９区

Ｂ９区

B９．１０Ⅸ

Ｂ９区

ClO区

ClO区

Ｃ９区

ＢｌＯ区

BlOlZ

Ｂ１０区

ＢｌＯ区

位置

東区

東Ⅸ

躯Ⅸ

東区

東Ⅸ

東Ⅸ

攻ば

東区

東Ⅸ

束1K

東Iと

東Ⅸ

術２Ｋ

南２Ｋ

北ｌⅨ

北１Ｋ

北ｌ区

東Ⅸ

北ｌ区

虹区

!'〔lﾝ〈

･化１区

11〔Ｋ

＃〔区

束区

区

検出間位

２聯除去後
検出

SK203の服

而で検出

SK203の庇

1mで検出

鵬避】VlW上

検出。

鵬盤1Ｖ刑上

検出。

堆盤ＩＶｌＷ上

検出。

唯盤1Ｖ〃i,上

検出

堆盤1Ｖ肘上

検出。

鵬盤1Ｖルオ上

検出。

雑盤IWW上

検出。

2耐除去後検

堆錐IIIlW上

検出

2脳除去後倹

出

2府除去峻険
出

2牌除去後検

冊

2届除去後検
出

２届除去後検

出

２脳除去後検

出

２１W除去後検

出

２眉除去後検

出

２肘除去後検

出

2屑除去後検

州

2肘除去後検

出

21W除去後検

出

柵成週柵・層序

１１噸：肌灰色軟質

!：（小磯汎じり〉。

111#i：２ルi土

111.1仲：２ルィ土、蝿

はいる

娩土、１１臓小磁多
い

底而に炭刷堆恥

.”はﾉ,唯雌IIIlW
土。

ｋ下二1Ｗに分かれ、

上府は雅盤IⅡ肘

1.,1i土で川め戻して
密閉している下

鼎には雛が染''1。

Ⅲ蝿:jIlT色土小ブ
ロック汎じりの蹄

茂褐色上（小''１雛、

1ｃｍ大の炭焼士)、

人頭大の隣多い。

IlilW：２刑土、火
離散随

Ⅱ師鍋色微砂髄･Ｉ：

(１ｃｍ大の黄色土
ブロック、炭娩土

夢く含む)。

磯築ｌｌ１ｏ凝灰鼎と

結紬片暢が多い

IMj:2脳土

'岬筒は小猟木製棚。

紫掘りか？内部士

坑（=SK243）

住穴７本の方形竪

穴遺I＃

凝灰場礎多い。

IlﾘＷ：暗灰蝿M色
砂貿土（１ｃｍ火の

炭焼士含む)。

薄い炭脳が何I例】も

広がる。

単層：２層土

切合間係

なし

SK263SK267と
戸
巡
も
』
回

馴
入
》

279、SK293を切

SK2()３と派似。

SK203とin似。

SK220を切る。

Sk220を切る。

S2i7とＳ２１８に切ら

れる

なし

なし

SD215に切られる

SEM･'とSD245を切

る。

ＳＥＭ７を切る。

SK193に切られる。

SK1S9とＳＫｌ９３と

ピットに明られ為。

SK275とSK276を切

I)、Sk228に切られ

る

SD230を切り、

SD165、Sk228と

SK232に切られる。

SD284を切り、

SK229とSK273に切

られる。

SK

SIく

り

る

SD284と砿複。

SK235(=別3>を切為。

SK206、SK207を切

り、ＳＥ23,1に切られ

る

SEﾙ１８とSK261、

SK275を切り、

SK252に切られる。

SK266を切り、

SPl62に切られる

SK271を切り、

SP249に切られゐ。

SK265に切られる。

SK266と、奥哩

:261.SK262と

『263、SE291を切

、ＳＤ1.11に切られ

最新の

出十網物

贈前焼壷（接

合涜料・4)。

京都系土師器

2川Ⅲ

彫三脇出土

銅釧１枚

糸切り土師の

み

糸切り土師の
み

完形の土師器

を上向きにお
く。

古代の土師器

砕片のみ。

ロクロ目土師

のみ。

京郁系土師器
２lUlの大型片

采中

京郁系土師器
２川皿

京都系土師器

３朋皿

1'１Ｍ欺鯉釧窯

系Ｗ花皿Ｆ群
彫三島碗

〕j〔郁系土師器

3川皿

捌形内：朔銭

２，京都系ｋ師

器２期片。動

物刊．。

ロクロ１１上師、

Ⅸlfl;系土師器

１期

鎚形の土師器

皿が逆きにお

かれる。内部

に灰が維まる。

映釘。

賦都系土師器

１Ｍ皿

糸切り-L師器、

陥前焼。

j;(部系
111M皿。

t師器

残留遺物

弥/l§土器

古代土師器

無し

白磁碗

無し

細文晩期深鉢

菰忠器、製坦土

器

蒸し

古代の須恵器

無し

ＩＩｆ磁皿

離し

ＩＩｆ代の製堪土器

無し

無し

備考

渋いビット。

肌納祭祁逝構

人為的肌め戻

し。南側の土

坑が北を切る。

耐方向からの

廃燕ロ人為的

jIMめﾙ｣し。

概数の土坑の

1K襖

廃棄土坑。３

つの土坑の切

I)あいか。

SK261からの

排水識か

<=SK228）

に州銀塊

'j､拠蝿は
舗欺に多

,初水のた

完猟でき

土溌埋納の祭

紀遺INi。

何度か火を焚

いたあとあり

掲餓頁

239

237

23‘！

１３】

1３１

155

9７

137

156

207

1８６

235

156

240

154

Ｍ２

199

239

145

133

243



週拙

ＳＰ２４１

ＳＰ２４２

ＳＫ２４３

ＳＫ２４４

ＳＤ２４５

SK246

ＳＫ２４７

SP248

ＳＰ２４９

ＳＤ２５０

ＳＫ２５１

匡ＳＫ３０２

ＳＫ２５２

=Ｓ1３３

ＳＰ２５３

SP254

ＳＤ２５５

ＳＫ２５６

ST257

ＳＰ２５８

SD259

ST260

ＳＫ２６１

SK262

ＳＫ２６３

SＫ２６４

SK265

性格

眺穴

住

土坑

土坑

柵

(=SD2391

土吻

超大型方形

土坑

性穴

ビット

牌(Ｖ字群）

大叫土坑

(SK302を

含む〉

土坑

小ビット

柱穴

櫛

土坑

１１り･幕

ビット

瀞

１０サ墓

汀組土坑

廃乗土坑

土坑（腿方

形・染石）

-上坑

土坑

時期

l6iI上紀

第２四半川

1611ｔ紀

鋪ｌ四半期

１６１１上紀

第２四半期以後

1611t紀輔ｌｌ１ｑ半

期

１６１１t紀後半

１６世紀鋪‘l四半

期前半

I5IIt紀後』Ｉ

１６仙紀第‘l四半

期前半

l5iW;紀

１５Ｍｔ紀後半

1611t紀第‘l1Iq半

肌前半

１５１１t紀

l6Ilt紀第‘IIjII半

朋前州

１６１MJ紀第‘Iilq半

期前半

１６１M:紀第‘l凹半

期前,ド

１６世紀輔‘llIIJ半
期前斗

１６枇紀姉・1IIIl半

朋前邪

１６世紀第２四半
期

グリッド

位置
位置 検出層位

ＢｌＯ区 虹Ⅸ
2脚除去後検

出

ＢｌＯ区 ]Ｉ
21W除去後険

出

ClO区 東Ⅸ
2肘除去後検

出

ＣｌＯＫ 束1』《
2肘除去後検
出

ＣＩＯ

Ｂ１０匹
ﾙ〔Ⅸ

2ルi除去後検

出

C7Ⅸ 西Ⅸ
21W除去後検

出

C７Ｋ imiK
２岬1除去後倹

出

C7Ｋ 両Ⅸ
2畷除去後検
出

B10Ｋ 班Ⅸ
21W除去後検
川

束衡榊 中央
SDl67の底

而で検出。

ＢｌｌＫ Ⅸ

C９Ｋ 北１Ｋ

C8Ⅸ 北2Ｋ
潅錠２聯上検

州｡

Cs区 北２区

C７°Ｃ８区 北２区

Ｃ８区 北２区

C７Ｋ 北２Ｋ
雄雛ⅣｌＷｋで

険出

C８Ｋ 北２Ｋ
離慈IVlW上で

検出

C７．Ｃｓ区 北２Ｋ
装盤Ⅳ脳上で

恢出

CsⅨ 北２Ⅸ
嵯盤lVlW上で

恢鵬

BｌＯＫ 束区
SK231の庇Iii

で検出

B１０Ⅸ 躯Ⅸ
SK231の底而

で検出。

B９Ｋ 収区
SK231の嘘Ijii

で検出

Ｃ９Ⅸ 北lⅨ
SEl‘1s掘り１

げ中検出。

BIOⅨ ＃〔区
2脳除去後検
Ⅲ

拙成巡柵・層序

単聯：２珊土

板ﾄｲ･出土

単肘；２ルf土

jiUW：２Ｍ土

単珊．２１Ｗ上

識多い‐雌上脳に

粘ｋブロック多い･

黙が敗在。砂熊と

粘!:の五1Ｗ＝人為

的な埋め腿し。

雛堆１１１．娩上典Ｉ1１

､Ii1ﾙi：２肘ｔ

明灰禍色1.：小雌

(際が砕けたような

棚い畷い上）を多

く含む。

焼土ブロックと紗

最の錐を含む。

災〃形、人･冊.、乳

間

単肘：２肘土と地

llIﾌ゙ １Jツクとの拠

層（Ｃ)。

災方形木賊

SD292と接続。大

)M雛で石組み。小

雛充澗。２肘土

瓦雛充満。

人頭大の雛充満

Il1JW：２屑!：

Iliルリ：２肘と（茶

間色上）

－９３－

切合関係

SK266と砿似

SE231に切られる

ビットに切られ、

SD245と11t襖

SP221,SP223を切り、

SK224に切られる

SK24‘lと１１t複

SK247を切る

ＳＤﾙ１０，ＳK2‘１６と

SK268〈３り･鋤と
SD303に切られる

SK238を切る。

SD165を切り、

SDl67SD270に切ら

れる。

SDl41とSD165、

切られる

SK236を切り、

SDl31、SKl34、

SK269に切られる

小冊を切る？

SD2弱を切る。

SD259、ＳＤ２９４を

切り、Ｓ,】､149（８り・

墓)､STl52（９号鋤、
SP254、Ｓ'1,257（１１

り･雄>、Ｓ'1,274（１２号
墓)､ST296（１５．８･墓）

に切られる

SDl31、SD259、

S'1,297（１６り･墓）と
ST299（１７号墓）に

切られる

SD255を切り、Ｓｌ５３

に切られる

SK256を切り、

SD255とＳ'1,260に切

られる

SD259を切る。

SE291を切りSK231

に切られる

SE291とＳＤ２９２を切

り、SK231に切られ

る

SK279をきり、SK215

とSK231に切られる。

SE:‘１８を切り、SK236

に切られる

SD239とＳＫ２６６を

切り、ＳＥ210,Ｓ231、

ＳＫ２６２、ＳＥ２９１、

SD292に切られる

鍛新の

出土遺物

上師器ほか

ｋ師器燭台Ａｌ

頑

ロクIJI1土師

Ⅲ完形‘W,、IW
Ill焼旭、白磁

鉄器

近枇Ｉ川のＩＩｉｉ

ｌＷ焼究lI縁、

上屑から完形

の京都系上師
器２期小皿。

完形の糸切り

k師あり

'11腿諏州撫系
I¥化

〃(郁系上師器

３期皿

肋物'i‘l･多い。

定形糸切り土

師器１校上而

で検出。
取郁系l:師器

なし。

'|蛎什、焼に
炭、糸切り土

師器

ガラスニＩｆｌ点

議し。

中脚流州窯系

･ilf花

近世１期の備

前焼

中圃流洲熊系

W:花

中側製娩締陶

器拙鉢（接合
憐料18）

底部糸切り土

師ほか（接合

礎料10）

鋪４轍中IⅡ:大友府内|lil跡縮１０次ⅡⅨ北訓企Ⅸ

残留逆物

古代土師器

古代須恵器
古代上師器

無し

須忠器ほか

古代の須恵器

土師器

古代上師器

占代上師器

伽考 掲撤頁

SE235の内部

t坑
ｌ1６

133

242

一部をi１M通し

たのみ
１３１

243

雌没前に埋め

展し。
１６８

128

鱗犯辿柵か。 201

一SP290

､聯地以前の区

仙j洲
１１８

1２１

幼児墓 279

勤地以前の区

iIlI柵
】1８

蝋''１１方向小

Ｅ仲腿罪。
278

水撤遺柵か。 186

jl:〆封じの内
部上坑か

209

205

ばとんと･逝物

なし。
199

１．１６



第３節遺櫛の概要

－９４－

週揖 性格 時期
グリッド

位置
位画 検出厩付 桐成週欄・暦序 切合間係

最新の

出士週物
鶴翻週物 備考 掲載頁

SK266 土坑
１６世紀第１I叫半

期
ＢｌＯ 東低

２１tj除去後検

川

底面に炭焼土混じ

りの黒色土が堆禰。

SE210SK237、

SK265、SK272に切

られる。

内面にロクロ

11のある土師

器。糸切り土

師小皿

古代頬忠器、古

代土師器

狐色土の上に

土師器。祭魂

行為が行われ

たか・

135

SK267 土坑
１６世紀輔３四半

期
Ｃ９・Ｂ９ 東区

2吋除去後検

出

蝋肘：小砂利批じ

i)肘。

SK293を切り、

SK215に切られる。

銅銭１枚。京

部系土師器
159

ST268 3号幕
１６世紀第２Ｗ半

期
Ｃ７区 西

SK247掘り

下げ中検出。
水柵か。座葬。 SK247を切る。

人骨。定形の

糸切り土師器

皿３枚。

古代の砿悪器
土師器は内向

きの棺内塊葬。
255

SK269

(pS137）

集石土坑２

基

１６世紀第４IIJ半

期前半
C9Ⅸ 北１区

SKl37bの下

で検出。

２つの染澗土坑が

切り合う。ともに

暗褐色土の単刷で

ぼそぼそである。

SK252を切り、

SDl31に切られる
験大の願。 202

SD270 簿
１６世紀第41,J半

剛前半
東西溝 中央

SD250を切り、

SDl41とＳＤｌ６７に切

られる。

〕i(祁系土師器

3期皿

近世１期の備

前焼

古代の須忠器土

師器

ａ～ｇ区に分
けて調企。上

部Ｖ字形、下

部桁形。

180

SK271 土坑 1５世紀 ＢｌＯ区 東区
SK238とSK266に切

られる。

SK272 土坑
１６１１１:紀輔２四半

期
ＢｌＯ区 東区

一
一
大
大
多
褐
此

下２肘：ｌ咽

褐色土（1ｃｍ

炭、２～３ｃｍ

焼土ブロック

)。２肘＝暗茶

粘質土(磯多い

上
蹄
の
の
い
色

SK266を切り、

SE210に切られる。
岬、瓦、壁土

炭焼土の集中

簡所あり。

火災処理土坑

147

SK273 土坑
１６世紀第４四半

期前半
B9区 東区

上部に焼土混じり

明堆積、下のlIii：

蹄褐色微砂質土

(5ｍｍ大の炭焼土

多い)。

SD230

SK261

を切り、

と煎複
股、醗土 焼土等集中。 208

ST274 １２号蕊
１６世紀輔４四半

期前半
Ｃ８区 北２区

2肘除去後検

出

方形木楠。小児屈

弊(北砿位｡東向き）

STl49（８号蕊）と

SD255を切る。

足下に京都系

土師器片。
古代土師器 280

S･275 土坑 １５世紀？ Ｃ９ 北 1
2肘除去後検

川

蝋厨：２層土（黄

色粘土ブロック多

い)。

SK236とSK232に切

られる｡
須忠器片のみ

底面凸凹、自

然過構の可能

性あり。

129

SK276 土坑
１６世紀輔２四半

期
Ｃ９区 北ｌ区

2崎除去後検

出

jli職：２珊土（黄

色粘土ブロック多

い)。

SK232に切られる。
京都系土師器

1期皿。

SK228の一部

か？
151

ＳＤ２７７ 溝 １６世紀 C８ 北２
2咽除去後検

出
jli脳：灰色粘間上

STl50（Ｍ４）に切ら

れる。

瓦質土器片の

み。

断面円形の洩

い溝。
108

SK278 土坑
１６世紀

鋪３１，１半期
Ｃ９．１０ 東区

上下２肘：ｌ脳＝

蹄紫褐色軟質土(マ

ンガン含む)。２咽

＝暗蝋灰色粘質土

(5ｃｍ大の磯含む)。

その川に炭含む黒

色層あり。

SEl48に切られる。

京都系土師器

2期転川財渦、

中国焼締陶器

四耳撤。

158

SK279 集澗土坑
１６世紀第４四半

期前半
Ｂ９Ⅸ 北1

jli咽：２肘土。磯

斑粟

SK293を切り、

SK215とSK263に切

られる･

瓦片多い。 須忠器 20Lｌ

SP280 ピット １６仙紀 Ｂｌｌ 東区 S251を切る。 糸切り土師 243

SP281 ピット l6iIMt紀 Ｂｌｌ区 束区 S251を切る。 土師器 243

SP282 ビット １６世紀 Ｂｌｌ 束区 S251を切る。 糸切り土師 243

SK283 土坑 ＢｌＯ区 東区
2肘除去後検

出

棚Ｉ）下げると

SK285とSK286に

なる。

SK285とSK286を切

る。

SD284 溝
１６世紀第３四半

期
Ｃ９.Ｂ９ 北ｌ区

凧層：蹄褐色土と

衡色砂咽との拠層。

SP288を切り、

SEl48とSD230に切

られる。

京都系土師器
２期

無し 153

SK285 土坑
１６世紀第２四半

期
ＢｌＯ区 粟区

SK283の下

で検出。

畷集中。最下咽に

焼土炭肘。

SK286とSK287を切

I）、SK283に切られ

る。

週物散在、京郁

系土師藩1期皿、

ロクロＭ土節

148

SK286 土坑 １６枇紀 BｌＯＥ 東区
SK283の下

で検出。

上下２肘：ｌ咽＝

略茶褐色粘質土(黄

色粘土ブロック多

く、小熊炭焼上含

む)。２層＝歓質暗

茶褐色士（lcm大

の炭多い)。

SK283とSK285に切

られる。
124

SK287 小土坑 １６世紀 ＢｌＯ 東区
従乱坑の底面

で検出。

jM層：やや硬い小

磯と研醐褐色土の

混層。

SK285に切られる。 2４

SP288 ビット １６世紀 Ｃ９区 北１
鵬盤ⅡI闇直

上

単届：Ｃ層士（地

山ブロック多い)。

SEl48とSD281に切

られる。

糸切り土師の

み。
無し 131



遺柵の柑閥

－９５－

年代観と合致した。そうして識別した遺椛の一覧が第４－１表である。

時期比定は簸新の出土遺物の時期から１５世紀は前半と後半の２時期に、１６世紀は４分の１･仙紀

25年単位で４時期に区分した。その上で切合関係に矛研がないか検討し、妓新土器による時期比

定より切合関係から兄た時期が新しい場合には、切合関係にしたがった。さらに出土土器の接合関

係から検証をおこなった。切合関係のない遺構が同時期であることを検証することができた接合資

料は４０例である（第４－２表)。

ひとつの遺構を単‘位として、遺構の切合関係と、時期比定をまとめたのが付図４下の遺構相関表

である。この表をもとに以下のように遺椛を古代、１５世紀、１６世紀第１四半期・第２四半期・第

３IﾉLI半期・第４1凡|半期、近枇にわけて記述する。

時期区分

第４章中世大友府内町跡第１()次Ⅱ区北洲在Ⅸ

遺禍

ST289

ST290

ＲＦｸｑｌ

ＳＤ２９２

ＳＫ２９３

ＳＤ２９４

ST295

ＳＴ２９６

ST297

ＳＫ２９８

ST299

ＳＥ3００

ＳＫ３０１

SK302

ＳＤ３０３

性格

１３り･鯉

１８号郷

ﾉド戸

術

廃菜土坑

聯

１４号鯉

１５号恥

１６サ聯

土坑

１７号墓

ﾉド戸

上坑

土坑

(S251の=鋤

職

時期

１６世紀鋪３IIIl半

川

１６世紀第４Ｗ半

川前半

l61It紀輔２１，１半
川

１６世紀第４剛半

川前半

１６世紀輔３１J【I,Ｉ

Ⅲ

１５１１t紀後半～１６

仙紀前熊

１６世紀輔３IlIIjl

川

１６世紀鋪３１''１'Ｉ
川

１６１Mｔ紀輔３１，１半

期

１５世紀以前

１６世紀蛸３四半

期

l5iIt紀

【If代

１６世紀輔ｌ四半
期

グリッド

位

Ｃ８Ｋ

Cs区

Ｂ９．１０Ｋ

Ｂ1014

C9Ⅸ

Ｃ８区

Ｃ８区

C８Ｋ

CSK

CSK

CＳＫ

ＢｌＯｌベ

Ｃ７Ⅸ

AllⅨ

C6･C7区

位置

北２区

北２区

』Ｉ

ズ

北ｌⅨ

北2Ⅸ

北２区

北2Ｋ

北２

北２Ｋ

北２１.《

４〔区

西Ⅸ

単区

西Ⅸ

検出屑位

蕊謎111層戒

上

SK262の下で

検出．

ＳＫ２６２の下で

検出。

２肘除去後検

出

２府除去後検

川

SDl65め底mｉ

桶成遮摘・層序

上坑聯？幼児埋葬

骨出土。

井筒は木製棚内

部上坑（２～３ｍｍ

大の炭焼土を多く
含む蹄褐色土)。

S261に接続

Iii層：11W褐色'紙質

上

iii聯：小磯を少品

含む灰色粘上肘

上坑踊？幼児蛾什

水械？幼児Ⅲ州

幼児蝋'1.

土坑難

ﾉ卜筒は木製棚抜
き取られている。

底面離枇き。

雛多く含む。

やわらかい淡掲色

微砂肘のラミナ状

jlI縦:=水成

切合関係

ST149（８号蕊）に

切られる。

S261とSK262に切

られる

SDl65とSK265を切

り、SE210とSK262

値切られる。

SK215‘SK267SK279

に切られる。

STl5(〕（４号難〉と

SD255に切られる。

ST149（８号難）に

切られる。

SD255とSK298を切

』｡

SK256を切る。

ＳＤ２５５とＳＫ２５６、

SD294を切り、ST296

(１５号蝋）とST299
(１７号鯉）に切られ

る

Ｆ
、
◎

副
↓
や

256とSK29Sを切

SDl65に切られる。

ＳI)１４０とＳＩ)１６５、

SK247に切られる

SDll8とＳＤｌ４１に切

られる。

SK2‘１７を切り、

SI)1.101こ切られる。

最新の

H-H-迩物

無し。

無し。

井飾内から淑

郁系土師器１
朋皿

賦郁系土師器

２期Ⅲ

凡質火鉢（接

合資料１５)、
爪土ｌＭｉ２期1111

腹部糸切の土

lWi器片のみで、

京郁系土師器
を含まない。

糸切り．ｋ師小

lllLI枚。

餓釘ｌ黙。

鵬し

糸切りの庄地

形土師器

人骨片

胴ｍにlNl物。

IIi代の土師器

砕片のみ。

糸切り土師の
み

残訂;直物

斌忠器土師器。

蝋色上器八ガ!、

製塩上器

無し

膳し

無し

備考

幼児埋弊

訴水のため、

完州できず

第３Ⅶ半期室

で使用。

雛念む

丙に向かっ
て世<なり、

SK298付近で
消える。

頭什に被せる

ように土師小

皿出土。

炭片多く含む。

土師器の1111を

伏せた上体で

検出

＝ＳＫ３０２

掲職頁

259

281

l‘１４

186

１５９

１１８

260

261

262

123

2６

119

9８

１２s

132



第３節遺櫛の概要

第4-2、第１０次Ⅱ区北調査区の接合資料一覧

番 号

接合資料１

接合資料２

接合資料３

接合資料４

接合資料５

接合資料６

接合資料７

■
接合資料８

接合資料９

接合資料1０

接合資料１１

接合資料1２

接合資料1３

接合資料1４

接合画料1５

接合資料1６

接合資料1７

接合資料1８

接合資料1９

接合両料2０

接合資料２１

接合資料2２

接合資料2３

接合国料2４

接合資料2５

接合資料2６

接合資料2７

接合資料2８

接合画料2９

接合資料3０

接合資料３１

接合貢料3２

接合資料3３

接合資料3４

接合資料3５

接合資料3６

接合資料3７

接合資料3８

接合資料3９

接合資料4０

過物

瓦間鉢

瓦問風炉

儲前煩壷

備前焼短頚嘘

防長系瓦質鍋

瓦間火議

偏前煩水差し

中国溌焼簿

陶器鉢Ｃ銅

彫三島碗

瓦燈

中国製膜婦

迩器鉢Ｂ銅

中国焼締陶器

小型四頁壷

瀬戸英潔屋

目碗

揃前焼亜

瓦質火鉢口栂

鋪前焼鉢

瓦質火認

中国製焼諦

陶巽播鉢

中国照禍柚

陶蓋壷

中国景徳領烹

系画花碗

瓦蘭委釜

Ｌ楽焼壷

白磁皿

紺屋美漫涛

陶器皿

中園埠州黛冥

画花皿

愉前焼狸

微雨焼狸

中国製黒渇縮

陶器壷

中国製褐紬陶器

須悪器狸

働萌焼聾

禰前煩竪

倫前焼聾

価前焼嬰

側前燈狸

中岡過州窯系

尚花砺

青磁皿

酒

噂

京部系土師器

３期の坪

破片の出土した週栂

SD250･ＳＤ１６８･ＳＤ１１６（南）

Ｓ1２４（南）、Ｓ1０４（南）

SD131・SD116SD118，

SD25QSE148､SK263

SD250 ＳＫ２３１・ＳＫ２６１

SD116,ＳＤ１１８，ＳＤ１３１Ｓ１３７・

SD141,ＳＤ１６ａＳＤ２５０､ＳＥ148

井筒内、

SD141,SD165SD250,SE210

SD167､SD25QSE148井鐙内､

SK262

ＳＤ１４１・ＳＤ２５０,ＳＫ２６１、ＳＫ２６２

ＳＤ１４１・ＳＤ１６７ＳＤ２５０、ＳＤ２９２、

SK231

SE14aSK231.Ｓ２１８

ＳＤ１４１・SD165掘形内、ＳＤ２５０、

ＳＤ２６５

ＳＤ１３１‘ＳＥ１４７、ＳＫ２３１,ＳＫ２６９、

範21唇

ＳＦ１５１，ＳＤ１４１上部、

SD167‘SD16aSK278､SX164

ＳＤ１４１、ＳＫ２６２

ＳＤ１１６,ＳＤ１３１ＳＤ１６７・SD250．

ＳＫ２３１

ＳＤ１１８、ＳＤ１４１１ＳＤ１６５、ＳＤ１６７

ＳＤ２５０・SK228・ＳＫ２６１、ＳＫ２９３

SD118､SD25QSK252,SK261

ＳＤ１１８、ＳＤ２５０、ＳＫ２２９

ＳＤ１１６、ＳＫ２６４

ＳＤ１１８,ＳＤ１４１･ＳＤ２５０,ＳＤ１６７，

ＳＤ２９２ＳＦ１５１・ＳＫ２３１・ＳＫ２６１､

ＳＫ２６２

SＫ２５２ＳＫ２６３

ＳＤ１３１ＳＤ１４１・ＳＤ１６７,SE210掘形

内、ＳＫ２３１

ＳＤ１１６ＳＤ１６７,SD168・ＳＤ２５０.

ＳＤ２９２・ＳＥ１４８井筒内、SK261、

ＳＤ１６７・ＳＥ１４８，ＳＥ２１０、ＳＫ２３１

SＤ２８４ＳＫ２３１

SD131･SE148SK269上部

SD118‘ＳＤ１６８・SD250SD270,

SK231,ＳＫ２６１、ＳＫ２６２

ＳＥ１４８舞筒内、ＳＫ２３１・SK262．

SK269

SD131・ＳＤ１６７ＳＤ２５ＱＳＫ２３１､

SK236・SK252SK269,２号兎

(ＳＴ１３５）

SD131,SD141､ＳＫ１３５ＳＫ１４６,

SK269

ＳＤ１１６、ＳＤ２５０、ＳＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２５０

SＤ２５Ｃ

SK261

ＳＤ１１６

ＳＤ２５Ｃ

SK262

SK262

SＤ１１６

SK262

SD117,SD118SD141,

ＳＦ１５１、ＳＫ２６２

SD25QSK156

SE２３４、ＳＫ２８６

ＳＤ２５ＱＳＤ２６２

ＳＫ２６２,ＳＫ２６３

ＳＤ１３１,ＳＥ１４８舞践内

切合間係のない週栂

SD116SD250

ＳＤ１３１，

SD116‘SD25QSE148井筒内､SK263

ＳＤ２５０、ＳＫ２６１

SD116･SD131・SD25QSE148

井箇内、SK262SK263・Sp214

SＤ１６５

SD250SE148井間内､ＳＫ２６２

ＳＤ２５０ＳＫ２６１､SK262､５》尻

ASX１６．ＳＸ２６

SD250、ＳＤ２９２

ＳＥ１４８.SK231S218

SD165掘形内、ＳＫ２６５

ＳＤ１３１・ＳＥ１４７、ＳＫ２３１,SK269

SD141上部、ＳＫ２７ａＳＸ１６４

ＳＤ１４１、SK262

SD116SD131､SD250SK231

SD165､SK22aSK261､SK293

SD118､SD250SK252,SK261

ＳＤ１１８、ＳＤ２５０、SK229

SＤ１１６ＳＫ２６４

ＳＤ１１８１ＳＤ２５０，

ＳＤ２９２ＳＦ１５１・SK261､SK262

ＳＫ２５２、ＳＫ２６３

ＳＤ１３１・ＳＤ１４１ＳＤ１６７,SE210掘形

内、ＳＫ２３１

SD25QSD292SE148井箇,内、

ＳＫ２６１

ＳＤ１６７･ＳＥ１４８，ＳＥ２１０、ＳＫ２３１

ＳＤ２８４・ＳＫ２３１

ＳＤ１３１･SE14aSK269上部

ＳＤ２５０・SK261、SK262

SE148井筒内､SK262SK269

SD25QSK231､SK236.

SK269.2号印（ＳＴ１３５）

ＳＤ１４１、SK269

ＳＤ１１６、ＳＤ２５０

SＤ２７０ SK262

SＤ２５０ SK262

SＤ２５０ SＤ１１６

SK261 SK262

SD118SD250SF151､SK262

SＤ２５０ＳＫ１５６

SE２３４ SK286

SＤ２５Ｃ SＤ２６２

SK262SK263

ＳＤ１３１,ＳＥ１４８井間内

－９６－

時期

１６世紀餌4四半期前半

１６世紀魂4四半期前半

１６世紀第４四半期前半

１６世紀第４四半期前半

１６世紀第３四半期以前

１６世紀第４四半期前半

１６世紀第４四半鮪前半

１６世紀鋼４四半鵬前半

１６世紀第４四半期後半

１６世紀第２四半期

１６世紀第４四半期後半

１６世紀第３四半期

１６世紀第４四半期前半

１６世紀銅4四半期前半

１６世紀第３四半期

１６世紀第４四半期前半

１６世紀第４四半期前半

１６世紀第４四半期前半

１６世紀露４四半鴎朗半

１６世紀露４四半期前半

１６世紀鋼4四半態後半

１６世紀誼４四学期前半

１６世紀第４四半期後半

１６世紀第３四半鴎

１６世紀第４四半鮪前半

１６世紀露4四半鴎前半

１６世紀露4四半鴎前半

１６世紀第４四半館前半

１６世紀第４四半期前半

６世紀第４四半期前半

6世紀第４四半期前半

6世紀第４四半鴎前半

6世紀第４四半期前半

6世紀第４四半鴎前半

１６世紀龍4四半鴎前半

１６世紀第４四半期前半

5世紀

6世紀雲4四半期前半

6世紀第４四半閉前半

１６世紀第４四半鴎削半

掲賊図番号

第4-88図④3４

第4-92図①５

第４－９７図２

第4-102図①２１

第４－１６図⑤７１

第4-88図'３２９

第４－１１８国③３

第４－９８国２

第４－１３０回１

第4-57図１

第4-92図①２

第4-76図１

第４－１１８図①２

第４－９２国q)３

第４－７８図１

第4-88国①1３

第４－１１５回２

第４－１０３図２

第4-98図１

弧４－１０７図２

難４－１０９画３

鰯４‐１１３回３

第４－１２９図３

第４－９７図１

第4-132回①１

第４－６８回１

第４－１０２回Ｚ２７

第４－１１８国⑪８

第４－１１８国宮９

なし。

なし。

なし。

なし

なし。

なし。

なし。

魂4-88図1４

館４－８８図①1０

第４－２４囚１

第４－１１８図③2７

第４－１１８回３２８

第４－９２Ｅ'の1０



二つの土坑

廃棄土坑

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

第４節古代の遺構と遺物

遺構の概要（第４－４図、付図５上）

１０次II区北調査区においては、中世以前にさかのぼる古代の遺構は極めて少ない。いずれも切

合関係から見て、相対的に最古に位置づけられる層序から検出され、中世以後の遺物を含まないこ

とを判断の主な材料とした。その結果以下の２つないし３つの土坑を見出した。
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第４－４図古代の遺構（1/300）

土坑

SK226（第４－５図）

Ｂ６区（南２区）において第１I層除去後に検出した土坑である。

坑２基が重なっていることが判明した。

古いほうをSK226A土坑、新しいほうを古いほうをSK226A土坑、新しいほうを

SK226B土坑とした。上部を土坑SKl93(１６

世紀第１四半期）にきられていた。Ａ土

坑は長さ0.8ｍ、幅0.7ｍ以上、深さ0.6ｍ，

Ｂ土坑は長さ０．７，，幅0.6ｍ、深さ０．６，．

２つの土坑とも底面近くに炭層といえる黒

色土の堆積があり、最上部には厚く基盤

111層の土が埋め戻すように堆稲していた。

内部の埋土からは図示できないほど砕片

の古代の土師器坪が出土している。ともに

廃棄土坑として使われた後、埋め戻された

ものと考えられる。この土坑は切り合い

上、最下層の遺構である、中世の遺物を全

く含まないところから古代の遺構と推定

される。
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第４－５図SK226（1/30）
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第４節古代の世Hfと遺物
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SK301（第４－６Ｍ）

Ｃ７１Ｘ（西|X）で、術ＳＤｌ４０とSDl65にその大半をさらに大型土坑SK247によって切られた土

坑である。残存した部分が狭いため形態は不明である。長さ2.1ｍ、幅0.4ｍ以上、深さ0.4ｍ・内部

には操を多く含み、古代の土師器坪破片が出土している。廃棄土坑と推定される。相対的に最も･占

〈、中世の遺物を全く含まないところから古代の遺椛と推定される。

０

荊曽ｌ、田中裕介絹陛後府内３１２００６，大分り‘し教育庁埋蔵文化財センター

第４－６図SK301（1/30）
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廃 棄 土 坑

小結

１０次調査区ではＩ区南で８世紀後半の井戸と包含層を調査しており、１１区北の廃棄土坑もそのよ

うな８ないし９世紀の生浦の跡と関連する遺榊と考えられる。以.ドに述べる中世の遺構の'|･Ｉには、

かなり多くの古代の遺物、特に８ないし９世紀の遺物が含まれており、なかにはi'1面硯の破片が出

土している。遺跡東部の７次訓在区ではf『儲的な配世をとる柵立柱建物群も発見されており、中世
駐ｌ

大友府内HU跡と承なるようにかなり広範に古代の遺構が存在するものと兄られる。
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束西道路

｢'''111

東西道路

同然地形に沿
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鋪'1噸中'1t大友府内町跡節１０次Ⅱ区北調在区

第５節中世の遺構と遺物

１遺構の概要（付図4）

中世の遺構と認定したものは、基盤IⅡ層上面で発見された遺構のうち内部から底部糸切の土師

器以後の遺物を含むものである。以下に述べるように遺物の中には１３ないし１４世紀にさかのぼる

ものもあるが、遺椛の時期としては１５ないし１６世紀がほとんどである。とくに１６世紀第４四半

期の遺構数が多い。

２１５世紀代の遺構と遺物

概要（第４－７図、付図５上）

ここで１５世紀代に認定した遺構は、ロクロ同土師器以後の１６枇紀代の土師器をまったく含まず、

さらに遺術の切合関係上16世紀以後の迩構よりIlfいことが明らかな遺構である。その多くはl51It

紀代の型式と認められる土師器を出土した遺構である。

１５．'1t紀の後半（厳密に見れば末に近いと考えられる）の道路状遺構SFl51とその北側の道路

側溝を兼ねた水路である溝SDl65とが、調査区の中央東西に伸びる。SFl51の第７硬化面と水路

SD165の第４矢板列が対応する。それ以外の15世紀代と考えられる遺構はその東西道路の北側に

あたるＣ８区付近の北２区とBClO/１１区の東区の２箇所に分布が分かれる。Ｃｌｌ～Ｂｌｌ区付近は本

来第４南北街路に面した場所にあたる。

ロ 1ｍ 劃0】両

道路状遺構

ＳＦ1５１（第４－８～lＯ図、付図８）

第２隅除去後に検川した道路状遺櫛で、調在区全体を横切っておおよそ東西方向に伸びている。

次に述べる溝SDl65、SD250、SD270と並行して西に向かうほど北にゆっくりと曲がっていく。ま

た第４南北街路とも直交しないので、方位を恭準に建設された道路ではない。５２ｍにわたって検

出し、堆高７面の硬化面を確認した。どの面をはかっても東西iIilj端での比尚差は１０～２０ｃｍほど

で、緩やかに西に向かって低くなっている。第４硬化面の舗装以後は砂利噸を上部に、その下に粘

土府を敷く舗装をｌ単位とした硬化面を作っている。それ以前の第５面以下には砂利等による表面
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の舗装はなされていない。道路は１５世紀後葉に建設され、まったく同じ場所を踏襲して16世紀末

あるいは'7世紀初頭の''１世都市府内が廃絶する時期まで存続している。SD250、SD270、SD116～

SDll8、SD167、ＳＤｌ６８などの道路状迩構SF151に並行する多くの溝によって道路の両端を切られ
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幅は５ｍ以上

第1.2硬化面

磯敷き

側瀧

鋪４四半期後

半

磯敷き

第４四半期前

半

第3.4硬化面

磯敷き

側櫛

鋪４四半期前

半

砂利敷き

第４章１１１世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北捌査区

ているため、一見幅1ｍ程度の細い道路状遺構に見えるが、ＳＤ１６５のみが北側に側溝として機能い

ていた建設当初から１６世紀第３四半期までは、少なくとも５ｍ以上の道路幅を持っていたものと

推定される。その後第４四半期に両側に溝を持つようになると道路幅は２ｍ以下にまで狭くなり、

最終段階の１６世紀末には再びSDl67・SDl68とセットになって大幅に拡幅されたようである。

長大な遺構であるためａ～ｇ区に分けて掘下げている。以下に上層から下層に向って記述する。

上層（第４－８図）

第２硬化面以上の遺構と遺物を上層として記録した。したがって第４－８図に記録した道路硬化

面のうち、南側のやや高くなっている部分が第１硬化面で、その周囲で低く表現されている部分が

第２硬化面にあたる。

第１硬化面喋敷きの道路舗装面。断続的に検出した道路面で１０ｃｍ大の円喋をまじえたｌ～

3ｃｍ大の小喋を混ぜた暗茶褐色細砂層（Ｂ７区ａ－ａ，断面の４６層、Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の３５層）

を敷き、その上に５ｃｍ大の喋を敷き詰めて舗装している（同４５層、同３４層)。上面の高さはＣ６

区で約3.4ｍ，ＢｌＯ区で3.5ｍと東に行くほどわずかに高くなる。断面を観察できた幅１ｍほどを

みると、水平ではなく中央が高くなっている。さらにこの硬化面を北側に追うとSD270につなが

る、いつぽう南側ではＳＤｌｌ６に対応するようである。さらにこの第１硬化面が使用されている間

に当初側溝となっていたSD270とSDll6は人為的に埋め戻されて、SD270はＳＤｌ６７に、ＳＤｌｌ６は

SDl68におき変わっている｡SDl67とSDl68は溝というよりは浅い溝状の窪みともいうべき遺構で、

断面を見る限り明確に硬化した道路面とは認識できないが、この上から切り込む遺構はまったくな

く、側撒として機能していた痕跡もない。したがってSFl51第１硬化面の最終段階とＳＤｌ６７およ

びSDl67の底面をひとつの道路とみなすと、幅8ｍ以上の道路が１６世紀第４四半期後半に整備さ

れたことになる。

第２硬化面喋敷きの道路舗装面。第１硬化面の５～１０ｃｍ直下で、２～３ｃｍ大の小磯を混ぜた

よくしまった暗灰黄色細砂層(Ｂ７区ａ－ａ'断面の４７層､Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の３６層､SD250の１２層・

'８層）を敷き舗装する。北側の側溝はSD250の上層、南側の側櫛はＳＤｌｌ７に対応する。そうする

と道路の幅はおおよそ２ｍほどに想定できる。対応する溝の時期から見て、１６世紀第４四半期の前

半に舗装された道路と見られる。

中層（第４－９図）

第４硬化面以上の遺構と遺物を中層として記録した。したがって第４－９図に記録した道路硬化

面のうち、やや高くなっている部分が第３硬化面で、その周囲で低く表現されている部が第４硬化

面にあたる。

第３硬化面小砂利敷きの道路舗装面。喋混じりの硬化面として断続的に検出した道路面で、

１０ｃｍ大の円喋をまじえた１ｃｍ大の小喋を混ぜ硬くしまった茶褐色細砂層（Ｂ７区ａ－ａ・断面の

４８～５１層、Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の３７．３８層）を敷き舗装している。上面の高さはＣ６区で約3.3ｍ、

BlO区で3.35ｍと東に行くほどわずかに高くなる。断面は観察できた幅1.3ｍほどをみると水平で

はなく北が高くなっている。さらにこの硬化面を北側に追うとSD250掘形ラインにつながる。いつ

ぽう南側ではＳＤｌｌ８に対応するようである。SD250とＳＤｌｌ８が第３硬化面の側溝として機能して

いたとすれば,そのときの道路幅はＢ７区ａ－ａ，断面でおよそ２ｍである。対応する溝の時期から

見て、１６世紀第４四半期の前半に舗装された道路と見られる。

第４硬化面小砂利敷きの道路舗装面。磯混じりの硬化面として断続的に検出した道路面で、

5ｃｍ大の円喋を交えたｌ～3ｃｍ大の小喋を混ぜ硬くしまった暗灰黄褐色微砂屑（Ｂ７区ａ－ａ，断

面の54層、Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の39層）を敷き、その上に篠の多い砂質土を敷き詰めて舗装して

いる（同５５層、同４０層)。上面の高さは第３硬化面より５ｃｍ程度低い。断面は観察できた幅1.3ｍ

ほどをみるとおよそ水平だが、硬化面が波打っており下部の道路面が比較的柔らかかったことをし

－１０１－
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第５節中世の遺拙と遺物

めしている。この逆路面の北側の側洲は､SDl65の第１矢板列の段階の溝が対応すると推定される。

これに対して南側では対応する緋が確認できないのでなんともいえないが、SD118になる以前に水

路が存在した川.能性は祢定できない。ＳＤｌ６５が第４硬化而の側櫛として機能していたとすれば、そ



第３四半期

第５～７硬化

面

側溝

鋪３四半期

側瀧

第２四半期

側溝

1５世紀

道路１．２面

磯まじりの

破片

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

のときの道路幅はＢ７区ａ－ａ，断面ですくなくとも３ｍ以上である。対応する溝の時期から見て、

１６世紀第３四半期ごろに舗装された道路と見られる。

下層（第４－１０図）

第４硬化面以下の遺構と遺物を下層として記録した◎第４－１０図に記録した喋や砂利の集中す

る部分は第４硬化面を舗装する際に混ぜられた篠や砂利である。その周囲の蝶がほとんどない部分

が第５硬化面から第７硬化面であるが、その３面は平面的に掘り分けることができなかったので、

図面上では一括して表現されている。

第５硬化面砂質土の硬化面。第１～４硬化面ほど硬くない灰褐色微砂質土層（Ｂ７区ａ－ａ

断面の56層、Ｂ９区ｂ－ｂ’断面の４１～４５層）で下層の４５層は粘土質である。平面的に確認す

ることはむずかしいので､東西の高低差はわからない｡断面をみるとおよそ水平だが硬化面が波打っ

ている。この道路面の北側の側識は、SDl65の第２矢板列の段階の溝に対応すると推定される。こ

れに対して南側ではSDll6～１１８が後に掘られたため対応する溝が確認できない。SDl65第２矢

板列の溝が第５硬化面の側溝として機能していたとすれば,そのときの道路幅はＢ７区ａ－ａ，断

面ですくなくとも３ｍ以上である。対応する溝の時期から見て、１６世紀第３四半期ごろに舗装さ

れた道路と見られる。

第６硬化面粘質土の硬化面。やや硬化した粘質土層（Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の46.48層）であ

る。下部の48層は基盤層に由来する黄色粘土のブロックを含み、明らかに人為的な積み土である。

第５硬化面同様平面的に確認するのはむずかしいので、東西両端の高低差はわからない。断面をみ

ると硬化面は波打っているので、わだちが付いていた可能性が高い。この道路面の北側の側溝は、

SDl65の第３矢板列の段階の溝に対応すると推定される。これに対して南側ではＳＤｌｌ６～１１８が

後に掘られたため対応する溝が確認できない。SDl65第３矢板列の溝が第６硬化面の側溝として機

能していたとすれば,そのときの道路幅はＢ７区ａ－ａ，断面ですくなくとも3.3ｍ以上である。対

応する溝の時期から見て、１６世紀第２四半期ごろに舗装された道路と見られる。

第７硬化面粘質土の硬化面。硬くしまった粘質土（Ｂ９区ｂ－ｂ，断面の４７．４９層）の下は、

基盤ⅡIあるいはⅣ層の地山である。一旦地山面を削った上で４７．４９層を道路の床土として敷い

ている。道路状遺構SFl51建設当初の道路層である。道路面上面の高さはわからないが、地山面

に高さをみると東に行くほどわずかに高くなる。この道路面の北側溝にあたるのは、SDl65第４矢

板列段階の溝と推定される。これに対して南側ではＳＤｌｌ６～１１８が後に掘られたため対応する溝

が確認できない。ＳＤｌ６５第４矢板列の溝が第７硬化面の側溝として機能していたとすれば,そのと

きの道路幅はＢ７区ａ－ａ，断面ですくなくとも3.3ｍ以上である。対応する溝の時期から見て、１５

世紀後葉～末ごろに建設されたと見られる。

ＳＦ１５１出土遺物（第４－１１図）

上層第２層下部と道路第１面および道路第２面構築土の中に入っている遺物である。SD270

に対応する。１６世紀第４四半期の遺物である。１はＣ６区出土の完形の中国銅銭、元豊通賓（北宋

１０７８年初鋳・行書体)。２はＣ７区出土の双頭蕨手竜雲文の刻印をほどこす瓦質火鉢の脚部。３は

Ｃ７区出土の備前焼小型の鉢口縁。４と５はＣ７区出土の坪、ともに厚さ３ｃｍ前後の厚手の製品。６

はＢ８区出土の15世紀後葉生産中世５期の備前焼斐口縁。７はＢ８区出土の１６世紀前葉にあたる

中世6a期の備前焼播鉢の口縁部。８はＢ８区出土の１６世紀末近世ｌｂ期の備前焼播鉢口縁部。９は

B9区出土の端部をへう調整しない管状土錘Ｂ類註'◎１０はAlO区出土の中世5b期の備前焼播鉢口縁。

１１はＡｌＯ区出土の京都系土師器２期の皿で、口縁に打ち欠きがある◎１２はＡｌｌ区出土の中国景

徳鎮窯系毛彫り碗。１３は１５世紀前半中世４期の備前焼喪の口縁部。なおＳＤｌｌ８・SD250・SK262

出土片と接合した完形の備前焼認（接合資料35）の破片が出土しているほかに､上層からは青磁碗、

■

註ｌ田中裕介編「豊後府内3」Ｐ2742006、大分県教育庁埋蔵文化財センター

－１０３－
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』１

．１

錘車とも考えられる。１６はＣ７区出土の坪、端面はへうで調整する。１７は11縁に煤が付蒲し灯明

皿として使用された底部糸切の土師器の小皿片。復元径7.2ｃｍとかなり小さく、口縁が真っ直ぐ

に小さく立ち上がる特徴は１４世紀の製IHIに近い。１８はＢ８区出土の管状土錘Ｂ類の破損品。１９

はＢ８区出土の両端を欠いた管状土錘。２０はＢ９区出土の丸瓦、内而に布目痕、外面は縄月タタキ

のあとナデ調整。２１はＡｌＯ区出土のロクロ目土師器の皿で、器高の低い河野分類のＣ－３類に

あたる１６世紀後半の製品。２２はＡ１１区出土の方形の瓦質角火鉢で、外面に菊花文の刻印がある。

ほかに青磁碗、備前焼認、外面格子タタキの瓦質鍋、京都系土師器、平瓦の破片が出土している。

下層（第４－１２図）ＳＤｌ６５に対応する道路の埋土。ただし２３～２６は喋層il』から出土したの

で第４硬化面の舗装の秋み土中に含まれた遺物である。２３はＣ７区出土の瓦質播鉢'-1縁。２４は一

部欠けたＢ７区出土の小型管状土錘Ａ類。２５はＢ７区出土の完形の小型管状土錘Ｂ類。２６はＢ８

区出土の朝鮮王朝産象峡青磁の瓶底部。２７はＢ８区出土の管状土錘Ａ類。２８はＢ８区出土の両端

を欠いた符状土錘。２９はＡｌＯｉＸ出土の１５世紀後半中世５期の備前焼播鉢口縁。３０はＡｌＯ区出

土の中世６期の備前焼発口縁。ほかに備前焼壷、瓦質鍋、内面布目の九瓦、平瓦、ウマ下顎臼歯

の破片が出土している。

残留遺物

主に操敷きの中に混ざりこんでいた遺物である。３１は古墳時代中期の土師器艶。口縁部に１箇

所打ち欠きがある。３２は中世須恵器の鉢口縁部。３３は古代の須恵器幾口縁。３４は内而に格子

目に宛て具痕、外面に並行タタキと特徴のある須恵器斐胴部。３５は古代の黒色土器Ａ類碗底部。

３６は古代土師器坪蓋のつまみ。３７は口縁の全周を打ち欠いた古代土師器坪底部。ほかに古代土

道路４而以下

ノ

3１

ｰ－

一

一

一

2３

(Ｃ７）ａＪ

1０６

ノ

1首２近世から近代の瓦産地として知られる避後国榔部郡の坂ノIliから神崎の近世瓦の胎土および汎和材と酷似するので、同じ胎ニヒ

の中世瓦も海部郡産と推定される。以下の記述では傾蹟をさけて単に海部郡産と表記する。

第４－１２図ＳＦ１５１出土遺物②下厨（1/3）
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K目

師器企救型尭、高坪・甑の破片が出土しているｃ

溝

ＳＤ１６５（第４－１３～１５図・付図７断面）

第１I肺除去後に検出した訓査区全体を横切っておおよそ東西方向に伸びる渉である。正確には北

に５～２５度ふり、西に向かうほど北にI#1がっていく。全長52ｍにわたって検出した。減の断面中

央に木製の杭列および杭が腐朽した空洞の杭痕跡を検出し、一部に矢板の痕を発見した。溝北側か
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らの溝の崩壊を抑えるために矢板をあてその南側に杭を打ち込んで止めていたことが判明した（第

４－１５図Ｂ９区付近)。本来は南側の道路遺構SFl51の北側側溝としての機能を果すと同時に、北

側の敷地との境界を兼ね、さらに東から西に排水を流す水路としての役割をもっていたことが、溝

の掘形底面の絶対高がSDl65の東端で2,45ｍ、西端で2,0ｍの差があることからわかる。１５世紀後

半の土坑SK251と井戸SE300を切り、近世前期の石列SXl39の下に位置し、１６世紀第２四半期の

土坑SKl63に切られるほか、第４四半期の溝SDl68、SD250、SD270とSD292に切られる。長大

な遺構であるため、土層観察用土手を境界にして西からａ～ｇ区の７区画にわけて掘下げた。杭と

道路側溝
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南半分は水路として機能していたことになる。事実

水路部分には柔らかい粘土や水流の痕跡である砂混

じりの埋土が堆積している。断面観察からみると、

最初の杭列を第４とすると第１までの３回の作り直

しがあり、そのたびに水路の底部が高くなっていく。

西端に近いＣ７区断面をみると、当初の第４矢板列の

水路底面は標高2.1ｍだが,第３列では2.5ｍ，第２列

矢板はａ区からｄ区まで検出されたがｅ区より東で
ニーーーー一一一一、

一一一一＼

は、掘りなおしが浅いことや後の溝と重複している：＝‐~＝

■

ため検出できなかった。

溝は当初上端幅2.0ｍ以上､深さ1.4ｍ､底部幅1.0ｍ

ほどの断面不整な逆台形に掘られ、その中央からや

や北に偏った位置に木杭と矢板による土留めを構築

Ｑ４

１
１
１
，
１
－

６
１
１
１
句
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一

《
い
〕
一
掃
〕
〉
一

。
一

矢板の改修

している。したがってＳＤｌ６５の北半分は掘形であり、‐~~~一一一~~~§

水路底回は標高２．１ｍたが,第３タリでは2.5ｍ，第２タリＬ－－－需一－１F’

では2.2ｍ,第１列では2.3ｍとなっている。同時に矢第４－１５図ＳＤ１６５Ｂ１０・１１区の

板の位置をみると、第３列は当初の第４列と同じ位掘削時の埋画土師器（1/30）

置に作られているが、第２列と第１列は次第に南側に移動している。

構築と存続の時期であるが、第４矢板列を構築したＢｌＯ～Ｂｌｌ区の掘形内に一括埋置されたと

考えられるｌ～４の底部糸切の土師器坪と小皿（第４－１５図）から１５世紀後半のある時点で構築

され、第３矢板列を構築した最初の修築の時期はロクロ目土師器４９や京都系土師器１期皿50、接

合資料１０の瓦灯の破片が入った１６世紀第２四半期と考えられる。第２矢板列と第１矢板列の改修

の時期は、SDl65が１６世紀第４四半期前半と考えられる溝SD250にきられていること、下に掲げ

た埋土出土遺物の最新の遺物として京都系土師器２期の土師器が出土していることから、１６世紀

第３四半期にあたると考えられる。穿った見方をすれば、溝を３回にわたって改修することで１世

紀近く存続した溝SDl65は１６世紀第４四半期にいたって、新たに溝SD250に掘りなおされ、さ

らにSD270へと引き継がれたと考えられる。

矢板列が作られている方向から見て道路SFl51の道路側溝として作られたことは明らかである。

しかしSFl51には道路面が７面存在した。その対応関係を示しておくと、第４矢板列の構築は第７

道路面に、第３矢板列は第６道路面に、第２矢板列は第５道路面に、第１矢板列は第４道路面に対

応すると考えられる。

ＳＤ１６５出土遺物（第４－１６図①～⑧）

埋納ＢｌＯ区とＢｌｌ区の境界の土手で発見された土師器の一群である（第４－１５図)。最初に

つくられた第４矢板列の裏込めの中におかれたもので、水路構築にともなう儀礼行為に関わって埋

置されたものと考えられる。以下に記述するように、坪については明確ではないが小皿はいずれも

河野分類Ａ類にあたり、１５世紀後葉の製品である。

１は口縁全周が打ちかかれて正位で発見された底部糸切の土師器坪で被熱している。２は逆さに

伏せて発見された、灯明皿に使用された完形の底部糸切の土師器小皿。口縁が打ち欠かれ、被熱に

よる剥離が激しい。３は口縁全体に煤が付着して灯明皿に使用された完形の底部糸切の土師器小皿、

正位で検出された。４は口縁全周を打ち欠き、やや傾いた正位で出土した底部糸切の土師器小皿の

完形品。

掘形内第４矢板列と第３矢板列内の遺物を掘形出土として水路埋土と区別して取り上げること

ができた。しかし構築当初の第４矢板列北側の掘形出土遺物と、次に改修した第３矢板列の裏込土

から出土した遺物を区別することができなかった。したがって以下にあげる掘形内出土遺物の大半

第４滝中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

３.OＯｍ

Ｊ４－

矢板③．④の

掘形内

１５世紀末の

造成

土師器埋置
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第５節中世の遺構と遺物

青磁青花

備前焼

瓦質土器

■ 土師器

瓦・郷

備前焼

をしめる１５世紀の遺物が当初の溝ＳＤｌ６５の構築時期を示し、少量含まれる１６世紀代の遺物の

時期が第３矢板列の時期を示していると考えられる。

５はｇ区出土の中国龍泉窯系青磁の皿底部片。６は中国龍泉窯系青磁の皿底部片。７はｄ区出土

の口縁外面に雷文帯を刻む１５世紀の青磁碗Ｃ－２ｂ類の口縁片ｏ８はｄ区出土の中国景徳鎮窯系

青花の筒形碗の底部片。９は１５世紀後半中世５期の備前焼の斐口縁片。１０は中世５期の備前焼の

喪口縁片。１１はｃ区出土の１６世紀中世６期の備前焼の尭口縁片ｏ１２はａ区から出土した１５世紀

末中世５ｂ期の備前焼の播鉢口縁片。１３～１７は１５世紀後半中世５期の備前焼播鉢口縁片。そ

のうち１５はｄ区出土、１７はｆ区出土。１８は口縁外面につけた二条の三角突帯の間に七宝文の刻

印のある瓦質火鉢の口縁片。１９は渦文の刻印のある瓦質火鉢口縁。２０は横方向に穿孔のある獣脚

をつけた瓦質火鉢の胴部下半の破片。２１は口縁を玉縁状に外反させる瓦質播鉢の口縁片。２２は掘

形底部より出土した瓦質鉢の口縁片。２３は瓦質土器の碗底部◎２４は口縁が外反する１５世紀の底

部糸切の土師器坪。２５はｅ区出土の底部糸切の土師器坪口縁片。２６は口縁に２箇所の打ち欠きが

残る底部糸切の土師器坪。胎土に大型石英粒子を含む海部郡産。２７は口縁を１箇所大きく打ち欠

いた底部糸切の土師器坪底部、河野分類Ａ類。２８は河野分類Ａ類の底部糸切の土師器坪だが、口

縁端部の仕上げはロクロ目土師器皿の古い形態の影響を受けている。２５～２８は指ナデと板状圧痕

がなく、河野分類Ａ類に属す。出土位置も埋置土師器ｌ～４のすぐ近くで出土している。２９は河

野分類Ｂ類の底部糸切の土師器坪であるが、口縁が外上方に伸びる特徴はＡ類の影響が考えられ

る。３０は河野分類Ｂ類の底部糸切の土師器で、皿の影響を受けている。３１は河野分類Ｂ類の底部

糸切の土師器坪片。３２は口縁部に煤が広く付着して灯明皿に使用された底部糸切土師器皿の中型

品の破片。３３は１４世紀の底部糸切の土師器小皿片。３４は口縁に煤が付着して灯明皿に使用され

た完形の底部糸切の土師器小皿。在来系の河野分類Ｂ類である。３５は口縁に４箇所打ち欠きのあ

る底部糸切の土師器小皿の完形品、指ナデと板状圧痕を残す河野分類Ｂ類にあたる。３６は口縁に

１箇所打ち欠きのある河野分類Ａ類の完形の底部糸切土師器小皿。３７は河野分類Ａ類の底部糸切

の土師器小皿片。３８は口縁を大きく打ち欠いた河野分類Ａ類の底部糸切土師器小皿の小型品。３９

は口縁を大きく打ち欠いた河野分類Ａ類の底部糸切の土師器小皿。胎土精良。４０は河野分類Ａ類

の底部糸切の土師器小皿、胎土精良。４１はｆ区出土の河野分類Ａ類の底部糸切の土師器小皿。４２

はｆ区出土の河野分類Ａ類の底部糸切の土師器小皿だが、器高が低い。４３はロクロ目土師器に近

い底部糸切の土師器皿。４４はロクロ目土師器の形態に近い底部糸切の土師器坪。４５は底部糸切の

土師器皿であるが、ロクロ目土師器のロクロ目をナデ消した皿である。４６はロクロ目土師器皿片、

河野分類Ｃ－１類。４７は底部に板状圧痕を残すロクロ目土師器皿で、被熱による剥離激し<、外

面に煤が付着している。４８は底部糸切の土師器底部、胎土精良。４９は完形のロクロ目土師器皿。

５０は口縁部に１箇所煤が付着し、１回のみ灯明皿として使用されたと推定される京都系土師器１

期の小皿片。５１はがんぶり瓦の破片。５２は胎土は海部郡産で、内面に布目痕の残る丸瓦片。５３

は海部郡産の平瓦。５４は海部郡産の博。５５は厚手で胎土は在地産の博。５６と５７は鯉。５８は上

下両端を削って再加工された凝灰岩製の五輪塔の水輪。５９は凝灰岩製の五輪塔の水輪。６０はｅ区

出土の完形の中国銅銭、元豊通賓（北宋1078年初鋳、豪書体)。６１はｃ区底部出土の円形木製品

の破片。なおＳＫ２６５出土片と接合した瓦燈(接合資料１０)の破片が出土している。ほかに石臼、

鉄釘、焼けた壁土の破片が出土している。

埋土内埋土として取り上げた遺物は第４矢板列の水路埋土、第３矢板列の水路埋土、第２矢板

列と第１矢板列の裏込めと埋土出土の遺物に当たる。このうち８１と８３の土師器および92の石塔

はほぼ同時に廃棄されたものである。

６２は中国景徳鎮窯系青花皿Ｃ群の碁笥底の皿片ｏ６３は中国製褐紬陶器の壷口縁片。６４は備前

焼の壷口縁片。６５と６６は１５世紀後半中世５期の備前焼播鉢の口縁片。６７はＢ１０区出土の1５

－１１０－
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蚤

世紀前葉中世５ａ期の備前焼措鉢口縁片。６８は中世６ａ期の１６世紀前葉の備前焼播鉢。６９は菊

花文の刻印のある瓦質火鉢の口縁。７０は横方向に穿孔のある瓦質火鉢の獣脚。７１は底部外面に格

子タタキを残す防長系の瓦質鍋（接合資料５)。７２は口縁全周を打ち欠いた底部糸切の土師器坪の

底部。７３は河野分類Ａ類の系譜を引く底部糸切の土師器皿。７４は白っぽい胎土で薄手の大内系底

瓦質土器

土師器

例

5２

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区
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鋪５筋中世の逝描と遺物

1１６

』Ⅱ

瓦・郷

8８

０

、、

部糸切の土師器坪｢1縁片。７５はロクロ目土師器の底部。７６は河野分類Ａ類の系誹を引く底部糸切

の土師器の大皿口縁片ｏ７３と同一形式。７７は１１縁に１箇所打ち欠きがある１６世紀後半の京都系

土師器を模倣した底部糸切の土師器皿i二i縁部片。７８はロクロ'1土師器皿。７９はロクロ｢|土師器皿

の大型品。８０は口縁に２箇所煤の付蒲があり灯明Ⅲとして使用された完形の京都系土師器１期の

小皿。８１は口縁に１箇所打ち欠きのある京都系土師器１期皿。８２は外面が被熱して変色して剥離

し、内面には一部に煤が付耕した京都系土師器２期Ⅲの破片。８３は口縁が１箇所大きく打ちかか

れた京都系土師器２期皿、破片が接合したので廃棄される直前にその場で割られたことを示してい

る。８４は「I縁に１箇所打ち欠きのある京都系土師器２期Ⅲの１１縁片。８５はｄ豚出土の京都系土師

器２ないし３期のⅢ|｣縁片。８６はｄ区出土の口縁に１箇所の煤の付着して灯明皿に使われた京都

系土師器２期小皿.。８７はｄ区出土の底部糸切で穿孔の貫通する土師器燭台Ａ類。８８は外面に継目

１０ｍ

第４－１６図⑥ＳＤ１６５出土遺物（1/3）
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第５節中世の遺構と遺物
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１１
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蚤

０

タタキ痕が残り、目釘穴がある軒丸瓦。８９は海部郡産の平瓦片。９０は半分に折れた中国銅銭，嘉

祐通賓（北宗1056年初鋳・真書体)。９１は安山岩製石臼の下臼の破片。下底に工具痕残る。９２と

９３は凝灰岩製の五輪塔の空風輪。９４は凝灰岩製の五輪塔の火輪。なおＳＫ２２８、ＳＫ２６１、

ＳＫ２９３出土片と接合した瓦質火鉢（接合資料１５）の破片が出土している。ほかにＢ９区では

中国津州窯系青花、海部郡産の丸瓦、がんぶり瓦、動物骨の頭骨、木製の卒塔婆の破片などが出土

している。

残留遺物９５は８世紀後半の須恵器坪蓋。９６は８世紀の土師器坪蓋。９７は８世紀後半の須恵

器坪身。９８は古代の須恵器喪口縁。９９は肩部にカキ目を施す古代の須恵器壷口縁片。１００は非

常に粗いハケ目の古代の土師器小型企救型翌口縁ｏ１０１は古墳時代前期の土師器高坪脚部片。１０２

は１２～１３世紀の口縁玉縁の白磁碗。１０３はｃ区掘形内より出土した１２～１３世紀の瀬戸美濃産卸

皿の底部片。

SD259・SD277・SD294・SD255（第４－１７図）

Ｃ７・Ｃ８区（北２区）において第２層除去後に発見された以下に述べる４つの溝は、１６世紀後半

に成立する墓地の各埋葬に近接あるいは重複して検出されたため、調査当初は墓地に関連する区画

の溝とも考えたが、小溝がすべて墓地の遺構に切られることや、溝の埋土中から１６世紀と判断で

きる遺物が出土せず、最も新しい溝SD255からは、底部糸切の土師器小皿破片が出土しているた

め１５世紀の遺構と判断した。

SD259・SD294は本来ｌ連あるいは相互に関係すると見られる東西方向の小溝である。延長す

ると長さ１０ｍ、幅0.8ｍ、深さ0.2ｍほどの断面円形の浅い溝である。SD259は１５世紀後半の土坑

SK256を切り、１６世紀第４四半期の墓ST260（１０号墓）とSD255に切られる。SD277は１６世紀

第４四半期の墓ＳＴｌ５０（4号墓）に切られ､SD294は同じくＳＴｌ５０（4号墓）とSD255に切られる。

並行するSD277とSD294はともに灰色の粘質土の単純層からなり、本来同じ時期に使われた一組

の並行する遺構と考えられる。以上の小溝からは時期を判定できる遺物はないが、京都系土師器の

破片が含まれないことを確認した。

－１１８－



SD259・SD294を切るSD255はほぼ同じ方

向にやや南に掘られた溝で、同一の機能の溝

が作り直されたものと推定される。西側で北

に屈曲する。長さ東西１１ｍ以上南北3ｍ以上、

幅0.4～0.6ｍ、深さ0.3ｍ・断面はゆるい台形

をなし、埋土は単層の明灰褐色土で、小喋や

蝶が砕けたような粗い硬い土を多く含む。遺

物は数点の土師器の破片が出土しているのみ

である。１６世紀後半の墓地群であるSTl49（８

号墓)、STl52（９号墓)、SP254、ST257（１１

号墓)、ST274（１２号墓)、ST296（１５号墓）

に切られる。出土土師器がロクロ目土師器、

京都系土師器を含まず底部糸切の土師器のみ

である点と、１５世紀前半の土坑SK256を切る

ことから１５世紀後半の遺構と判断した。その

性格はなんらかの区画の溝と推定される。

SD255出土遺物（第４－１８図）

１は上面出土の底部糸切の土師器小皿。内面

底部にらせん状のナデ痕があり、口縁に１箇

所打ち欠きがある。２も底部糸切の土師器小皿

片。ｌと２は同一形式である。ほかに瓦質土器

の破片が出土している。
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井戸

ＳＥ300（第４－１９図）

ＢｌＯ区（東区）の溝ＳＤｌ６５の掘形底面で検

出された井戸である。径1.4ｍの井戸の掘形
タガ

内より、竹製の桶の篭のみが出土し、桶の板

材そのものは出土していない◎井筒と推定さ

れる範囲内から小型の曲げ物が出土している。

このような状況からおそらくSDl65が掘削さ

れた際に井戸桶を抜き取ったものと推定され

る。桶は径0.65～0.7ｍである。底面の標高は

海抜1.6ｍで、2.0ｍまでが水の湧き出る砂層

である。激しい湧水のため記録することが不

可能であったが、その底面は篠敷きであった。

溝SDl65にきられていることと、出土土師器

がロクロ目土師器、京都系土師器を含まず底

部糸切の土師器のみである点から１５世紀の遺

構と判断した。底部糸切の土師器坪は在来系

のものが集中するので１５世紀中葉以前と考え

られる。
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第４－１８図SD255出土遺物（1/3）
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第５筋中世の遺柵と遺物
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Ｉ

3.00ｍ

・粥 塘影

【灰色粘質士】

弼翻さg砺引

EXOI0病

ｒ

ＳＥ300出土遺物（第４－２０図）

すべて井筒内から出土したものである。１は11縁が内湾する瓦質火鉢の口縁部、

刻印が連刻されている。２は口径40ｃｍをこえる瓦質大翌のl~I縁。３と４は河野う

すべて井筒内から出土したものである。１は１１縁が内湾する瓦質火鉢の口縁部、外面に菊花文の

刻印が連刻されている。２は口径40ｃｍをこえる瓦質大斐のl~I縁。３と４は河野分類Ｂ類にあたる

在来系の底部糸切の土師器坪底部片。５は底部糸切の土師器坪底部片。

｢』Ｉ ノ

'、__｣=笠 Ｌ一－ヒニプ
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墓墓墓妻毒
第４－２０図ＳＥ300出土遺物（1/3）
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大型土坑

ujO9､ｅ

や~一

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北潤査区

土坑

以下に記述する土坑のほかにSK266のＡ土坑(第4-39図)が１５世紀にさかのぼる可能性が高い。

詳しくは３項のSK266を参照。

SK256（第４－２１図）

Ｃ８区（北２区）で検出された長さ３．７，，幅3.5ｍ、深さ0.6ｍのほぼ平面円形の土坑で、SDl31、

SD259、１６号墓（ST297)、１７号墓（ST299）など多数の遺構に切られている。焼土や炭、動物骨

○
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第４－２２図SK256出土過物（1/3）
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一一

や土師器の破片が散在する廃棄土坑である。とくに８～１１の底部糸切の土師器坪は、廃棄された

焼土のブロック中で検出されたもので、一括性が高い。ほかに動物の肋骨が廃棄されており、大型

の廃棄土坑と考えられる。切合上最古の遺構であることと、出土遺物に１６世紀に下るものがない

ことから１５世紀の遺構と判断した。口縁が直線的に外上方にのび、器高の高い坪と小皿（河野分
類Ａ類）の出現する１５世紀後半の遺構と考えられる。

SK256出土遺物（第４－２２図）

１は１５世紀中世４ないし５期の備前焼の壷口縁部片。２は須恵器のような色調の中世2ｂ期の備

前焼の斐口縁片。３は脚部の残る瓦質火鉢の底部片。４は胎土精良で白っぽい大内系土師器器坪の

破片。５は同じく大内系土師器大型の坪、復元口径はおよそ22ｃｍ。６は口縁全周を破損した底部

糸切の土師器坪の底部で、底部内面の指ナデや板状圧痕はない。故意に打ち欠いたものと考えら

れる。７は器高の高い底部糸切の土師器坪、河野分類のＡ類。８から１１までの４個体の土師器は、

焼土ブロック中から出土しており同時に廃棄されたもので、一括性の高い資料である。８は器高の

低い河野分類Ｂ類の底部糸切の土師器坪。９は河野分類Ａ類の底部糸切の土師器坪。１０は河野分

類Ａ類の底部糸切の土師器坪。１１と１２は河野分類Ａ類の底部糸切の土師器小皿◎１３は１５世紀

の小柳分類５類にあたる土師器燭台。１４は胎土から海部郡産と推定される管状土錘Ｂ類。１５は

コビキ痕Ａ類が明瞭な平瓦。

残留した遺物として、１６の１２～１３世紀の中国同安窯系青磁碗の底部が出土したほかに、鉄釘

片や骨片、古代の布目のつく六連式焼塩用製塩土器が出土している。

廃棄土坑

１５世紀後半

大内系

Ｉ
一括資料

残葡遺物

SK298（第４－２３図）

Ｃ８区（北２区）で検出された長さ０．８，，幅0.7ｍ，深さ0.3ｍのほぼ平面円形の土坑で、

SD255、SD294、SK256を切り、１５号墓（ST296）と１７号墓（ST299）に切られた墓地以前の遺

構である。埋土には炭を多く含み、伏せられた状態で底部糸切の土師器小皿の完形品ｌ個体を上部

で発見した。故意に埋置されたものと推定される。出土遺物は小片を含めてすべて１５世紀後葉の

ものであり、遺構の切合関係も矛盾しないことから１５世紀の遺構とした。

SK298出土遺物

１は埋置された遺物で、逆さで出土した。炭化物の付着した完形の底部糸切の土師器小皿で、口

縁を比較的広く打ち欠いている。河野分類のＡ類にあたる。

以下は埋土中で出土したもの。２は中世３ないし４期の備前焼橘鉢口縁。３は大内系土師器の皿

で内面にロクロ痕が残る。４は１４～１５世紀代の在来系の底部糸切の土師器坪。

埋世
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第４－２３図Ｓ298（過栂１/30、遺物１/3）
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第５節中世の避櫛と遺物

廃棄土坑

■

小土坑

SK286（第４－２４図）

ＢｌＯ区（東区）で検出された長さ1.5ｍ、幅1.05ｍ、深さ0.3ｍの平面円形の土坑で、断面は半円

形をなし、埋土は上下２層に分かれる。上層は暗茶褐色粘質土（黄色粘土ブロックを多く、小磯・

炭焼土を含む）で、下層は暗茶褐色軟質土で1ｃｍ大の炭を多く含む。SK283の底面で検出し、そ

のSK283と１６世紀第２四半期の土坑SK285に切られている。両層とも炭焼土を多く含む。出土遺

物はいずれも砕片で、埋土中に散在しており、廃棄されたものと推定される。切合関係から１５世

紀の遺構と考えられる。

SK286出土遺物

１は縞のある中国製の青磁皿口縁部、ＳＥ234出土片と同一個体と推定される（接合資料37)。２

は元符通賓（北宋初鋳1098年・豪書体）と考えられる中国銅銭の破片。ほかに青花の小片、備前

焼の壷、瓦質火鉢、蝉の破片と銭種不明の銅銭が出土している。

や、凸

。 ｡

【ﾐ、

ＱＣ

－９

の

~のｃ 3.50ｍ

＝一宇

６

０ 1ｍ

０ ５

瀞鍍
第４－２４図Ｓ286（週栂１/３０遺物１＝1/３２=1/1）

iア
′１

１０cｍ

ＳＫ２８７

ＢｌＯ区（東区）において撹乱坑の底面で検出されたの平面長円形の小土坑で、１６世紀第２四半期

の土坑SK285に切られている。断面は半円形を成し、埋土はやや硬い小喋と暗黄褐色土の混層で

ある。図示できる遺物はないが、土師器の破片が出土している。切合関係から１５世紀の遺構と推

定する。

ＳＫ２０６、ＳＫ２０７

ＣｌＯ･Ｃ１１区(東区)で切りあって検出された２つの土坑である。いずれも基盤1Ｖ層上で検出され、

SK206をSK207が切り、ともに井戸SE234に切られる。底面はともに凸凹で、いずれも残された

部分がわずかなため形態は不明である。埋土は単層で、第２層と同じ土で埋没している。出土遺物

はなく、切合関係から１５世紀の遺構とした。

－１２４－



Ａ－上坑

廃燕士坑

Ｂ土坑

祭祁土坑

中央に坪

雌後に小ＩⅢ

鋪．l軍中世大友府内町跡館l()次ⅡIﾒ:北澗制ズ

ＳＫ１９９（第４－２５Ｍ）

Ｃｌｌ区（束区）で切りあった２つの土坑である。当初基盤1Ｖ層上で検出されたときは１つの土

坑と考えたが、掘り進むと２つの土坑となった。まず長さ1.7ｍ、幅1.4ｍ、深さ0.1ｍの長円形の

SKl99A土坑が掘られ、それを切り込んで径0.8ｍ深さ0.35ｍの円形の小土坑であるＳＫｌ９９Ｂ土坑

が掘られている。その上からSP201とSP213に切られている。Ａ土坑の底面には炭屑（２脚が認

められるが、土器は破片が散在する状況で、廃棄土坑と推定される。これに対しＢ土坑には底面に

炭層が堆積し、その上に１１縁が打ちかかれた多数の底部糸切の土師器の坪７個体と小皿ｌ個体が置

かれていた。中には破砕されたような土師器や完形のまま逆さで発見されたものもあった。中央に

置かれた８の土師器坪が逆さにおかれ、その周囲の．上師器はすべて正位で置かれていた状態であっ

た。すべては破砕あるいは口縁を打ち欠かれてる。火を焚く行為をともなった何らかの祭祁行為の

痕跡と推定される。

以上のような祭祁土師器の配置からみると、まず中央に８の坪が逆さに慨かれ、その周|州に５．

７．９あるいは６までの坪が正位で置かれ、その外周に北端に４の坪、南端に１０の坪が、いずれも

口縁全周を大きく打ち欠いた底部のみの状態で燈かれたものと考えられる。その後並後に逆さにお

かれた８の坪に重なるように、土器群全体のほぼ中央に１１の小皿が正位で置かれている。この小

皿のみに煤が付着しており、祭祁の際の灯明につかわれた可能性も考慮する必要がある。

この出土土師器はすべて河野分類Ａ類の底部糸切の土師器であるところから、Ｂ土坑は１５世紀

後葉の遺構と考えられる。

山oｇＥ

一一一

-=ﾅーｻー盲80ｍ

一夕亭

S Ｋ１９９ｉ

Ｂ土坑ｉＳＰ２１５’
画一一一一凸画宇口

士〕

４．００ｍ

ｌ層:暗茶褐色土(硬い)、１cm大の炭焼土含む一第２屑と同じ

２層;黒灰色土〈軟土)､茶色土ブロック多い→炭屠
３屑:灰黄色微砂質土(包含物なし)→基競屑の可能性商い

３ 1行

第４－２５図ＳＫ１９９（1/30）

1２５



１０

ＳＫ１９９出土遺物（第４－２６Ｍ）

ＳＫ１９９Ａ１は白磁皿底部で、外而高台外まで露胎である。２は1.1縁が外反する河野分類Ａ類にあ

たる底部糸切の土師器坪の口縁。３は白っぽい色調の大内系土師器皿の底部片。底部に板状圧痕あり。
ＳＫ１９９Ｂ４～11は一括埋iiFtの底部糸切の土師器群。４は口縁の全周を欠いた底部糸切の土師器坪。

土師器群の北端に正位で置かれた状態である。５は完形に復元できたが、出土時はつぶれていた底部

糸切の土師器坪。６はSP215によって半分がうしなわれた大型の底部糸切の土師器坪。７は口縁を２

箇所大きく打ち欠いた上に、故意に割ったような状態で正位におかれた底部糸切の土師器坪。８は逆

さにして中央におかれた底部糸切の土師器坪で、口縁に１箇所打ち欠き、そこから大きく割れている。

９はI]縁を１箇所打ち欠いて正位で出土した吹部糸切の土師器坪。１０は南のはしに正‘位で置かれた底

部糸切の土師器坪底部、口縁は全周を打ち欠いている。１１は口縁に煤が付若し１箇所の打ち欠きがあ

る底部糸切の土師器小皿の完形,W,。以_'二の底部糸切の土師器はj不・小皿とも同一型式で、口縁部が外

方にやや外反気味に長く伸びるタイプで、器高も高くなる。底部内面の指ナデとそれに対応する板状

圧痕はまったくない。したがって河野分類のＡ類にあたり、15世紀後葉の一括遺物として賢重である。

以下の３つの遺物は出土位慨を明確にすることはできなかったが、関係する破片がＢ土坑にはな

いのでＡ土坑の可能性が高い遺物である。１２～１４は内っぽい胎土の大内系土師器皿。１５は前而

に暦り面のある小型砥石。ほかに瓦質火鉢の底部片なども出土している。

LI緑打欠

灯明皿

第４－２６図ＳＫ１９９出土遺物（1/3）
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浅い大測士坊

土師小Ⅲ

第４'､ｉｆＩＩ'世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SK203（第４－２７図）

Ｃ１１Ⅸ（束区）において基盤1Ｖ層上で発見された東西に長い不整長円形の土坑で、長さ4.5ｍ、

幅1.8ｍ､深さ０．１ｍの浅い皿状をなす。SPl78とSD204に切られ､SP216とSP217と重複している。
東西溝SD204を雄敷の境界と看倣せるならば、境界のそばに掘られた浅い土坑と考えられる。埋
土は単一勝で第２層の土が入っていた。遺物は砕片で散在した状態である。埋土中の土師器が底
部糸切の土師器河野分類Ａ類のみで、ロクロ目土師器や京都系土師器を含まないところから１５世
紀後葉とした。

杭ノ
、
～〆

卜

３８０ｍ

ＬＬ一一一一－７－~ー一一＝＝

第４－２７図SK203（1/60）

Ｏ１１Ｔ
Ｉ ＝

SK203出±遺物（第４－２８図）

１はに'１国製青磁碗口縁片－．２は口縁にひろく煤が付着して灯明皿として使用されたことがあきら

かな底部糸切の土師器小皿。３は底部糸切の土師器小Ⅲ。２と３はともに内面の指ナデと底部の板

状圧疲がつかず、口縁部が外上方に直線的に伸びる河野分類Ａ類にあたる。ほかに丸瓦、平瓦や、

古代から残留した須恵器韮の破片も出土している。
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鋪５節中世の遺構と遺物

灯明皿

埋め戻し

廃棄土坑

廃棄遺物

＝フ
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の

C'』
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SK212（第４－２９図）

Ｃｌｌ区（東区）において基盤1Ｖ届上

で発見された長さ1.9ｍ、幅1.85ｍ，深さ

0.7ｍの平面円形の土坑で、SD208に切

られている。埋土中には比較的篠が少な

く、砂層と黄色土ブロックが互層をなし

ている。中からは１５世紀代にあたる器

高の高い底部糸切り土師器小皿の小片が

出土している点と、切合関係上最古の遺

構になるところから１５世紀の遺構と推

定した。

SK212出土遺物

１は河野分類Ｂ類の在来系の底部糸切

の土師器小皿。外面に煤が付着しており、

灯明皿として使われた痕跡がある。ほか

に備前焼壷の底部や上部から混入したと

考えられる京都系土師器２期の皿の破片

が出土している。 Ｅﾉ恥

ソロブ’ ０５１０ｍ
ｰ 一 一 一 一 一 一 一 一 一

第４－２９図SK212（遺栂１/３０週物１/3）

SK251（=SK302）（第４－３０図）

Ｂｌｌ区（束区）において発見された長さ６．０ｍ以上、幅3.2ｍ以上、深さ1.0ｍの不整円形の大型

土坑で、底面も整っていない。SDl41とSDl65、S280、S281、Ｓ２８２に切られる。内部には磯が散

在する。埋土は砂喋と粘土が互層をなし､人為的な埋め戻しがおこなわれた廃棄土坑と推定される。

SK302としてＡｌｌ区の道路状遺構SFl51の下で検出した土坑も、その位置からSK251の一部で

あると考えられる。廃棄された土器の中には完形のままの底部糸切の土師器などもあり、ロクロ

目土師器、京都系土師器を含まない点と、SDl65やSFl51より古い遺構であることから、１５世紀

の遺構と判断した。さらに９～１３の在来系の土師器の型式からみて１５世紀前半にさかのぼるも

のと推定される。

SK251出土遺物（第４－３１図）

１は龍泉窯系青磁碗の端反りの口縁部片。２は華南三彩の盤の底部片、同一個体と思われる破片

がSP213から出土している。上部からの混入品の可能性が高い。３は口縁が内湾し外面に菊花文

の刻印が連刻された瓦質火鉢、口径は５１ｃｍになる。多くの破片はSDl65やSDl41、さらに第２

層まで残留していた。４は瓦質鉢の口縁部と考えられる破片。５は口径21.6ｃｍの比較的小型の瓦

質播鉢。内面は磨耗が激しく、よく使い込まれている。６は瓦質の徳利口縁片。７は瓦質土器の喪

口縁片か。８のabcは同一個体の瓦質橘鉢で、底面に板状圧痕があり、５の播鉢と同一型式である。

内面は磨耗が激しい。９～１１は、底部内面に指ナデを、対応する外面に板状圧痕を残す在来系の

底部糸切の土師器坪、河野分類Ｂ類にあたる。９．１０と１１とは形式が異なる。前者の坪は口縁が

やや外反し、後者は内湾する。１２は９．１０の形式に対応する底部糸切の土師器小皿、完形だが口

縁の３箇所を打ち欠き、口縁全体に広く煤が付着する灯明皿。１３は１１の坪に対応する底部糸切

の土師器の完形の灯明皿。口縁が広く欠けている。１４は糸切（コビキＡ技法）で切り出した博

－１２８－
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Ｃ９区（北ｌ区）において第２層除去後に発見された土坑状の遺構であるが、ほりあげると底面

がでこぼこしているので､自然の窪みの可能性がある。SK236とSK232に切られる。埋土は単層で、

黄色粘土ブロックの多い第２層と同じ土で埋没している。内部からは須恵器の砕片が出土している

のみであるが、埋没土の内容から古代の遺構ではないと判断した。

残研遺物

状の粘土板を凸型に載せて整形し、端部をへうで切り落とすという製作工程がよくわかる平瓦片、

胎土は大型石英粒を多量に含む海部郡産である。１５は完形の管状土錘で端部をへう調整するＡ類。

１６は半分に折れた管状土錘のＢ類。ほかに青磁や瓦の破片が出土している。

残留遺物。１７は２つの小穴を穿つボタン状の結晶片岩製の石製品。径2.3ｃｍ。古墳時代後期か

らの残留遺物の可能性がある。１８は古代８世紀後半の土師器坪蓋。１９は古代８世紀末の須恵器坪

身。２０は古代８世紀の箱形の土師器坪片。２１は１４世紀中世４期の備前焼捕鉢の口縁片。２２は被

熱した京都系土師器２期皿、切り合い上SK251はこの土器の時期まで下ることはないので、検出

できなかったピットなどに含まれた上部からの混入品と推定される。ほかに備前焼の破片や古代の

須恵器の破片がかなり出土している。

－１２９－
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道路以前

Ａ期

Ｂ期

道路建設

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

ピット

以下のピットは１６世紀に下る遺物がないことや、切合関係上１６世紀に下る可能性がないことな

どから時期を推定したものである。

ＳＰ１８３

Ｃｌｌ区（東区）の基盤Ⅳ層上で検出された径0.4ｍ深さ0.29ｍの長円形のピットであるが、２つ

のピットの重なりであることが判明した。埋土は第２層土の単一層で、ほかの遺構との切合関係は

ない。内部から１５世紀代の底部糸切の土師器坪の口縁や底部の破片、さらに残留した古代の土師

器坪底部の破片が出土している。

ＳＰ２２１

ＣｌＯ区（東区）の基盤Ⅳ層上で検出された径0.25ｍ、深さ0.2ｍの円形のピットである。ほかの

遺構との切合関係はなく、内部から１５世紀代の底部糸切の土師器坪口縁の破片が出土しているの

みである。

ＳＰ２２３

ＣｌＯ区（東区）の基盤Ⅳ層上で検出された径０．２～0.3ｍ深さ0.2ｍの長円形のピットである。ほ

かの遺構との切合関係はなく、内部から白磁口縁と底部糸切の土師器器の破片が出土している。１６

世紀第１四半期の溝SD245に切られるところからも１５世紀代の遺構と考えられる。

ＳＰ２８８

Ｃ９区（北ｌ区）の基盤IⅡ層直上で検出された長さ0.5ｍ、幅0.3ｍ以上、深さ0.5ｍの不整なピッ

トで、SEl48とSD284に切られている。埋土は基盤層土のブロックを多く含むＣ層土の単一層で

ある。埋土から底部糸切の土師器付の底部の破片が出土している。

小結

以上１５世紀代とした遺構群は、その切合関係と平面的な位置からおおよそ２時期に分けること

ができる。すなわち道路状遺構SFl51と水路SDl65の建設の以前と以後である。いま仮に以前を

Ａ期、以後をＢ期とすると、Ａ期に属すると考えられる遺構は、土坑SK256・井戸ＳＥ300．土坑

SK251などである。Ｂ期に属すると考えられる遺構は溝群SD259・SD277・SD294・SD255、土坑

SK298などである。ほかの遺構はどちらの時期に属するか明確にしがたいが、東西道路建設以前に

あたる１５世紀のＡ期には、この付近に井戸や大型廃棄土坑をともなう居住遺構が、第４南北街路

が想定される位置に面して分布している点が注目される。それを都市内の遺構と見るかどうかは別

として、第４南北街路の南端に近いこの付近に１５世紀代の居住空間が広がるようになっていたこ

とがわかる。

次の１５世紀Ｂ期には東西道路が建設されている。その道路が井戸や大型土坑を切っているとこ

ろからみて、道路SFl51の建設は居住空間の移転を伴っていたと考えられる。その事態はそれま

でとは異なる街路整理すなわち都市計画の施工によるものと推定される。同時に東区ではそのまま

町屋が引き継がれるが、北２区付近では道路の北側の、第４南北街路からみれば町屋の裏側に当た

る位置に、方形区画の溝と考えられる小溝群が掘られている。おそらく町屋の背後に別な施設が設

けられているのであろう。

１３１

■



溝

SD303（第４－３３図）

Ｃ６～Ｃ７区（両区）で検出された東西にのび､瀞SDl65に並行する溝で､長さ７．１ｍ､幅0.5ｍ以上、

深さ0.3ｍで断面は半円形をなす。１６世紀第１四半期の土坑SK247を切り、第２四半期の同種の溝

SDl40に切られる。断面で観察されるやわらかい淡褐色微砂牌のラミナ状堆稜は、埋土が水成堆積

であることを示す。内部からは底部糸切の土師器の破片のみが出土している。切合関係と京都系土

師器が出土しないことから１６世紀第１四半期の遺構と判断した。

３１６世紀第１四半期の遺構と遺物

概要（第４－３２図、付図５中）

１６．吐紀第lIJLI半期に認定した遺構は、ロクロ目土師器を含むが京都系土師器をまったく含まず、

さらに遺構の切合関係上矛屑のない遺椛で、その多くは16世紀代の型式と認められるロクロⅡ土

師器が出土した遺樵である。

１５枇紀の後半（厳密に見れば末に近いと考えられる）の構築された道路状遺構ＳＦ151第７硬

化而とその北側の道路側溝を兼ねた水路である溝ＳＤｌ６５の第４矢板列が維持されている。それ以

外のl61U:紀第１四半期代と考えられる遺構は、その東両道路の北側にあたるＣ７区付近の西区と

BClO/１１区の束区、さらに道路南のＣ６、Ｃ７区の南区の３箇所に分布が分かれる。Ｃ１１～Ｂｌｌ区付

近は前代からひきつづき本来第４南北街路に面した場所にあたる。

いわ ゆ る

段々土師器

道路と水路

行一一一一一一一一

Ｚ図

Ｘ＝２５２１０
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第４－３２図１６．世紀第１四半期の遺構（1/300）
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第４－３３図ＳＤ３０３（1/80）
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ＳＤ１７６、ＳＤ１９７、SD208（第４－３６図）

ＢｌＯ・Ｂｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出された平行あるいは連続する溝状の遺構である。北

側に東西に伸びるSDl76とSDl97は本来同一の溝であったと考えられる。長さ5.5ｍ以上、幅0.2

～0.5ｍ、深さは０．１～0.2ｍ。その南に約１ｍ隔てて平行にSD208が伸びている。長さ6.1ｍ以上、

幅と深さは同じである。ＳＤｌ７６はSPl95と重複し、ＳＤｌ９７は１６世紀第２四半期の井戸SEl44に切

られ、SD208はSK212を切る。埋土はいずれも第２層土の単一層で、出土遺物なし。当初は路地

にあたる狭い道路の側瀧とも考えたが、底面に浅い窪みが連なって存在することから、ぐり石を並

べて置いた建物基礎つまり壁の下部構造の痕跡と考えられる。方向は東西だが、南に１４ないし１６

度振り、第４南北街路や道路状遺構SFl51の方向とは必ずしも一致しない。時期は切合関係から

１６世紀第１四半期以前で、１５世紀代にさかのぼる可能性も残している。

“s電－－－－－J一一斗其Ｌ－－〆､一当身61.s１－s§潟両

SD239=SD245（第４－３４図）

当初２つの遺構としたが調査が進むと中央部を撹乱で破壊された同一

の溝であることが判明した。ＣｌＯ・ＢｌＯ区（東区）の第２層除去後に検出

された南北方向に伸びる減で、長さ５．２，，幅0.5ｍ、深さ0.2ｍ、断面は

浅い皿状になる。SP221・SP223を切り、１６世紀第２四半期の土坑であ

るSK224とSK265の両者に切られ、SK244と重複する。埋土は第２層土

の単一層である。遺物はいずれも砕片で散在した状況である。切合関係と

1

-------~~~

（SP223）

甑蔭謝心
南北櫛

。’

２の１６世紀前半代に編年される
註 l

SD245土師器燭台から１６世紀第

１四半期の遺構と考えられる。

SD239=SD245出土遺物

（第４－３５図）

１はSD239出土の口縁全周を

故意に打ち欠いた底部糸切の土

師器坪、おそらくロクロ目土師器

となるだろう。２はSD245出土

の中央の穿孔は貫通し、底部糸切

離しの土師器燭台Ａｌ類。ほか

に備前焼斐胴部や土師器の砕片、

古代の土師器、土壁の一部なども

出土している。
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註ｌ田中裕介「土師器燭台」「蝦後府内３」（大分県教育庁埋蔵文化財センター報告８）2006,Ｐ274～２７５
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土坑

SK247（第４－３７図）

Ｃ７区（西区）の第２層除去後に検出した巨大な方形の土坑で、調査区の北に更に広がると推定

される。長さ８ｍ以上、幅2.4ｍ以上、深さ0.8ｍで湧水のため底面まで達していない。１６世紀第２

四半期の溝SDl40、SK246とSK268（3号墓）と第１四半期の櫛SD303に切られる。内部からは

完形のロクロ目土師器皿(3)が出土している。切合関係とロクロ目土師器の出土から１６世紀第１四

半期の遺構と考えられる。調査は一部にトレンチを入れたのみで、全掘はしていない。

大形土坑
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SK247出土遺物（第４－３８図）

１は中国製の端反りの白磁鉢片。２は１５世紀中世５期の備前焼の蕊口縁片。３は接合により完形

に復元したしたロクロ目土師器皿で、被熱して口縁に２ないし３箇所の打ち欠きがある。ほかに京

都系土師器２期の皿の破片が出土しているが、ピットの見落とし等による上部からの混入である。
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第４－３７図SK247（1/80）

第５節中世の遺櫛と遺物

第４－３８図SK247出土遺物（1/3）
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3.5α、

SK266（第４－３９図）

ＢｌＯ区（東区）の第２層除去後に検出した長さ8.2ｍ、幅2.2ｍ、深さ0.65ｍの大型長円形の土

坑である。１６世紀第４四半期前半築造の井戸ＳＥ210、SK237、第２四半期の土坑SK265と同じく

SK272に切られる。底面に炭焼土混じりの黒色土が堆積。その黒色土上面にロクロ目土師器皿（３

と４）が正位で発見され、やや離れて土師器の小皿（５と６）が多く出土している。５と６はいずれ

も１５世紀代の底部糸切土師器の特徴を持っているので、SK266は東西２つの土坑が切りあってい

る可能性がある。その目でみると西側のほうが底面が低くなり、小皿周辺の遺物であるｌの青磁碗

も１５世紀代のものである。東側をＡ土坑、西側をＢ土坑とするならば、Ａ土坑は土師器小皿の型

式から１５世紀後半、それを切って１６世紀第１四半期にＢ土坑が掘られたものと推定される。とも

に何らかの祭祁行為の痕跡であろうか。上部から混入の遺物に１２の京都系土師器皿のような新し

いものがある。

Ａ土坑

Ｂ土坑

鞍

－卜

'１
①

瀞 識薪ごJご）む◆

ノ

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

０

3.00ｍ７Ｑ２６

二三二聖皇ﾌ妾ン
第４－３９図SK266（1/30）
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８

SK266出土遺物（第４－４０図）

以下の出土遺物のうち１．５．６はＡ土坑に、２～４．８はＢ土坑に帰属することが明確である。

そのほかの進物は不明である。１は見込みに輪花文のある中国龍泉窯系青磁碗の底部片。口縁全周

が打ちかかれたようにも見える。２はロクロ目土師器の口縁片。３は接合してほぼ完形のロクロ目

土師器皿。４はロクロ目土師器皿。３と４は同じ位置に重なるように出土した。５は灯明Ⅲとして

使川された煤の付落した底部糸切の土師器小Ⅲの完形品、河野分類Ａ類で胎土に金雲雌がはいる。

口縁部が大きく破損している。６は'－１縁に広く煤が付着し灯明皿として使用された底部糸切の土師

器の小皿。ほぼ完形。７は梼状土錘Ｂ類。８は凝灰岩製の五輪塔の火輪を縦に半裁して石材として

再利用したもの。ほかに鉄器片、五輪塔の火輪や蝉の破片が出土している。

以下は残翻遺物と混入遺物。９は８世紀末の須恵器杯蓋１１縁片。１０は８世紀の土師器坪、外面に

回転へラ削りがある。１１は近世１期の備前焼誕口縁片。１２は京都系土師器２期のⅢ口縁片。１１と

１２は切合上あり得ない時期の遺物なので、上部からの混入あるいは調査上のミスと考えられる。

土師器Ⅲ

、
。
⑧

－
７

Ｍ
川
Ⅲ
ｗ
Ｕ
⑤

■■艶

一

悪弓’

Ⅲ譲弘

一一一三L二きき、

[０

５（Ａ

ロ
● １０cｍ

『

1０

1３６

Ⅲ

(混入遺物】【残留逆物）

～、

第４－－４０図SK266出土遺物（1/３，８=震1／１０）
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廃棄土坑

埋め戻し

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SK227（第４－４１図）

以下のSK227、SKl89、ＳＫｌ８３はＢ６・Ｂ７区（南２区）において同一時期に、切り合いながら連

続して掘られた廃棄土坑群である。切合の古い順から記述する。まずSK227は基盤ⅡI層上面で検

出した長さ2.1ｍ、幅1.5ｍ、深さ0.55ｍの不整円形の土坑である。ＳＫｌ８９とＳＫｌ９３とピットに切ら

れる。断面は深い皿状で、埋土は上下２層に分かれ、上層（ｌ層）は基盤IⅡ層粘土で埋め戻して

密閉している。下層（２～４層）には篠が集中する。喋の中には安山岩製の河原石とともに凝灰岩

の角喋が含まれる。喋層と粘土層は斜めに堆積し、南の方向から廃棄されたものと推定され、最後

は人為的に埋め戻している。総じてSK227は廃棄土坑として掘られ、廃棄後すぐに埋め戻されて

いる。下層の喋層内からロクロ目土師器皿の破片が出土していることや、切合関係から１６世紀第

１四半期の遺構とした。

SK227出土遺物

１は下層出土のロクロ目土師器の皿片、中型の法量である。ほかに中国製青磁碗、備前焼翌など

が出土したが、京都系土師器の破片はまったく含まなかった。

廷型
嬬

Ｌ声声－－ － Ｊ
１ｍ

3.50ｍ

第４－４１図SK227（遺栂１/30、遺物１/3）

137

と暗

無

2周：黒灰色軟質土（炭・焼土多い）

3層：暗灰色粘質土(大型角喋・円喋・

炭・焼土・土器片等多く含む）

４層：黄灰色粘質土ブロック

（基質Ⅲ層土）

→２～４層は、廃棄層

５層：暗紫灰色粘質土

（少量の炭、黄色土ブロック

含む）

■



Ｇ，

ＳＫ１８９（第４－４２図）

Ｂ６・Ｂ７区（南２区）の基盤Ⅳ層上で検出した長さ５．０，，幅1.7ｍ，深さ0.2ｍの東西に長く伸

びる溝状の土坑で、断面は浅い皿状を示し、底面に土坑の方向と一致する東西の浅い溝が走る。道浅い溝状

路状遺構SFl51と並行

しているので、本来は

何らかの機能をもつ施

設の一部として掘られ

たものと考えられる。

SK227を切り、ＳＫｌ９１

と１６世紀第２四半期

の遺構STl92にきら

れる。埋土は第２層土

の単一層で、人頭大の

篠を含む。磯には河原

石のほかに凝灰岩喋が

多く含まれ、被熱した

ものも多い。その内部

には土器の砕片が散在

し、動物骨も混じり、

最後には廃棄土坑とし

て埋没していると考え

られる。土師器には京

都系土師器を含ますロ

クロ目土師器が最新の

遺物であることから１６

世紀第１四半期の遺構

とした。

〆

道路と並行 、
一

一

一
一

一
一

一
一

一
一一

’
’
一

型皿a’

－１３８－

＃■ ａ
一

●■●ー

廃棄土坑
b，

ｂ

;丸○藷
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＆

一一一

０ １ｍ

ー戸ヨー
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〔唾２２毎℃、
〆

､、

第４－４２図ＳＫ１８９（1/30）
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第４－４３図ＳＫ１８９出土遺物（1／3）

ＳＫ１８９出土遺物（第４－４３図）

１は外面に雷文帯とラマ式連弁を描く１５世紀の中国龍衆窯系青磁碗Ｃ-11類の11縁片。２は１４世

紀の中世３ないし４期にあたる備前焼の壷口縁片。３は１５１１t紀前半の中世５期にあたる備前焼の

尭口縁部片。４は瓦質火鉢の胴部片。５は口縁内面に粘土を巻き込む防長系の瓦質播鉢11縁部。６

は内面をかなりナデ消したロクロＬ|土師器皿の底部片。７は端部をへう調整しないＢ類の管状土錘。

ほかに瓦質の鍋や鉢、鉄釘や動物の下顎骨などの破片が出土している。

破片のみ

ＳＫ１９３（第４－４４図）

Ｂ６区（南２区）の基盤111牌上面で検出した長さＬ６ｍ､幅1.4ｍ､深さ0.4ｍの不整円形の土坑で、

断面は半円形をなす。TIf代の土坑SK226と１６世紀第１四半期の土坑SK227を切り、第４Iﾉﾘ半期の

瀧ＳＤｌ９４と柱穴に切られる。埋土には３回の廃棄があり、３回目には炭の堆稜がある（廃棄単位１

～３)。炭届の底には４の底部糸切の土師器小皿が完形のまま正位で置かれていた。口縁を打ち欠

いており、何らかの祭祁行為の残りを廃棄したものと推測される。出土した土師器の破片は底部糸

切の土師器とロクロトI土師器に限られ、京都系土師器を含まない。出土遺物から１６世紀第１四半

期の遺構と考えられる。

廃粟土坑

3.50ｍ、

１０CIT
岡
●【０

１屑:暗褐色土(硬い）

灘織駕蝋じり,]……３肝:黒色軟質土=炭層

５筋:賠菰褐色粘質土
．炭廃棄単位②６層:黒灰色粘質土(４厩土と酷似）

7間:淡茶褐色粘質土と黒灰色土の混屑．炭廃棄単位①８府:黒灰色軟質土

９筋:淡黄褐色粘質土(硬い） 一]廃蕊以前の埋土

ｑ
ｑｄ

､ ､

ＩＯＣ『

５

凧
ｎ
Ｍ
伽
Ｗ
Ｕ
、

Ｆ
Ｊ

第４章中'1t大友府内町跡舗１０次Ⅱ区北澗在区
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９ ５

土師小皿埋置

７

第４－４４図ＳＫ１９３（遺構１/30、遺物１/3）
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第５節中世の遺構と遺物

■
道路と側満

南側の区画

北側の区画

｢中町」の角

地

遺物と切合

ＳＫ１９３出土遺物

１は２回目の廃棄にあたる５ないし６層出土の端反りの中国龍泉窯系青磁碗。２は３回目の廃棄

単位に当たる３層出土の底部糸切の土師器皿の口縁部片、口縁に２箇所の打ち欠きがある。河野分

類のＢ類で在来系。３はロクロ目土師器皿の破片。４は３回目の廃棄単位に当たる２層出土のロク

ロ目土師器小皿、口縁をおおきく打ち欠かれた状態で、正位で検出されている。

ピット

ＳＰ１６６Ｂ６区（南２区）の第２層除去後に検出した径35cm深さ３０cmの柱穴で、内部からロク

ロ目土師器皿の口縁の破片が出土している。

小結

１６世紀第１四半期の状況をまとめると、次の４点に集約できる。

①１５世紀後半あるいは末に建設された道路SFl51とその側溝SDl65においては、道路建設当初

の第７硬化而と水路の第４矢板列がこの時期まで同一の位置に維持される。SDl65の南端と南２

区の同時期の廃棄土坑SKl89などに挟まれた空間が、その道路幅としてよければ、この時点で

の東西道路の最大幅は約8ｍである。

②南２区で道路状遺構SFl51と並行するように廃棄土坑が３基以上つぎつぎと掘られている。

この時期に道路南側に廃棄土坑を連続して掘るような比較的広大な区画が成立したものと考えら

れる。

③西区に方形の巨大な土坑SK247が掘られ、その後も同じ位置に溝SD303が掘られている。道

路側溝SDl65と並行し、略方形の区画が道路にそって新たに設定されたことを示している。こ

の区画は１５世紀後半～末の東西道路建設と同時に建設された溝群SD259・SD277・SD294・

SD255で区画された方形の敷地の、さらに奥に当たる位置が開発されたことを物語っている。

④東区の第４南北街路と東西道路に挟まれた角地には、溝SD239=SD245で区画された方形の区

画が成立し、その西南隅には祭祁行為が行われた可能性の高い土坑SK266が掘られ、内部には

SDl76、SD197、SD208を建物の基礎の一部とする建物が造られていたと推定される。壁の方向

から見て第４南北街路に面する宅地であったと推定される。

４１６世紀第２四半期の遺構と遺物

概要（第４－４５図、付図５下）

１６世紀第２四半期と認定した遺構は、京都系土師器１期の皿を含み、２期以後の京都系土師器は

含まない◎さらに遺構の切合関係上矛盾のない遺構で、その多くは１６世紀代の型式と認められる

ロクロ目土師器を出土した遺構である。

道路状遺構SFl51と道路側溝を兼ねた溝SDl65とが、路面を更新し、さらに矢板の修繕を行い

ながら維持されている。それ以外の１６世紀第２四半期代と考えられる遺構は、その東西道路の北

側にあたるＣ７区付近の西区とBClO/１１区の東区、さらに道路南のＣ６/７の南区の３箇所に、第１

四半期と同様に分布する。Ｃｌｌ～Ｂｌｌ区付近はおなじく本来第４南北街路に面した場所で、その後

｢中町」とされる町並みのほぼ南端にあたる。

－１４０－



１

６ 層７

｝
戸
匡
○
ｍ
。
②

ｋ
Ｌ
１
１
て
’
１

(

X=２５２１Ｃ

'８

Ｘ＝２５２００

Ａ

ﾛ 1０ 画0】両

、

第４－４５図１６世紀第２四半期の遺構（1/300）

溝

ＳＤ１４０（第４－４６図）

Ｃ６･Ｃ７区（西区）で検出された、溝SDl65に並行する長さ8.5ｍ以上、帳0.5～0.7ｍ、深さ0.4ｍ

の東西方向にのびる溝である。方位角１１１度で、真東西から南に２１度振る。１６世紀第１四半期の

大型土坑SK247、古代の土坑SK301と１６世紀第１四半期の溝SD303を切る。内部からは少数の篠

や土器片が散在する状態であった。１６世紀第１四半期の遺構を切り、塊土中に京都系土師器１期

の皿の破片が出土していることから１６．'1t紀第２四半期の遺構と推定した。

区ilIIiの枇

'㈹

g●

ＳＤ１４０出土遺物（第４－４７図）

１と２はいずれも１５世紀の中世４期と５期の備前焼播鉢の口縁片で､２は下部から州土している。

ほかに備前焼謡、底部糸切の土師器、京都系土師器１期Ⅲの破片が出土している。

第４－４６図ＳＤ１４０（S=1/80）
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第４－４７図ＳＤ１４０出土遺物（1/3）



煙

井戸

ＳＥ235（第４－４８図）

ＣｌＯ区（東区）において第２層除去後に検出した径2.75ｍの掘形をもつ井戸である。湧水がひ

どいために完掘はしていない。井筒は素掘りあるいは桶かと推定される。１５世紀の土坑である

SK206とSK207を切り、１６世紀第３四半期の井戸SE234に切られる。井筒の真上には土坑SK243

があり、それは井戸の廃棄時にほられた土坑と考えられる。切合関係と最新の土師器が京都系土師

井筒

器１期皿とロクロ目土師器である点から、１６世紀第２四半期の遺構と考えられる。

へ【

■
○ ７１

■

逢静
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第４－４８図ＳＥ235（1/30）

ＳＥ235出土遺物（第４－４９図）

掘形内からは、底部糸切の土師器とロクロ目土師器の破片が多く、

片をわずかに含む。１は口縁外面に格子文の刻印をほどこす器種不明

緬形内からは、底部糸切の土師器とロクロ目土師器の破片が多く、京都系土師器１期の皿の破

片をわずかに含む。１は口縁外面に格子文の刻印をほどこす器種不明の瓦質土器。２は口縁が外反

する１４世紀から１５世紀前半の

掘形出土

底部糸切の土師器坪片。３は京

都系土師器１期皿の口縁片。

井筒内からは、４の外面に菊

花文の刻印を施し、内面に接合

のための貼り付け痕をのこす瓦

質の華瓶あるいは水瓶の破片が

出土している。

ほかに残留した５の高台付の

須恵器皿のほかに瀬戸美濃産天

目碗や動物骨の破片が出土して

いる。

‘針
ｲﾏﾜ
ｮ１

第４－４９図ＳＥ235出土遺物（1/3）
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井筒は桶

小型

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調盗Ⅸ

ＳＥ1４４（第４－５０図）

ＣｌＯ・ＢｌＯ区（東区）において第２層１回目除去後に検出された掘形不整方形の井戸である。長

さ2.7ｍ、幅2.5ｍ、深さ1.2ｍ以上。井筒は径0.5～0.7ｍほど木製の桶である。上から２段の桶の

重なりを検出したが、標高2.5ｍ付近から湧水がひどく調査を断念した。１６世紀第１四半期の溝

SDl97を切り、第２四半期の土坑SK224に切られる。井筒は小型で武家屋敷によく見られるタイ

プである。遺物は掘形内出土か井筒内出土か区別できなかったが、いずれも砕片である。京都系土

師器ｌないし２期の小皿が出土したが、切合関係から１６世紀第２四半期の遺構と考えられる。

〃

Ｉ 秤
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コンクリート杭

~へ｢－－
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第４－５０図ＳＥ1４４（1/30）
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第５節中世の遺桝と遺物

第４－５２図ＳＥ291（1/30）

－１４４－

ＳＥ１４４出土遺物（第４－５１図）

１は白っぽい色調の大内系土師器の皿

底部片。２は口縁が外湾する１５世紀の底

部糸切の土師器の坪口縁片。３は口縁に

煤が付着して灯明皿として使用された底

部糸切の土師器小皿、完形品。４は京都

系土師器ｌないし２期の皿口縁片。ほか

に青磁皿、ロクロ目土師器、博の破片が

出土している。
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第４－５１図ＳＥ１４４出土遺物（1/3）

Ｚ易Ｚ

■
ＳＥ291（第４－５２図）

Ｂ９・ＢｌＯ区（東区）においてSK262完掘後の底部より検出された掘形長円形の井戸である。井

筒を標高1.9ｍまで掘下げたところで湧水がひどくなり､完掘はしていない｡掘形の規模は長さ2.6,,

幅2.4ｍ、深さ1.3ｍ以上。井筒は木製桶で径0.6ｍの桶を２段まで検出した。長さ1.0ｍ、幅0.9ｍ，

深さ0.2ｍの内部土坑（埋土は２～3ｍｍ大の炭焼土と拳大の篠を多く含む暗褐色土）が井筒埋没

時に掘られている。１６世紀第２四半期の土坑SK265を切り、１６世紀第４四半期前半の土坑である

SK261とSK262に切られる。井筒内からは京都系土師器１期の皿が見つかり、廃絶時に掘られた

内部土坑からは京都系土師器２期の皿が出土しているので、１６世紀第２四半期に建設され第３四

井筒は木桶

井戸封じ

半期まで使われてし

内部土坑
↓

/｜

０ １ｍ
岸一一

､一隅

３．００ｍ



ロ

ＳＥ291出土遺物（第４－５３図）

掘形内。１は１５世紀後半から１６世紀前半の剣先蓮弁を有する中国龍泉窯系青磁碗Ｂ－ＩＶ類の

口縁片。２は口縁外面に菊花文の刻印が連刻されている瓦蘭香炉の'1縁片。３は口縁部全周を打ちいずれも破片

欠いた底部糸切の土師器坪底部、Ｉ｣縁

が失われているがロクロ目土師器と

考えられる。

井筒内。４は京都系土師器１期のⅢ

口縁片。

井筒上部の内部土坑からは底部糸

切の土師器、ロクロI|土師器、京都系

土師器２期の皿、坪の破片が出土して

いる。
１０CIT

第４－５３図ＳＥ291出土遺物（1/3）
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(掘形内）

1４５

値
●､９

第４－５４図SK238（遺構１/30、遺物１/3）

＜ここ )1ニジア

1汀１

(井筒内】

－Ｊ

弓

りか

土坑

SK238（第４－５４図）

ＢｌＯ区（束区）において第２層除去後に

検出した不整長円形の土坑である。長さ

1.7ｍ、幅1.2ｍ、深さ0.2ｍ・断面はⅢ状を

なし、内部には薄い炭届が何回も広がって

いる。拳大の篠と土器の砕片が散在してい

る。火を焚いたあとと考えられる。祭祁土

坑SK224の南側にあり、何らかの関係があ

る可能性がある。SP249に切られる。京都

系土師器１期Ⅲが出土したことから１６１１t紀

第２四半期の遺構と考られる。

SK238出土遺物

１は１１縁に打ち欠きのある底部糸切の土

師器の小皿の破片。２は京都系土師器１期

の皿|~]縁片。ほかにI|･'枇陶器の認､瓦質火鉢、

丸瓦や坪の破片が出土している。

火焚を<

えす

３．５０ｍ



０１２ｃｍ
ー

SK243（第４－５５図）

ＣｌＯ（東区）において、第２層除

去後に検出された不整形の土坑であ

る。井戸SE235の廃棄時に掘られた

内部土坑である。長さ1.4ｍ､幅1.3ｍ

以上、深さ0.2ｍ・内部から板材が出

土し、その下からSE235の井筒がみ

つかった。１６世紀第３四半期の井戸

SE234に切られている。切合関係か

ら１６世紀第２四半期の遺構とした。

SK243出土遺物

１は白っぽい色調で薄手の大内系

土師器の皿底部片。２は鋲状の銅製

品。ほかに土師器の破片が出土して

いる。

２

SK265（第４－５６図）

ＢｌＯ（束区）において、

大型の土坑である。断面

は皿状である。埋土は第

２層土にあたる茶褐色土

の単一層である。内部か

らは被熱した多くの拳大

の喋に混じって土器の破

片が出土した。なんらか

の廃棄土坑である。１６世

紀第１四半期の溝SD239

と土坑SK266を切り、第

２四半期の井戸ＳＥ291、

第４四半期前半の土坑

SK262とSD292、第４四

半期後半の井戸ＳＥ210、

同じくSK231に切られる。

積極的に１６世紀とする遺

物は出土していないが、

切合関係から１６世紀第２

四半期の遺構とした。

~一一.Ｔ－

Ｉ

Ｉ

（SE234）

=ミミ壷

井戸封じの土

/｜坑

■
Ｏ１ｍ

－－ －－

廃棄土坑

3.50ｍ

＝垂ニーーー

、__L室グーiQ-《

。”。毒’０

第５節中世の遺構と遺物

第４－５５図SK243（遺構１/30、過物１＝1/３．２=1/2）

〈
〉

第２層除去後に検出された長さ2.3ｍ以上、幅2.2ｍ以上、深さ0.3ｍの

大型土坑

(SK262） や－－
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第４－５６図SK265（1/30）

.・・3.50ｍ

_」

ー～＝



〃

SK265出土遺物（第４－５７図）

１は同一個体と推定される瓦燈の破片が５点出土している（接合資料１０)。ｌａとｌｃはＳＤ１４１，

ｌｂは第２層に、ｌｅはSD250に残留したもので、ｌｄはSDl65d区掘形内出土の破片である。２は瓦

質火鉢の口縁部で、小突帯を貼り付けるための沈線が残っている。３は口縁に煤が付着して灯明皿

に使用された底部糸切の土師器小皿の口縁片、河野分類のＢ類にあたる。４は同じく河野分類Ｂ

類の底部糸切の土師器小皿の口縁片。５は中国銅銭の破片で「賛」が読めるのみ。ほかに備前焼蕊

の破片が出土している。
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ｌａｌ：

Ｉ十|雲=，
■途=二づ‐ びこコミー’ｂ

第４－５７図SK265出土過物（1/３，５=1/1）
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第４－５８図SK272（週桐１/30、遺物１/3）
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SK272（第４－５８図）

ＢｌＯ(東区)において検出された長さ1.9ｍ､幅1.05ｍ,深さ0.6ｍの東西に長い長円形の土坑である。

断面は半円形で､１６世紀第１四半期の土坑SK266を切り､第４四半期後半の井戸SE210に切られる。

埋土は上下２層にわかれ、第１層は暗褐色土（１ｃｍ大の炭、２～３ｃｍ大の焼土ブロック多い)。第
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ごこぁ

2層は暗茶褐色粘質土（喋多い)。内部からは焼土や博､瓦や壁土など文字通り瓦喋で埋まっており、

火災処理土坑と考えられる。切合関係から１６世紀第２四半期の遺構と考えられるｏ

ＳＫ２７２出土遺物

１は胎土から海部郡産と推定される坪の破片。ほかに丸瓦や多量の壁土の残骸が出土している。

SK285（第４－５９図）

ＢｌＯ（東区）において検出された長さ2.6ｍ、幅1.7ｍ，深さ0.9ｍの長円形の土坑である。断面は

半円形で、内部上層には喋が集中する。最下層には焼土と炭の堆積がある。１５世紀の土坑SK286

とSK287を切り､SK283に切られる。喋は安山岩質の河原石のほかに結晶片岩と凝灰岩喋がおおく、

凝灰岩の多くは五輪塔の再加工品や加工された石材である。蝶には被熱したものも多く、下層に堆

積した焼土と炭を考え合わせると、瓦喋と化した廃材を焼却して片付けた廃棄土坑と考えられる。

ただし喋の廃棄層と同じ高さから３の口縁を打ち欠いた土師器燭台や５の銭貨が出土しているので、

廃棄に際して何らかの祭祁行為が行われた可能性が指摘できる。埋土中の遺物で最新のものがロク

ロ目土師器と京都系土師器１期皿であることから１６世紀第２四半期の遺構と考えられる。

焼却

■
廃棄土坑
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第５節中世の遺構と遺物

０ １ｍ

転川石材

SK285出土遺物（第４－６０図）

１は上田分類のＢ－ＩＶ類にあたる細線蓮弁文をほどこす中国龍泉窯系青磁碗の口縁片。２は１５

世紀の森田分類Ｄ類にあたる中国製白磁皿の口縁片で、小さな打ち欠きがある。３は底部糸切の土

師器燭台Ａ１類、穿孔は貫通しない。口縁が欠損している。４は坪の破片。５は完形の中国銅銭の

天聖元賓（北宋初鋳1023年・茶書体)。６は凝灰岩製の五輪塔の火輪を４分の１に分割して石材と

〃

の聯密

－１４８－

陰一一一一一

第４－５９図SK285（1/30）



第４－６１図ＳＫ１６３（遮栂１/30、遺物１/3）

して利用したもの。７は凝灰岩製の五輪塔の水輪を加工した石材。８は凝灰岩製の石材、全体に被

熱して割れている。９と１０は凝灰岩製の角材に加工した石材。ほかに底部糸切の土師器、ロクロ

目土師器、京都系土師器１期皿や凝灰岩の破片が出土している。なかには五輪塔の火輪の破片が含
まれる。
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第４－６０図SK285出土遺物（1/３，５=1/１，６～１０=1/１０）
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第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

Ｏ １ｍ
－１

廃棄土坑

言雲〒〉

声乏奄
ＳＫ１６３（第４－６１図）

Ｃ８区（北２区）において第２層除去後に

検出した長さ1.4ｍ以上､幅0.8ｍ､深さ０．１ｍ

の東西に長い長円形の土坑である。断面は

半円形で、埋土は小喋を多く含む第２層土

の単一層である。１６世紀第４四半期前半の

８号墓ＳＴｌ４９と土坑ＳＫｌ５６に切られる。溝

SDl65を切るようであるが､確認できなかっ

た。内部からは土鈴の完形品が出土してい

る。廃棄土坑である。出土した土師器の最

新のものがロクロ目土師器と京都系土師器

皿である点から１６世紀第２四半期の遺構と

した。

ＳＫ１６３出土遺物

１は器高の低くなったロクロ目土師器の

、

鈴③
②’

f戸

。 【



Ｂ６区（南２区）の第２層除去後に検出した

長さ１．４，，幅0.7ｍ、深さ0.1ｍの長円形の土坑

である。断面は皿状で、埋土は細分可能だが全

体に真っ黒い炭混じり土が充満している。１６世

紀第１四半期の櫛ＳＤｌ８９と第２四半期の土坑

SKl90を切り、第２四半期の墓らしいSTl92に

切られる。内部からは銅製の袈裟金具や京都系

土師器皿の破片が散在して出土している。切合

関係から16世紀第２四半期の遺構と推定される。

ＳＫ１９１出土遺物（第４－６４図）

１は１箇所打ち欠きのある京都系土師器１

期の皿口縁片。２も京都系土師器１期の皿口

縁片。３は京都系土師器２期の皿口縁片。４

は端部を調整しない管状土錘Ａ類の完形品。

５も管状土錘Ａ類の破片。銅製の袈裟金具が

あったが調査中に行方不明になった。ほかに

白磁皿、備前焼、瓦質火鉢、古代土師器碗の

破片が出土している。

皿口縁片。２は硬質のかわいた音のす

る完形の土製の鈴。沈線が１条横位置

にｌ周する。ほかに京都系土師器皿の

破片が出土している。

もらい

巳

土鈴

へ

。

、 〆

ＳＫ１９０（第４－６２図）

Ｂ７区（南２区）の基盤1Ｖ層上面で

検出した土坑であるが、西側を撹乱坑

によって大きく破壊されて溝になる可

能性もある。埋土は灰茶褐色土である。

１６世紀第２四半期の土坑SKl91と第４

四半期後半の溝ＳＤｌ６８とに切られる。

SDll6を切る可能性もあるが確認でき

なかった。切合関係から１６世紀第２四

半期の遺構とした。

ＳＫ１９０出土遺物

１は京都系土師器ｌないし２期の皿

の口縁片。ほかに土師器、平瓦の破片

が出土している。
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第４－６２図ＳＫ１９０（週栂１/30、遺物１/3）

ＳＫ１９１（第４－６３図）

Ｂ６区（南２区）の第

ａ三一一ざ戸
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第４－６３図ＳＫ１９１（1/30）
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第４－６４図ＳＫ１９１出土遺物（1/3）
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小土坑

木棺墓？

道路改築

南側の区画

北側の区画

｢中町」の角

地

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

ＳＫ２７６

Ｃ９区（北ｌ区）の第２層除去後において検出した円形の小土坑である。埋土は第２層土（黄色

粘土ブロック多い）の単一層である。１６世紀第３四半期の土坑SK232に切られる。図示できる遺

物はないが、京都系土師器１期皿の底部の破片が出土している。京都系土師器１期皿が出土した

ことと、切合関係から１６世紀第２四半期の遺構と考えられる。

墓？

ST192（第４－６５図）

Ｂ７区（南２区）で検出された長さ0.9ｍ以上､幅0.6ｍ、

深さ0.3ｍの隅丸方形の土坑である。内部から京都系土

師器１期皿がまとまって出土し、鉄釘らしき鉄器が出土

したので、木棺墓の可能性がある土坑である。１６世紀第

１四半期の溝SDl89と第２四半期の土坑SKl91を切る。

切合関係と京都系土師器１期皿が出土していることから

１６世紀第２四半期の遺構と判断した。

ＳＴ１９２出土遺物（第４－６６図）

１は底部糸切の土師器小皿の口縁片。２と３は京都系

土師器１期の皿口縁片。４は口縁を大きく２箇所両側か

ら打ち欠いた京都系土師器１期皿。ほかに釘らしき鉄器

の破片が出土している。

Ｃ

４＆

軸
４－ｍ

ｒ－－皇……,”
第４－６５図ＳＴ１９２（1/30）
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第４－６６図ＳＴ１９２出土遺物（1/3）

小結

１６世紀第２四半期の状況をまとめると、次

道路状遺構SFl51とその側溝ＳＤｌ６５は、

１６世紀第２四半期の状況をまとめると、次の４点に集約できる。

①道路状遺構SFl51とその側溝SDl65は、道路の硬化面を第６硬化面に更新し、水路は第３矢

板列に打ち替えを行いつつ、この時期にも同一の位置に維持される。そのＳＤｌ６５の南端と南２

区の廃棄土坑SKl90に挟まれた空間が、その道路幅としてよければ、この時点での東西道路の

最大幅は約６ｍである。そうすると第１四半期に比べて道路幅はやや狭くなった可能性が高い。

②南２区で道路状遺構SFl51と並行するように廃棄土坑群が掘られている。この時期に第１四

半期以来の比較的広大な区画が継続していたものと考えられる。

③西区のかつて方形の巨大な土坑SK247が掘られた位置に、溝SD303を掘り直した溝SDl40が

掘られている。第１四半期以来の区画がやはり踏襲されているものと推測される。

④第１四半期に引き続き東区の第４南北街路と東西道路に挟まれた角地には、宅地が継続し、井

戸や廃棄土坑がかなり密に分布する。井戸や土坑は第４南北街路の位置から約１０ｍほど西に控

えた場所に分布することから見て、第４南北街路に面した空間には建物が立ち、その背後に井戸

や土坑が分布する景観を想定できる。その意味で第１四半期に引き続き、この角地は町人屋敷と

して利用されたものと推定される。
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ピニミ

溝

SD284（第４－６８図）

Ｃ９・Ｂ９区（北ｌ区）で検出された、南北方向に伸

びる（東に１１度傾く）溝である。長さ２．８，，幅0.6ｍ、

深さ0.1ｍで、断面は半円形をなす。埋土は暗褐色土

と黄色砂層との混層の単一層である。１５世紀のピット

SP288を切り、１６世紀第４四半期の井戸SEl48と溝

SD230に切られる。埋土から出土した遺物は破片となっ

て散在する状態である。京都系土師器２期の皿が出土

したことと切合関係から、１６世紀第３四半期の遺構と

考えられる。

SD284出土遺物

１は瀬戸美濃大窯３期の皿でSK231出土片と接合し

た（接合資料24)。２と３は京都系土師器２期の小皿

口縁片。

ジグ

南北溝

Ｉ

ＳＸ１６４（第４－６９図）

Ｃ９区（北１区）の第２層除去後に検出された当初

溝と考えた南北方向に伸びる遺構である。三方を撹乱

で失っているが、ほりあがると底面はでこぼこで、地

形のくぼみの可能性もある。長さ1.3ｍ以上、幅0.8ｍ，

深さ０．１ｍ・埋土は小喋を多く含む第２層土の単一層で

ある。砕片化した土器が散在して出土した。最新の遺

物が京都系土師器２期皿であるから１６世紀第３四半期

とした。
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第４－６９図ＳＸ１６４（遺栂１/30、遺物１/3）
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第４－６８図SD284（遺構１/30、遺物１/3）
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ＳＸ１６４出土遺物

１は内外に煤が付着するが、灯明皿とは異な

る京都系土師器１期の皿口縁片。２は京都系土

師器２期の皿口縁片。出土した中国焼締陶器小

型四耳壷の口縁片（４－７６図ｌ）はSDl41上部、

SK278出土片と接合した（接合資料12)。ほかに

ロクロ目土師器皿や坪の破片が出土している。
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井戸

ＳＥ234（第４－７０図）

ＣｌＯ区（東区）の第２層除去後に検出された掘形円形の井戸である。長さ2.6ｍ、幅2.4ｍ、深さ

１．１ｍ以上｡井筒は径0.6ｍほど木製の桶である。桶を２段検出した標高2.5ｍ付近で湧水がひどくなっ

たために完掘はしていない。１６世紀第２四半期の井戸SE235の井戸封じ土坑であるSK243を切る。

井筒は小型で武家屋敷によく見られるタイプである。掘形内には銅銭や京都系土師器、動物骨など

が廃棄されていた。特に銅銭は下位の４枚（4～６，一枚は破損激し<図化できない）がほぼ同じ

井筒は木桶

井筒小型

レベルでまかれた

ように発見された。

近くから動物骨も

出土しており、井

戸建設に伴う祭祁

行為がおこなわれ

たものと推定され

る。残りの２枚（２

と３）高さを違え

て同じ位置から出

土しており、その

レベルでは７と８

の京都系土師器の

破片が出土してい

７

へ

８
《

銭をまく祭祁
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JJ＝

第３四半期の遺構 （未掘）

と考えられる。

鯛繊一に二一
が高い｡京都系土ｉ；‐‐
師器２期の皿が出

土したことと、切

合関係から１６世紀

第３四半期の遺構

－１５４－

井戸封じ

Iｈ

2.5.,

土坑

SE291内部土坑

井戸SE291の廃絶時に掘られた土坑である。京都系土師器２期皿を含むことから１６世紀第２四
半期に建設された後、第３四半期に廃棄されたものと考えられる。

:－戸一戸一一

ＳＥ234出土遺物（第４－７１図）第４－７０図ＳＥ234（1/30）

掘形内。１は出土位置不明の完形の中国銅銭で、「祥○元賓」と読める。２は「元」一文字のみ

が読める完形の中国銅銭。３は中国銅銭の洪武通賓（明1368年初鋳)。４は完形の中国銅銭の洪武
通賓（明1368年初鋳)。５は「費」一字のみよめる銭種不明の完形の銅銭。６も銭種不明の完形の

銅銭。７と８は京都系土師器２期の皿口縁片。なお１５世紀の土坑SK286出土片と接合した青磁皿

(接合資料37）の破片が出土しているが、これは残留してきたものである。ほかに動物骨の破片が
出土している。

井筒内。９は中国龍泉窯系青磁碗Ｂ－ＩＶ・類の剣先蓮弁文碗の口縁片。ほかにロクロ目土師器、京
都系土師器１期皿の破片が出土している。

６枚の銭貨



遺物埋置

祭祁行為

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区
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第４－７１図ＳＥ234出土週物（１～６=1/１，７～９=1/3）
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SK224（第４－７２図）

ＣｌＯ・ＢｌＯ（東区）の基盤1Ｖ層上で検出した東西に長い長さ2.4ｍ、幅1.3ｍ，深さ０．３～0.4ｍの

ゆがんだ長円形の土坑である。底面は皿状で、１６世紀第２四半期の井戸SEl44と第２四半期の溝

SD245を切る。中央に鹿角、その東そばにガラス小玉(5)。両側にそれぞれ１枚の銅銭（３と４）

をおき、さらに土坑の両端に完形の京都系土師器皿を正位で置いている（ｌと２)。ガラス玉につい

ては底面にあるので、あるいは偶然かもしれない。拳大から人頭大の篠を含む埋土で、ある程度埋

めた後に、以上の遺物を供えている。目的は不明だが祭祁行為を行った土坑であることは間違いな

い｡京都系土師器２期の皿が埋置あるいは廃棄されることと切合関係から16世紀第３四半期とした。

Ｑてぅ
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第４－７２図SK224（1/30）
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第４－７３図SK224出土遺物（1/３，３～５=1/1）

SK228=SK232（第４－７４図）

Ｃ９・Ｃ１０区（北ｌ区）の第２層除去後に検出された大型隅丸方形の土坑で、長さ3.4ｍ、幅2.8ｍ、

深さ0.2ｍ・円形や長円形のいくつかの土坑が重複しているのだが、調査によって区別することが

できなかった。SK275と１６世紀第２四半期以後の土坑SK276を切る。埋土は黄色土小ブロック混

SK224出土遺物（第４－７３図）

埋置遺物。１は完形の底部糸切の土師器皿で、口縁に打ち欠きがある。東端上部に正位で出土し
たもの。２も完形の京都系土師器２期の皿で、西端の上位で正位のまま出土したもの。３は東側上
位で出土した完形の中国銅銭､紹聖通賓（北宋初鋳1094年)。４は西側上位で出土した「元○通賛」
と読める銅銭の完形品で、元符通賓または元祐通賓（北宋銭）になるだろう。５は中央底面で検出
した深緑色のガラス小玉。さらに中央北より上位に鹿角１本が、根元を北にして置かれている。以

上が埋置された遺物である。

以下は下部の喋を多く含む埋土中に混ざっていた破片である。６は中国景徳鎮窯系青磁皿の口縁片。

７は中国景徳鎮窯系青花碗Ｃ群のいわゆる蓮子碗の底部片。この破片も鹿角近くの上位で出土した

が､破片であるので祭祁遺物に含めなかった｡８は瓦質火鉢脚部片｡９は16世紀の瓦質土器の碗底部、

内面は黒色を呈す。１０は底部糸切の土師器皿の底部片。１１は京都系土師器１期の皿口縁片。１２

は京都系土師器ｌないし２期の皿口縁片。１３は京都系土師器２期の皿口縁片。１４は京都系土師器

皿口縁片。ほかに碁石のような白い玉が１点と、小さな黒い石が３点出土している。あるいは祭祁

行為と関係があるかもしれないが、出土位置を特定できなかったので図示はしない。

故意におかれ

た遺物

埋土中の破片
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３０己

じりの暗黄褐色土（小円喋、１ｃｍ大の炭焼土）の単一層で、２０ｃｍ大の人頭大の喋を多く含む。遺
物の出土状況から見て廃棄土坑と考えられる。最新の土師器が京都系土師器２期の皿であることと、
切合関係から１６世紀第３四半期の遺構とした｡南側の長円形の部分の底部には炭化物の堆積があり、
９と１４の京都系土師器の皿はその堆積中に、１０．１２．１３はその堆積の直上に廃棄されていたもの
である。４～１５の遺物は炭化物廃棄に伴う一括性が高く、南側で出土した銅銭１枚もそれにとも

廃棄土坑

なう可能性が高い。

、
６

一

・－－－９－〃

１は中国景徳鎮窯系青花皿の底部で、たたみつきの紬を拭き取っている。２は菊花文の刻印のあ

る瓦質火鉢の口縁片。３は瓦質火鉢底部片。４はきわめて薄手で白っぽい色調の京都系土師器０な

いし１期の皿口縁片。５～７はいずれも京都系土師器１期の皿口縁片。８も京都系土師器１期の皿

で１箇所打ち欠きのある口縁部片。９は炭層中出土の京都系土師器１ないし２期皿の口縁片。１０

は炭層中出土の京都系土師器２期の皿口縁片。１１は京都系土師器２期の皿口縁片。１２は炭層上出

土の京都系土師器１ないし２期の皿口縁片。１３と１４は炭層上出土の京都系土師器２期の皿口縁片。

１５は中国銅銭の至道通賓（北宋初鋳995年・行書体）の完形品。別に出土した瓦質火鉢の破片は

SDl65、SK261、SK293出土片と接合している（接合資料15)。

残留遺物と混入遺物。１６は縄文時代晩期の深鉢口縁部。１７は1600～1630年製の福岡産陶器(上

野高取焼）碗底部で、藁灰紬がかかる。１７はかなり上部で出土したもので第２層に含まれたもの

の可能性がある。ほかに瀬戸美濃灰紬陶器皿、ロクロ目土師器、鉄器の破片が出土している。

京都系土師器
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第４－７４図SK228=SK232（1/30）

SK228=SK232出土遺物（第４－７５図）
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２忽

／SK278（第４－７６図）

Ｃ９･Ｃ１０区(東区)で検出された長さ1.65ｍ、

幅１．１ｍ、深さ0.3ｍの不整形の土坑である。

１６世紀第４四半期の井戸SEl48に切られて

いる。断而は箱形で、埋土は上下２ﾙにわか

れ、上層は暗紫褐色軟質土（マンガン含む)、

下層は暗黒灰色粘質土（5ｃｍ大の操含む）で

ある。その間に炭を含む黒色届の堆稚があ

る。京都系土師器２期皿の出土と切合関係か

ら１６世紀第３I川半期の遺構とした。

SK278出土遺物

１は溝SD141上廟、土坑ＳＫ１６４出土破片

と接合した中国焼締陶器IﾉLI耳壷の破片（接合

資料12)。２は京都系土師器２期の皿を転川

した:tll･渦片｡口縁部に濃赤色の付薪物がある。

第４－７５図SK232出土遺物（1/３，１５=1／1）

億二ミーコニジfｉ

雁蕊土坑

１０町５

マミニヨ一望ソ『’

薗言亥ｱー 『雪,
０５１０ｃｍ

第4-76図SK2ﾅ8(遺構1/36､遺物1/3）
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廃棄土坑

小土坑

性格不明

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調盗区

SK293（第４－７７図）

Ｃ９区（北ｌ区）で検出されて長さ1.7ｍ、

幅1.6ｍ、深さ0.5ｍの隅丸方形の土坑であ

る。埋土は暗褐色軟質土の単一層で、篠を

含む。１６世紀第３四半期の土坑SK267、１６

世紀第４四半期の土坑SK215とSK279に

切られる。土器や動物骨の砕片をふくむ廃

棄土坑である。京都系土師器２期皿の出土

と切合関係から１６世紀第３四半期と考え

られる。

SK293出土遺物（第４－７８図）

１はSDl65、SK228、SK261出土片と接

合した瓦質火鉢口縁（接合資料１５)。２は

京都系土師器２期の皿口縁片。ほかに骨片

が出土している。

マヲア言一一

零

/’ 綴

～～一一一一一一一一

０

第４－７７図SK293（1/30）

ｰ一望ニーーーニ』
q、

第４－７８図SK293出土遺物（1/3）

3.50ｍ

１ｍ

SK267（第４－７９図）

Ｃ９・Ｂ９区（東区）の第２層除去後に検出した円形の小土坑である。長さ0.6ｍ以上、幅0.5ｍ，

深さ0.05ｍで、断面は浅い皿状である。埋土は小砂利混じり層の単一層である。１６世紀第３四半

期の土坑SK293を切り、第４四半期の土坑SK215に切られる。内部からは銅銭１枚が出土したが、

ほかに京都系土師器２期皿の破片を含むのみで、その性格は明確にしがたい。京都系土師器２期皿

の出土と切合関係から１６世紀第３四半期の遺構とした。

SK267出土遺物

１は京都系土師器２期の皿口縁片。２は完形の中国銅銭の皇宗通賓（北宋初鋳1038年・豪書体)。

－１５９－



第５節中世の遺柵と遺物

道路改築

南側

区画Ａ

墓地

「中町」の町

屋

墓地の出現

小結

１６世紀第３四半期の状況をまとめると、次の６点に

集約できる。

①道路状遺構SFl51とその側溝SDl65は、道路の硬

化面を２度更新（第５．４硬化面）し、水路は矢板の

打ち替え（第２・第１矢板列）を行いつつ、この時期

にも同一の場所に維持される。厳密には矢板がわずか

に南側に移動している。この時期の道路幅は南側のラ

インをおさえることができないので、不明である。

②南２区では遺構がなくなる。

③西区の第１四半期以来の区画はこの時期の遺構がな

い。

④北２区の16世紀前半期までは方形の区画が存在した

場所には後述するように、幼小児の墓地が営まれるよ

うになる。

⑤第１．２四半期に引き続き東区の第４南北街路と東

西道路に挟まれた角地には、宅地が継続しする。しか

し井戸や廃棄土坑の位置が西に移動し、溝SD284が

宅地の背後を画する溝とみられる。この角地は引き続

き町人屋敷として利用されたものと推定される。

⑥全体として第３四半期になっても道路や宅地の区画

に大きな変動はないが、北２区の区画に墓地が現れる

ことが大きな変化である。

－１６０－

1５

２

ー－＝一 ･－．３５０ｍ

０ 1ｍ

副 一 一 一 一 一 引

／弓弓Ｚ'f言

０５１０ｃｍ
ー－－－司一

第４－７９図SK215・SK267

(遺栂１/30、遺物１＝1/３，２=1/1）
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第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

６１６世紀第４四半期前半の遺構と遺物

概要（第４－８０図.付図６下）

１６世紀第４四半期と認定した遺構は、京都系土師器３期の皿を含み、１期ないし４期の京都系土
遺物の組合せ師器は含まない（2期が伴うことは多い)。中国最徳鎮窯系脊花ではＥ類の鰻頭心碗が含まれるが、

それに加えて中国津州窯系背花が伴うことが多い。備前焼では近枇’期の播鉢と誰が出現する。加
えて遺構の切合関係上も矛盾のない遺術である。さらに第４四半期は前半と後半に、遺構の切合関
係と遺物の接合関係から分けることができる。後半の遺物の指標は中国景徳鎮窯系背花皿Ｆ群、朝
鮮王朝系の彫三島碗や肥前藁灰紬陶器、絵唐津Ⅲなどの出現である。

道路の改築第４四半期前半の遺構をまとめると次のようになる。道路状遺構SFl51は引き続き路面を３面．

２而・１面と更新し維持されるが、道路の北側側祇として識SD250とSD270がこの順番で掘りなお

側瀧の変化される。ともに溝SD165と異なり、矢板がなくなっている。同時にそれまでSFl51の道路面であっ

たと推定される南側に、かなり大きな溝SDll8、SD117、ＳＤｌｌ６が順次掘りなおされていく。

それ以外の１６世紀第４四半期前半代と考えられる迩構の分布はそれまでと大きく変わらないが、

その内容は大きく変わるようである。東西道路の北側にあたるＣ７区付近の西区には第３四半期に

続き遺構がないが、その道路をはさんだ対面する位憧にそれまで続いた道路南側のＣ６区、Ｃ７区に

墓地と誹あたる南区も遺構が少ない。第３四半期幼小児の墓が集巾した北２１えは、等間隔に成人墓を配する

墓地に整備され､その北側には墓地とその北側の空間を画すと推定される減SD131が掘られている。

Ｃｌｌ～Ｂｌｌ区付近の本来第４南北街路に而した東区も遺構が少ないままであり、北１１Ｚとしたあた

りに井戸や土坑や溝が集中する。墓地については節を改めて述べる。

(西区）７ 胃

第４－８０図１６世紀第４四半期前半の遺構（1/300）
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第５節中世の造榊と進物

溝

ＳＤ１１８（第４－８１図.付図８）

南１区と南２区で検州した、東西にのびて

SF151やSDl65と並行する比較的規模の大きな

減である。１１区南訓査区に続く。長さ１３ｍ以上、

|幅2.1ｍ、深さ1.3ｍ・断面は場所によって述い

があるが基本的に逆台形となっている。１５１１ｔ紀

の土坑SK302を切り、ＳＤ１１７に切られる。また

直接の切合関係は確認できないが、道路状遺構

SFl51の路面を切っているものと推定される。

内部には多量の篠が廃棄され、雄下部はグラ

イ化していた（８屑)。底面標高はII区南調査

区の東端で標商2.4ｍ・西端で2.1ｍをはかり西

のほうが低く、内部に水のたまった痕跡がある

ので、本来西の方向に排水する溝としてほられ

たものと推定される。道路状遺構SFl51の第３

道路面構築時に掘られた溝と推定される。ｂ、ｃ

区にわけて掘下げた。遺物は水路として機能し

ていた際に廃棄された遺物ばかりである。埋土

はＢ７区東断面では５０ｃｍ近い深さがあるにも

かかわらず、黒紫色粘質土の単一脚（８層）で、

炭片円喋黄色土ブロックを含む水成層である。

埋没した段階でＳＤｌｌ７に掘りなおされている。

斜めスリＨの入った近世１期の備前焼捕鉢が出

土していることと切合関係からみて１６世紀第４

四半期前半の遺椛と考えられる。

洞
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呂
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撫蕊鯉繍繍j…土参い)］3府:灰褐色微砂質土ブロック

鰯:撫柵淵］6府:砿褐色粘質土(かたい）

7侭:蹄紫色粘質土(砂利多い）

:::#儲撫繍鋪瀧プﾛｯｸ多い）二’
第４－８１図ＳＤ１１８（1/80）
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一琶謬垂雲騨言零塞室

ＳＤ１１８出土遺物（第４－８２Ｍ）

１は中世４期１５世紀後半の備前焼播鉢|~1縁片。２は１５世紀中世４または５期の備前焼謹口縁片。
３は１６世紀中世６期の備前焼韮1.1縁。４は双頭蕨手竜雲文の刻印のある瓦質火鉢の口縁片。５も瓦
質火鉢口縁片。６は唐草文の軒平瓦の破片。７は完形のI'１国銅銭の永楽迦蛮（明初鋳1408年)。８
はＣ区底部の泥騨中出土の人物の頭部を朱で描、した円牒。

なおSK229、SD250出土片と接合した瓦質火鉢（接合盗料１７）の破片が出土している。ほかに、

SK261、SD292、SK262、SFl51、SK262、SD250出土破片と接合した中国製黒褐紬陶器の壷（接合

資料19）の破片が出土している。さらにＳＦ151、SD250、SK262出土破片と接合した備前焼認（接

合盗料35）の破片も出土している。

出土した動物骨には、松井章氏の鑑定によれば、牛の頭骨左側、牛の右中足骨が含れる。

ほかに脊花、斜めスリ月の入った近世１期の備前焼播鉢小片、京都系土師器１期の皿、瓦片、凝

灰岩石片や、残翻した須恵器発の破片が出土している。

人而朱描磯

嘱急錘謹聴蕊睦舞雪圃罵霊馨懲悪i~'一一一一△－一

1６３

第４－８２図ＳＤ１１８出土遺物（1/３，７=1/1）
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｡

ＳＤ１１７（第４－８３図.付図８）

溝SD118を掘り直した溝で、ＩI区南調査区に続く。長さ３２ｍ以上、幅2.0ｍ、深さ0.5ｍ・底面
の標高は調査区の東端で標高2.5ｍ～2.7ｍである。断面は場所によって多少の違いがあるが逆台
形となっている。１６世紀第４四半期の溝SDll8を切り、同じくSDll6に切られる。これは当初
SDll8を掘った後、SD117、SDll6に掘りなおされたことを示している。西からａ～ｄ区にわけて

掘下げた。埋土中には凝灰岩喋が多く、完形品(6)をふくむ廃棄遺物が散在していた。埋土はおよ

そ３層にわかれるが、急速に自然埋没していったような堆積状態である（第４－８１図)。道路状遺

構SFl51の第２道路面構築時に掘られた１６世紀第４四半期前半の遺構と推定される。

東西溝

水路

■
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１

、

４

第４－８３図ＳＤ１１７（1/80）

茎茎三３１

八
。
一
言

い
◎

一一一一一一ﾍﾍーごと二｜
〉・’６

識

⑩

ａ０
－３．００ｍ

け
一

言
ｂ
一

ａ

ミ ーー／

ｄ区ｃ区

第５節中世の遺桝と遺物

Ａ ー一一デシ

◎

Ｃ

－１６４－

っZ二二二デー
三一〒一一コ

聯
二三一二一

一

ー

｡

Ｂ

…Ｌ_ノ雲一二…



〆

ＳＤ１１７出土遺物（第４－８４図）

１は16世紀中世６期の備前焼壷口縁片。２は１６世紀前葉製作の中世6a期の備前焼播鉢の口縁片。
３は備前焼の平鉢口縁片、茶陶である。４は菊花文の大型の刻印をほどこし、内側に向かって四方
から押圧する瓦質火鉢の口縁片。５は口縁内面に端部を折り込む防長系の瓦質播鉢口縁片。６は口
縁部に１箇所煤の付着して灯明皿として使用された京都系土師器２期の完形の小皿。横向きに出土

した。７は安山岩製の茶臼の下臼片。磨り面の復元径は21.2ｃｍ､高さ１０．８ｃｍ。ほかに備前焼蕊､坪、
軒丸瓦、平瓦などの破片が出土している。

破片多い
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第４－８４図ＳＤ１１７出土遺物（1/３，７=1/4）
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ＳＤ１１６（第４－８５図.付図８）

溝SDll7を掘り直した溝である。１１区南調

査区から続く長さ１８ｍ以上の溝をａ～ｃ区に

分けて調査した｡幅3.0～3.2ｍ,深さ0.6～0.8ｍ・

底面の標高はII区南調査区の東端で標高2.8ｍ，

西端で2.7ｍをはかり、場所によって高低差が

ある。１６世紀第４四半期前半の溝ＳＤｌｌ７を切

り、第４四半期後半の溝SDl68に切られる。

上層（ｌ層）は黄色土ブロックで埋まり、人為

的に埋め戻している。埋土中には凝灰岩篠が

多く、廃棄遺物が散在していた。道路状遺構

SFl51の第１道路面構築時に掘られた１６世紀

第４四半期前半の遺構と推定される。

ＳＤ１１６出土遺物（第４－８６図）

１は１６世紀の中国産白磁皿Ｅ－２群。２は

中国龍泉窯系青磁皿で、１５世紀の稜花皿の口

縁片。３は１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花

皿Ｅ群。４は中世３期14世紀の備前焼翌口縁。

５は中世５期１５世紀後半の備前焼播鉢の口縁

片。６は１６世紀前葉中世6a期の備前焼播鉢口

縁片。７と８は同じく中世6a期の備前焼播鉢

口縁片。９は内面を肥厚させる防長系の瓦質播

鉢の口縁片。１０は双頭蕨手竜雲文の刻印をほ

どこす瓦質火鉢の口縁片。１１はロクロ目を丁

寧にナデ消した底部糸切の土師器皿。１２は京

都系土師器２期の小皿。１３は先端に穿孔のあ

る棒状土錘の破片。１４と１５は完形の管状土

錘Ａ類。１６は赤い粒子を含む御影産の花尚岩

と推定される搬入の茶臼上臼片。さらに以下

の接合資料が出土している。SD250出土片と

接合した備前焼蕊底部片（接合資料33）と中

世陶器斐胴部（接合資料30）の破片。SK264

出土片と接合した中国製焼締陶器の鉢（接合

資料18）の破片。SDl31、SD250、ＳＥ148出土

片と接合した瓦質風炉（接合資料2）の破片。

SDl31、SD250,SEl48井筒内、SK262、SK263、

SP214出土片と接合した備前焼壷(接合資料4）

の破片。SDl31、SD250、SK231出土片と接合

した備前焼喪（接合資料14）の破片。

ほかに底部糸切の土師器､備前焼蕊､瓦質鍋、

瓦、動物骨の破片が出土している。残留遺物

として１７は８世紀の土師器坪蓋。ほかに古代

土師器甑の破片が出土している。

0０
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錆５節中世の遺榊と遺物

東西洲

水路ではない

瓦確廃棄

埋め戻し

人形手青磁碗

青花

泣州熱

備前晩

１１１t紀使用さ

れた鞭

瓦質土器

SD250（第４－８７図.付似１８）

SDl65に重なる位世に掘られた東西に賀通する溝である。１６世紀第４四半期後半の溝SD167の
底面で検出した。第３四半期以前の溝SD165を切り､SDl67とSD270に切られる。長さ５０ｍ以上、
幅1.0～1.5ｍ､深さ１ｍで､断面はＶ字溝､その底面は方形に突出している｡底面の標商は東端で2.3ｍ、
西端で標高2.5ｍと、西のほうが尚<なっている。それまで水路として機能していたSD165が自然

地形にあわせて西に向って低くなるのとは逆である。ということは排水する機能を失った瀞になっ

ているわけである。したがってSD250は北側の区画と東西道路を区切る機能を重視したものとみ

られ、水路としての排水機能は道路南側の掘られたＳＤｌｌ８に切り替えられたと考えられる。ＢｌＯ・

Bll区付近では溝の北のﾙiに五輪塔の部材を含む石材を並べて溝の北辺を補強している。そこは｢中

町」の町屋の側面に当たる。断面をみると一度掘り直された形跡があり、下層には水が溜まったよ

うな粘土層の堆積がある。道路状遺榊SFl51の道路面との対応関係をみると、SD250が埋没する

までに２面の硬化面があるので、SFl51第３硬化面がSD270掘削時に舗装された道路面にあたり、

第２硬化而はSD270が掘り直された際に舗装された道路面と考えられる。内部には際が多く廃棄

され、鼓上層に粘土ブロックが多いところから見ると、次のSD270に掘りなおされる際には上部

を人為的に埋めたものと推定される。遺物の出土状態は、大量の瓦牒が廃棄されている。特に瓦

や坪の破片が多く、この溝が機能していた第４四半期前半にかなり大規模な廃棄が繰り返された

と推定されるが、焼土や炭は少なく火災処理の廃棄は行われていない。切合関係から１６世紀第４

四半期前半と考えるられるが、卜|｣国餓徳鎮窯系青花皿Ｆ群も出現しており、第４四半期の後半に

埋没したものと推定される。

SD250出土遺物（第４－８８図①～⑨）

１はＣ７区出土の中岡龍泉窯系人形手青磁碗の底部片。２は同じくＣ７区出土の１５世紀の中国龍

泉窯系青磁碗底部片。３はＢ９区出土の内面に文様を持ち、口縁に浅い刻みを入れる中国龍泉窯系

青磁碗Ｄ類の1.1緑片。４はＢｌｌ区出土の中岡龍泉窯系青磁碗の底部片。５はｅ区出土の内而に雷

文帯をもつ中国龍泉窯系青磁碗の、縁片◎６はｄ区出土の外面に密な唐草を配する１５世紀後半か

ら１６世紀前半の中国餓徳鎮窯系青花皿Ｂ１群の底部片。７はｂ区出土の１６世紀末の中岡紫徳鎮窯

系脊花ⅢＦ群の口縁片｡８はｇ区出土の紫徳鍍背花皿Ｃ群を模倣した碁笥底の中岡輝州窯系青花碗。

９はＢ１０区出土の中国津州窯系背花碗の底部片。１０はＳＫｌ５６出土片と接合した中国津州窯系脊花

碗の底部片（接合資料36)。１１はＢ９区出土の１３～１４世紀I:'.'国磁州窯系陶器の白地鉄絵褐軸龍鳳
文壷川部片。１２はBlO区出土の肩部に櫛描の波状文をめぐらす備前焼壷片。１３はBlO区で出土し、

１０次11区南のSDll8やSK252、SK261出土片と接合した備前焼の鉢（接合資料１６)。１４はＢ１０

区出土の中世５期１５１１t紀後半の備前焼翌。SDll8、SFl51、SK262ほかに１０次11区南の遺構と接
合した。（接合盗料35)。１６世紀第４四半期に廃棄されているので、約１世紀間使用されていたも

のと推定される。１５はＢ９区出土の中世6a期１６世紀前菜の備前焼誰口縁片。１６はＢｌｌⅨ出土

の中世６期の備前焼認口縁片。１７はＢ７区出土の１６世紀中葉中世6b期の備前焼韮口縁片。１８は

B７．８区出土の１６世紀後葉近世１期の備前焼尭上半。１９はＣ７区出土の１６世紀後葉近世１期の

備前焼斐口縁片。２０はＣ７区出土の中世３ないし４期1411t紀の備前焼播鉢の口縁片。２１はＢ８区

出土のIl11It4b～５a期1511t紀前半の備前焼播鉢口縁片。２２はＣ６区出土の中世5ｂ期１５世紀末製

作の備前焼播鉢口縁片。２３はＣ７区出土の中世６期の備前焼播鉢に1縁片。２４はＢｌＯ区出土の斜め
スリ目を施す近11tla期の備前焼播鉢。２５はＢｌｌ区出土の近世1ａ期の備前焼播鉢。２６はＢ１０ＩＸ

出土の中世須恵器の鉢｢l縁片。２７はＢｌｌ区出土の多条沈線を施す瓦質火鉢で、獣脚には縦に貫通
する穿孔がある。２８はＣ７区出土の多条沈線を施す瓦蘭火鉢の胴部片。２９はＢ８区出土のSEl48

井筒内とSK262出土片と接合した浅いタイプの瓦質火鉢（接合資料6)。３０はＢ７区出土の1.1縁
が丸い瓦質火鉢1-1緑片。３１はＢ１１区出土の瓦質火鉢底部。３２は瓦質鉢の口縁片。３３は外面にケ

168
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第５節中世の遺椴と週物

■

土師器

燭台

瓦類

土錘

石臼

転用石材

接合資料

動物骨

ズリのある瓦質鉢口縁。３４はＢｌＯ区出土で、１０次調査11区南のSDll6SlO4,Sl24出土片と接合し

た瓦質鉢（接合資料l)。３５は口縁が内側に屈折し、多重菱形文の刻印をもつ方形の瓦質火鉢口縁

片。３６はＢ８区出土の瓦質火鉢の立体的な表現の獣脚。３７はＣ７区出土の土師質鍋の口縁部、胎

土に石英粒子を多く含むので海部郡産と見られる。３８はＢｌｌ区出土の胎土に金雲母を含む完形の

底部糸切の土師器坪、口縁に２箇所の打ち欠きがあり。１５世紀後半の河野分類Ａ類にあたる。３９

はＢｌｌ区出土の口縁に３箇所の打ち欠きがある完形の底部糸切の土師器小皿、河野分類Ａ類にあ

たる。４０はＢｌｌ区出土のロクロ目土師器皿の底部片。４１はＢ７区出土のロクロ目土師器皿の口縁

片。４２はＢ７区出土の灯明皿として使用された京都系土師器１期の小ぶりで浅い皿の口縁片。４３

はＢ８区出土の灯明皿として使用された京都系土師器１期の小皿口縁片、口縁に２箇所打ち欠きが

ある。４４はＢｌＯ区出土の灯明皿として使用された京都系土師器１期の小皿の完形品。４５と４６は

Ｂ７区出土の京都系土師器２期の皿口縁片。４７はＢ８区出土の京都系土師器２期の皿口縁片◎４８は

Ｂ７区出土の京都系土師器２期の小皿口縁片。４９はＢ８区出土の京都系土師器２期の小皿片。５０は

Ｂ９区出土の京都系土師器３期の坪口縁片。５１はＢｌＯ区出土の底部糸切で器高の低い１５世紀の土

師器燭台５類◎５２はＢｌｌ区出土の土師器燭台Ａ２類。５３はＢｌｌ区出土の軒丸瓦片。５４はＢｌｌ区

出土の煤が付着した平瓦片。５５はＢ９区出土の厚手の埠片。５６．７４はＢｌｌ区出土の坤片。５７～

61.69.70.72はＢ９区出土の博片。以上の坪はコビキ痕のあとナデ調整。６２はＢ８区出土の博片。

６３～６６．８４はＢｌｌ区出土の胎土に石英を含む海部郡産の博片。６７はＣ６区出土の博片。６８．

７３．７５．７７～８１はＢ１０区出土の蝉。７１．８２はＢ９区出土の胎土に石英を含む海部郡産の博片。

７６．８３はＢｌＯ区出土の胎土に石英を含む海部郡産の博片。８５はＢｌｌ区出土の端部をへう調整す

る管状土錘Ａ類の完形品。８６はＢ７区出土の中国銅銭の破片で豪書体の「通」のみ読める。８７は

Ｂｌｌ区出土の和泉砂岩製石臼の上臼片。８８はＢ８区出土の安山岩製の石臼上臼片。８９はＢｌｌ区出

土の安山岩質凝灰岩製の宝塔あるいは宝薩印塔の層輪。９０はＢｌＯ区出土の凝灰岩製の五輪塔空風

輪。９１はＢｌｌ区出土の石材に再加工された凝灰岩製の五輪塔の火輪。９２はＢｌＯ区出土の石材に

再加工された凝灰岩製の五輪塔の火輪。９３はＢｌｌ区出土の凝灰岩製の五輪塔火輪。９４はＢ１０区

出土のやや硬質の安山岩質凝灰岩製の五輪塔火輪。９５はＢｌｌ区出土の硬質凝灰岩製の五輪塔火輪。

９６はＢｌＯ区出土の硬質凝灰岩製の五輪塔水輪、上下を再加工している。９７は凝灰岩製の五輪塔

の地輪残欠。９８はＢｌｌ区出土の凝灰岩製の五輪塔地輪。９９はＢｌＯ区出土の空風輪を欠いた硬質

凝灰岩製の一石五輪塔。１００はＢｌｌ区出土の凝灰岩製の石材。１０１はＢ１０区出土の加工した凝灰

岩石材。１０２は凝灰岩製の石材。

なお以下の接合資料破片が出土している。SDll6､SDl31､SEl48出土片と接合した瓦質風炉（接

合資料2）の破片。SK261出土片と接合した備前焼壷口縁（接合資料3）の破片。SDll6、SDl31、

SE148井筒内、SK262、SK263、SP214出土片と接合した備前焼壷（接合資料4）の破片。SK261、

SK262出土破片と接合した備前焼広口壷（接合資料7）の破片◎SD292出土片と接合した中国製

焼締陶器の鉢Ｃ類（接合資料8）の破片。SDll6、SDl31、SK231出土片と接合した備前焼壷（接

合資料14）の破片。SDll8、SK229出土片と接合した瓦質火鉢（接合資料１７）の破片。SDll8、

SD292､SFl51､SK261､SK262の各遺構出土片と接合した中国産黒褐紬陶器壷(接合資料１９)の破片。

SD292、SEl48井筒内、SK261出土片と接合した信楽焼陶器壷（接合資料22）の破片。SK261、

SK262出土破片と接合した備前焼喪下部（接合資料26）の破片。SK231、SK236、SK269、２号墓

(STl35）出土破片と接合した中国産黒褐紬陶器の壷（接合資料28）破片。SK262出土片と接合し

た備前焼尭胴部（接合資料32）の破片。SDll6出土片と接合した備前焼翌底部（接合資料33）の

破片。SK262出土片と接合した博（接合資料38）の破片。動物骨として牛上顎臼歯。牛の臼歯。Ｃ

区上層から馬の切歯などが出土している｡ほかに中国黒褐紬陶器壷、土師器蕊、丸瓦、桟瓦、加工

痕のある凝灰岩の破片が出土している。
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第５節中世の遺櫛と遺物

東西溝

SD250のあと

にＶ字満

区画溝

埋め戻し

円面硯

古代瓦

残留遺物。１０３と１０４はＢ９区とＢ８区出土の内面ナデ、外面格子タタキを施す古代の平瓦。

１０５はＣ７区出土の内面布目、外面格子タタキの古代平瓦。ほかにSDll6出土片と接合した須恵器

翌胴部（接合資料30）の破片が出土している。

SD270（第４－８９図、付図８）

SD250に重なる位置に掘られた東西に貫通する溝である。SD250と同じくSDl67の底面で検出

した。１６世紀第４四半期前半の溝SD250を切り、第４四半期後半の溝SDl41とＳＤｌ６７に切られ

る。長さ４４ｍ以上、幅0.5～１ｍ，深さ0.5ｍで、断面はＶ字溝、その底面は円形である。SD270

とほぼ同じ形態である。底面の標高は東端で3.0ｍ，西端で標高2.9ｍだが、中央部で2.7ｍと低く

なっている。SD250と同様な掘り方で、決まった方向に水を流すようには掘られていない。SD250

を引き継いで北側の区画と東西道路を区切る機能を重視したものとみられる。下層には場所によっ

ては水が溜まったような粘土層の堆積がある。道路状遺構SFl51の道路面との対応関係をみる

と、SFl51第１硬化面がSD250掘削時に舗装された道路面で、第１硬化面使用中に埋め戻されて、

SDl67に置き換わると推定される。内部には道路の積土から落下した小喋が多くふくまれ、最上層

に粘土ブロックが多いところから見ると、次のSDl67を構築する際に上部を人為的に埋めたもの

と推定される。遺物の出土状態は、小破片が散在する状態でSD250に比べると極めて少ない。焼

土や炭は少なく火災処理の廃棄は行われていない。近世１期の備前焼や京都系土師器３期の皿が多

いことと切合関係から、掘削されたのは１６世紀第４四半期前半と考えられ、SDl67構築で埋めら

れるのは１０の唐津碗から第４四半期後半に下るものと考えられる。

また内部から８世紀の須恵器円面硯の破片が出土していることも注目される。

SD270出土遺物（第４－９０図）

１と２は１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群の鰻頭心碗底部。３はSFl51上層出土片と接

合した朝鮮王朝産陶器碗。４は中世５期１５世紀後半の備前焼斐口縁片。５は16世紀第４四半期に

あたる近世１期の備前焼斐口縁片。６と７は中世4b期１５世紀中ごろの備前焼播鉢口縁片。８は１６

世紀末近世lｂ期の備前焼播鉢口縁片。９は備前焼茶陶の浅鉢口縁片。１０は1590～1610年製の唐

津焼陶器碗。比較的上層から出土しているので、SDl67構築時の直前に廃棄された遺物と推定され

る。１１は瓦質火鉢の口縁片。１２は胴部外面に雷文などの刻印で埋めた瓦質の壷か、刻印の中には

双頭蕨手竜雲文があるので、在地の瓦質土器製作者の手になるものである。１３と１４は京都系土

師器３期の皿口縁片。１５は京都系土師器３期の最小の小皿。１６は胎土に大型石英粒子を多量に含

む海部郡産の坪の破片。１７と１８も蝉で、１８はカキ目を施す。１９は完形の砥石。なお、SK262

出土片と接合した備前焼翌胴部（接合資料31）の破片も出土している。動物骨。Ｂ７区から牛の上

顎臼歯。Ｂ８区からウシ第３大臼歯。Ｂ８区からウマ上右臼歯。Ｂ９区からウマ臼歯２片が出土して

いる。ほかに青磁、備前焼壷、海部郡産の平瓦、内面布目の丸瓦、鉄器の破片が出土している。

残留遺物。２０は７世紀前半のTK209型式の須恵器坪蓋片ｏ２１は８世紀の須恵器円面硯の破片

である。２２は古代の土師器である企救型斐の口縁片。２３と２４は内面布目外面格子タタキの古代

の平瓦片。ほかに古代土師器碗底部・高坪の破片が出土している。

－１８０－
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ｑ

ＳＤ１３１（第４－９１図）

Ｃ８・Ｃ９区（北ｌ区・北２区）で検出された溝

で､東端で円弧を描いて北向きに屈折して終わる。

長さ12.6ｍ、幅1.0ｍ、深さ０．２～0.5ｍで断面は

半円形から逆台形で一定しない。東端の屈折部分

は掘形を検出できず、埋没した喋の分布から推定

した。底面の高さは3.2～3.3ｍで一定しており、

片方に低く流れるという傾向はないので、本来水

を流すことを目的に掘削した溝ではない。１５世

紀後葉の土坑SK256、１６世紀第４四半期前半の

土坑SK252とSK269を切る。埋土は暗茶褐色土

から明褐色土（黄色土ブロックと炭含む）の単一

層で、内部には凝灰岩操が集中する。とくに溝の

両端では喋の集中がはげしく、出土遺物も多くが

その喋群の中に入っている。遺物はいずれも破片

で散在しており、操が多い部分は埋没時の瓦喋を

廃棄したものと推定される。溝は水路等の排水施

設ではなく、区画の溝として掘られたものである。

南側に第４四半期前半の墓地第３期の埋葬が行わ

れているので、墓地とその内部を区画する溝と考

えられる。墓地との関係から１６世紀第４四半期

前半に掘削され、切合関係や出土遺物から第４四

半期後半まで存続したと想定され、最後は瓦喋を

廃棄して埋没している。

ＳＤ１３１出土遺物（第４－９２図①②）

１は１４～１５世紀の中国龍泉窯系青磁碗Ｃ－

ＩＩｂ類の底部片。２はSEl47、SK231、SK269出

土片と接合した中国製焼締陶器の鉢Ｂ類の口縁

片（接合資料１１)。３はSDll6、SD250、SK231

出土片と接合した、肩部に５条の沈線がめぐる

備前焼の壷（接合資料１４)。４は１６世紀第４四

半期近世１期の備前焼蕊の口縁片。５はSDll6、

SD250、SEl48、SK263出土片と接合した瓦質風

炉（接合資料2)。６は１５世紀河野分類Ｂ類に当

たる底部糸切の土師器坪の口縁片◎７と８は京

都系土師器１期の皿口縁片。９は京都系土師器

２期の小皿片。１０はSEl48井筒内出土片と接合

した京都系土師器３期の坪で、口縁に１箇所打

ち欠きがある（接合資料40)。１１は厚手の博の

破片。１２は博。１３は海部郡産の鯉。１４は粘板

岩製の砥石片。なお以下の破片が出土している。

SDll6、SD250,SE148井筒内、SK262、SK263、

SP214出土片と接合した備前焼壷（接合資料4)。
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SDl41、SE210掘形内、SK231出土片と接合した瓦質茶釜（接合資料21)。ほかに白磁、中国景徳

鎮窯系青花碗Ｅ群、中国津州窯系青花、瓦質火鉢底部、京都系土師器２期皿、京都系土師器２期

皿を転用した財渦、瓦、五輪塔空風輪、動物骨などの破片や、残留遺物として須恵器蕊、古代土師

器坪・坪蓋の破片が出土している。

SD230、SK261、SD292（第４－９３図）

以上の溝と土坑は一連の排水遺構と考えられる遺構群である。Ｂ９.ＢｌＯ区（北１区・東区）の

第２層除去後に検出されたもので、溝SD230は16世紀第３四半期の土坑SD284を切り、第４四

半期前半の土坑SK229とSK273に切られる。同じく土坑SK261は第２四半期の井戸SE291を切り、

第４四半期後半の土坑SK231に切られる。溝SD292はSDl65と第２四半期の土坑SK265を切り、

第４四半期後半の井戸SE210と前半の土坑SK262に切られている。

この３つの遺構が一連の構造物であることは接合資料22の信楽焼壷（497図①－１）のよう

に、埋没時にSK261とSD292の上層に破片が散布する土器の存在から証明される。またSK261

とSD292、SD230が接続する部分には、特に大型の磯が塞ぐように積れている。まず底面全体に

拳大から人頭大の喋を敷き、その上に大型喋を積み上げている。底面の高さを検討すると、SD292

は東から西に向って緩やかに低くなっており、水が流れる場合はSD292からSK261に流れ込む

と想定される。同様のことはSD230との間にもいえる。すなわちSD230方向からSK261に向う。

SD261は溝から集まる水をためる桝の役割を果しているものと推定される。

SD230の埋土は暗黄褐色微砂質土（1ｃｍ大の黄色土ブロック、炭焼土多く含む）で、SD261は

第２層と同じ土で埋没している。

以上の切合関係から、一連の遺構SD230、SK261、SD292は１６世紀第４四半期前半の遺構と推

定される。

排水遺構

■ 接合した壷

桝

５

亀
(SK229 囚 《
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第４－９３図SD292、SK261、SK230（1/80）



上下二段

下段の溝

長円形土坑

石組み

SD230（第４－９４図）は長

さ4.8ｍ以上､幅1.8ｍ､深さ0.4ｍ

の溝状遺構で、皿状の断面がか

さなる二段掘りになっており、

下段の溝はSK261の底面北側

でも続きを確認でき、さらに

SK261に磯が構築される時点

では既にSD230下段の溝は埋

没していることが、ＳＫ２６１－２

の遺物の廃棄レベルから確かめ

られるので、SD230下段の溝

は時期の異なる古い溝の可能性

が高い。その時期はＳＤ２３０－

ｌと２の底部糸切の土師器小皿

の形態から１５世紀後半の可能

性が高い。

SK261（第４－９５図）は

SK231の底面で検出したもの

で長さ2.8ｍ､幅1.9ｍ､深さ0.5ｍ

の長円形の土坑である。南側が

すぼまるようになりその先端

にSD292が接続する。底面の

高さは北に向うほど低くなるの

で、SD292の方向から水が流

れ込む場合、水は土坑北半に溜

まることになる。内部は大型喋

で石組みし、底部にも喋を敷き

詰め充満させた石組み土坑であ

る。篠は安山岩質の河原石がほ

とんどであるが、中には凝灰岩

篠、結晶片岩磯、あるいは石臼

の破片を利用している。その喋

の敷く際に陶器の壷や瓦、など

の破片がかなり混ざりこんでい

る。２の備前焼の壷は石組の上

下で破片が出土しており、石組

み構築時の遺物である。同じく

１０．１１の博・ｌ３の平瓦・’６．

１７の石臼片なども構築時のも

ので、１．３．５．９．１４の破片

はこの遺構が機能していた時あ

るいは廃棄時の遺物である。

ａ

－１８７－

一～～
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第５節中世の遺構と遺物

■

細長い櫛
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第４－９５図SK261（1/30）
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１ｍ

ｰ 一

SD292（第４－９６図）はSK262の底面で検出した細長い溝で、長さ約10ｍ、幅0.4～0.6ｍ、

深さ0.2ｍ、断面は逆台形から半円形で安定していない。道路状遺構SFl51および側溝SDl65に並

行して伸びている。内部には拳大の喋が集散しながら廃棄されている。遺物はその中に破片として

散在する状況である。石組み遺構SK261に対して西側に溝SD230、東側に溝SD292を配した長さ

10ｍに達する遺構である。溝の底面は東から西に向って緩やかに低くなっている。最新の土師器が

京都系土師器３期皿と中国涼州窯系青花である点と、切合関係から１６世紀第４四半期の前半と推

定した。
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土師器

そのほか

信楽焼壷

備前焼壷

土京都系師器

石臼

接合資料

そのほか

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SD230出土遺物（第４－９７図）

１は口縁部に煤が付着して灯明皿に利用された底部糸切の土師器の小皿。２は口縁全周を打ち欠

いた底部糸切の土師器の小皿。ｌと２はともに１５世紀後半の河野分類Ａ類にあたる。３は京都系

土師器３期の皿口縁片。ほかに青磁、完形だが錆がひどく銭種不明の銅銭１枚、瓦質火鉢と博、

土師器の破片が出土している。

SK261出土遺物（第４－９７図）

１はSD250、SD292、SEl48井筒内出土片と接合した信楽焼の壷（接合資料22)。特有な胎土に

内外面を大きな単位のハケ目で仕上げている。底面には板状の圧痕が残る。２はSD250出土片と

接合した備前焼の壷、肩部に櫛描波状文を描く(接合資料3)。SD230との重複部の喋の下から上部

にかけて破片が散在しており、SK261構築時に廃棄された遺物である。３は中世6a期１６世紀前葉

の備前焼の斐口縁片。４は下部出土の京都系土師器１期の皿口縁片。５は京都系土師器１期の皿口

縁片。６は京都系土師器２期の皿片。７は口縁に打ち欠きのある京都系土師器２期の小皿。８は下

層から出土した京都系土師器を模倣した底部糸切の土師器皿、接合してほぼ完形に復元した。９～

１２は博の破片。１３は平瓦の破片。１４は胎土からみて海部郡産の博。１５は完形の中国銅銭である

紹聖元賓（北宋初鋳1094年・行書体)、周囲を削って小さくしている。重さも１．９９とその分軽い。

１６は安山岩製の石臼の上臼片。１７は安山岩製の石臼の下臼で、一単位６本の目が入る。SD292と

の連結部に喋のかわりに置かれたもの。

なおSD250、SK262出土破片と接合した備前焼水差し(接合資料7)の破片。SDl65、SK228、

SK293出土片と接合した瓦質火鉢（接合資料15）の破片。SDll8、SD250、SK252出土片と接合し

た備前焼壷の底部（接合資料16）の破片。SDll8、SD250、SD292、SK262出土破片と接合した中

国製黒褐紬陶器壷（接合資料１９）の破片。SD250、SK262出土破片と接合した備前焼喪下部（接合

資料26)の破片｡SK261出土片と接合した備前焼翌胴部(接合資料34)の､以上の破片が出土している。

ほかに中国津州窯系青花、平瓦の破片、残留遺物として、古代土師器の企救型喪の破片も出土して

いる。

－１８９－
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第５節中世の遺構と遺物

黒褐紬陶器

古代の遺物

井筒木桶

八角石組

SD292出土遺物（第４－９８図）

１はSDll8、SD250、SFl51、SK261、SK262出土片と接合した中国黒褐紬陶器壷の上半部（接

合資料19)。２はSD250出土片と接合した中国製焼締陶器の鉢Ｃ類口縁（接合資料8)。３は瓦質

播鉢の口縁片。４は口縁に３箇所の故意と思われる打ち欠きのある完形の底部糸切の土師器小皿。

形態的には１５世紀の河野分類Ａ類にあたる。５は京都系土師器２期の皿口縁片。６は博の破片。

なおSD250、SEl48井筒内、SK261出土片と接合した信楽焼壷（接合資料22）の破片のほかに、

備前焼喪、放射スリ目の備前焼播鉢、瓦質火鉢の破片が出土している。

残留遺物として古代の須恵器喪、古代の土師器坪身、黒色土器Ａ類碗、内面布目の製塩土器の

破片も出土している。

1≧ｦ'
６

第４－９８図SD292出土遺物（1/3）

井戸

ＳＥ1４８（第４－９９．１００図）

Ｃ９区（北ｌ区）の第２層２回目掘下げ後に検出した掘形不整円形の長さ３．３，，幅3.0ｍ以上、

深さ３．０ｍをこす井戸である。井筒は湧水点に木製桶を１基据えて、その上に石材をくみ上げて行

くものである。その石組みは上中下の３段が残っている。上段と中段は平面八角形になるように石

材の面を揃えている。裏込めには凝灰岩の喋や河原石が使われている。下段は上中段と構造が異な

り、石材を平たく水平に置いて揃えている。８．９．１２．１５では明らかに内側を丸く整形している。

同時に上面の高さを一定にするために７とｌ４のように、石を重ねたりしている。このように下段

－１９２－



の石組みは井筒の石を組み上げるための土台として作られている。使用された石材はすべて凝灰岩

で五輪塔の部材が多く加工されて使われている。加工は井筒構築時に行われたようで、石材の隙間

に凝灰岩の破片が詰められた状態である。水溜の部分には桶が設置されていたが、桶の上部は欠損

している。下段の石組みを平面で見ると丸く内側を整形しているので､本来桶は下段の位置まであっ

たのではないかと推定される｡桶の中ほどから以下は湧水がひどく崩落したため完掘できなかった。

したがって桶基底の標高を測ることはできなかったが、桶の大きさから推定して、標高1.5ｍより

低くなると推定される◎

井筒の内部には凝灰岩篠が廃棄されている。いずれも本来は井筒の石材と考えてよい石なので、

この井戸を廃棄する際に壊して廃棄したものと考えられる。さらに井戸の掘形の上部に当たる標高

３～3.5ｍ付近は第４－９９図にしめしたよう廃棄状態であった。内部には凝灰岩喋や被熱した操が

多く井筒の直上にあたるところには篠が集中的に廃棄されていた。これは井戸の廃絶時に井筒の上

部をふくめて掘形上部を掘り返して内部を埋めた状態であった。このような廃棄状態の遺構を井戸

の内部土坑と呼んできたが、これもまさにそのような状態である。

１６世紀第３四半期の土坑SK278と１５世紀のピットSP288を切り、第４四半期前半の土坑

SK264とSK236に掘形が切られ、掘形内から近世１期の備前焼喪が出土しているので、１６世紀第

４四半期前半につくられた井戸である。廃絶時の内部土坑から彫三島碗が出土しており、１６世紀の

五輪塔の部材

井戸廃棄

■内部土杭

最末期まで使用されている。

一

一~

－１９３－

第４－９９図ＳＥ１４８上部廃棄状態（1/30）
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第５節中世の遺構と遺物

五輪塔の石材

凝灰岩石材

‐~－

中段(Ｂ－Ｂ１)出土状態

②＝

十一８－ 。Ｂ'－－－－－
~「．

/｜

－Ｃ ＝Ｃ'－－－ 十

下段(Ｃ－Ｃ，)および木桶出土状態

3．０．，

０ １ｍ

一 一門一

第４－１００図ＳＥ1４８（1/30）

井筒石材（第４－１０１図①②）

以下のｌ～６は上段に使われた石材。１～３は再加工された凝灰岩製の五輪塔火輪。４～６は再

加工された凝灰岩製の五輪塔地輪。以下の７～１４は下段に使われた石材。７は溝を切った石製品

を再加工した凝灰岩製の石材。８は凝灰岩製の石材。９は凝灰岩製の加工された石材で、被熱で割

れている。１０は凝灰岩製の加工された石材。１１は加工された凝灰岩石材、手斧痕が明瞭である。

なお８と１１は本来ひとつの石材である。１２は凝灰岩製の加工石材、底面は敵打痕を残し、ほかの

－１９４－
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第５節中世の遺櫛と遺物

Ｓ

、

１１

匝 ｒ迩砂

匡画Z“
1５

０１０２０ｃｍ
ー 一

井戸構築時

井戸使用時

鯛前焼灘

井戸廃絶時

井戸封じ

第４－１０１図②ＳＥ１４８出土遺物（1/１０）

面は研磨している。１３は１２とおなじ加工の凝灰岩石材。１４はおなじく凝灰岩製の加工石材。１５

は１２と同じ加工の凝灰岩石材。

ＳＥ148出土遺物（第４－１０２図①②）

掘形内井戸構築時の遺物。１６は中世６期の備前焼斐口縁。１７～１９は井筒の裏込めに使われ

ていた坪の破片。

井筒内底部井戸使用時の遺物。２０は細線蓮弁文をほどこす１６世紀の中国龍泉窯系青磁碗1Ｖ′

類の口縁片。２１は井戸使用中に埋没したと推定される、井筒内の底部で採集した胴部に一条の突

帯のめぐる備前焼短頚壷の破片である。SDll6、SDl31、SD250、SK262、SK263、SP214出土片と

接合している（接合資料4)。２２は破損した砥石片。

井筒内上部井戸廃絶時の埋没にさいして廃棄されたと推定される遺物である。２３は埋片。２４

は井筒内に廃棄されていた凝灰岩石材で、五輪塔の地輪を再加工した可能性高い。なおこのほかに

以下の破片が出土している。SDll6､SDl31､SD250､SK263出土片と接合した瓦質風炉（接合資料2）

の破片。SD250、SK262出土片と接合した瓦質火鉢（接合資料6）の破片。SD250、SD292、SK261

出土破片と接合した信楽焼の壷（接合資料22）の破片。SK137、SK262出土片と接合した備前焼喪

底部（接合資料27）の破片。SDl31出土片と接合した京都系土師器３期皿（接合資料40）の破片。

内部土坑以下は井筒検出前の土坑状態のときに発見されたもので、井戸廃棄時の内部土坑内に

廃棄された遺物である。２５は鏑蓮弁文を施す中国龍泉窯系青磁の鉢口縁片◎２６は中国景徳鎮窯系

青花碗Ｅ群の鰻頭心碗の底部片。２７はSDl31・SK269上部出土破片と接合した中国津州窯系青花

皿（接合資料25)◎２８は口縁に煤が付着して灯明皿として使用された底部糸切の土師器小皿の口

縁片。２９は内面指ナデ底面に板状圧痕のある河野分類Ｂ類の底部糸切の土師器小皿。３０は京都

－１９６－
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(堀形内）
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第４－１０２図①ＳＥ１４８出土遺物（1/3）
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第４－１０２図②ＳＥ148出土過物（1/３，２４=1/１０，３６=1/1）
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、

系土師器１期の皿口縁片。３１は京都系土師器１期の小皿。３２は口縁に１箇所打ち欠きのある京都

系土師器1期の小皿口縁片｡３３は京都系土師器2期の皿口縁片｡３４は京都系土師器３期の皿口縁片。

３５は防長系の土師器足鍋の脚部片。３６は完形の中国銅銭の元符通賓（北宋1098年初鋳･策書体)。

なおSD218、SK231出土片と接合した彫三島碗（接合資料9）の破片や、SDl65、ＳＥ210、SK231

出土破片と接合した白磁皿（接合資料23）の破片が出土している。ほかに中国景徳鎮窯系青花碗、

備前焼喪・播鉢、瓦質火鉢、平瓦、ロクロ目土師器の破片が出土している。

彫三島碗

土坑

SK264（第４－１０３図）

Ｃ９区（北ｌ区）においてSEl48掘下げ中に検出した長さ1.05ｍ、幅1.0ｍ、深さ0.2ｍの方形の

土坑である。断面は半円形で、埋土は第２層土の単一層である。小破片の遺物が散在する出土状態

である。１６世紀第４四半期の井戸SEl48を切り、同じく第４四半期前半SK236に切られる。切合

関係から１６世紀第４四半期前半と考えられ、出土遺物とも矛盾しない。

SK264出土遺物

１は１５世紀後半から１６世紀前半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｂ１群の口縁片。２はSDll6出土片と

接合した中国製焼締陶器播鉢と考えられる破片（接合資料18)。ほかに残留遺物として古代の土師

器坪蓋の破片が出土している。

■方形土坑
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C、

逆さの土師器皿

灰と祭祁

3.30,

1ｍ０

SK236（第４－１０４図）

Ｃ９区（北ｌ区）の第２層除去後に検出した隅丸長方形の竪穴遺構である。長さ2.9ｍ以上、幅

2.2ｍ以上、深さ0.3ｍ、底面は平坦で、７本の柱穴を認めた。１６世紀第４四半期の井戸SEl48と土

坑SK264、SK275を切り、同じく第４四半期前半の土坑SK252に切られる。中央南よりの床面近

くに完形の土師器皿が逆さにおかれて、中に灰が詰まる。この土師器は口縁を打ち欠き被熱してい

ることから、灰の存在とも考え合わせると、その場で焼かれた上に埋置する祭祁行為が行われたと

考えられる。同時に埋土には凝灰岩喋や結晶片岩篠が多く廃棄され、被熱したものも多かった。京

都系土師器３期皿の存在と、切合関係から１６世紀第４四半期前半の遺構と考えられる。

第４－１０３図SK264（週構１/30、遺物１/3）

竪穴遺構



第４－１０４図SK236（1/30）

第５節中世の遺構と遺物
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埋置遺物逆さに灰の上に完形でおかれた状態で出土した。１は外面が被熱による剥離痕跡の残

る京都系土師器ｌないし２期の小皿完形品。口縁に１箇所打ち欠きがある◎

埋土中いずれも操の間などに破片化して散在して出土したものである。２は中国景徳鎮窯系青

花碗Ｂ群の口縁片。３は底部の広い京都系土師器を模倣した底部糸切の土師器の皿、内面指ナデ

と板状圧痕がある。４と５は京都系土師器２期の皿片。６は京都系土師器３期の皿片。７は京都系

土師器の製作技法で作られた土師器燭台Ｂ類で、口縁部をひろく打ち欠かれている。なおSD250、

SK231、SK269、２号墓（STl35）出土片と接合した中国黒褐紬陶器壷（接合資料28）の破片が出

土している。ほかに青磁片と残留した六連式の製塩土器の破片が出土している。

SK236出土遺物（第４－１０５図）

埋置遺物逆さに灰の上に完形でおかれた状態で出土した。
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● － ■

SK252（=S133）（第４－１０６図）

Ｃ９区（北ｌ区）で検出した長さ3.0ｍ、幅2.7ｍ，深さ0.3ｍの隅丸長方形の土坑である。１６世紀

第４四半期前半の土坑SK236を切り、同じく第４四半期前半の溝SDl31と土坑SK269に、第４四

半期後半の土坑SKl34に切られる。内部には喋や焼土の集中があり、動物骨が多く、中央に大型

骨が置かれていることから何らかの祭祁行為が行われている可能性があるが、出土土器はいずれも

破片で篠や骨の間に散在しており、特別な意味は見出せない。中国津州窯系青花と京都系土師器３

長方形土坑

動物骨廃棄

期皿の出土と、切合関係から１６世紀第４四半期前半の遺構と推定される。

3.5口、
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流州窯

こ■

SK252出土遺物（第４－１０７図）

１は16世紀の白磁皿Ｅ-1群の破片。２は中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群の鰻頭心碗の口縁片、

第４－１０６図SK252（1/30）

１は16世紀の白磁皿Ｅ-1群の破片。２は中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群の鰻頭心碗の口縁片、SK263

の第４－１０９図３と同一個体である（接合資料20)。３は中国津州窯系青花碗の底部片。４は中国

障州窯系青花碗の口縁片。５は謂翠紬の青紬陶器小皿の底部片。６は口縁全体をきれいに打ち欠い

た瀬戸美濃産天目碗の底部片ｏ７は１６世紀前葉中世6a期の備前焼播鉢の口縁片。８は京都系土師

器２期の皿口縁片。９は口縁に打ち欠きのある京都系土師器２期皿の口縁片。１０は京都系土師器２

期の皿口縁片。１１は京都系土師器３期の皿口縁片。なおSDll8、SD250、SK261出土片と接合し

た備前焼の壷底部（接合資料16）の破片が出土している。
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ほかに白磁、’'１国製褐刑I陶器、朝鮮王朝産陶器の舟徳利、備前焼韮、平瓦、多数の動物骨

破片が出土し、残留遺物として、弥生土器、須恵器、古代の土師器坪の破片が出土している。

歯のその ほ か
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SK269（=S137）（第４－１０８閃）

C９１Ｘ（北ｌ区）で検出したが、坐
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Ｃ９１基（北ｌ区）で検出したが、当初Ｓ１３７とした集禰と1両'一の遺構と判断した遺構である。掘り

進めるうちに亜復した２つの土坑からなることが判明した。まずはじめに東側の長さ1.6,,幅1.3ｍ、

第４－１０７図SK252出土遺物（1/3）
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第４－１０８図SK269（=S137）（1/30）
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深さ０．１ｍの平面円形の土坑が掘られ（SK269A土坑)、大量の拳大の篠が廃棄されたのち、西側に

捜さ２４ｍ、幅Ｌ４ｍ、深さ0.3ｍの不整長円形の土坑が掘られている（SK269B土坑)。しかし上位

で出土した遺物を２つの土坑に分離することはできなかった。ともに篠が充満し、その間にはぽそ

ぼそした暗褐色上の単一層が詰まっていた。篠の''１には安山岩の河原石に混じって凝灰岩角喋や結

晶片岩藤など遠隔地から持ち込まれたものも混じっている。土器等の遺物も破片が篠の中に混じ

りこむ状態で、被熱牒も多く、どちらの土坑もなんらかの建築材をかたづけた廃棄土坑である。１６

世紀第４四半期前半の土坑SK252を切り、おなじく１６世紀第４四半期前半の瀧ＳＤｌ３１に切られて

いるので、１６･'1t紀第４四半期前半のある時期に、藤などの廃棄物を処理するためにつづけてほら

れた土坑と考えられる。

２つの士坑

廃棄土坑
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第４－１０９図SK269出土遺物（1/3）
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SK269出土遺物（第４－１０９図）

Ａ土坑出土と確認できるのは残留した須恵器翌片のみで、ほかはすべてＢ土坑の喋群の中に入

り込んだものである。１は16世紀の中国龍泉窯系青磁稜花皿。２は口縁内面に四方襟文を描く中

国景徳鎮窯系青花碗の16世紀後半のいわゆる鰻頭心碗の口縁片。３は１５世紀後半から１６世紀前

半の中国景徳鎮窯系青花皿Ｂ群の口縁片。４は中国景徳鎮窯系青花皿の底部片。５は景徳鎮窯系青

花皿Ｃ群を模倣した碁笥底の中国津州窯系青花皿で、口縁に土師器と同じような打ち欠きがある。

６は中国製褐紬陶器四耳壷の肩部で、外面Iこへラ記号がある。７は大窯３期の瀬戸美濃産陶器の溝

縁皿口縁片。８は１６世紀中葉中世6b期の備前焼の斐口縁片。９は斜めスリ目を施す近世１期の備

前焼播鉢の底部片。１０は京都系土師器１期の皿口縁片。１１と１２は京都系土師器３期の皿口縁片。

１３は１６世紀後半の河野分類Ｂ－ＩＩ類の土師器鍋口縁片。１４は博片。１５は端部をへう調整する

完形の管状土錘Ａ類。

なおSDl31、SEl47、SK231出土片と接合した中国焼締陶器鉢Ｂ類（接合資料１１）の破片。

SEl48井筒内、SK262出土片と接合した備前焼喪底部（接合資料27）の破片。SD250、SK231、

SK236、２号墓（STl35）出土片と接合した中国製黒褐紬陶器壷（接合資料28）の破片。SDl41出

土片と接合した中国製褐紬陶器（接合資料29）の破片など多くの接合資料が出土している。

ほかに16世紀後半の白磁皿､中国製黒褐紬陶器､瓦質火鉢､海部郡産の博､鉄釘の破片が出土し、

景徳鎮青花

備前焼柵鉢

■ 接合資料

そのほか

残留遺物として古代の土師器坪片も出土している。

ＳＫ１５６（第４－１１０図）

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後に検出した

長さ1.0ｍ、幅1.0ｍ，深さ0.15ｍの不整円形の

土坑である。断面は浅い皿状で、底面は凸凹

している。１６世紀第２四半期の土坑SKl63と

SD165を切る。埋土は第２層土の単一層で、そ

のなかに土器の砕片が散在する状況である。墓

地の中にほられた廃棄土坑である。中国津州窯

系青花を出土していることなどから１６世紀第４

四半期前半の遺構とした。

ＳＫ１５６出土遺物

１は完形の中国銅銭、星形孔の元豊通賓（北

宋初鋳１０７８年・行書体)。なおSD250出土片と

同一個体の中国津州窯系青花碗の底部（接合資

料36）と動物骨の破片が出土している。

墓地の中

廃棄土坑

０

3.50ｍ

－２０４－
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廃棄土坑

減轍ノ
<γ~い、脚

，…牢･ず
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SK279（第４－１１１図）

Ｂ９区（北ｌ区）で検出された長さ1.3ｍ，

第４－１１０図SK156（週栂１/30、 遺物１/1）

Ｂ９区（北ｌ区）で検出された長さ１．３，，幅1.1ｍ、深さ0.25ｍの長円形の土坑である。断面は半

円形で、埋土は第２層土の中に篠と瓦や博の破片が充満する状態である。１６世紀第３四半期の土

坑SK293を切り、第４四半期後半の土坑SK215と第４四半期前半の土坑SK263に切られる。廃棄

土坑である。切合関係から１６世紀第４四半期前半と考えられる。



集石土坑

火災処理土坑

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SK279出土遺物

１は備前焼壷の口縁片｡２は胎土に大形の石英粒子を多量に含む海部郡産の坤片｡ほかに備前焼蕊、

多数の瓦や残留した古代の須恵器の破片が出土している。

Ｉ Eﾖﾆ可 Ｏー§f、

角も

Ｏ １ ｍ
Ｆ戸一一一

１

ﾛ
２

第４－１１１図SK279（過栂１/30、遺物１/3）

SK263（第４－１１２図）

Ｂ９区（東区）のSK231の底面で検出した長さ2.3ｍ、幅1.2～1.4ｍ、深さ0.3ｍの長方形の集石

土坑である。断面は逆台

形で、内部には人頭大の

喋が充満し、操の間に

瓦・博・石臼・陶磁器・

破片が多数含まれてい

る。喋には結晶片岩や凝

灰岩など遺跡周辺で採集

できない石材を多く含ん

でおり、同時に被熱した

ものも多いので、火災等

で瓦喋となった建築材と

生活材を廃棄した土坑と

考えられる。１６世紀第４

四半期前半の土坑SK279

を切り、第４四半期後半

の土坑SK215とSK231

に切られる。切合関係か

ら１６世紀第４四半期前

半と考えられ、同じ時期

の遺構から出土した破片

と接合した接合資料も多

く、時期の推定を補強し

ている。

Ｉ
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＠
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第４－１１２図SK263（1/30）
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青花

涼州窯

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SK263出土遺物（第４－１１３図）

１は中国景徳鎮窯系青磁の菊花皿の口縁片｡２は１６世紀の中国龍泉窯系青磁碗Ｂ－ＩＶ類の底部片、

口縁全周を打ち欠いた可能性もある。３はSK252出土片と同一個体の中国景徳鎮窯系青花碗口縁(接

合資料20)。４は１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群の破片。５は中国樟州窯系青花大皿の

底部と口縁片３点は同一個体である。６は口縁全周を打ち欠いた中国樟州窯系青花碗底部。７は口

縁をかなり欠いた完形の１５世紀の底部糸切の土師器小皿。８は１６世紀後半の京都系土師器を模倣

した底部糸切の土師器皿片。９は２ケ所に小さな刻印のある厚手の埠片。１０～１２は博の破片。１３

は凝灰岩質安山岩製の石臼の上臼片。

なおSDll6、SDl31、SD250、SEl48出土片と接合した瓦質の風炉（接合資料2)、SDll6、

SDl31、SD250、SEl48、SK262、SP214出土片と接合した備前焼の壷（接合資料4)、SK262出土

片と接合した博（接合資料39）の破片が出土している。ほかに備前焼尭胴部、内面布目の丸瓦の

破片が出土している。

SK229（第４－１１４図）

Ｂ９区（北ｌ区）の第２層除去後に検出した長さ3.2ｍ以上、幅3.3ｍ，深さ0.6ｍの不整円形の土

坑である。１６世紀第４四半期前半の溝SD230を切る。SK228とSK232に切られる。調査中は１つ
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の方形土坑と判断したが、完掘近くなって３つの土坑の重複と判明し、そのため切合関係は整理で

きなかった。埋土は第２隅土の単一層で、内部には凝灰岩篠を含む大型蝶が散在していた。出土逝

物も喋の間に破片化して散在している。３つの土坑のうち１つは間違いなく１６世紀第４Iﾉﾘ半期前

半の遺構である。

SK229出土遺物（第４－１１５１､x|）

１は中世６期の備前焼橘鉢の口縁片。２はSDll8とSD250出土片と接合した菊花文の刻印のあ

る瓦質火鉢の口縁片（接合資料17)。３は京都系土師器２期のⅢ口縁片。４は端部を手づくねの管

状土錘Ｂ類の完形1W,。ほかにロクロ目土師器、土師器鍋、平瓦、漆塗りの木製品、残留した古代須

恵器謹胴部、製塩土器の破片が出土している。

3つの土坑

０
】
。

、▲

１

208

第４－１１６図SK273（遺構１/30、遺物１/３，２=1／1）
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鯵
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第４－１１５図SK229出土遺物（1/3）

SK273（第４－１１６図）

Ｂ９区（火区）で検出された長さ1.5ｍ以上、|幅1.0ｍ以上、深さ0.35ｍの不整円形の土坑である。

断而は皿形で、上部に焼土混じり層が堆積し、下層は暗褐色微砂質土（5ｍｍ大の炭焼土多い）で

ある。１６世紀第４四半期前半の職SD230を切り、同じ時期の土坑SK261に切られる。切合関係か

ら１６世紀第４四半期前半の遺構と考えられる。

SK273出土遺物

１は京都系土師器１期の皿口緑片。２は完形の中国銅銭、祥符通密（北宋初鋳１００９年)。
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SK262（第４－１１７図）

Ｂ１０区(東区)のSK231の底面で検出された長円形の大型の土坑である。長さ４８ｍ､幅4.0ｍ以上、

深さ0.4ｍ・内部に瓦喋が充満した廃棄土坑である。瓦や坪、さらに備前焼蕊等の大型品の破片が

多く、喋も人頭大から拳大まで多様で、凝灰岩喋や結晶片岩喋を多量に含む。炭や焼土をそれほど

含まないので火災処理土坑とはいえないが、何らかの理由で破壊された家屋の廃棄物を処理するた

めにほられ、一気に廃棄されたものである。１６世紀第２四半期の井戸SE291と第４四半期前半の

大型土坑

廃棄土坑
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第５節中世の遺構と遺物

備前焼水差し、

5次と接合

溝SD292を切り､第４四半期後半の土坑SK231に切られる。近世１期の備前焼蕊が出土したことと、

切合関係から１６世紀第４四半期前半の遺構と考えられる。

SK262出土遺物（第４－１１８図①～⑥）

１は１５世紀中国白磁Ｄ群の多角坪の口縁片。２はSDl41（Bll区）出土片と接合した瀬戸美濃

産天目碗（接合資料13)。３はSD250、SK261出土片と接合した備前焼水差し（接合資料7)。大

友５次Ａ調査のSD436出土破片と接合している註１．茶器として焼かれた可能性が高い。４は備前

焼小型壷の上半。５は１６世紀前葉中世6a期の備前焼の斐口縁片。６は中世６期の備前焼の蕊口縁

片。７は１６世紀後葉近世１期の備前焼の斐口縁片。８はSD250、SK261出土片と接合した備前焼

の喪底部（接合資料26)。９はSEl48井筒内とSK269出土片と接合した備前焼の翌底部（接合資

料27)。１０は備前焼の喪底部。１１は京都系土師器２期の皿口縁片。１２は京都系土師器２期の小

皿口縁片。１３と１４．２９．３２．５２は胎土に大型石英粒を含む海部郡産の平瓦。１５～１８．２０．

２１．２３．２５．２６．３０．３１．３３．３５～３７．３９～５１．５３～５５は埠片。１９．２２．２４．３４．

３８．５６は胎土に石英粒を多量に含む海部郡産の博片。２７はSD250出土片と接合した博（接合資

料38)。２８はSK263出土片と接合した蝉（接合資料39)。

なおSDll6、SDl31、SD250、SE148井筒内やSK263、SP214出土片と接合した備前焼壷（接合

資料4）の破片、SD250とSEl48井筒内出土片と接合した瓦質火鉢（接合資料6）の破片、SDll8、

SD250、SD292、SFl51、SK261出土片と接合した中国製黒褐紬陶器の壷（接合資料１９）の破

片、SD270出土片と接合した備前焼蕊胴部（接合資料３１）の破片、SD250出土片と接合した備前

焼尭胴部（接合資料32）の破片、SK261出土片と接合した備前焼斐胴部（接合資料34）の破片、

SDll8、SD250、SFl51出土片と接合した備前焼喪（接合資料35）の破片等が出土している。ほか

にロクロ目土師器と京都系土師器１期皿の破片が出土している。

註ｌ「豊後府内１」（大分県教育庁埋蔵文化財センター報告l）2005、P60の第４６図1０

－２１０－
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第４－１１８図①SK262出土遺物（1/３，８=1/4）
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成人墓地

小結

１６世紀第４四半期前半の状況をまとめると、次の６点に集約できる。

①道路状遺構SFl51は引き続き路面を更新し維持されるが、道路の北側側溝はSDl65から

SD250さらにSD270と掘りなおされつつ、次第に南に移動する。溝SDl65と異なり、SD250以

後は矢板で護岸を強化しなくなる。同時にそれまでSFl51の道路面であった南側に、かなり大

きな溝SDll8、SDll7、SDll6が順次掘りなおされていく。つまり道路状遺構SFl51には第３四

半期までは南側に側溝がなかったのに、この時期に両側側溝となる。同時に水路としての機能は

北から南に移るようで、道路幅も広くて2ｍほどに狭くなったと考えられる。

②第３四半期に幼小児の墓が集中した北２区は、南北方向に棺を向け等間隔に成人墓を配する墓

地に整備され､その北側には墓地とその北側の空間を画すと推定される溝SDl31が掘られている。

したがって墓地は北側に続く大きな敷地の南端にあたり、道路が接するあたりに、新たに整備さ

れたもので、成人墓とその家族の墓が配されたものと推測される。墓地については節を改めて述

べる。

③西区の第１四半期以来の区画はこの時期の遺構がない。

④第３四半期に引き続き、東区の第４南北街路と東西道路に挟まれた角地には、宅地が継続する。

しかし井戸や廃棄土坑が数多く掘られるばかりでなく、道路に並行してSK230、SK261、SD292

と連なる排水遺構が敷地の南辺に造られている。

全体として第４四半期になっても道路の位置や宅地の区画に大きな変動はないが、各区画のな

かではそれぞれ遺構の内容に変化があり、遺構の密度が最も高いのがこの時期である。

道路

両側側櫛

②

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

③
④

｢中町」の角地
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逝物の内容

遺跡の概要

６

７１６世紀第４四半期後半の遺構と遺物

概要（第４－１１９図、付図７上）

１６世紀第４四半期後半と認定した遺構は、京都系土師器３期の皿を含み、１期ないし４期の新し

い京都系土師器は含まない。’'1国紫徳鎮窯系青花ではＥ類の鰻頭心碗が含まれるが、加えて中国漁

州窯系青花が伴うことが多く、備前焼では近世１期の描鉢と蕊があり、I･'1国餓徳鎮窯系青花皿Ｆ群、

朝鮮王朝系の彫三島碗や肥前藁灰袖陶器、絵唐津が含まれる。

第４四半期後半の遺構をまとめると次のようになる。道路状遺構SF151は引き続き維持されるが、

SD270とSDll6の両側側溝は埋没し、SFl51の両側には浅く広い術であるSDl67とSDl68が存在

する。その底面自体が道路面として機能した可能性もある。

それ以外の１６世紀第４四半期後半代と考えられる巡構の分布は減少する◎北２１ｘの墓地は埋葬

がなくなり、東西道路の北側にあたるＣ７区付近の両区には第４四半期前半に続き遺構がないが、

その道路をはさんで対面する位淡のＣ６、Ｃ７区の南区も遺椛が少ない。Ｃｌｌ～BllIX付近の本来第

４南北街路に面した東区も遺椛が少ないままであるが、井).iや土坑や溝が存続する。墓地について

は節を改めて述べる。

７

､ー‐も←勇一

ﾛ 1【０

第４－１１９図１６世紀第４四半期後半の遺構（1/300）
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鰯４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調在区

溝

ＳＤ１４１（第４－１２０図、付図８）

Ｂ１０．１１Ⅸ（束区）の第２届直下

で検出した長さ１９ｍ以上、雄も広

いところでillM4m、深さ0.3ｍの浅い

溝である。ａ～ｃ区にわけて掘下げ

た。SDl65、SK251=SK302を切る◎

下に重なる溝SDl65との分離がはっ

きりできなかった。断而は半円形で、

内部には多難の凝灰岩を含む多数の

篠や、五輪塔の部材が廃棄されてい

る。また東半では焼土がかなり広く

散布し、その上而には道路のように

固い脚があり、ＳＤ１６７から連続する

硬化而の可能性がある◎牒には凝灰

岩、結晶片岩、あるいは被熱したも

のも多く、ある時期道路そばの溝が

火災処理土坑として使われた可能性

が高い。

ＳＤ１４１出土遺物（第４－１２１図）

１は中国製白磁碗Ｅ－１群の口縁

片。２は蓮子碗を模倣した中倒漁州

窯系青花碗底部。３は被熱して変質

した中国津州窯系青花碗。４は中国

製焼締陶器鉢Ａ類の口緑片。５はわ

ずかに上げ底気味の中岡製焼締陶器

鉢の底部。６は1590～１６１０年製の

絵唐津皿のI~|緑片ｏ７と８はＢｌｌⅨ

焼土岬出土の中世６期の備前焼喪'１

縁片。９は１６世紀後葉近世１期の

備前焼翌の1.1縁片。１０は15世紀中

葉中世5a期の備前焼播鉢の'1縁片。

１１は１６世紀前菜中枇６a期の備前

焼播鉢の口縁片。１２と１３は１６世

紀後葉の斜めスリ|」を施す近11t１期

の備前焼橘鉢片。１４は外面に雷文

帯の刻印を施す瓦質火鉢のＬｌ縁片◎

１５はBlOIX上層出土の刻印を施す

瓦質火鉢LI縁、被熱で剥離激しい。

１６は菊花文の刻印を施す瓦質火鉢

｢I縁片、小突帯を貼り付けるために

前もって沈線が施されている。１７

は多重菱形文の刻印を施す瓦質火鉢

卓

夢

翁＠

※
一
。

＆

0

§

Ｃ

．

。〃

園

火災処理

○
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第４－１２０図ＳＤ１４１（1/80）
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第４－１２１図②ＳＤ１４１出土遺物（1/3）
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土師器皿
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〆

第４－１２１図③ＳＤ１４１出土遺物

（1/３，５５～５７=1/1）
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櫛または道路

土師器

銭貸

鋪４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査は

は平瓦片。４７～４９は博片。５０は厚手の坤片。５１は胎土に石英が多く入る海部郡産の博片。５２

は両端をへう調整する大型の管状土錘Ａ類。５３は両端をへう調整する管状土錘Ａ類だが、ほか

より短い寸胴の型式である。５４は備前焼播鉢の底部破片を使ったメンコ、胴部の破片と接合した。

５５は完形の中国銅銭、景徳元賓（北宋初鋳１００４年)。５６は完形の中国銅銭、祥符通賓（北宋初鋳

lOO9年)。５７は完形の中国銅銭、元豊通賓（北宋初鋳1078年・豪書体)。５８は凝灰岩製の宝陸印

塔の基礎あるいは笠部の破片。

なお以下の破片が出土している。SK262出土片と接合した瀬戸美濃産天目碗（接合資料１３)。

SDl31、SE210掘形内、SK231出土片と接合した瓦質茶釜（接合資料２１)。SK269出土破片と接合

した中国製褐紬陶器（接合資料29)。ほかに碁笥底の中国津州窯系青花皿､中国黒褐紬陶器壷､丸瓦、

がんぶり瓦、鉄器の破片が出土している。動物骨としてウシ上顎臼歯右３，ウマ上顎臼歯などが廃

棄されていた。その中の残留遺物としては、５９の古代の黒色土器Ａ類碗の底部片や、ほかに古代

須恵器壷・認、古代土師器蕊・高坪の破片が出土している。

ＳＤ１６７（第４－１２２図、付図８）

西区・北ｌ区・北２区に東西に貫通する長さ１８ｍ以上、幅約３ｍ、深さ０．２～0.3ｍの溝状の遺

構である。断面図からみると、溝というよりは窪みで、道路状遺構SFl51の北側の道路面とみる

ことも可能である。ただし硬化面は確認していない。SD250・SD270の位置の真上にあたる。第２

層除去後に検出し、断面は浅い皿状となる。西端では当初ＳＤｌ６５と区別できなかったので、幅広

く表現されている。ＢｌＯ区より東では削平が激しくかつSDl41が存在するので、明瞭に検出する

ことができなかった。１６世紀第３四半期以前の溝ＳＤｌ６５と道路状遺横SFl51と、さらに１６世紀

第４四半期前半の溝SD250とSD270を切る。内部にはところどころ喋の廃棄がみられるが、遺物

はそれほど多くない。埋土は第２層土そのもので、廃棄遺物が少ないことから見ても、この付近が

放棄されたまま１７世紀前半に第２層土の整地層で埋め立てられたものである。中国景徳鎮窯系青

花皿Ｆ群が出土したことや、切合関係から１６世紀第４四半期後半の遺構と考えられる。

ＳＤ１６７出土遺物（第４－１２３図①②）

１は中国龍泉窯系青磁碗の底部片。２は16世紀後半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群の鰻頭心碗口

縁片。３は外面に縞のある中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群。４は備前焼舟徳利の口縁片。５は備前焼の

小型短頚壷口縁片。６は14世紀中世２ないし３期の備前焼の斐口縁片。７は14世紀中世３ないし

４期の備前焼の喪口縁片。８は16世紀前葉の備前焼播鉢中世6a期の口縁片。９は双頭蕨手竜雲文

の刻印のある瓦質火鉢底部片。１０は菱形文と菊花文からなる２種類の刻印のある瓦質火鉢の口縁

片。１１は浅い無紋の瓦質火鉢の口縁片。１２は口縁が内傾し方格文の刻印のある瓦質火鉢の口縁片。

１３は口縁を内側に折り曲げる防長系の瓦質鍋の口縁片。１５～１７は京都系土師器１期の小皿片。

１４．１８～２２は京都系土師器２期の皿口縁片。２３～２６は口縁に煤が付着して灯明皿として使わ

れた京都系土師器２期の小皿口縁片。２６には口縁に打ち欠きがある。２７は京都系土師器３期の皿

口縁片。２８と３１は胎土に大型石英粒子を含む海部郡産の坤片。２９と３０は博片ｏ３２は小型の管

状土錘Ｂ類完形品。３３と３４は管状土錘Ｂ類。３５は銅製のキセルの雁首。３６は一部欠けた中国

銅銭、天聖元賓（北宋初鋳1023年・豪書体)。３７は半分に折れた中国銅銭で「○宋通○」と読め

る。皇宗通賓（北宋初鋳１０３８年、築書体）と推定される。３８は完形の中国銅銭、元豊通賓（北宋

初鋳1078年・豪書体)。３９は「○平元○」と読める完形の中国銅銭、成平元賓（北宋初鋳998年）

あるいは治平元賓（北宋初鋳１０６４年）と考えられる。４０は銭種不明（元○○賓）の完形の中国銅

銭。４１は完形の中国銅銭の洪武通費（明初鋳1368年)。４２は結晶片岩製の砥石。

なおSDl31、ＳＤｌ４１（BlO区)、SE210掘形内、SK231出土片と接合した瓦質茶釜（接合資料２１）

の破片と､SEl48､SE210､SK231出土破片と接合した白磁皿（接合資料23）の破片が出土している。
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第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

第４－１２３図①ＳＤ１６７出土遺物（1/3）
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ＳＤ１６８（第４－１２４図、付図8）

東西に貫通する長さ18ｍ以上､幅約3ｍ強､深さ0.2ｍほどの浅い溝で､SDll8の位置の真上である。

第２層除去後に検出し、断面は浅い皿状となる。断面図からみると、溝というよりは窪みで、道路

状遺構SFl51の北側の道路面とみることも可能である。ただし硬化面は確認していない。道路状

遺構SFl51を挟んでSDl67と対応する。１６世紀第４四半期前半の溝SD116の上、SFl51とＳｌ９０

を切る。内部にはところどころ喋の廃棄がみられるが､遺物はそれほど多くなく砕片ばかりである。

埋土は第２層土そのもので、廃棄遺物が少ないことから見ても、SDl67同様放棄されたまま１７世

紀前半に第２層土の整地層で埋め立てられたものである。中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群が出土したこ

とと、切合関係から１６世紀第４四半期後半としたが、京都系土師器４期の皿が出土していること

から見て、１７世紀初頭の中世大友府内城下町が近世府内城下町に移転する１６０２（慶長７）年まで、

SD168は存続していた可能性は高い。

三＝こう

漉蕊ｉ
職琴澱
､蕊羅:麓侭

・勢ふく:･パ．３８

第４－１２３図②ＳＤ１６７出土過物（1/３，３５=1/２，３６～４１＝1/1）

兎
‐
・漁

峨
凸
奪
；
・
笹
捌
飛
淵

》
蝋
峨
謬
却

然
4３

ほかにロクロ目土師器皿、土師器喪、丸瓦、海部郡産の平瓦の破片も出土している。動物骨として

はウシ臼歯が含まれる。残留遺物として、４３の８世紀の須恵器坪身底部と４４の古代の土師器坪

蓋のほかに古代土師器高坪・碗の破片が出土している。
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第５節中世の遺構と遺物

ＳＤ１６８出土遺物（第４－１２５図）

１は内面に紬のかからない16世紀後半の白磁皿。２はＢ８区から出土した１４～１５世紀の中国龍

泉窯系青磁瓶の肩部片。３はＢ７区から出した15世紀代製作の中国龍泉窯系青磁稜花皿の口縁片。

４は中国景徳鎮窯系青磁の菊花皿。５はＢ８区出土の１６世紀後半の青磁皿。６は中国景徳鎮窯系五

彩皿口縁片、ａとｂは同一個体。７はＢ７区から出土した１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群

の底部片。８は１６世紀末の中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群の口縁片。９はＢ８区出土の中国製黒褐粕陶

器の蓋か。１０はＢ８区出土の１５世紀中世４～５期の備前焼斐口縁片。１１は備前焼小型壷(舟徳利）

の底部。１２はＢ８区から出土した１５世紀後半中世５期の備前焼揺鉢の口縁片。１３はＢ８区出土

の１５世紀後葉中世5b期の備前焼播鉢。１４はＢ７区出土の斜めスリ目をほどこす１６世紀後葉近世

青磁

■
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第４－１２５図ＳＤ１６８出土週物
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円筒埴轄

内部土坑

井戸封じ

井筒の木桶

井筒は木桶

桶四段

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調壷区

ｌａ期の備前焼播鉢口縁。１５はＣ６区出土の瀬戸美濃天目碗口縁片◎１６は内面指ナデ底面に板状圧

痕が写る河野分類Ｂ類の底部糸切の土師器小皿。１７はＢ７区出土の京都系土師器１期の皿口縁片。

１８は京都系土師器４期の皿口縁片。被熱して黒色に変色しているので、甜渦に転用されたものか。

１９はＢ７区出土の半分に折れた管状土錘Ａ類。２０はＢ７区出土の両端をへう調整する完形の管状

土錘Ａ類。２１はＢ７区出土の完形の「通賓」のみ読める中国銅銭。２２はＣ７区出土の銭種不明の

中国銅銭。

ほかに中国褐紬陶器壷、瀬戸美濃天目碗、備前焼喪、瓦質火鉢･鍋、底部糸切の土師器坪、平瓦、

坪、動物骨の破片が出土し、残留遺物としては２３の古墳時代の円筒埴輪底部片や２４の被熱した

古代土師器の翌口縁。ほかに古代須恵器蕊、古代土師器竃、翌・坪の破片などが出土している。

井戸

ＳＥ1４７（第４－１２６図）

ＣｌＯ区（東区）の第２層２回目除去（１０ｃｍ掘下げ）後の検出作業で輪郭を認めた遺構である。

掘下げるとまず中央に喋群が円形に集中する部分（内部土坑）が認められ、その部分には凝灰岩喋

や河原石や被熱した篠、さらに土器の破片が多く含まれていた。下部の井筒よりやや広い範囲に広

がるので、おそらく井戸廃絶時に井筒の上部を破壊して瓦喋を廃棄したものと考えられる。掘形の

一部はSP225に切られている。

掘形はほぼ径3.4ｍの平面円形と推定される。井筒の桶は７０×６４ｃｍの略円形で、下部のほうが

広く、竹製の樋を一条検出している。絶対高2.45ｍの深さまで調査したが、それより下は湧水が激

しく底部までは完掘していない。掘形内からはｌ～６が出土した。最新の遺物は図示できない砕片

だが、朝鮮王朝産陶器の彫三島碗片、増渦に転用した京都系土師器３期皿である。切合関係と出土

遺物から１６世紀第４四半期後半の遺構と推定される。

ＳＥ１４７出土遺物（第４－１２７図）

掘形内１は16世紀の白磁皿底部片。２と３は16世紀中葉中世6b期の備前焼播鉢の口縁片。４

は京都系土師器２期の小皿口縁片。５は半分におれた中国銅銭の「○園○費」で、唐画通賓（南唐

959年初鋳・豪書体)。６は安山岩製の石臼の上臼片で、方形の挽き手穴が残る。ほかに中国景徳鎮

窯系青花碗Ｃ群の蓮子碗､朝鮮王朝産陶器の彫三島碗片､財渦に転用した京都系土師器３期皿､鉄釘、

残留した古代土師器の破片が出土している。

井筒内喋群より下位で出土して、廃絶以前に廃棄されたと推定される遺物は、７の中国景徳鎮

窯系青花皿Ｂ群の底部片があげられる。

内部土坑井戸廃絶時の喋群中より出土した､８と９は京都系土師器２期の皿口縁片◎１０は埠片。

ほかに備前焼蕊、京都系土師器１期皿の破片が出土している。

このほか出土位置不明ながら１１の中国景徳鎮窯系青花皿、外面に縞のあるタイプのＦ群の鍔皿

が出土している。さらにSDl31、SK231、SK269出土片と接合した中国製焼締陶器の鉢Ｂ類（接合

資料１１）の破片も出土している。

ＳＥ210（第４－１２８図）

Ｂ１０区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出した井戸である。井筒は木製の桶で､底は小喋を敷いている。

掘形内には篠や基盤層のブロックを多く含む。１６世紀第４四半期の溝SDl41、第３四半期まで使

われた溝SDl65、第２四半期の土坑SK265・SK272、第１四半期の土坑SK266、第４四半期前半の

溝SD292を切る。掘形は長さ２．５，，幅2.0ｍ，深さ2.4ｍで、底面の標高はほぼ1.1ｍで、そこが湧

水点である。木製の桶は４段を確認している。最下段の桶は、長さ９０ｃｍ，径５４～60ｃｍで、３２枚

の板材.からなり、上下に二条の竹製の篭がはまる。丈３尺、径２尺の桶である。下から２段目の桶

－２２９－
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下段の桶は上端と下端の径がほぼ同じ寸法のものであり、既成の桶を転用したものではなく、井戸

枠専用で作製されたものと推定される。それから上には丈の低い桶を重ねていくものと考えられる。

遺物の大半は掘形内に混ざりこんだ破片である。井筒内からの出土遺物も少ない。注目すべきこと

は、ほかの井戸がすべて廃絶時に井筒の上部を破壊して埋めているのに対し、この井戸には破壊の

痕跡はなかったことである。遺構が密集するこの付近で切合関係上最も新しい遺構であることから、
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3.50ｍ

おそらく中世都市府内のこ

の付近が移転した際に放棄

された井戸と考えられる。

しかし’７世紀初頭とする

遺物はないので、１６世紀

第４四半期後半の遺構と考

えておきたい。

ＳＥ210出土遺物

（第４－１２９図）

掘形内１は１５世紀後

葉中世５期の備前焼喪の

口縁片。２は１６世紀後葉

近世１期の備前焼斐口縁

片。３はSDl31、SDl41、

SDl67、SK231出土片と接

合した瓦質茶釜（接合資料

21)。４は口縁部に１箇所

の打ち欠きのある京都系土

師器１期の小皿片。５は口

縁にひろく煤の付着し灯明

皿に使われた京都系土師器

２期の小皿口縁片。以下の

６～８の３枚の銅銭は銃

着していたもの。６は完形

の中国銅銭、淳化元賓（北

宋990年初鋳・草書体)。７

は完形の中国銅銭、永楽通

賓（明1408年初鋳)◎８は

銭種不明の完形の銅銭。な

おSDl67、SEl48、ＳＫ２３１
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－１、ノ

最下段の井筒

銅銭

出土破片と接合した白磁皿１．００，
０１ｍ
一一昌一

(接合資料23）の破片や、

ほかに中国津州窯系青花、 第４－１２８図ＳＥ210（1/30）

瓦質鍋、ロクロ目土師器、

丸瓦、埠の破片が出土している。

井筒内９は口縁端部が外側に肥厚する深いタイプの瓦質火鉢、底部の脚を接合するための刻み

の痕跡がのこる。ほかに京都系土師器２期皿の破片が出土している。

位置不明１０は京都系土師器１期の皿口縁片。１１は京都系土師器２期の皿口縁片。
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土坑

Ｓ２１８（第４－１３０図）

Ｂｌｌ（東区）の基盤1Ｖ層上で検出した正体不明

の遺構で、SK220を切る。内部から１のSEl48と

SK231出土片と接合した朝鮮王朝産陶器碗いわゆる

彫三島碗（接合資料9）の破片が出土している。

第５節中世の遺構と遺物
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第４－１３０図Ｓ218出土遮物（1/3）
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大型方形土坑

廃棄土坑

青花

流州窯

接合資料

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

SK231（第４－１３１図）

Ｂ9.10区（東区）の第２層除去後に検出した大型の方形土坑で、長さ6.1ｍ、幅4.8ｍ、深さ0.3ｍ◎

断面は皿状で、埋土中には凝灰岩や結晶片岩の藤を含む多量の喋群が廃棄され、その多くは被熱し

ていた。出土遺物はその喋の間に挟み込まれるように破片のまま出土した。大型の廃棄土坑であ

る◎１６世紀第４四半期前半の土坑SK261とSK262およびSK263や第２四半期の井戸SE291を切り、

第４四半期後半の溝SDl41に切られる。埋土に中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群が含まれることや、以

上の切合関係から１６世紀第４四半期後半の遺構と考えられる。

SK231出土遺物（第４－１３２図①②）

１はSDl67、SEl48、ＳＥ210出土片と接合した白磁皿底部片（接合資料23)。破片の多くは、第

４四半期後半の遺構から出土する。２は中国龍泉窯系青磁瓶の破片。３は中国製青白磁瓶の底部片。

４は外面に唐草文を描く中国景徳鎮窯系青花碗Ｃ群の蓮子碗口縁片。５は内面四方襟文、外面に一

条の界線を描く１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群、鰻頭心碗の口縁片。６は１６世紀後半の

中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群の胴部片。７は１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群。８は口縁内

面に四方襟文を描く１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群。７と８は口径9ｃｍ代の小皿である。

9ａと９ｂは同一個体の中国景徳鎮窯系青花皿の底部片。１０は中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群の小皿。

１１は16世紀末の中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群の口縁片。１２は中国景徳鎮窯系青花鉢の胴部片。１３

は中国津州窯系青花碗の口縁片。１４は京都系土師器１期の皿口縁片。１５と１６は京都系土師器２

期の皿口縁片◎１７は京都系土師器２期の皿。１８は胎土に大型石英粒子を含む海部郡産の平瓦片。

１９と２０は胎土に大型石英粒子を含む海部郡産の博。２１～２３は坤片。２４と２５胎土に大型石英

粒子を含む海部郡産の蝉。２６と２７も胎土に石英粒を多量に含む海部郡産の簿。２８～３２は短く

て太い寸胴の管状土錘Ａ類の完形品。

なおSEl48、Ｓ218出土片と接合した彫三島碗（接合資料9）の破片。SDl31、SEl47出土片と接

合した中国製焼締陶器鉢Ｂ類（接合資料１１）の破片。SDll6、SDl31、SD250出土片と接合した備

前焼壷（接合資料１４）の破片。SDl31、SDl41、SDl67、SE210掘形内出土片と接合した瓦質茶釜

(接合資料21）の破片。SD284出土片と接合した瀬戸美濃産大窯３期の皿（接合資料24）の破片。

SD250、SK236、SK269、STl35（２号墓）出土片と接合した中国黒褐紬陶器壷（接合資料28）の

破片など、多くの接合資料が出土している。

ほかに青磁稜花皿、中国製黒褐紬陶器、備前焼蕊、斜めスリ目のある近世１期の備前焼播鉢、内

面布目の丸瓦の破片が出土している。残留遺物としては古代の須恵器喪の破片が出土している。
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第４－１３２図①SK231出土遺物（1/3）
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片。残留遺物である。
第４－１３３図SK215（遺栂１/３０．遺物１/3）

柱穴？土坑？

SK215（第４－１３３図）

Ｂ９区（東区）の第２層除去後に検出された長さ0.8ｍ、幅0.65ｍ、深さ0.4ｍの楕円形の小土坑

である。断面は箱形で柱穴と断定できないので土坑とする。１６世紀第４四半期前半の土坑SK263

とSK279､第３四半期の土坑SK267とSK293を切る。埋土は単一層の黒灰色軟質土（小喋混じり）

である。出土遺物は京都系土師器である。出土遺物は京都系土師器

2期の皿が最新の遺物であるが、切

合関係を重視して１６世紀第４四半一

期後半の遺構とする。

SK215出土遺物

１と２ともには京都系土師器２－､、

期の皿口縁片。３は口縁端部に裸が

けの刻み目を施す弥生土器の口縁



Ｓ1３４（第４－１３４図）

Ｃ８区（北１．２区）で出土した集石遺構

である。長さ3.5ｍ、幅1.0ｍ、深さ0.3ｍの

広がりを持つ。１６世紀第４四半期前半の

土坑SK252を切る。出土品の大半は拳大

の河原石で、土器等の破片はきわめて少な

かった。図示できる遺物はないが、京都系

土師器２期皿と博の破片が出土している。

切合関係から１６世紀第４四半期後半の遺

構と推定する。

、
０

．ムＩ集石遺栂

少
巳

｡,3,)Ｑａ

■ 小結

１６世紀第４四半期後半の遺構をまとめ

ると、その特徴は次の４点になる。

東西道路の両側①１６世紀第４四半期後半代と考えられる
では、遺櫛減少

遺構は減少する◎東西道路の北側にあた

るＣ７区付近の西区においても、第４四

半期前半に続き遺構がないが、その道路

をはさんだ南側のＣ６、Ｃ７の南区も遺構

が少ない。

道路再建 ②道路状遺構SFl51は引き続き維持さ

れるが、SD270とSDll6の両側側溝は

埋没し、SF251の両側は浅く広い溝であ

るSDl67とSDl68が存在する。その底

面自体が道路面として機能した可能性も

ある｡従来の道路幅は１ｍ程度まで狭まっ

ている。

③Ｃｌｌ～Ｂｌｌ区付近の本来第４南北街路

に面した東区も遺構が少ないままである

｢中町」の復興が、井戸や土坑や溝が存続するので、お

そらく島津勢侵攻後と考えられるこの時

期に、中町でもある程度の復興が行われ

たことを示している。

墓地の廃絶④北２区の墓地は埋葬がなくなり、イエ

ズス会府内教会が廃絶する時期と合致し

ている。墓地については節を改めて述べ

る。

第５節中世の遺構と遺物

|、９０，晋岬
１．，－、

ＱＥＦ７くら 。

一●●

ゅ一

3.50ｍ

０ １ｍ
Ⅷ_

第４－１３４図Ｓ1３４（1/30）
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８１６世紀第４四半期の遺構と遺物

以下の遺構は切り合い関係や出土遺物から１６世紀第４四半期に属することは判明したが、前半

と後半とに分けることのできなかった遺構である。

ノ

〔グ
溝

ＳＤ１９４（第４－１３５図）

Ｂ６区（南２区）の基盤111層上面で検出された長さ１．９，，幅

0.2～0.7ｍ、深さ0.1ｍの断面半円形の構である。埋土は第２層

土の単一層である。１６世紀第１四半期の土坑SKl93を切り、第

４四半期後半の櫛ＳＤｌ６８に切られる。

図示できる遺物はないが、SDl41出土の瓦質火鉢と同一個

体のの破片が出土している。SDl41が１６世紀第４四半期前半

の遺構であるので、その時期以後であり、第４四半期後半の溝

SDl68にとりつく溝らしく、そこへの排水溝の可能性があるか

ら、後半まで下る可能性も考えられる。

ａＩ

小瀧

■
排水溝

土坑

SK237（第４－１３６図）

ＢｌＯ区(東区)の第２層除去後に検出された長さ1.6ｍ､幅0.7ｍ、

深さ0.1ｍの長円形の土坑である。埋土は単一層の暗灰黄褐色砂

質土（１ｃｍ大の炭焼土含む）である。１６世紀第１四半期の土坑

-、_一･･･一旦L旦・１０m
ａ ，

~、

Ｌ、ﾐー／一茎aion，
０ １ｍ

一己●

SK266を切り、SPl62に切られる。

図示できる遺物はないが、鉄釘や中

国津州窯系青花碗、瓦質土器、底部糸

切の土師器坪、ロクロ目土師器皿、京

都系土師器皿の破片が散在して出土

している。津州窯系青花碗の出土から

１６世紀第４四半期の遺構と考えられ

る。

第４－１３５図ＳＤ１９４（1/30）
漁州青花

０ １１
に一

第４－１３６図SK237（1/30）
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SP213（第４－１３７図）

Ｃｌｌ区(東区)で検出された径0.3ｍ、

深さ0.3ｍのピットで、１５世紀後半の

土坑SKl99を切る。内部からｌの華

南三彩の破片が出土している。

その１は華南三彩の盤で、同一個

体と思われる破片が１５世紀後半の土

坑SK251から出土している。ほかに

底部糸切の土師器、鉄器の破片が出土

している。華南三彩の出土から１６世

紀第４四半期のピットと推定した。

『一堂Ｉ

3.50ｍ

１ｍ

⑯

＝遅邑

－２３９－

０ １ｍ
－ー－

第４－１３７図SP213（遺構１/30、遺物１/3）

０ １０師

蕪南三彩

５



第５節中世の遺構と遺物

不整形ビット

■

東西溝

方形土坑

ＳＰ２１４

Ｃｌｌ区（東区）で検出された径0.2ｍ深さ0.05ｍの浅い円形のピットである。内部からSDll6、

SDl31、SD250、SEl48井筒内、SK262、SK263出土片と接合した備前焼壷（接合資料4）の破片

が出土している。この遺物は16世紀第４四半期前半の遺構で多く見つかっているところから、１６

世紀第４四半期の遺構と考えられる。

ＳＰ２３３

Ｂ９区（北ｌ区）の第２層除去後に検出された長さ0.5ｍ、幅0.25ｍ、深さ0.05ｍの不整形のピッ

トである。

図示できる遺物はないが、京都系土師器３期皿の破片が出土している。埋土は第２層土の単一

層である。SD284と重複する。京都系土師器３期皿の出土から１６世紀第４四半期の遺構と考えら

れる。

９１６世紀代の遺構と遺物

以下の遺構は時期を限定できる情報がすぐないが、中世大友府内町跡において最も都市的状況を

なす１６世紀代の遺構と判明したものを記す。

溝

SD204（第４－１３８図）

Ｃｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出された長さ1.6ｍ､幅0.4～0.5ｍ､深さ0.3ｍの東西溝である。

方向は５度南に振る。埋土は上下２層からなり､上層は黄色粘土層（基盤III層土）で埋まっている。

１５世紀の土坑SK203を切り、SPl78と数箇所ピットに切られる。

図示できる遺物はないが、瓦質火鉢と土師器の破片が出土している。第４南北街路に直交する溝

であるので、区画あるいは建物に関係がある遺構の可能性が高い。第４南北街路を前提とした溝で

あるので、１６世紀代の遺構と推定される。

１
廷句＠○一

●Ｐ■

~▽、二三こう二≦
3.50ｍ

＝

訓 一一

第４－１３８図SD204（1/30）

土坑

ＳＫ１３６（第４－１３９図）

Ｃ８･Ｃ９区（北２区）で検出した長さ2.5ｍ以上、幅2.0ｍ以上、深さ0.4ｍ大型の方形土坑である。

埋土にはかなり喋を含み、１６世紀第４四半期の溝SDl31と重複し、１６世紀第４四半期前半の土坑

SKl37に切られる。磯が集中する部分はSK269の喋群の可能性が高い。

図示できる遺物はないが、備前焼と土錘の破片が出土している。第４四半期の遺構に切られるの

で、それ以前の遺構であることは確実だが、上限は出土遺物から１６世紀代としか限定できない。

－２４０－



方形土坑
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ＳＫ１８０（第４－１４０図）

Ｃｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出された方形の土

坑で長さ0.9ｍ以上、幅0.8ｍ以上、深さ0.1ｍである。

底面は凸凹し埋土は第２層土の単一層である。遺構の重

複関係はなく、１の中国製褐紬陶器の蓋破片が出土して

いる。ほかに土師器の破片も出土している。出土遺物か

ら１６世紀の遺構と考えられる。

第４－１４０図ＳＫ１８０出土過物（1/30）
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古代甑

SK220（第４－１４１図）

Ｂｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出

された円形の土坑で長さ３．５，，幅1.6ｍ

以上、深さ0.25ｍである。断面は浅い

皿状だが、底面はきわめて凸凹してい

る。埋土には焼土、円喋小喋を多く含

む。Ｓ２１７と１６世紀第４四半期後半の遺

構Ｓ２１８に切られる。１の「元」一文字

のみ読める中国銅銭が出土しているほか

に、瓦質釜、平瓦、古代の土師器の破片

が出土している。

第４－１４１図SK220（週栂１/３０．遺物１/3）

円形土坑

Ｉ

SK246（第４－１４２図）

Ｃ７区（西区）の第２層除去後に検出

された長さ1.6ｍ以上､幅0.6ｍ､深さ0.3ｍ

の長円形の土坑であるが、３つのピット

が重複した可能性が高い。内部からは古

代の須恵器や土師器の破片が散在して

出土したが、１６世紀第１四半期の土坑

SK247を切るので、それ以後の土坑であ

ることは確実である。

SK246出土遺物（第４－１４３図）

古代から残留した遺物。１は内面にタ

タキの当て具痕である同心円文がのこる

土師器で、豊後大分型甑の底部片。ほか

に須恵器翌の破片が出土している。

３ビットの重複
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ＳＰ１９５（第４－１４４図）

Ｂｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出された長さ

0.5ｍ､幅0.4ｍ､深さ0.35ｍの掘形円形の柱穴である。

１６世紀第１四半期の溝SDl76と重複している。出

土遺物から１６世紀の遺構と考えられる。１は外面

にヘラケズリを施す瓦質鍋の口縁片、外面全体に

煤が付着している。ほかに底部糸切の土師器の破

片が出土している。

第４－１４３図SK246出土過物（1/3）
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第４－１４４図ＳＰ１９５・SP240出土遺物（1/3）

SP240（第４－１４４図）

ＢｌＯ区（東区）の第２層除去後に検出された長さ0.35ｍ、幅0.3ｍ，深さ0.2ｍの柱穴である。１６

世紀第１四半期の土坑SK266を切る。２は京都系土師器１期の皿口縁片。ほかに博の破片が出土

している。この遺物から１６世紀第２四半期以後の遺構と考えられる。

ピット

ＳＰ１８４

Ｃｌｌ区（東区）の基盤1Ｖ層上で検出された長さ0.35ｍ、幅0.25ｍ、深さ0.2ｍの柱穴である。埋

土は第２層土の単一層である。図示できる遺物はないが、埋土中から京都系土師器１期皿の破片

が出土している。このことから１６世紀第２四半期以後の遺構と考えられる。

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北捌在区

一一一一一一一一一

以下はＢｌｌ区（東区）の１５世紀の土坑SK251切る３つのピットである。

SP280図示できる遺物はないが、底部糸切の土師器の破片が出土している。

SP281図示できる遺物はないが、土師器の破片が出土している。

SP282図示できる遺物はないが、底部糸切の土師器の破片が出土している。

ＳＰ２４９

ＢｌＯ区（東区）の第２層除去後に検出された長さ0.3ｍ、幅0.25ｍ、深さ0.2ｍのピットである。

１６世紀第２四半期の土坑SK238を切る。出土遺物なし。切合関係から１６世紀後半の遺構である。

柱穴

柱穴

５ １０cｍ



１０近世の遺構と遺物

概要（第４－１４５図、付図７下）

近世とした遺構は、１６世紀末からつづく１７世紀初頭の遺構と、１８世紀の遺物が出土し第２層上

から掘りこまれたことが確実な遺構である。
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第４－１４５図近世の遺構（1/300）

近世初頭

溝

ＳＤ１３８（第４－１４６図）

Ｃ８区（北２区）検出の長さ1.7ｍ、幅0.4

～0.8ｍ、深さ０．２～0.3ｍの溝状遺構で、

北に行くほど深く広くなる。１６世紀第４四

半期の溝SDl31と重複する。調査時の所

見ではＳＤｌ３１に切られるとしたが、整理

時に唐津陶器藁灰紬の碗の破片が出土した

ことが判明したため、SDl31に接続する溝

として掘りこまれた可能性の高いと考えら

れる。したがって第４四半期後半の可能性

もあるが、近世初頭に下る可能性も高いの

でここにのせる。内部には喋が多く、遺物

も破片で散在する状態であった。

ＳＤ１３８出土遺物（第４－１４７図）

１は中国製青紬小皿の口縁片。２は1590

年以後の唐津陶器藁灰紬の碗。ほかに備前

焼翌、噂の破片が出土している。

隣

言字
０６

q鳥
；蝦／』

唖…

暦津陶器碗

‐ ‐ ｡

ロリ
L』

第４－１４６図ＳＤ１３８（1/30）
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第４－１４９図ＳＫ１７７出土遺物(1/3）
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第４－１４７図ＳＤ１３８出土遺物（1／3）

石列

ＳＸ１３９（第４－１４８Ⅸ|）

Ｃ７区の北２区と西区の境界で発見された禰列で、長さ7.5ｍを検出した。高さは低く２段以上に

重ねるところはない。石の面は西側を向いており櫛築当時は石列の東側が地形的に高かったことを

示している。第２層の途中で作られているので近世中期の溝ＳＤ１４５の下、１６世紀の道路SFl51の

上に作られていることになる。いずれにしても１６世紀代の都市の巡構が完全に埋没してから後の

遺構である。石列をつくる石材には河原石とともに､五輪塔の空風輪などの部材が転用されていた。

おそらく水田化の初期の段階にもりあげて畑地とした場所で、その後更に整地されて完全に水'''化

し、石列の‘位置は近代の地籍境界に踏襲されたものと考えられる。

凹面

Ｓｏｃ

（平面）。08,。。｡○(ａ･

睡浄Q畷幣＠岨塞淑舞
‘。。“｡｡o･ダ一一一 今

O

Ai9

第４章中世大友府内町跡鋪１０次Ⅱ区北調炎区

日

酌

cE歴雪原画3具･『
【０ ク

キセル

第４－１４８図ＳＸ１３９石列（1/60）

土坑

ＳＫ１７７（第４－１４９図）

ＢｌｌＩＸ(東区)の基盤鋪1Ｖ照上で検出した埜さ().8ｍ､I脇0.2ｍ以上、

深さ0.2ｍの隅丸方形の土坑で、底面は凸IIIlである。SP179を切る。

中から１の銅製キセルの火Ⅲが出土したほかに、鯉の破片が出土

している。キセルの型式から近世初頭と推定される。

’
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一
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第５節中世の遺櫛と遺物

水田側溝

■

近世中期

溝

ＳＤ１４５

１６世紀の道路遺構SFl51と全く同じ位置に作られた溝で、長さ２０ｍ以上、幅1.0ｍ、深さ

0.05ｍ・断面は浅い皿状である。標高3.7ｍの第１層下部で検出し､細い溝が３回以上重複している。

SKl46に切られている。この瀞は近代の地籍境界になっている。江戸中期以後水田側溝として繰り

返し掘りなおされて、戦後宅地化が進むまで使われていたと考えられる。

ＳＤ１４５出土遺物（第４－１５０図）

１は１８世紀前半の肥前陶器の刷毛目碗底部。２は１８世紀後半の肥前染付小坪の底部。３は銅製

キセルの吸い口◎４は長さ約7.4ｃｍ、先端が鍵形におれる銅製の金具。

残留遺物。５は16世紀の中国製白磁小坪の底部。６は１６世紀後半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群

の鰻頭心碗底部。７は全周を打ち欠いた中国津州窯系青花碗の底部。８は備前焼徳利胴部。９は中

世４期１５世紀の備前焼斐口縁。ほかに須恵器蕊、青磁碗、備前焼播鉢、底部糸切の土師器、京都

系土師器２期皿、軒丸瓦、平瓦などの破片が出土している。

喜書学学 昌生ﾏプ； 、上三/《

《塗
、

lｉ○

＝~

０ｋ

方形土坑

◎

が
廷豊』三i)'７

８

迄二己宴言
３

０４
９

一一_』脚
０ ５ 1［ C画

(溝）

(残囲週物）

第４－１５０図ＳＤ１４５出土遺物（1/３，３．４=1/2）

土坑

ＳＫ１４６

Ｃ７区の境界付近の第１層下部で検出した長さ1.0ｍ、幅0.9ｍ，深さ0.1ｍの不整方形の土坑で、

断面は箱形である。埋土は灰色砂層の単一層である。近世中期の溝ＳＤｌ４５を切る。内部からは砕

片化した土器片が多数出土している。

ＳＫ１４６出土遺物（第４－１５１図）

１は１８世紀後半の肥前唐津焼の皿底部片。２は肥前唐津焼播鉢の胴部片。３は1600～1630年製

の唐津系陶器の砂目碗、口縁全周を打ち欠いてメンコ状に加工されている。４は銅製品の鎖片。ほ

かに多数の近世陶器の破片や、残留した須恵器、中国景徳鎮窯系青花碗、中国産焼締陶器の破片が

出土している。

－２４６－



近世の整地

水田化

唐津向付

絵唐津

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区
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第４－１５１図ＳＫ１４６出土遺物（1/３，４=1/1）

ピット

SP142（第４－１５２図）

Ｂ９区(北ｌ区)の第２層上面で検出した重複したピット。

埋土は暗黄褐色土（マンガン沈着あり）の単一層である。

１の１５９０～１６１０年製の唐津焼藁灰紬陶器が出土したため

当初は近世初頭の遺構と考えたが、第２層を切っているの

で、近世中期とした。ほかに青磁碗、備前焼斐、底部糸切

の土師器、京都系土師器２期皿、瓦の破片が出土している。

Ｚ
０５１０ａｎ
_ ~

第４－１５２図ＳＰ１４２出土遺物（1/3）

小結

溝ＳＤｌ３８と土坑ＳＫｌ７７は唐津焼陶器碗の出土から１７世紀初頭としたが、１６世紀末の遺構の最

後に作られた遺構とみなすこともできる。そのあとに調査区全体は第２層の整地がなされている◎

この整地は出土遺物から１７世紀の初頭、中世都市府内が廃絶した後に行われたものとかんがえら

れる。その後この付近は石列SXl39で土地の段差が作られたように、一旦畑地化されたようであ

るが、その後水田側溝SDl45が掘られて、１８世紀には水田化されている。その境界はおそらく１６

世紀の都市の区画をそのまま踏襲し、今日の地籍の境界となっている。

１１近世整地層の遺物

第２層整地層については第１節の基本層序の説明を参照のこと。

第２層整地層出土遺物（第４－１５３図①②）

Ｂ６区１は１４～１５世紀の中国龍泉窯系青磁碗Ｄ類の口縁片。２は１６世紀前半の中国龍泉窯系

青磁碗Ｂ－ＩＶ類の口縁片で、細線蓮弁文に貫入がはいる。３は中国龍泉窯系青磁皿の口縁片。４は

1590～１６１０年製の唐津焼向こう付け口縁片。５は京都系土師器２期の皿口縁片。ほかに中世６期

の備前焼播鉢、瓦質火鉢、底部糸切の土師器の破片が出土している。

Ｃ６区この付近の遺物はSDl67の可能性もある。６は高台部分露胎の１５～１６世紀の中国製白

磁皿の底部片で、貫入激しい・なおSKl64,SK278など１６世紀第３四半期の遺構出土片と接合した

中国製焼締陶器の四耳壷（接合資料12）の破片が出土している。ほかに備前焼蕊・揺鉢、京都系

土師器１期皿、残留した須恵器翌などの破片が出土している。

Ｂ７区７はSDl67出土の可能‘性もある鏑のある白磁皿の口縁片。８はＳＤｌ８９出土の可能‘性も

ある１６世紀前半の碁笥底の中国景徳鎮窯系青花皿Ｃ群。９はＳＤｌ６７出土の可能性もある1590～

1610年製絵唐津皿の口縁片。１０はＳＤｌ９０出土の可能性もある絵唐津鉢底部。１１はSDl67出土の

可能性もある中世６期の備前焼播鉢の口縁片。１２はSDl67出土の可能性もある京都系土師器１期

－２４７－
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第５節中世の遺構と遺物

絵唐津

胎土目唐津

■ 彫三島碗

絵唐津

の皿口縁片。１３はSDl90出土の可能性もある両端をへう調整した管状土錘Ａ類の完形品。１４も

完形の管状土錘Ａ類。ほかに青磁碗、丸瓦、平瓦、近世陶器、鉄器の破片が出土している。

Ｃ７区１５はSD167あるいはSFl51出土の可能性もある１６世紀の溺翠紬の青紬陶器小皿口縁

片。１６はＳＤｌ６８出土の可能性もある１５世紀後半中世5a期の備前焼播鉢の口縁片。１７は中世６

期の備前焼認口縁片。１８はSDl67あるいはSFl51出土の可能性もある1590～１６１０年製の絵唐津

皿口縁片。１９はSD168出土の可能性もある絵唐津変形碗口縁片◎２０はSDl68出土の可能性もあ

る1590～１６１０年製の胎土目の唐津碗底部片。２１は内面に細かいロクロ目が残る底部糸切の土師

器小皿で、指ナデと板状圧痕が残る。２２はSDl67あるいはSFl51出土の可能性もある、口縁部に

煤が付着して灯明皿として使用された京都系土師器２期の皿口縁片。２３はSDl68出土の可能性も

ある分厚い京都系土師器４期の皿口縁、１７世紀前葉に下る。２４はSDl67あるいはSFl51出土の

可能性もある完形の管状土錘、両端をへう調整するＡ類だが胴部の太い寸胴型である。２５は完形

の中国銅銭の元祐通賓（北宋１０８６年初鋳・祭書体)。なおSDl68出土の可能‘性もある彫三島碗の

破片が出土している(接合資料9)。ほかに瓦質鉢､底部糸切の土師器､京都系土師器１期皿､平瓦､坪、

近世陶器の破片が出土している。残留遺物として２６の古代土師器小型翌。ほかに須恵器翌・坪蓋、

古代土師器坪の破片が出土している。

Ｂ８区２７は中国製白磁稜花皿の口縁片。２８は青磁の香炉口縁片。２９は１５世紀後半～１６世紀

前半の中国景徳鎮窯系青花碗Ｂ群の口縁片。３０は中国津州窯系青花碗の口縁片。３１は１５世紀の

備前焼斐口縁片。３２は注口のある備前焼水注。３３は1610～1630年製の砂目の唐津焼灰紬陶器碗

底部片。３４も同じ時期の唐津焼陶器皿口縁片。３５は薄手の京都系土師器１期の小皿。３６は口縁

に煤が付着し灯明皿として使用された京都系土師器２期の小皿で、故意に打ち割ったような欠け方

をしている。３７～３９は一端を欠いた管状土錘Ａ類。なお接合資料１４の備前焼壷の破片が出土し

ている。ほかに備前焼蕊･播鉢､瓦質鉢､底部糸切の土師器坪、ロクロ目土師器皿、土師器鍋、丸瓦、

鯉の破片が出土している。残留遺物として４０の８世紀の土師器皿。４１の瀬戸美濃産卸皿の口縁

片があり、ほかに須恵器壷、古代土師器坪底部の破片が出土している。

Ｃ８区４２は近世陶器の壷口縁片。４３は京都系土師器１期の皿口縁。４４は口縁に煤が付着して

灯明皿に使用した京都系土師器１期の小皿。４５は京都系土師器１期の小皿◎４６は口縁に煤が付着

して灯明皿に使用した京都系土師器２期の小皿。４７は京都系土師器４期の坪。４８は完形の管状土

錘Ａ類。４９は半分に折れた銭種不明の銅銭。ほかに備前焼播鉢、瓦質火鉢・鍋、平瓦、埠の破片

が出土している。

Ｂ９区５０は中国製青磁稜花皿。５１は１６世紀の中国景徳鎮窯系青花皿Ｅ群の底部片。５２は唐

津焼近世陶器碗。５３は中国景徳鎮窯系青花皿底部片。５４は内外面に貫入がはいる窯元不明の磁

器碗口縁。５５は瀬戸美濃産天目碗の口縁片。５６は大窯３期の瀬戸美濃産溝縁皿。５７は１５８０～

1600年ごろの近世ｌＢ期の備前焼揺鉢口縁。５８は1590～1610年製の絵唐津碗底部。５９は京都系

土師器２期の皿口縁片。６０は京都系土師器３期の大型皿。６１と６２は寸胴型の管状土錘Ａ類の完

形品。６３は完形の中国銅銭、照寧元賓（北宋1068年初鋳・豪書体)。６４は完形の中国銅銭、大康

通賓（遼１０７５年初鋳）または大安通賓（遼1085年初鋳)。６５は木製の蓋あるいは底部。なお（接

合資料4）の備前焼壷、（接合資料9）の彫三島碗、（接合資料１０）の瓦灯、（接合資料１１）の中国

製焼締陶器の鉢、（接合資料35）の備前焼蕊の破片が出土している。ほかに白磁、彫三島、備前焼

蕊、瓦質釜、底部糸切の土師器坪、平瓦、蝉、鉄器の破片が出土している。残留遺物としてほかに

須恵器喪・高坪、古代土師器壷・坪底部・甑の破片が出土している。

Ｃ９区６６は中国景徳鎮窯系青花碗Ｃ群のいわゆる蓮子碗口縁片。なお接合資料２の瓦質風炉

の破片が出土している。ほかに端反り口縁の青磁碗、白磁皿、中国景徳鎮窯系青花碗、中世６期の

備前焼播鉢、唐津焼藁灰紬陶器、瓦質土器、ロクロ目土師器皿、京都系土師器１期皿、土師器蕊、

－２５０－
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鉄器の破片が出土している。

Ｂ１０区６７は完形の中国銅銭である紹聖元賓(北宋1094年初鋳･豪書体)。ほかに土師器､動物骨、

残留した須恵器翌の破片が出土している。

Ｃ１０区６８は瓦質鍋の口縁。ほかに中国景徳鎮窯系青花碗Ｃ群、博、残留した古代土師器坪の

破片が出土している。

Ｂ１１区６９は５回目掘下げ時に出土した中国龍泉窯系青磁人形手。７０は２回目掘下げ時に出

土した中国景徳鎮窯系青花碗Ｅ群口縁片。７１は上部出土の中国景徳鎮窯系青花皿Ｆ群の口縁片。

７２は両端をへう調整した管状土錘Ａ類。７３は銅製の把手の金具。７４は５ないし６回目掘下げ時

に出土した「賢」ｌ字のみのこる銭種不明の銅銭の破片。なお東区Ⅱ層２回目から接合資料９の彫

三島碗の破片が出土している。ほかに備前焼喪の破片が出土している。

背磁人形手

■１２近現代の遺構と遺物

概要

水田側溝である溝ＳＤｌ４５は宅地化直前まで水田側溝として機能していたが、それ以外に以下の

溝SDl43がこの時期の遺構である。

Ｌ字瀧 溝

ＳＤ１４３第２層上面で北ｌ区の区画にそって、Ｌ次形に検出した浅い溝で、出土遺物なし。マ

ンガンの厚く沈着した埋土で、上層からのしみてきたものと考えられ、近世の水田および水路の位

置を反映しているものと推定される。

１３そのほかの遺物（第４－１５４図）

撹乱や基盤層から出土した遺物を報告する。

１は被熱して変色した弥生前期末の蕊の底部。２は口縁が内湾し上面を面取りする球形銅の古墳

時代前期末～中期初めの土師器翌（布留式)、基盤1Ｖ層中出土◎３は撹乱土から出土した中国銅銭

の天禰通賓（北宋１０１７年初鋳・真書体)。

ｑ
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第６節墓地の遺櫛と遺物

１８蝶

時期

■
第１期

第２期

第３期

第６節墓地の遺構と遺物

概要（第４－１５５図、第４－３表、第４－４表）

以下に記述する１８基の遺構は、西区から北ｌ区にかけて集中的に分布する一群の墓である。墓

の認定はまず人骨の出土を第一に、次に埋葬施設の確認をもっておこなった。’～１７号墓は現地

調査中の認定順に番号を付した。ただし２号墓はＳ268遺構として調査終了後、現地での検討中に

事後認定した墓であり、１８号墓はＳ２９０として現地調査中は小ピットと考えていたが、報告書作成

時の整理中に人骨片が確認され墓と認定した。

墓の時期については、副葬品が極めて少なかったため苦慮したが、覆土中に含まれる遺物と、

切合関係、さらに墓の方向と配置等の分布状態から３時期に分かれると考えられた。すなわち３

号墓は副葬された土師器皿のセットから１６世紀前半にさかのぼると推定され、この墓のみが西区

の区画Ａに属し、成人が埋葬された木製桶の座葬である。この時期を墓地第１期とする。

それ以外の墓は、埋葬施設が明確でない幼児墓のみからなる一群と、南北方向に棺の方向をむ

け東西に等間隔に配列された墓と、それに規制されて配置された一群である。前者の墓を後者が

破壊して埋葬しているので、前後関係は明瞭であった。前者を墓地第２期、後者を墓地第３期と

した。墓地廃絶後堆積した第２層の下部からは絵唐津碗や彫三島碗の破片が含まれているので、

墓地は1590年代には存続していないことは確実であって、各墓の埋土中にも1590年代以後の遺

物は含まれていない。この墓地が、後述するようにイエズス会府内教会の墓地であるとすれば、

おそらく１５８７（天正15）年の島津軍府内占領と、その後につづく豊臣軍の府内進駐により、府内

教会ではイエズス会員が退去を余儀なくされているので、その後豊臣秀吉による伴天連追放令に

よって教会の再開はおこなわれなかったので、墓地の終末はおそらく１５８７（天正15）年中にあた

るであろう。この墓地第３期の墓の覆土中に混ざりこんだ土師器の大半は、京都系土師器第２期

の皿片であるので、第３期の墓地の始まりは1570年代にさかのぼり、さらに1560年代までさかの

ぼる可能性がある。第２期の年代は第３期の墓より古いことと、第２期の始まりが正しい意味での

墓地の始まりであること、この付近にはイエズス会府内教会以前に宗教施設がないことなどから、

墓地の成立は府内教会の成立を前提としていたことがわかる。この点から第２期の上限は府内教

会が開設された１５５３（天文22）年に求めることができる。したがって第２期の年代は１５５３（天文

22）年以後の1550年代から６０年代となろう。

ほかの遺構の年代と対比すると、第１期は１６世紀第２四半期、第２期は第３四半期、第３期は

第４四半期前半にほぼ対応する。

なお以下の記述は、舟橋京子・田中良之氏ら九州大学関係者による人骨所見をまじえつつ、山崎

文子による木棺と墓坑の調査所見を田中がまとめたものである。

範４－４裏範１０次Ⅱ区北画脊区蕊地時期別一覧

時期区分

第１期

第２期

第３期

年代 画

１６世紀第２四半期 ３号墓

１６世紀第３四半期（1553～６０年代） ５号墓、６号麺、７号ME、１３号墓、１４号感、１５号基、１６号墓、１７号紅、

１６世紀第４四半期前半（1570年代～1587） 1号墓、２号墓、４号墓、８号墓、９号墓、１０号墓、１１号墓、１２号墓、１８号悪

＊１、第１期は教会以前。第２．３期は教会存続時期にあたる。

＊２、第２期は幼児のみの画地、小児・成人は含まれない。

＊３，第３期は、長方形木棺の使用と、成人基が４基神間隔で配画され、頭位も北向き。
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第４－１５５図墓地とその周辺の遺構配腫（1/80）
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教会以前の
単独墓

木猟

座葬

上師器副葬

簾４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

１墓地第１期（第４－１５６図）

第１期に該当する墓は、３号墓の１基のみであるが、埋葬時期が１６世紀第２四半期にさかのぼ

ると考えられるのでイエズス会の教会設立以前の墓と考えられる。その所在する場所も厳密に言え

ば、西区の区画Ａの範洲内にあたり、第２期以後の墓地とは区画をことにしているので、本来集

ﾛ1墓地に含まれるものではないと考えられる。おそらく１６世紀前半に存在した東西道路に而した

'×:iIIIiの巾に葬られた単独蕊と推定されるが､洲在rl1は一群の遺椛として扱ったのでここで記述する。

７ ＋ ９ ９

－．－_§言墓ST268
北ｌ区）

第４－１５６図墓地第１期（1／150）

３号墓ST268（第４－１５７図）

Ｃ７区(両区)のSK247掘下げ中に検出した。１６世紀第１四半期の土坑SK247に掘り込んでいる。

優さ７０ｃｍ、１幅65ｃｍ以上、深さ２０ｃｍ以上の''1形＃11形に、成人を埋葬した径４８～５７ｃｍの桶棺墓

である。掘形の南に陥って平而円形の桶の浪跡を検出した。

成人骨の埋葬姿勢は木製桶を利用した座葬である。西側からI洲・、左上腕骨、頭蓋骨、左大腿骨、

右上腕骨、右尺骨、右携骨、右大腿骨、右腰骨、左前腕骨の順で出土している。頭蓋骨は顔面が下

向きで頭頂部が東を向いている。右上腕骨は近位が北を向き、右尺骨は近位が南を向いている。男

性の．ﾛI能性の高い、熟年後半以上の成人骨である。

その人骨の下から径46ｃｍほどの桶の底板を検出した。数枚の板を接合したもので、板|lは北両

から南西方向をむく。木礎の表面しか残存していないので厚さは不明であるが、掘形底面と木質表

面の間には３ｃｍほどの差がある。底板の周囲に１幅３～５ｃｍにわたって帯状に土質の異なる部分が

あり、土質は灰褐色の粘質土で、小喋をわずかに含む土である。桶の木質が粘土に置き換わったも

のと推定される。深さ２０ｃｍほどが残存していた。

柿内からは完形の糸切り土師器皿３枚が出土している。２の完形土師器は内向きの棺内埋葬で、

人'汁の上に載る。１と３はともに人骨の下の桶底部隅で出土したが、ｌは割れた状態で完形のまま

川土しており、いずれもこの埋葬に伴う副葬土師器と考えてよい。ｌはその出土状態から故意に割

られたもので、腔骨上にのった状態で出土しているので、棺内に副葬されたﾛJ能性と棺上におかれ

たものが落下した可能性がある。２はｕ縁に故意の打ち欠きがある。これに対して３には故意の破

21515



第６節墓地の遺構と遺物

土師器皿

幼児墓群

損はない。

土師器のｌと３は河野分類のＥ類にあたり１６世紀前半から中ごろを中心にするが、覆土中の遺

物を含めて京都系土師器の破片がなかった点から１６世紀前半の遺物と考えられ、第１四半期の遺

構SK247を切っているところから、墓そのものは１６世紀第２四半期の墓と考えられる。

３号墓ST268出土遺物

副葬品１は接合してほぼ完形になった底部糸切の土師器皿。口径9.6ｃｍの中型の皿で、胎土に

石英粒子の多い海部郡産の土師器である。指ナデと板状圧痕はなく河野分類のＥ類にあたる。２は

完形の底部糸切の土師器小皿。口縁に一箇所打ち欠きがある。内面指ナデと外底面に板状圧痕がの

こる。３は接合して完形になった底部糸切の土師器皿。指ナデと板状圧痕はなく河野分類のＥ類に

あたる。

掘形内ほかに残留した古代の須恵器の破片が掘形内から出土している。

底板

匡三ラフ

灘’

０ 50C口

篭ﾖ至字’

鵬

L=ノ

－－－３２０ｍ

０ ５１０ｍ
－－－一

第４－１５７図３号墓ST268（遺構１/１０．出土遺物１/3）

２墓地第２期（第４－１５８図）

後述する第３期の墓がほとんど長方形の木棺墓からなり、一定の法則性を持って配列されている

のに対し、第２期の墓は第３期の８号墓の周辺に集中する一群である。すべてが幼児あるいは小児

埋葬であり、木棺・桶等の埋葬施設を使用した埋葬は５号墓・６号墓・７号墓の東側に並ぶ３基の

みである。西側に群集する１３号墓･'4号墓･'6号墓・17号墓は、土坑に直葬されたものと推定され、

１５号墓のみが掘形の輪郭から木棺の利用の可能性がある。副葬品を伴うのは１４号墓の土師器小皿

１点のみである。埋葬姿勢は５号墓と１６号墓が座葬、６号墓・７号墓・’３号墓が横臥屈葬であり、

伸展葬は確認できない。北頭位が多いが、西頭位もあり一定しない。

この時期に対応する１６世紀第３四半期の段階では、第２期の墓地の北にはなにもない空閑地がひ

ろがり、なんらの区画施設もない。南側には道路SFl51の側櫛SDl65があり、第１および第２矢

板列の水路が機能していた時期にあたる。墓地は道路によってさえぎられた区画の南端に設けられ

たものと推定される。

－２５６－



水桶幼児蕊

座葬
1才半～２才前後

鋪４章中１１t大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

７ ＋ ８ ＋ ９

第４－１５８図墓地第２期（1／150）

５号墓ＳＴ１５４（第４－１５９図）

Ｃ８区（北２区）の第２届除去後に検出した幼児埋葬の土坑墓であるが、木製桶を使用した可能

性がある。墓坑は径約４５ｃｍの円形である。埋土は灰褐色土で、空気を含みぼさぼさである。頭骨

と歯の破片が出土し、幼児墓と推定される。釘などの鉄製品や副葬品等の出土遺物はない。遺構

の切合関係はない。

人骨について。墓坑中央から頭蓋'けが出l:し、顔面は南向きだが上.､ドは不明。頭蓋骨の東西か

ら大腿骨が出土し、頭蓋骨の西側、大腿骨の南側から肋骨が出土している。その配置から本人骨

は正面北向きの座葬で、軟部組織の腐朽

に伴い頭蓋骨が左右大腿骨の間に転落し

たものと考えられる。性別不明の１才半

～２才前後の幼児と推定されている。

木棺の痕跡や釘の出土がなかったため、

柿の存在は証明できないが、幼児人''１．が

座葬であること、頭蓋骨が転落する空隙

が存在したことを考えると、釘を使わな

い小型の木製桶が使用された可能性は否

定できない。
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第４－１５９図５号墓ＳＴ１５４（1／１０）
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６号墓ＳＴ１５７（第４－１６０図）

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後に検出した幼児埋葬の木棺墓である。墓坑は長さ0.8ｍ､幅0.6ｍ，

深さ0.2ｍ・内部に長さ６０ｃｍ、幅40ｃｍ、深さ２０ｃｍ以上の方形木箱の痕跡が土質の違いから明瞭

に検出できた。木棺の長軸はほぼ真南北に重なる。木棺埋土は灰褐色土で、空気を含んでぽろぽ

ろしていた。棺材は残っていないが、人骨と北側小口付近から鉄釘が１点出土している。棺と人

骨の大きさから幼児墓と考えられる。副葬品等の出土遺物はない。人骨はほぼ全身が残り、頭位

は北向きで、肢体は右側臥屈葬である。人骨は、４～５才前後の幼児で、性別は不明。遺構の切合

関係はない。

６号墓ＳＴ１５７出土遺物

１は残存長2.3ｃｍの小型の鉄釘、先端を失っているが折れ曲がったところより先端に直交する木

質が残っているので、木棺の蓋に使われた釘と推定される。ほかに埋土中から古代の土師器と底

木棺墓

幼児墓
４～５才

鉄釘

■ 部糸切の土師器の砕片が出土しているが、覆土中に入ったもので、副葬品ではない。

一一信一

墓

この

④
．
、
○
『
。

3.50ｍ

第６節薙地の遺構と遺物

瞳
グーー

幼児墓

－２５８－

第４－１６０図６号墓ST157（過栂１/１０、遺物１/3）

７号墓ＳＴ１５８（第４－１６１図）

Ｃ８区(北２区)の第２層除去後に検出した幼児埋葬の木棺墓である｡墓坑は長さ0.6ｍ以上､幅0.6ｍ、

深さ0.2ｍ以上の隅丸長方形である。北半を掘りすぎているが、長さ４５ｃｍ以上、幅35ｃｍ、深さ

20ｃｍ以上の方形木箱の痕跡が残り、頭骨と歯の破片が出土しているので墓であると判明した。木

棺と人骨の大きさから幼児墓と考えられる。副葬品等の出土遺物はない。木棺内部には、灰褐色

土で空気を含んでぽろぽろした埋土（Ａ層）があり、周囲は基盤層に由来する黄色土を斑状にふ

くむよくしまった掘形埋土（Ｂ・Ｃ層）である。棺材や釘等は残っていない。

木棺墓



～

座葬 墓坑内北西部から頭蓋骨が出土し、頭蓋骨東側から肋骨が一部散乱した状態で見つかった。南側

からは大腿骨が軸を東西にした状態で、大腿骨の南側からは腔骨が、同じく軸を東西にして出土し、

肋骨の下から乳歯の破片が出土している。性別不明の生後９ヶ月前後の乳児の座葬である。９ケ月乳児

－２５９－

(掘りすぎ）
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〆
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Ｉ
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■墓
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掘
形
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瞬
罫
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Ｃ８匹（北２陸）の基盤111層直上で検出した幼児埋葬の土坑墓である。墓坑掘形は長さ１ｍ以上、

幅0.6ｍ以上､深さ0.2ｍの長楕円形である。墓坑南側と人骨の下半は８号墓ＳＴｌ４９に切られて残っ

ていない。埋土全体が空気を含んでぼさぼさした灰褐色土で、木棺の痕跡が認められなかったの

で土坑墓であると推定される。横臥屈葬の頭位西向きの幼児人骨が検出されたので幼児埋葬と考

えられる。出土遺物なし◎

人骨の顔面は南向きで､顔の東から助骨､その北から上肢骨､さらに東から骨盤が､出土している。

－－－

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調在区
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350ｍ
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Ａ暦:灰褐色土(空気を含みボサボサ､黄色土ブロック､小砂利含む）→木棺埋土

Ａ１田:灰褐色土(空気を含みボサボサ､黄色土ブロック､小砂利含む）一墓坑底而埋十

Ｂ周:灰褐色粘質土(軟らかいが、Ａ層より粘質強い）

c層:黄色土プﾛｯｸまじりの灰褐色粘質士(かたくしまり､炭､土器片含む)．甚坑埋土
、暦:灰褐色土(やわらかく、３伽大の小砂利含む）→別の土坑埋土

第４－１６１図７号墓ＳＴ１５８（遺構１/１０）

５０ｍ

土坑墓

１３号墓ST289（第４－１６２図）

Ｃ８区(北２区）の基盤111層直上で検出した幼児埋葬の土坑墓である。墓坑掘形は長さ



第６節墓地の遺構と遺物

、

土坑墓

幼児
l～３才

土師器

＝､

人骨は、性別不明のｌ～２才前後の幼児骨である。本人骨は８号墓の墓坑により切られており、そ

の際の撹乱により頭蓋骨北側出土の長管骨片が本来の位置より高いレベルから出土している。
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第４－１６２図１３号墓ST289（遺構１/１０）

１４号墓ST295（第４－１６３図）

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後に検出したもので、木棺の痕跡が認められなかったので土坑墓

であると推定される。墓坑は長さ７０ｃｍ以上、幅60ｃｍ、深さ１５ｃｍの楕円形で、長軸は東北一南

西方向である。墓坑の東部は８号墓STl49に切られる。埋土は灰褐色土で、人骨の周辺は空気を

含んだざくざくした土であった。北端に拳大の喋が一点置かれ、そのそばに割れた頭骨と数点の

歯牙がおおよそ同じ高さで底面に張り付くように検出された。頭骨と歯牙のそばに完形の土師器

小皿(1)が内面を下にした状態で、頭骨にもたれかかり被せるような位置から出土している。これ

は埋葬に伴う副葬品と考えてよい。ほかに覆土中から須恵器の破片が出土しているが、これは混

ざりこんだものである。人骨は性別不明のｌ～３才前後の幼児骨と鑑定されているので、１４号墓

は幼児埋葬の土坑墓と考えられる。

墓の時期は第４四半期の墓８号墓に切られているので、それ以前であることは確かであるが、

上限は２案ある。ｌ案は土師器小皿の形態から１６世紀前半までさかのぼる可能性をみとめて１６世

紀前半の墓とする案。２案はその位置から第３四半期の幼児埋葬墓群に含まれるので、第３四半期

の墓とする案。本報告では幼児埋葬という点を重視して２案とした。

１４号墓ST295出土遺物

１は口縁に２箇所煤が付着して灯明皿として使用された、完形の底部糸切の土師器小皿。内面に

指ナデがある河野分類のＥ類。１６世紀第２四半期から第３四半期の土師器である。煤の付着は２

－２６０－



回のみで最小２回だけ灯明に使われた後、口縁を打ち欠くこともなく置かれた土器である。ほかに

残留した須恵器の破片が出土している。

ご雪副生号勇gＲＴ１４ｐ

韓
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木棺墓

Ｆー

、 3.50ｍ

3.30ｍ

釘
Ｃ＝

第４瀬中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調従Ⅸ

』
石

第４－１６３図１４号墓ST295(過構 1/１０、過物１/3）

１５号墓ST296（第４－１６４図）

Ｃ８区（北２区）で検出された幼児埋葬の木

棺墓である。木棺の痕跡は認められなかったが

鉄釘が１点覆土中から出土しているので木棺墓

であると推定される。まず人骨が出土し、その

あとで墓坑らしき長さ５５ｃｍ、幅45ｃｍ、深さ

１０ｃｍ以上の方形の輪郭を検出したが、掘り下

げた結果底面を明確にできなかった。

中央北よりから頭蓋骨と鎖骨片が出土してい

る。下顎骨内に第１大臼歯が埋伏していた。性

別不明の７～８才の小児と推定されている。１５

世紀代の溝SD255と土坑SK298を切る。副葬

品等はまったくなかった。
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第４－１６４図１５号墓ST2g6（1／１０）
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からまとまって出土した。性別不明の未成人である。出土遺物はない。

１６号墓ST297（第４－１６５図）

Ｃ８区(北２区)で検出した幼児埋葬の土坑墓であるが、

木製桶を使用した可能性がある。墓坑は径約20ｃｍの円

形と推定される。頭骨と歯等の破片が出土し、幼児墓と

推定される。釘などの鉄製品や副葬品等の出土遺物はな

い。１５世紀後半の土坑SK256を切る。

埋葬姿勢は不明ながら頭蓋骨と歯牙が近接して西側か

ら出土し、肋骨片がまとまって出土しているところから

座葬の可能性が高いと推定されている。性別不明の１才

前後の乳幼児である。

木棺の痕跡や釘の出土がなかったため、棺の存在は証

明できないが、座葬であるならば、釘を使わない小型の

木製桶が使用された可能性は否定できない。

一ゴート

，/武了、

-鰯ｉｉ１Ｊ
、／掘形推定線

土坑墓

木桶

》
｜

／
『
》
／
／

一
』
一

壱
《
》
、
、

、

へ

50cｍ

、

、

、

－２６２－

座葬

1才乳児
第４－１６５図１６号墓ST297（1/１０）

１７号墓ST299（第４－１６６図）

Ｃ８区（北２区）で検出したもので、木棺の痕跡が認められなかったので土坑墓であると推定さ

れる。掘形は楕円形で長さ６０ｃｍ、幅40ｃｍ、深さ２０ｃｍ以上。１５世紀後半の土坑SK256と土坑

SK298を切る。埋土は灰褐色土で空気を含んだざくざくした土であった。人骨の破片が墓坑中央

土坑墓

第６節蕊地の遺構と遺物
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等間隔配列

成人埋沸

図画

長方形水柏

錆４厳中世大友府内町跡鋪１０次Ⅱ区北調査区

３墓地第３期（第４－１６７図）

規則的に配列された成人墓と、その成人の周囲に配された幼児墓からなる。南北方向に木棺を配

祇し、北頭位で被葬者を安置する成人埋葬墓５基が、東西に西から１号墓、９号墓、８号墓・４墓

号の順に２ないし３ｍの間隔をあけて葬られ、２号墓は１号墓の北に応列して配置されている。こ

の５基はいずれも成人埋葬で、４号墓は唐概を棺に転用している。１号墓が仲股葬のほかは屈葬で

ある。９号墓の周洲には幼児を仲腿葬で葬った１０号墓と１１号墓、さらに１８サ墓が配されている。

8号墓の横にも幼児が屈葬された１２号墓が存在する。副葬品は１１号墓の幼児埋葬に伴ったガラス

小玉１点のみであった。

なお第３期の墓地が存続していた間に南側には道路SFl51があり、その側溝はSD250ないし

SD270が対応する。それまでより道路側榊の位慨が南に移動したため、１号墓をかつての道路側溝

であるSD165の掘形に切り込むように埋葬することが可能となっている。SD270は水路機能を喪

失して単なる区iM1iの溝になる。いつぽう墓地の北をiII1iすように溝SDl31が掘られている。その溝

と道路SFl51に挟まれた空間に錆３期の墓が並んでいたものと推定される。ほかに墓地に関係の

ある可能性のある遺構として土坑SKl56がある。この土坑は８号墓そばの敷地南端ギリギリに掘

られたもので、その形態と遺物出土状態から廃棄物処理土坑すなわち、墓地の中のごみ捨て穴と推

宗される。

７ ８ ９

~－mI区

第４－１６７図墓地第３期（1／150）

１号墓ＳＴ１３０（第４－１６８図）

Ｃ７区（北２区）で検出した長方形の木械墓である。１６仙紀第２四半期に利用された溝ＳＤｌ６５

の第３矢板列の掘形を切り、第４Iﾉﾘ半期後半の溝ＳＤｌ６７に上部を切られる。人骨と木棺は掘形と

ともに切り取りを行った。その際に底面が砂質で軟弱であったため底部が崩落した。底部はブロッ

クとなり一部破損したが修復をおこない、現在、大分県立歴史博物館に保管してある。

掘形の北半は平面で識別１１能であったが、南半は上部をＳＤ１６７に切られ、下部はＳＤｌ６５の掘形

に重なるため平而的に識別することができなかった。掘形の規模は木棺より一回り大きい程度で

ある。内部の埋土を取り除くと１体の人骨と木棺の狼跡があらわれ、洲交はその木棺を追及した。

副me
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第４－１６８図１号墓ＳＴ１３０（1／１０）
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燕トーンは､底板の痕跡

･目:数値は上而の総計嵩
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大きさ

底面笹状

釘接合

仰臥伸展郷

木柿鉄釘

鋪４章Ｉ|』世大友府内町跡縮１０次Ⅱ区北訓在区

木棺の規模は内法で長さ185ｃｍ、幅５２～５５ｃｍ、底面から最高で１５ｃｍまで確認している。墓坑

の検出面から木棺底而までの深さが平均約６０ｃｍなので、木棺の尚さはそれ以下となり、北小1-1の

上位で出土した鉄釘(５～7)の出土標商が3.51ｍ付近なので､木棺の高さは50ｃｍ前後と推定される。

木棺の構造は特異なもので底面が賛状になっている。詳しくみると木棺の底部に東西横方向の桟が

約60ｃｍの等間隔で２枚認められ、底板に縦にあてがわれて板１枚に１本の鉄釘で接合されている。

底板は隙間をもつ賛状に南北方向に５枚渡されている。１枚の板の幅は平均５～６ｃｍで隙間の間隔

も同じである。この底板を固定する桟板の１幅が薄いので、この５枚の板はそれぞれ一枚板であった

と考えてよい。側板は残存した部分を見る限り、少なくとも底板よりは幅が広い板を使用している。

底部の桟板は側板から釘留めされている。小11の接合方法は観察できなかったが、蓋も含めていず

れも釘による接合である。

木棺の設置方向は真南北から東に１０度振っている。また木棺の安置に当たってわずか数センチ

の差ではあるが、頭を向けた北側が商〈、人骨が片寄った西側が低くなっている。

内部には伸展非の成人熟年人骨１体が中央より西側に偏よって発見された。性別は不明である。

頭位は北向きで下肢を軽屈した仰臥伸展葬である。顔面はやや西向き。上肢は左右とも肘関節を曲

げ、本来胸骨があったあたりで左右の前腕を交差させている。右腕を上にする。

なお木棺に使われた鉄釘以外に、副葬品と認められる遺物は棺内にはない。

１号墓ＳＴ１３０出土遺物（第４－１６９図）

１～１０は木棺に使われた鉄釘である。いずれもIlillIの断而が方形の和釘である。３．５．７は完全

なまま出土した。ｌ寸から２寸の大きさである。ほとんどの釘に木質が残存しており、先端部では

縦方向に、基部では横方向に木質が付蒜するところから兄て、いずれも方形の木棺の接合に用いた

ものと推定される。以上の釘は、木棺上半から内部に落下したものである。下半や基底部に残る釘

は切り取りを行ったため取り上げていない。

ほかに残留した古代の遺物が多く、須恵器難、土師器壷などやr１１世の底部糸切土師器の破片が出

-ｋしているが、いずれも細片で埋土巾に混入したものである。

轡風
１０

ﾛ

第４－１６９図１号墓ＳＴ１３０出土遺物（1/2）
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２号墓ＳＴ１３５（第４－１７０図）

Ｃ７区（北２区）で検出した長方

形の土坑である。長さ1.7ｍ以上、

上辺幅0.8ｍ底面幅0.3ｍ，深さ０．５

～0.7ｍ・発掘中は墓と考えていな

かったが、１号墓と同じ方向で並ぶ

ように位置し、内部から鉄釘と骨片

が出土したため木棺墓の可能性を考

慮して墓とした◎墓とすれば南北方

向(東６度振る）の長方形の墓坑あっ

たと推定される。覆土中から多量の

遺物が出土したが、別の遺榊と重複

していた可能性が高い。北端が調査

区外に続くためギリギリまで調査し

たが、喋を多量に廃棄した別の遺構

に切られていた。下記に述べる接合

資料２８の年代から第４四半期前半

の遺構と考えられる。

２号墓ＳＴ１３５出土遺物

１は先端を失った鉄釘。なお

SD250、SK231、SK236、ＳＫ２６９出

土破片と接合した中国製黒褐紬陶器

壷（接合資料28）の破片が出土して

いる。この接合資料２８の破片はほ

とんど第４四半期前半の遺構から出

土している。

ほかに１５世紀前半の備前焼播鉢、

目土師器、京都系土師器１期皿、平］

一
匡
○
の
、
の

ロＩル

長方形土坑

，

，
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第６節墓地の遺栂と遺物
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第４－１７０図２号墓ＳＴ１３５（週構１/30、遺物１/2）

3.50ｍ

*、瓦質土器の碗、大内系土師器、底部糸切の土師器坪、ロクロ

平瓦の破片が出土している。

－３．００ｍ

Ｔ字形鋲

木棺墓

唐樋転用

４号墓ＳＴ１５０（第４－１７１．１７２図）

Ｃ８区（北２区）の第２層１回目除去後に検出した長方形箱形の木棺墓である。しかし木棺は長

さ約１１７ｃｍ、幅約46ｃｍ、深さ３５ｃｍ以上の唐樋の足を切断して転用したものと考えられ、蓋は釘

で留めている。墓坑は長さ175ｃｍ、幅80ｃｍ，深さ４５ｃｍの不整楕円形である。１５世紀の溝SD277

とSD294を切って、掘り込んでいる。木棺の方位は長軸を南北に向け東に１７度振る。

掘形全体を下げていくと、やや南によって長方形の木棺痕跡が土質の違いで明瞭に認められ、

同時に木棺痕跡と掘形の境界に釘や金具が次々と出土し、逆に最上部に多かった土器片の出土は

少なくなった。木棺痕跡の内部を掘下げていくと、側壁面に各々２ヶ所、小口面に１ケ所角材の

痕跡と考えられる方柱状の空隙がみつかった。さらに四壁に釘とは異なる鉄製品が現れた。特に

先端が二股に分かれたＴ字状の鋲らしき金具や、蝶番らしき金具、蓋を固定する錠前を通すため

の金具などが出土し、この棺は埋葬用の木棺ではなく、唐植あるいは長持のような家具を転用し

たものであると考えられた。この転用棺の詳細は遺物の項と第７節２で触れる。

掘形埋土以外の覆土は２層に分かれる。上層のｌ層は検出面から１０ｃｍほどまでの層で、マンガ

ンが沈着して赤みがかって、絵唐津片が含まれる。木棺内の覆土の大半を含む２層は炭片や2cｍ

－２６６－
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第６筋墓地の遺構 と 遺 物

仰臥屈郡

成人男性

埋葬年代

錠前金jＬ

蝶番？

Ｔ 字 形 鋲

大の小磯を多く含む空気を含んだぼさぼさの灰褐色

土層である。東よりに硬い地山ブロックが多い。

内部には北頭位の仰臥ﾙ'排の成人熟年男性が、一

体埋葬されていた。大坐骨の切痕狭〈、大腿骨の柱

状性が発達している。頭蓋骨と下顎骨は上圧で変形

している。頚骨と胸骨は不連続である。

出土遺物は棺に転用された唐棚の金具と接合川の

鉄釘、それに蓋を留めたと推定される釘が大半で、

梢が腐朽した後に上から落ちこんだ土（2脳）や掘

形埋土の巾から出土した京都系土師器２期の皿片、

さらに並上層のｌ畷から絵唐津のⅢ片などが出土し

ているが、副葬品と考えられる遺物はない。

陥没後に絵唐津片が存在するところから1590年

代に近い年代を想定できる。

木棺金具および釘（第４－１７３．１７４凶）

唐植に本来付属していたと考えられる金具および

釘。’～６は本来の唐概の蓋との開閉の金具と考え

られるもの。１は西壁正而中央で検出した２つのＩｌｊ

環をつけた金具。長さ8.5ｃｍ、帆3.0ｃｍ、厚さ３ｍｍ

の鉄板に２箇所穿孔し、そこに|服1.3ｃｍの幅広の断

面円形の鉄筒を問定するために先端を二股に広げて

Ｔ字状になる金具を２個差し込む。その２箇所で板

を貫き、背後つまり箱の内側には、ワッシヤーに当

たる銅製の円盤を取り付けていた。錠前をとおすた

めの金具である。２は東壁正面中央のちょうどｌの

金具の反対正面で見出した金具である。上下に長く

上部は２つにわかれそこに棒を通している。蝶番の

役割をする金具と推定される。３と４は２の金具の

【０

<-フ

５０ｍ

第４－１７２図

4号墓ＳＴ１５０埋葬人骨出土状態（1／１０）

そばで発兄され関係すると推定される金呉。なお３と４については棺外の位置に当たるためその

関係は可能性にとどまる。５と６は２の金具のiII1j側で発兇された円環をつくる二股金具。方形の

鉄板の中央に穿孔し円筒を作り出した二股になる金具を差し込むもので本来蝶番の金具である。

唐植の脚部を固定するための金具および釘。７は北小'１の上位で発兇した、先端をＴ字状に折

り広げた二股金具の先端。８は北小口の下位で発見された釘。９は北小口の金具（７）のすぐ下で、

先端を外に向けて検出された鉄釘。内側からとめた釘と推定される。この釘の．ﾄﾞ‘位の金具（８）の

背後でも先端を外に向けた鉄釘を検出したが、劣化がひどく実測していない。１０は南小'１の上位

で検出した二股金具。下位には対応する金具は発兄されなかった。１１はｉｊＬｉ壁北側の上位で検出し

た先端を折り広げた二股金具の先端。１２は西壁北側の下位で検出した先端をＴ字状に折り広げた

二股金其の先端、木質が残る。１３は西確北側の｣鳶位で検川した先端を束に向けて横向きに発見さ

れた釘。１４は面壁北側の下位で発見された先端を東に向けて横向きに発見された鉄釘の頭部片。

さらにもう１本並下位に先端を外に向けた釘が||}土している。１５は西壁南側の上位で検出した、

先端をＴ字状に折り広げた二股金具の先端と頭部。１６は西壁南側の下位で検出したＴ字状に折

り広げた二股金其の先端。１７は束壁北側の上位で検出したほぼ完全な先端をＴ字状に折り広げた

二股金具で、この形から一種の鋲であることがわかる。１８は東壁北側の下位で検出した釘の頭部。
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第６節墓地の週構と遺物

鉄釘

頭部環頭

埋土混入

１９は東壁南側の上位で検出した二股金具、東壁南側の下位でも鉄片を検出したが、１６と同様の二

股金具ではなさそうである。

北小口西北隅の側板と小口板の結合部に使用された鉄釘。２０は最上位に南北方向の横向きで検

出した長さ４．１ｃｍの釘で、２寸釘か。２１は上位に先端を東に向けて横向きで検出した長さ2.3ｃｍ

以上の釘で、一寸釘か。２２は中位で先端を東に向けて横向きで検出した長さ1.3ｃｍ以上の釘で、

一寸釘か。

北小口東北隅の側板と小口板の結合部に使用された鉄釘ｏ２３は木棺の上位において、先端を南

に向けて横向きに検出した長さ4.8ｃｍ以上の釘で、２寸釘か。２４は上位において、先端を南に向

けて横向きに検出された鉄釘ｏ２５は上位に先端を南に向けて横向きに検出された長さ4.0ｃｍ以上

の釘で、２寸釘か。２６は中位において、先端を南に向けて横向きに検出された鉄釘の先端◎２７は

中位において、先端を南に向けて横向きに検出された長さ4.3ｃｍ以上の釘で、２寸釘か。もう一点

最下位に先端を西に向けて横向きに検出した釘を取り上げたが、保存状態が悪く実測していない。

南小口南西隅の側板と小口板の結合部に使用された鉄釘。２８は木棺最上位に、先端を東に向け

て横向きで検出した長さ３．１ｃｍ以上の鉄釘。２９は上位において、先端を北に向けて横向きに検出

した鉄釘の先端。２７のすぐ下で同じ向きの釘が検出されている。３０は中位において、先端を東に

向けて横向きで検出した長さ2.5ｃｍ超の鉄釘で、一寸釘か。３１は中位において、先端を北に向け

て横向きで検出した鉄釘。３２は中位において、先端を東に向けて横向きで検出した長さ2.9ｃｍ以

上の金具で、頭部を円環に作っている。３３は下位において、先端を北に向けて横向きに検出され

た釘。３４は下位に先端を北に向けて横向きに検出した釘。３５は南小口南東隅の側板と小口板の結

合部に使用した鉄釘で、中位において、先端を北に向けて横向きで検出した長さ4.1ｃｍ以上の釘で、

二寸釘か。

木製の蓋を閉じるための釘。木棺痕跡の最上位に、先端を下にして垂直に検出した鉄釘を、以下

に北小口から時計回りに述べる。３６は東北隅の結合部において先端を下にして検出した長さ5.4ｃｍ

以上の釘で、２寸釘か。３７は東側板上に先端を下にして検出した釘。３８は東側板上に先端を下に

して検出した鉄釘頭部。３９は東側板上に先端を南に横向にして検出した長さ4.1ｃｍ以上の釘で、２

寸釘か。４０は東側板上の南端近くで、先端を下にして検出した鉄釘頭部。４１は西側板上に先端を

下にして検出した長さ1.4ｃｍの鋲あるいは釘で、木質が大きく付着する。釘ならばｌ寸釘か。４２

は西側板上に先端を下にして検出した鉄釘の先端。

内部に落下あるいは棺外で検出した釘。４３は南小口の上位で、先端を南に向けて横向きに検出

した長さ4,3ｃｍ以上の釘で、２寸釘か。４４は同じく南小口の上位において、先端を南に向けて横

向きに検出した長さ４ｃｍ以上の釘で、２寸釘か。４５は蓋の腐朽に伴って内部に落下したと推定さ

れる棺内中央の中位で検出した釘片。４６は棺の蓋よりかなり上位で検出した鉄釘の先端。４７は内

部底面で検出した長さ2.9ｃｍの釘で、ｌ寸釘か。４８は棺の蓋よりかなり上で検出した長さ３．１ｃｍ

以上の釘で、２寸釘か。４９は明らかに棺外だが蓋と同じ高さで先端を西に横向きで検出した長さ

4.6ｃｍ以上の釘で、２寸釘か。５０も、明らかに棺外だが、蓋と同じ高さで先端を東に横向きで検出

した鉄釘片。釘のついた板などを埋めたものだろうか。ほかに内部に落下した鉄釘が５点出土して

いる。

４号墓ST150出土遺物（第４－１７４図）

木棺内いずれも木棺蓋の腐朽陥没後に内部に落ち込んだ土器片で、すべて京都系土師器２期の

小皿の破片であるにもかかわらず､同一個体ではない。５１と５２は京都系土師器２期の小皿口縁片、

ともに煤が付着し灯明皿として使われている。５３は京都系土師器２期の皿口縁片。５４は京都系土

師器２期のやや大振りの小皿口縁片。

棺外棺外の埋土から、５５の京都系土師器２期の小皿片が出土している。ほかに瓦質播鉢の砕

－２７０－
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第４－１７４図②木棺金具および釘（1/2）木棺内上層出土遺物（1/3）

片と京都系土師器３期皿の破片が出土している。

上層出土掘形検出後の木棺痕跡を検出するまでの上層で出土した遺物で、本来木棺の陥没し

たのちの窪みあるいは上層に含まれていたもので、この埋葬とは直接関係ないものと推定される。

５６は備前焼鉢口縁で、外面に把手を貼り付けている。５７は絵唐津大皿の破片。５８は京都系土師

器２期の小皿口縁片、内面に指ナデ外底面に板状圧痕が付く珍しい京都系土師器で、口縁に１箇所

打ち欠きがある。上層からはほかに底部外面に格子タタキを施す土師器鍋、底部糸切の土師器坪、

坪の破片が出土している。
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へ

木棺の復元（第４－１７５図）

ここでは、木棺痕跡と金具・釘の出土位置から復元される木棺についてまとめる。

木質痕跡の観察からは、底板と側板・小口板とも一枚板である可能性が高いが、板の厚さは木質

がわずかしか残っていなかったので不明である。側壁に残された角材の痕跡からみて、左右の側板

の外側に２本ずつ角材をあて、各角材は外側から上下に２箇所、二股になるＴ字形鋲状の金具を

通して先端をＴ字型に曲げて固定する。北小口外側でも小口中央の縦に一本の角材痕跡と金具が

出土し、南小口では角材の痕跡が明瞭ではなかったものの金具１０が出土していることから北小口

と同様に、角材があてがわれていた可能性が高い。角材の下部は底面より下に痕跡を残していない

ので､本来あった脚にあたる部分は切り取られたものと推定される。左右の側板から金具が出土し、

ほぼ原位置を保っているものと考えられる。西側には錠前をさすための金具ｌが横向きにとりつけ

られ、東側には蝶番になると推定される金具５と６が出土している。全体の長さは約１１７ｃｍ、幅約

46ｃｍ、高さ３５ｃｍをはかり、また側板と小口の接合は相互に切り込みを入れて組み合わせる強固

な接合方法を用いている可能性が高く、おそらく当時の家具であった唐植であると考えられる。錠

前金具や蝶番金具のうち、蓋に取り付ける片割れの金具が出土していないので、蓋は取り外して別

の板材を蓋として、釘留めにしたものと推定される。復元の根拠は第７節３で触れる。

側板と小口
に角材

脚を切除
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C、

第４－１７５図４号墓ST150の木棺の復元図（1/１０）

８号墓ＳＴ１４９（第４－１７６図①～③）

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後に検出した木棺墓である。墓坑は長さ170ｃｍ、幅90～lOOcm、

深さ４２ｃｍ以上の不整楕円形であるが、墓坑は完掘していない。木棺は長さ120ｃｍ、幅40ｃｍ，高

さ３５ｃｍの長方形箱形である。その方位は長軸を南北に向け、東に２６度振る。ピットと１６世紀第

２四半期の土坑SKl63、第３四半期の１３号墓ST289と１４号墓ST295を切り、第４四半期前半の

１２号墓ST274に切られている。

墓坑全体を一段掘下げると、長方形の木棺の輪郭があらわれた。掘形埋土との境界付近には、と

ころによってｌ～２ｃｍほどの厚みの灰色粘土が帯状に広がり、その内側では木質が残存する部分
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８号墓ＳＴ１４９木棺想定復元図
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第４－１７６図①８号墓ＳＴ１４９棺蓋出土状態（1/１０）
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第６節 墓 地 の 造瀧と批物

木械痕跡

鉄釘

角材棋跡

水枕底面

があった。灰色粘

土は木質が朽ち

た後粘土にＷｉき換

わったもので、混

じりがなく灰色粘

土のみが均一に広

がる部分と、空気

を含みぼさぼさの

土に侭き換わった

部分がある。また

北小口の両隅に当

たる位１ftから、頭

部を北に向けた鉄

釘が発見され、長

方形の木棺である

ことがわかった。

しかし南小1-1の内

側両隅では径３な

いし６ｃｍの方形の

空洞が見つかり、

その部分に角材か

何かが当てられて

いたと考えられ、

当初は４号墓同様

転用棺かと考えら

れた。しかしその

後底部の構造が判

明して、専用の木

柿であると判明し

た。木棺内部には

空気を含んでぼさ

ぼさした灰褐色土

が充満していた。

掘形埋土は灰褐色

粘質土で、ところ

どころに基盤屑に

Ｌ

名

０

第４－１７６図②８号墓ＳＴ１４９埋葬人骨出土状態（1/１０）

５０ｍ

''1来する黄色土のブロックが含まれている。

木柿は４号墓と同様に墓坑の南側につめて慨かれている。木棺の構造は、小'1板、側板ともに

一枚板と考えられるが、側板は土肥により内側に大きく盃んでいる。底板は１枚板あるいは複数

の板材を差し渡し、その下に４枚の幅３～４ｃｍの横木をあてて固定しているが、間隔は等間隔で

はなく中央を大きく開けている。横木と底板の接合に鉄釘をもちいた痕跡はない。棺内４隅には４

×３ｃｍほどの角材をあて、小｢1と側面の両方li'｣から釘により間定している。その角材は底板より

も下に飛び川している。木柁上而検出以降３回にわたって蓋板の崩落状ﾙ１１が認められたので、蓋

274
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第４－１７６図③８号墓ＳＴ１４９木棺（1／１０）
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第６節墓地の遺構と遺物

仰臥屈葬
成人女性？

副葬品なし

鉄釘

陥没後に
おちこむ

蝋
＆０

傷）
里_ン

板は一枚板とは考えにくく、複数の板を並べたものと推定される。北小口近く東側にも底板を貫き

横木には及ばない方形の空洞があったが、何であるかは不明であった。

内部には北頭位の仰臥屈葬の成人女‘性の可能性の高い人骨が一体埋葬されていた。棺内の底面近

くまで落下した蓋板の下から人骨の右半身が出土した、ちょうど蓋板に押しつぶされた形である。

人骨は調査結果によると仰臥屈葬の成人骨で、頭蓋骨は正面を西にし、頭蓋底を上にした状態で出

土した。右上肢を伸ばし、棺の北西側の側壁に沿って出土。下肢は両足とも強く曲げていて、股関

節を伸ばして膝関節を強屈した仰臥屈葬と考えられる。蓋板の崩落にともない棺内北西側の人骨は

頭部が破損しているものの原位置を保ち、南東側の人骨は南東壁際に移動したものと推定される。

女性の可能性のある成年～熟年成人骨である。

副葬品は皆無であったが、蓋板よりも上の覆土内に京都系土師器片や白磁片が落ち込んでいた。

いずれも破片であり、土師器も別個体の破片であるので、葬儀・供養等に使われたものではない。

そこに含まれる土師器の大半は、京都系土師器２期の皿の破片である。切合関係とも考え合わせる

と１６世紀第４四半期前半の古い時期にあたると考えられる。

８号墓ＳＴ１４９出土遺物（第４－１７７図）

木棺鉄釘のうちｌ～３は北側小口に打ち込まれていたもの。残存する木質の方向から、いずれ

の釘も木棺隅の接合に用いられたものである。木質の痕跡からみて、板の厚さは2ｃｍ前後である。

１は２寸釘に当たる鉄釘。２は長さ２寸の鉄釘。３は長さ３寸にあたる北小口の鉄釘。４と５は鉄釘。

ほかに数点の鉄釘片が出土している。

墓坑埋土からは備前焼翌、土師器の小破片が出土している。埋土に混入していたものである。

木棺上の覆土内から木棺の腐朽陥没後に内部に落ち込んだと推定される土器が出土している。６

は端反りの白磁皿口縁片。７は京都系土師器２期の皿口縁片。８は京都系土師器２期の小皿片。ほ

かに底部糸切の土師器坪の破片も含まれている。

この８号墓の上層に当たる第２層中からは以下の土器の破片が出土している。本来第２層中に含

まれるもので、この墓に伴うものではないが、覆土中に土器が含まれる理由のひとつである。９は

古代の黒色土器Ａ類碗底部片｡１０は京都系土師器１期の皿口縁片｡１１は京都系土師器1期の小皿片。

１２と１３は京都系土師器２期の皿口縁片。

綴
』鵬壷
１’２

桑。
Ｉ：４

Ｚ／『一
昏一

雪 ；

ー一 ミズ

〃

竺室≦で；雲ﾆマ

更壬彦目
０５ｃｍ
－ 麦罵’

１１５ Ｚ′ 〃f計亥壱二

第４－１７７図８号墓ＳＴ１４９出土過物（１～５=1/２，６～１３=1/3）
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第‘1噸中111:大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調在区

９号墓ＳＴ１５２（第４－１７８図）

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後の基盤1Ｖ牌上面で検出した木棺墓である。Ｓｌ５３と１５世紀の溝

SD255を切る。墓坑は長さ約120ｃｍ、｜胴85ｃｍの不整桁円形で、深さは３５ｃｍ以上である。束に２３

度ふった南北方向に慨かれた木棺は、長さ８５ｃｍ、１幅55ｃｍ、高さ２０ｃｍ以上の方形に近い長方形

木棺である。板材や鉄釘等はまったく過存していないため水枕の榊造は不明である。木棺の東南隅

で備前焼揺鉢の破片（１）が底面に張り付くように出土したが、棺内に副葬されたとは考えがたく、

木棺を安定させるため下に挟んだものと推定される。墓坑埋土は灰褐色粘質上で、ところどころに

方形木捕
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第４－１７８図９号墓ＳＴ１５２（1／１０）
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第６節墓地の遺構と遺物

屈葬

成人埋葬

副葬品なし

基盤層に由来する黄色土のブロックと小喋が含まれている。４号墓の埋土と変わらない。

内部からは北頭位の左側臥屈葬の成人熟年人骨が東向きの姿勢で一体埋葬されていた。性別は不

明である。顔面は南向きで、右上肢はひじを曲げ、下肢は股関節・膝関節を強屈している。

覆土内に混じりこんでいた京都系土師器の砕片が出土しているが、積極的に副葬品と言える遺物は

なかった。

並列する成人墓のひとつという位置関係から１６世紀第４四半期前半の遺構と考えられ、出土し

た備前焼・京都系土師器の年代も矛盾しない。

９号墓ST152出土遺物（第４－１７９図）

１は墓坑底部出土の備前焼播鉢の口縁部破片。中世6a期１６世紀前葉の製品で、スリ目は放射状

である。ほかに墓坑埋土からは、備前焼喪の底部片が１点出土している。

木棺腐朽後に流れ込んだ覆土中に、次の京都系土師器の破片が含まれていた。２は京都系土師器

2期の皿口縁片。３は京都系土師器２期の小皿口縁片。

／、

２

ン:二三

､毛寺一

第４－１７９図９号墓ＳＴ１５２出土遺物（1/3）

１０号墓ST260（第４－１８０図）

Ｃ８区（北２区）の基盤層上面で検出した小型の木棺墓である。墓坑は最底面に近く、明瞭な形

は判明しなかった。１５世紀の溝SD259を切る。調査は最初に人骨頭蓋骨が見つかり、周囲を掘下

げると木棺痕跡が発見された。深さ１０ｃｍほどしか残っていなかった。９号墓の北側に直交して配

置され、長軸を２１度振り東西方向に置かれた木棺は長さ９０ｃｍ、幅28ｃｍ，高さ１０ｃｍ以上の長方小型長方形木棺置され、長軸を２１度振り東西方向に置かれた木棺は長さ９０ｃｍ、幅28ｃｍ，高さ１０ｃｍ以上の長方

形木棺である。

南側側板と東側小口に木質が残る。南北両小口にそれぞれ４箇所、先端を上に向けた鉄釘が出土

し、南側板にも底部から上に向けて釘留めした跡が残るので、小口板と側板両方を上に載せる底板

を本来持っていたものと推定される。

伸展葬伸展葬の人骨１体が出土し、下顎がはずれあるいは頭蓋骨が北側に移動している。木棺の形態と

規模から見て幼児の伸展葬と推定される。頭骨の位置から頭位は西である。木棺に使われた鉄釘が

3才前後の幼児発見されたが、副葬品等の辿物は出土しなかった。人骨からは、'性別不明の３才前後の幼児と推定

されている。９号墓の存在を前提にして木棺の埋葬位置と方向が決定されていると考えられるので、

９号墓より新しい１６世紀第４四半期前半の墓と考えられる。

－２７８－
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第４－１８０図１０号墓ST260（1／１０）
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鉄釘

土坑難？

、

ガラス玉

幼児』'1弊

ロＩ

木棺に関わる出土遺物（第４－１８１脚）

１と２は鉄釘。３～５は長さ４ｃｍほどの鉄釘で、出土位置は不明。ほかに川土遺物なし。

１１号墓ST257（第４－１８２図）

Ｃ７区（北２Ⅸ）の基撚層上面で検出した小型の墓で、木柁痕跡は検出できなかった。１５１１t紀

の溝SD255を切り、Ｓｌ５３に切られる。９号墓の西側に並行して南北方向に掘られた墓坑は、長さ

85ｃｍ、｜服３５ｃｍ、深さ２０ｃｍ以上で、艇軸方向は真南北から東に１８度振る。木簡・釘等は遺存し

ていない。人'汁も残っておらず乳歯が１本出土したのみである。中央からガラス小玉１点が出土し

た。これは副葬品と考えられる。乳歯が南側から出土したので頭位を南にした幼児埋葬と推定され

る。10号墓と同じく９号墓の存在を前提にして埋葬位世と方向が決定されていると考えられるので、

9号墓より新しい16111:紀第４Iﾉﾘ半期前半の墓と考えられる。

１１号墓ST257出土遺物

副葬品１は径3ｍｍ、幅２ｍｍの淡いブルーのガラス小玉。ほかに埋土I|'より底部糸切の土師器

の破片が出土している。

５

1口１

第４－１８１図１０号墓ST260出土遺物（1/2）
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０

屈葬

０２ｃｍ

ﾑﾏ病制当
５０師

Ｃ８区（北２区）の第２層除去後に検出した幼児埋葬の方形木棺墓である。南半は瀧SD294と重

複していたため掘りすぎ、そのため墓坑の掘形は不明瞭である。南北方向に置かれた木棺は長さ

65ｃｍ，幅３５ｃｍ、深さ２０ｃｍ以上の長方形木棺である。１６世紀第４四半期前半の８号墓ＳＴｌ４９と

１５世紀の溝SD255を切る。埋土は灰褐色粘質土のぼさぼさした土。木質等は遺存していない。足

元に京都系土師器の破片（２）が出土しているが、レベルが高いので、この墓に伴うとしても副葬

品とは言いがたく、埋土に混入したものである。

内部には北頭位の左側臥屈葬の幼児が東向きの姿勢で１体埋葬されていた。性別不明のｌ～２才

方形木棺

－２８０－

第４－１８２図１１号墓ST257（遺栂１/１０．遺物１/1）

１２号墓ST274（第４－１８３図）
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１０町

第‘１章中'11大友府内町跡第１()次Ⅱ脳北調査区
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墓 坑 推 定 線

５０cｍ

前後の幼児骨である。束

に顔面を向けた左側臥

屈葬である。下肢は股

関節を強ハバしている。

ほかに埋土中から１

点の鉄釘片（１）が出土

しているが、木棺に伴

うかどうか不明である。

8号墓の存在を前提にし

て埋葬位慨と方IiIlが決

定されていると考えら

れるので、８号墓より新

しい１６－Mt紀第４IﾉLI半期

前半の墓と考えられる。

１２号墓ST274

出土遺物

１は鉄釘片。２は京

都系土師器２期小皿の２

分の１片。口縁に１箇

所打ち欠きがある。ほ

かに古代土師器坪の破

片が出土している。

第４－１８３図１２号墓ST274（遺構１／１０．遺物１/3）

１８号墓ST290（第４－１８４Ｍ）

Ｃ８区（北２区）で検州した径２８ｃｍ、深

さ２５ｃｍの平面円形の小土坑である。洲査

時は墓としなかったが、内部から人骨の破

片が出土している点から墓の可能性がili'1jい

と判断した。出土遺物はない。９号墓の側で

１０号墓・’１号墓の幼児墓のなかに掘られて

いるので９サ墓以後のその関係肴の墓と考

えられる。９号墓の存在を前提にして埋葬位

置と方向が決定されていると考えられるの

で、９号墓より新しい１６１１t紀第４四半期前

半の墓と考えられる。
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第６節墓地の遺構と遺物

■

４墓地のまとめ

2001(平成13)年度に木棺墓が１基が発見され、その発見地点は地籍図による復元研究からイエズ

キリシタン墓ス会府内教会の敷地内と推定された場所であった。木棺の中からは①伸展葬・②腕を交差させた成
かいなか？

人人骨が発見され、③木棺の作りが高槻城キリシタン墓の構造（底面が賓状）がよく似るという以

上３点の特徴から、キリシタン墓の可能性があることが指摘された。しかしなおその時点では単独

の出土であり、宅地区画内の単独墓である可能性も残されていた。2002(平成１４)年度の調査では、

周囲にさらに１７基あわせて18基の墓が発見され、④墓の配列は南北方向・北頭位の埋葬を東西に
Ｍｌｉ１

列状Iこ並べる点でも、高槻城キリシタン墓地と類似することが判明した。成人埋葬はいずれも木棺
避２

墓である。ただし埋葬姿勢においては半数|こ屈葬が認められる点、６歳以下の幼児埋葬が多い点で

異なっている。特に埋葬姿勢からみて、被葬者がキリシタンであったとは必ずしもいえないことが

3時期 明らかとなった。

以上の知見は調査時点の総括であるが、報告を終えてあらためて以下にまとめると、墓地全体は

３期に区分できる。

墓地第１期（第4-156図）の墓は、３号墓ST268の１基のみである。出土した副葬土師器から

１６世紀第２四埋葬の時期は16世紀第２四半期にさかのぼる。桶を利用し熟年男性の可能性高い成人が座葬され、
期半期

土師器皿３枚が副葬されている。その所在する場所も厳密に言えば、西区の区画Ａにあたり、第２

期以後の墓地とは区画をことにしている。おそらく１６世紀前半に存在した東西道路に面した区画

教会以前の中に葬られた単独墓と推定される。したがって１５５３（天文22）年のイエズス会府内教会設立以

前の墓であると考えられる。

墓地第２期（第4-158図）の墓は､第３期の８号墓の周辺に集中する８基からなる一群である。

幼児･小児墓横にしたＬ字状に並ぶようにも見えるが、それ以上の規則性はない。すべてが８歳以下の幼小児埋

葬であり、木棺・桶等の埋葬施設を使用した例は、東半に並ぶ５号墓・６号墓・７号墓の３基のみ

木械と土坑である。西側に群集する１３号墓・’4号墓・１６号墓・’７号墓は土坑に直葬されたものと推定され、

註ｌ高橋公一編「高槻城キリシタン墓地」（高槻市文化財調査報告書22）,200l高槻市教育委員会

高橋公一氏（高槻市教育委員会文化財課、高槻市立埋蔵文化財センター技師）に2002（平成１４）年７月１．２日（月・火)、

現地にて７月１日現在の調交状況を説明して、墓地を中心に所見をうかがったところ、次の指摘をえた。

①１号墓STl30の長方形木棺墓は、尚槻城キリシタン蕊に非常によく似ている。特に棺底が賛状になっている点は、類似の

例が商槻城キリシタン墓にも多い。

②１号墓STl30の木棺規模は大型だが、高槻城キリシタン墓群のなかの最も大きいグループと同じぐらいであるので、必ず

しも飛び抜けて大きいわけではない。

③副葬品が少ない点は、高槻城キリシタン墓でも同じである。３０数基のうち木製ロザリオが出土したものは１基のみで、それ

も副葬品というよりは身に藩けていたものである。それよりも、六道銭や土師器副葬がほとんどない点を注目すべきだろう。

④東京都千代田区八頭洲北口遺跡で、般近１７世紀はじめごろのキリシタン墓群が発見されており、その埋葬施設も長方形木棺

の伸展葬であり、身につけていたメダイとロザリオが出土したのみで副葬品はない。江戸と尚槻のキリシタン墓が、長方形

木棺を採用し伸展葬をとる点からみると、中世大友府内町跡１０次の１号墓STl30例もキリシタン墓の特徴といえる可能性

がある。（今野群樹編「東京駅八亜洲北口遺跡」2003,森トラスト株式会社・千代田区東京駅八重洲北口遺跡調査会）

⑤成人墓が４基頭位を北にそろえて並んでいる点は、高槻城キリシタン墓と酷似する。

⑥墓の中に伝統的な短い方形棺や屈葬が多いが、当時のイエズス会は現地順応方式の布教を行っており、埋葬姿勢までキリス

ト教風でなくてもよいのではないか◎

註２田中良之氏（九州大学大学院教授）等による埋沸人骨の2002（平成14）年６月３０日～７月３日（日～水）現地調査時点での

所見は①全体的な墓地の印象として家族墓というより集団墓地のようにみえる。②成人墓と幼児墓（６歳以下）ばかりで、小

児墓（７～１５歳）がほとんどない。というものであった。

－２８２－



座葬と屈弊

1560年代

成人墓

癖間隔列状配

侭

９号墓周辺

８号墓周辺

1570～

1580年代

道路と墓地

北を区画

第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

15号墓のみが掘形の輪郭から木棺利用の可能性がある。埋葬姿勢は５号墓・７号墓と１６号墓が座葬、

6号墓・’３号墓が側臥屈葬であり、伸展葬は確認できない。北頭位が多いが西頭位もあり、必ずし

も一定しない。副葬品を伴うのは１４号墓の土師器小皿１点のみであって、灯明皿がそのまま副葬

されている。第３期の墓が長方形の木棺墓を一定の法則性を持って配列するのに対し、第２期の墓

は東西数ｍ程度の狭い範囲に次々と８歳以下の幼児と小児を葬ったもので、特に２才以下の乳幼

児が多い。ただし墓坑同志の切合関係がないところからみて、埋葬場所にある程度の余裕があり、

土鰻頭や木製標識等の地上施設が存在したものと推定される。埋葬がおこなわれた期間も、当初の

墓の位置が記憶されている程度の短期間であった可能性が高い。後述するように第３期の墓の年代

が、一部１６世紀第３四半期にさかのぼる時期から第４四半期前半と考えられるので、第２期の墓

は第３四半期の1560年代を中心とする時期と推定される。上限はイエズス会府内教会設立の1553(天

文22）年以後である。

墓地第２期に対応する１６世紀第３四半期の周辺の遺構は、北側にはなにもない空閑地がひろが

るようで、なんらの区画施設もない。南側には道路SFl51の側溝SDl65があり、第１および第２

矢板列の水路が機能していた時期にあたる。したがって第２期の幼小児墓地群は道路によってさえ

ぎられた区画の南端に設けられたものと推定される。

墓地第３期（第４－１６７図）は規則的に配列された５基の成人墓と、その成人の周囲に配され

た４基の幼児墓からなる。１８号墓を除くすべての墓が長方形の木棺を埋葬施設としている。１号墓・

4号墓・８号墓・９号墓の４基は、やや束に振る南北方向に木棺を配置し、北頭位で被葬者を安置

する成人埋葬である。東西に西から１号墓・９号墓・８号墓・４号墓の順に、２ないし３ｍの間隔を

あけて葬られ、２号墓は１号墓の北に直列して配置されている。この五基はいずれも長方形の木棺

を使った成人埋葬と考えられるが、４号墓は唐植を棺に転用している。１号墓が伸展葬で２号墓も

その可能性があるが、４号墓・８号墓は仰臥屈葬・９号墓は左側臥屈葬である。木棺も屈葬を意識

した長さの短いものを利用している。さらに９号墓の周囲には幼児を伸展葬で葬った１０号墓と１１

号墓、さらにそのあいだに１８号墓が配されている。１０号墓は３才前後の幼児を長方形木棺を用い

た伸展葬で、頭位は西向きである。１１号墓は土坑墓ながら伸展葬で葬った可能性が高く、頭位は

南向きと考えられる。１８号墓は小さな円形のピットに埋葬されており、おそらく幼児でもさらに

小さな乳児を埋葬したものと推定される。８号墓の横にもｌ～２才前後の幼児が屈葬された１２号

墓が葬られていた。熟年成人埋葬の９号墓を中心とした周辺３基の幼児埋葬の一群と、成人女'性埋

葬の８号墓と幼児埋葬の１２号墓からなる一群は、いずれも、なんらかの血縁関係者を葬ったもの

と推定される。副葬品は１１号墓の幼児埋葬に伴ったガラス小玉１点のみであった。

木棺腐朽後の陥没土やその上位から出土する遺物は、基本的に京都系土師器２期の皿で、最新の

4号墓で京都系土師器３期皿の破片が出土する。さらに墓地終駕後その上を覆った第２層からは絵

唐津皿、彫三島碗など1590年代の遺物が出土している。第３期墓地の始まりは京都系土師器３期

皿が出現する１６世紀第４四半期以前の第３四半期にさかのぼり、墓地終潟後の1590年代には埋葬

が行われていないと考えられる。したがって第３期は1560年代まで遡る含みを残した1570年代か

ら８０年代の墓地と推定される。

なお第３期の墓地が存続していた時期の南側には道路状遺構SFl51があり、その側溝はSD250

ないしSD270が対応する。それまでより道路側溝の位置が南に移動したため、１号墓がかつての側

識であるSDl65の掘形に切り込むように埋葬されている。SD250は水路機能を喪失して単なる区

画の溝になり、いつぽう墓地の北を画すように溝SDl31が掘られている。その瀧と道路SFl51に

挟まれた空間に第３期の墓が並んでいたものと推定される。ほかに墓地に関係のある可能性のある

遺構として土坑ＳＫｌ５６がある。この土坑は８号墓そばの敷地南端ギリギリに掘られたもので、そ

の形態と遺物出土状態から廃棄物処理土坑すなわち、墓地に関わるごみ捨て穴と推定される。

－２８３－
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第６節墓地の遺櫛と遺物

■

地上標識ところで中心となる成人墓同志の切合関係がないところからみて、埋葬位置があらかじめ決定さ

れ、土鰻頭や木製標識等の地上施設が存在していたものと推定される。墓標として石製品の存在も

考慮されるので、周辺の過構や整地層内から出土する石材を点検したが、キリシタン墓碑になるも

のは見出せなかった｡かわりに五輪塔の石材が廃棄されたり再利用されている例が多数存在したが、

これはこの調査区特有の現象ではなく、１６世紀全般の中世大友府内町跡全体で普通に見られる現

象なので、この墓地の墓標に使われたものとはいえない。

第３期の画期墓地の構成。さて第２期と第３期の間には墓地の構成において大きな違いがある。幼児群集墓か

ら成人配列墓群への変化である。それを機会に墓地の北には区画の溝としてSD131が掘られ、一

方南側の道路との境界も、それまでの水路が付け変わっているので、墓地を内にふくむ施設全体の

整備の一環として墓地の構成が変わったものとみとめられる。大きな画期である。

墓地の性格。埋葬姿勢に屈葬が多く、木棺もそれに合わせた丈の短い長方形木棺を用いる例が多

伝統的墓制いという日本の伝統的な中世墓の特徴を備えているが、副葬品に六道銭が一例もなく、土師器の副

伸展葬葬も例外的である。一方16世紀当時、中国人墓をのぞけば列島において実例がきわめて少ない伸

展葬が成人と幼児ともに存在している。このように発掘資料そのものから墓地の性格を判定するこ

とは限界がある。しかし重要なことは、①第２期と第３期の墓地は１６世紀後半の年代に収まるこ

墓地の存続年代とである。遺構の構築順序からみて、墓地の上限は１６世紀第３四半期、下限は1590年代以前であ

り、府内教会の存続時期である１５５３（天文22）年から１５８７（天正１５）年とほぼ一致する。②大半
雄３

が木棺墓であって､道路北限Ｉに同一種類の埋葬をくりかえす墓地が広がることが判明した点にある。

中世大友府内町跡のこれまでの調査では、墓はすべて単独墓であり、墓地は未発見であった。それ

宗教施設内は都市という性格上、墓地は本来仏教寺院などの宗教施設の境内あるいは都市域外の郊外に設けら

れたためと考えられる。この第１０次調査区の墓地は「中町」の背後にあり、中世府内の都市域内

に存在することから、なんらかの宗教施設の境内に設けられたもの、あるいは宗教施設が管理する

集団墓地であると考えざるを得ない。そして府内古図を信用する限り、この場所に墓地を設けうる

｢淑徳寺．ダイ宗教施設は、「顕徳寺・ダイウス堂」と記された施設すなわち、イエズス会府内教会である可能性
ウス堂」

がきわめて高い。最も近い仏教寺院である南側の祐向寺とは道路と大溝に隔てられており、さらに

１０次南調査区の道路南側には遺構の少ない空閑地がひろがって、その南には屋敷地が存在する可

能性が高く、少なくとも祐向寺が道路に接して存在していた可能性は少ない。

以上のような墓地の存続時期と墓地の位置と状況からみて、今回中世大友府内町跡第１０次北調

査区で発見された第２期と第３期の墓地は､直接的証拠（キリシタン遺物など）には欠けるものの、

府内教会戦国時代の豊後府内にあったイエズス会府内教会（顕徳寺あるいはダイウス堂と表記）の敷地南端

に設けられた墓地である可能性が極めて高い。

註３中世大友府内町第７次調査Ｅ地区とＦ地区の単独墓が報告されている。

田中裕介編「豊後府内3」（大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告８）２００６

－２８４－



Ａ 川

Ｂ期

東西道路

[苅111ｍ

道路とⅢ洲

南側のⅨiI1I1

北側の区画

区mlA

東区の「宅地一

第‘1噸中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調売区

第７節小結

１１５世紀以後の第１０次北調査区の遺構の変遷

巾･ＩM:から近･'1tの訓洲><の変遷をまとめ、末IもでそのIIIIi期を考察する。

１５世紀（第４－１８５凶）道路状巡構SFl51と水路SDl65の建設の以前と以後で２時期に分け

ることができる。以前をＡ期、以後をＢ期とすると、東西道賂SFl51建設以前にあたる１５１１t紀Ａ

期には、井戸SE300や大型廃棄土坑SK251やSK256をともなう居住空間が分布している点が注目

される。Ａ期には第４南北街路の南端に近いこの付近に１５世紀代の届住空間が広がるようになり、

次の１５世紀Ｂ期には第４南北街路とそれに接続する東西道路（第７硬化面）が建設され、それに

伴い道路の北に接して水路である瀧SD165が掘削され第４矢板列が波置される。それらＢ期の遺

構が井戸SE300や大型土坑SK251を切っているところからみて、道路SF151の建設は、居住空間

の移転・区画の変更を伴っていたと考えられる。それまでとは異なる街路整理すなわち都市計而の

施工が、Ｂ期になされたと推定される。

同時に東区ではＢ期にもそのままlIIj､崖が引き継がれるが、道路の北側の第４南北街路からみれ

ば屋敷地の裏側に当たる位憧に、方形区画の聯（区而Ｂ）と考えられる小瀧群（SD259・SD227・

SD294）が掘られている。おそらく束両道路ＳＦｌ５１の建設に伴って、道路に面した|><画Ｂが設定

されたものと推定される。Ａ期は土師器の型式から１５世紀前半から後葉、Ｂ期はロクロ目土師器

以前の１５世紀後葉から末と推定される。この時期のilIIi期はＢ期の束IjLi道路の建設とそれに規制さ

れた屋敷地が造られたことである。

〔Ｄ
Ｃ

1Ｃ

ＵＡＦ

１６世紀第１四半期（第４－１８６図）道路SFl51とその側瀧ＳＤｌ６５は、第７硬化面と第４矢板

列をともなう水路がこの時期まで同一の位祇に維持される。東Ｗ道路の雌大l隅は約８ｍである。道

路状遺構SFl51の南側では、並行するように廃棄土坑が３基以上つぎつぎと掘られている。道路南

側では廃棄土坑を連続して掘るような比較的広大な吃地が成立したものと考えられる。区mIiAは

踏襲され､そこに方形の巨大な土坑SK247が掘られ､その後もIi1じ位世に溝ＳＤ３０３が掘られている。

道路側溝ＳＤ１６５と並行し、’'㈹』形の|ﾒ:llIIiが道賂にそって新たに設定されたことを示している。こ

の区両Ａは１５世紀後半～末の東西道路建設時に同時に建設された淋群SD259・SD277・SD294・

SD255で区仙iされた方形の敷地(区画Ｂ)のさらに奥に当たる位悩が開発されたことを物語っている。

東区の第４南北街路と東両道路に挟まれた角地には、南北方向の識SD239=SD245で区画された

ゆがんだ方形の地片が成立し、その凹南隅には祭祁行為が行われた可能性の商い土坑SK266Bが掘

られ、内部にはSDl76、SDl97、SD208を基礎の一部とする建物が作れれていたと推定される。壁

の方向から兄て策４南北街路に面する雌敷地であったと推定される。
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第４－１８６図１６世紀第１四半期の遣橘（1/400）

１６世紀第２四半期（第４－１８７図）道路状遺榊SF151とその側淋SD165は、道路の硬化面を

第６硬化面に更新し、水路は第３矢板列に打ち替えを行いつつ、ほぼ同一の位世に維持される。そ

のＳＤｌ６５の南端と道路南側のITil時期の廃棄土坑ＳＫｌ９()に挟まれた空'''1が道路|隔と考えられ、この

時点での東西道路の簸大幅は約6ｍである。したがって第１四半期に比べて道路幅はやや狭くなっ

ている。南側では道路状遺構SF151と並行するように廃棄土坑が掘られている。この時期にも第１

四半期以来の臆敷地が継続していたものと考えられる。西区にかつて方形の巨大な土坑SK247が

掘られていた位置に、渉SD303を掘り直した溝ＳＤ１４０が掘られている。第１四半期以来の区画Ａ

が踏襲されているものと考えられる。その区画Ａの内部にあたる場所に３号墓ST263が作られる。

桶に座葬された成人埋葬である。周囲に埋葬がないので､区画Ａ内に造られた単独墓と推定される。

いつぽう第１四半期に引き続き東区の節４南北街路と東西道路に挟まれた角地には、雌敷地が継

続し、井戸や廃棄土坑がかなり密に分布する。井戸や土坑が第４南北街路の位祇から約１０ｍほど

西に控えた場所に分布することから見て、第２南北街路に而した空間には建物が立ち、その背後に

井戸や土坑が分布する町人屋敷紫観特有の遺構配祇が想定できる。その意味で節ｌ四半期に引き続

き、この角地は道路に面した屋敷地として利用されたものと推定される。

逝路と水路

幅６ｍ

Iii独墓

町屋

篭７節小結

１

第４－１８７図１６世紀第２四半期の遺構（1/400）

９ １０７

０

『０
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逆路と水路

墓地

大区mｉ

ﾛ中町」の町屋

道路のlfjに
水路

両側側洲

幅２ｍ

成人菜

傭４章ＩＩ１１ＩＩ:大友府内町跡第１０次Ⅱ区北訓在区

１６世紀第３四半期（第４－１８８Ｍ）道路状遺構SFl51とその側瀧SD165は、道路の硬化面を

2度更新（第５．４硬化面）し、水路は矢板の打ち替え（第２。ｌ矢板列）を行いつつ、この時期に

も同じ位置に維持されるが、厳密にみれば矢板列はさらに南側に移動している。いつぽう南側では

巡構がなくなる。

西区の第１四半期以来の区画Ａにはこの時期の遺構がなく、北２区の区画Ｂにあたる場所では、

幼児の墓地が営まれるようになる。おそらくⅨimiA、ⅨiIIIiBと需う区別がなくなり、ひとつの大き

な区画の東南隅に幼児墓地が営まれるようになったものと考えられる。

第１．２四半期に引き続き、東区の第４南北街路と東西道路に挟まれた角地には、奥行き３０ｍほ

どの屋敷地が継続する。しかし井戸や廃棄土坑の位置が以前より西に移動し、溝SD284が屋敷地の

背後を画する溝とみられる。この角地は引き続き町人睦敷として利用されたものと推定される。全

体として第３四半期になっても道路や陸敷地の区画に大きな変動はないが、道路北側の区ilIIiに墓地

が現れることが大きな第２の画期である。

６ ７ ８ ９ 1０ 1１

Ｅ

Ｘ＝２５２

Ｅ

０、

第４－１８８図１６世紀第３四半期の遺構（1/400）

１６世紀第４四半期前半（第４－１８９図）道路状遺械SF151は引き続き路而を更新し維持され

るが、道路の北側側溝はＳＤｌ６５から柿SD250さらにSD270と掘りなおされている。掘り臓すた

びに側溝は南側に移動する。ところが瀧ＳＤｌ６５の時代とは異なり、SD250以後は矢板で護岸を強

化しなくなる。いつぽう同時にそれまでSFl51の道路面であった南側に、かなり大きな瀧SDll8、

SDll7、ＳＤ１１６が順次掘りなおされていく。つまり道路状遺構SFl51には第３四半期までは南側に

側赫がなかったのに、この時期から両側側満となるのである。水路としての機能は北から南に移る

ようで、道路幅も広くて２ｍほどに狭くなったと考えられる。

第３四半期に幼児の墓が集中した北２区は、南北方向に棺を向け等間隔に成人墓を配する墓地に

整備され､その北側には墓地とその北側を画す櫛SD131が掘られている。したがって道路の北側に、

成人墓とその家族の墓地が配されたものと推測される。

第３PLI半期に引き続き東区の第４南北街路とⅢ〔西道路に挟まれた角地には、屋敷地が継続する。

しかし井戸や廃棄土坑が数多く掘られるばかりでなく、道路に並行してSK230、SK261、SD292と

連なる排水遺構が敷地の南辺に作られている。

全体として第４四半期になっても道路の‘位慨や区画に大きな変動はないが、各陛而のなかではそ

れぞれ遺構の内祥に変化があり、遺椛の密度が雌も向いのがこの時期である。
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第４－１８９図１６世紀第４四半期前半の遺構（1/400）

１６世紀第４四半期後半（第４－１９()図）1611t紀第４Iﾉﾘ半期後半代と考えられる遺術は減少す

る。東西道路の北側にあたるＣ７区付近の西区においても第４四半期前半に続き遺構がないが、そ

の道路をはさんだ南側のＣ6,7の南区も遺構が少ない。道路状遺構SF151は引き続き維持されるが、

SD270とＳＤ１１６の両側側瀧は埋没し、SFl51のiIIj側は浅く広い満であるＳＤｌ６７とSD168が存在す

る。その底面自体が道路面として機能した可能性もある。従来の篠敷き道路幅は1ｍ程度まで狭まっ

ているが、SD167とSDl68までが道路面とすれば、その'１１mは6ｍほどとなる。

この時期になると墓地が終駕していることが、１号墓STl30がSDl67にきられていることから

わかる。かつて墓地の敷地であつところの一部が、溝あるいは道路敷きになっているのである。

Clｌ～Ｂｌｌ区付近の本来第４南北街路に而した東区も遺椛が少ないままであるが、井)fや土坑や柵

が存続するので、おそらく島津･侵攻後と考えられるこの時期に、’'１町においてもある程度の町屋の

復興が行われたことを示している。北２区の墓地は埋葬がなくなり、イエズス会府内教会が廃絶す

る時期とほぼ合致している。

道路

墓地終駕

７

Ｃ

１０

288
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第４－１９０図１６世紀第４四半期後半の遺構（1/400）
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第４章中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調査区

近世（第４－１９１図）溝SDl38と土坑ＳＫｌ７７は唐津焼陶器碗の出土から１７世紀初頭としたが、

１６世紀末の最後に作られた遺構とみなすこともできる。その前後に調査区全体は第２層の整地が

なされている。この整地層の最下部からは絵唐津皿や彫三島碗などが出土するから１７世紀の初頭、

あるいは’590年代にさかのぼって中世都市府内が廃絶した直後に行われたものと考えられる。そ

してこの整地は都市を再建するものではなく、これをもってこの場所は住居遺構の終駕を迎えてい

る。その後この付近は石列ＳＸｌ３９で土地の段差が作られたように一旦畑地化されたようであるが、

その後水田側溝SDl45が掘られて１８世紀には水田化されている。その境界はおそらく１６世紀の

都市の区画をそのまま踏襲し、地籍の境界となっている。
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１５世紀Ａ期

－２８９－

第４－１９１図近世の遺栂（1/400）

２遺構の画期

第１の画期次のように６つの画期が存在する。９世紀以来途絶えていた遺構が、１５世紀の前半

に再び出現するのが第１の画期である。１５世紀Ａ期とした遺構群である。この付近に集落あるい

は中世都市府内の広がりに含まれるようになる時期である。遺構は井戸や廃棄土坑であるので宅地

が展開したものと推定される。この時点で第４南北街路かで存在していた証拠は存在しない。

第２の画期は東西方向の道路SFl51と道路側溝のSDl65とが、東西に自然地形に沿って作られ

た１５世紀Ｂ期である。この道路は第４南北街路と同時に建設されたものと推定される。大分市教

育委員会による第４南北街路の調査においてもその建設時期は１５世紀後葉と考えられており、そ

の調査成果と一致する。ま恥年報告された第７次･'6次調査の成果によれば､第１南北街路に

おける戦国時代道路面の最初の時期は１５世紀末から１６世紀初めと報告されてい瀦実年代観にお

いて微妙な違いがあるが、第１南北街路と第４南北街路の建設は１５世紀後葉あるいは末にさかの

ぼり、ほぼ同じ時期にあたると考えられるので、この第２の画期は、中世都市府内全体の画期の一

環であったと考えられる。そして第４南北街路に面した遺構配置をとる屋敷地が存在したものと考

えられるので、この道路建設によってその後「中町」とされる街路と屋敷地が第４南北街路に面し

て設けられたものといえる。

１５世紀Ｂ期

道路建設

都市雛備

｢中町」

註ｌ中世大友府内町跡第２６次、２７次、３２次、３９次調査の成果による。

佐藤道文・五十川雄也・松尾聡・服部真和「大友府内8」（大分市埋蔵文化財発掘調査報告65）2006、大分市教育委貝会

註２田中裕介編「豊後府内３」2006、大分県教育庁埋蔵文化財センター
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■

１６世紀中ごろ

大区画と墓地

教会建設

1570年代

水路の

つけかえ

北側区画の

拡大

墓地の終篤

1587年

１７世紀初頭

第３の画期は１６世紀第３四半期の墓地の始まりと、それにさきだつ区画の変更である。１６世紀

前半までは東西道路の北側には区画Ａと区画Ｂという細かい区画が存在したが、第３四半期には

この区別がなくなり、中町の町屋の背後には東西道路に面した比較的広い区画が出現し、その区画

の東南隅に幼小児墓地が営まれることになるのである。墓地が都市の領域内に作られるには宗教施

設の存在が前提になる。府内古図との対比から見ると第１章第６節で述べたように、この場所にお

いて宗教施設にあたるものは顕徳寺＝ダイウス堂以外にはないのである。したがってこの敷地の変

更と墓地の出現は、１５５３（天文22）年のイエズス会府内教会の建設、１５５５（天文24）年のアルメ

イダによる育児院の設立、さらに1556（弘治元）年の教会敷地の拡大、１５５７（弘治2）年の病院の

建造と１５５９（永禄2）年の病院の拡充といった、1550年代の府内教会の整備にともなう教会施設
誌３

の変遷と関連してくるものと想定される。

第４の画期は道路が狭くなり南側に水路（SDll8）が移る１６世紀第４四半期前半である。実年

代については1570年代あるいは、ややそれを遡る可能性もある。水路が南側に付け変わるのは第

３四半期以来の北側側流（SDl65第２矢板列二第１矢板列＝SD270二SD250）が改修されるたび

に南側に移動した結果である。最も南に北側側溝が移動した時期には道路幅は２ｍ程度で、しかも

SD250は水路機能もたない単なる道路と北側の区画との境界溝になっている。このような北側側満

の推移は、北側の敷地が南側に張り出したことを意味し、かつ水路を南側に移さなければ排水でき

ないほど北側敷地の高さが増したことによると考えられる。このような敷地の拡大とわずかだが高

燥化する動きは１６世紀第３四半期のＳＤｌ６５第２矢板列への改修時点から始まっており、この第４

の画期の時点で頂点に達している。以上の変化は道路SFl51北側の墓地を含む教会施設の整備に

伴う現象であり、この時点で墓地が成人墓地にかわることもその一環であろう。府内教会が最大の

規模に達した1580～87年のコレジオ併設期に先立って、すでに教会施設が整備されていると推定

される。

第５の画期は墓地の終駕と道路の復興が行われた１６世紀第４四半期後半である。１号墓ＳＴｌ３０

の掘形南端を切って道路あるいは側溝のSDl67が掘られているので、墓地が終駕し、その後に再

び道路が整備されていることは明確である。これは１５８７（天正15）年の島津侵攻による府内占領

と教会の退去によるものと見られる。１５８７（天正15）年の豊臣秀吉による九州攻めの際には、府

内教会の施設が島津氏との交渉使節木食上人の宿舎になっているので、戦争による消失をまぬかれ

ていることがわかる。そのため第１０次調査区では火災層を見出すことはできないが、墓地の終駕

と道路の再整備という遺構の推移とそれらの遺構の上を直後に覆う第２層のなかに1590年代以後

の遺物が含まれることから、１５８７（天正15）年の戦災とその後の復興という経過と遺構の変遷と

が一致するものと考えられる。

第６の画期は、都市遺構が終駕する１７世紀初頭である。復興後にも中町の屋敷地は存続してい

るが、その後生活遺構がなくなり、近世になると畑地と水田に変化することは第２層以上の遺構か

ら明らかである。これは1602（慶長7）年以後の近世府内城下町への移転という記録と一致する。

中世都市府内の終駕である。

註３五野井隆史「蝋後府内の教会領域について一絵画・文献史料と考古学資料に基づく府内教会の諸施設とその変遷一」「東京大

学史料編纂所研究紀要」１４，２００４束京大学史料編纂所
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唐植

車長持

金具の比較

転用状況

第４瀬中世大友府内町跡第１０次Ⅱ区北調在区

３木棺に転用された唐植について（第４－１９２図）

墓地のなかで最新の埋葬である４号墓ＳＴｌ５０では、埋葬施設の木棺が当時の家具である唐植を

転用したものであると報告したが、その復元の根拠となった車長持の参考資料を示す。2002年８

月２７日に墓地の調査を担当した調査員の山崎文子が、当時所蔵されていた旧愛媛県立歴史民俗資

料館（松山市堀之内）で、撮影したものである。

第４－１９２図は４号墓STl50の木棺復元図と、愛媛県松山市室町に伝わった近世前期の車長持

を上下に対比させている。この長持は近世初頭まで使われていた唐植から近世後期の長持への変化

の中間形態をしめすものである。本来唐植は長方形の蓋付きの箱を本体にして、その側面と小口に

通常６本の脚を外側に取り付けるものである。一方通常の長持はその脚が省略されて大型化し、担

い棒を通して移動させるつくりである。この松山市室町に伝わった車長持は外面に唐植の脚にあた

る角材が取り付けられているが、下部の先端は地面に達せず考古学でいうところの痕跡器官になっ

ている。一方かなり大型化している点では近世後期の長持に近くなり、把手で持ち上げるのは困難

なので､移動のために下部に筒状の車輪が前後に取り付けられている。まだ担い棒を通す構造になっ

ていない点で近世後期の長持が完成する以前の段階をしめしている。

この車長持と４号墓STl50の木棺復元図を比較すると、棺の外側に脚に当たる角材が取り付け

られている点で、形態が共通し、金具をみると出土品ｌは車長持本体と蓋と閉じたときの錠前を通

す組み合わせ金具の本体取り付け部分に当たる。出土品５と６は本体と蓋を接合する蝶番金具の本

体に取り付けた金具にあたる。また４号墓ＳＴｌ５０の木棺の脚に当たる角材の接合に使われた先端

が二股にわかれＴ字形にひらいて出土した多くの金具（７，１０，１１，１２，１４～１６，１８，１９）は車

長持の把手金具や円環取付金具の先端部と同じ形態である。出土品２の金具のみが対応するものが

なく用途不明である。釘の向きと位置から復元される小口板と側板の接合方法も一致する。

以上の形態と金具の一致から想定される唐橿の棺への転用状況は次のようなものである。おそら

く蓋を取り外した唐植の本体を棺身とし、脚の本体より下に延びる部分は切り取って棺身として使

用したものと想定される。うちつけた釘の存在から見て、蓋は別の板材を利用していると推定され

る。
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第５章自然科学的分析

第１節中世大友府内町跡第１０次調査区出土人骨について

第５章自然科学的分析

舟橋京子＊・田中良之＊＊

＊九州大学大学院人文科学研究院

＊＊九州大学大学院比較社会文化研究院

１．はじめに

大分県大分市中世大友府内町跡第１０次調査区において中世墓地から人骨が出土した。そこで、同県教育委員

会から九州大学大学院比較社会文化研究院基層構造講座に人骨調査の依頼があり、舟橋および岡崎健治・板倉

有大が現地における発掘･観察｡取り上げを行った。その後、人骨は九州大学に搬送され、本講座において整理・

分析を行った。以下にその結果を記赦・報告する。なお、人骨は九州大学大学院比較社会文化研究院考古人類

学資料室に保管されている。

2.人骨出土状態

【１号墓ＳＴ１３０】（第４－１６８図）

方形の木棺内中央より西側から人骨が出土している。本人骨は頭位を北にし上肢を軽屈した伸展葬である。

上肢は左右ともに肘関節を屈曲し回内した状態で出土しており、胸の前で前腕部を交差させている。下肢骨は、

大腿部・下腿部ともに長軸が木棺の長軸にやや斜行していることから、若干膝関節を曲げた状態で埋葬されて

いたと考えられる。

【３号墓ＳＴ２６８】（第４－１５７図）

早桶内から人骨が出土している。本人骨は正面を北にした座葬である。西側から、肋骨・左上腕骨・頭蓋骨・

左大腿骨・右上腕骨・右尺骨・右榛骨・右大腿骨・腰骨・左前腕の順で出土している。頭蓋骨は顔面が下向き

で頭頂部が東を向いている。右上腕骨は近位を北にし、右尺骨は近位を南にした状態で出土している。

土師器皿も３点出土している。うち２枚は左大腿骨の南東側と左上腕骨北側の底板直上から出土しており、

棺内に副葬されていたと考えられる（第４－１５７図１．３)。もう１枚は腔骨上に載った状態で棺内東側から出

土しており、棺内に副葬されていた可能性と棺上に置かれていたものが棺蓋の腐朽に伴い棺内に崩落した可能

性も考えられる（第４－１５７図２)。

【４号墓ＳＴ１５０】（第４－１７２図）

長方形の墓坑内南側４分の３の範囲から人骨が出土している。本人骨は股関節を軽屈・膝関節を強屈し、頭

位を北にした仰臥屈葬である。

頭蓋骨は墓坑内の北、６０cmの位置から顔面を北にした状態で出土しており、頭蓋骨の大後頭孔付近南側から

頚椎の痕跡が南北方向に連なった状態で出土している。左右鎖骨内側の位置から推定される胸椎の位置から１０

cm程度離れており、軟部組織の腐朽にともない頭蓋が右斜め後方に転倒した可能性が考えられる。右上肢は肘

関節を伸ばした状態で出土しており、左上肢は肘関節を屈曲・回内し手の骨を右肩付近に置いた状態で出土し

ている。下肢骨は膝関節を強屈し膝が西方向に倒れた状態で出土している。

【５号墓ＳＴ１５４】（第４－１５９図）

円形の墓坑内の中央付近から人骨が出土している。本人骨は正面を北にした座葬である。墓坑中央から頭蓋

骨が顔面を南にした状態で出土している。頭蓋骨の西側からは肋骨が出土しており、肋骨の北側からは大腿骨

が出土している。また、頭蓋骨の東側からも大腿骨が出土している。本人骨は軟部組織の腐朽に伴い左右大腿

骨間に頭蓋骨が崩落したものと考えられる。

【６号墓ＳＴ１５７】（第４－１６０図）

方形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は頭位を北にした右側臥屈葬である。墓坑内北側から頭蓋骨

－２９３－



第１節中世大友府内町跡第１０次調炎区出土人骨について

■

が顔面を西にした状態で出土している。頭蓋骨の南側からは上肢・肋骨片が出土しており、その南側からは下

肢骨が長軸を南北に揃えた状態で出土している。

【７号墓ＳＴ１５８】（第４－１６１図）

方形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は座葬である。墓坑内北西側から頭蓋骨が出土しており、そ

の東側から肋骨が一部散乱した状態で出土している。その南側からは大腿骨・腰骨が長軸を東西にした状態で

出土している。

【８号墓ＳＴ１４９】（第４－１７６図②）

方形の木棺墓内から人骨が出土している。本人骨は頭位を北西に股関節を伸ばし膝関節を強屈した仰臥屈葬

である。棺内北側からは頭蓋骨が正面を西に頭蓋底を上にした状態で出土している。右上肢は肘関節を伸展し

た状態で出土している。下肢骨は左右大腿骨が長軸を北東一南西にした状態で出土しており、左大腿骨直下及

び南側からは下腿部が長軸を大腿骨と揃えた状態で出土している。

【９号墓ＳＴ１５２】（第４－１７８図）

方形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は頭位を北西にした左側臥屈葬である。墓坑内西側から頭蓋

骨が顔面を南にした状態で出土している。頭蓋の南側からは左上肢が長軸を南北にした状態で出土している。

頭蓋の西側からは右上肢が、肘関節を屈曲させ、回内した状態で出土している。その西側からは右肋骨が出土

している。墓坑内南側からは下肢が長軸を東西に揃え、股関節・膝関節を強屈した状態で出土している。

下肢骨の南側からは備前焼播鉢片が出土している（第４－１７９図ｌ)。

【１０号墓ＳＴ２６０】（第４－１８０図）

方形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は頭位を西にした伸展葬である。墓坑内西側から頭蓋骨・下

顎骨が出土している。下顎はオトガイを東にしている。その東側からは上肢および肋骨片が出土しており、さ

らに東側からは大腿骨・腰骨の順に長軸を東西に揃えた状態で出土している。

【１２号墓ＳＴ２７４】（第４－１８３図）

方形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は頭位を北にした左側臥屈葬である。墓坑内北側からは頭蓋

骨が顔面を東にした状態で出土している。その南側からは右上肢骨が長軸を南北にした状態で出土している。

この上腕骨の東側からは肋骨が出土しており、さらに東側からは、左上腕骨が長軸を南北にした状態で出土し

ている。その南側からは下肢骨が膝関節を強屈した状態で出土している。

墓坑内南西隅の腰部南側付近からは土師器皿が出土している（第４－１８３図２)。

【１３号墓ＳＴ２８９】（第４－１６２図）

円形の墓坑内から人骨が出土している。本人骨は頭位西向きの屈葬の可能性が高い。墓坑内西側から頭蓋骨

が顔面を南にした状態で出土している。その東側からは肋骨が出土しており、肋骨の北側からは上肢骨が長軸

を東西にした状態で出土している。その東側からは骨盤片が出土している。また、本人骨は南東側半分を８号

墓埋葬により切られており、その際に撹乱を受けたと考えられる骨片が頭蓋骨北側の他の骨より１２cm程度高い

位置から出土している。

【１４号墓ＳＴ２９５】（第４－１６３図）

円形の墓坑内から人骨が出土している。埋葬姿勢･頭位は不明である。墓坑中央部から頭蓋片･歯牙がまとまっ

た状態で出土している。人骨の南東側から土師器皿が出土している（第４－１６３図ｌ）。

【１５号墓ＳＴ２９６】（第４－１６４図）

埋葬姿勢・頭位は不明である。２０cm四方の範囲から人骨がまとまった状態で出土している。

【１６号墓ＳＴ２９７】（第４－１６５図）

本人骨の埋葬姿勢・頭位は不明であるが、頭蓋骨片・歯牙と近接して西側から肋骨片がまとまって出土して

いることから座葬の可能性が高いと考えられる。

【１７号墓ＳＴ２９９】（第４－１６６図）

隅丸方形の墓坑内の中央付近から人骨がまとまった状態で出土している。本人骨の埋葬姿勢・頭位は不明で
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ある。

3.人骨所見

１号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態はあまり良くない。頭蓋骨は、左右上顎骨歯槽付近片・左右側頭骨の外耳付近・下顎体の

歯槽付近が遺存している。歯牙も遺存しており、残存歯牙の歯式は以下の通りである。

:】合 、 ］』Ⅱ_】

］Ⅱ 。 ＪＬ

○歯槽開放×歯柵閉鎖／欠損△歯根のみ●遊離歯（）未萌出ｃ織歯

歯牙の岐耗度は栃原（栃原1957）の２°ａ～２．ｂである。

上肢骨は、右上腕骨骨体部・左右尺骨骨体部・左右榛骨骨体部が遺存している。

下肢骨は、左右大腿骨骨体部・左右腔骨骨体部が遺存している。

【年齢・性別】

年齢は､歯牙の岐耗度から熟年と推定される。性別は､判定可能な部位が遺存していないことから不明である。

【形質的特徴】

本人骨は保存状態がそれほど良くなく、計測に基づく形質的特徴の抽出は困難である。但し肉眼観察の結果、

本人骨の歯槽部には吉母浜遺跡出土人骨（中橋・永井1985)等に見られる中世人に特徴的な歯槽性突顎は認めら

れない。

３号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態はあまり良くない。頭蓋骨は、左側頭骨・左頭頂骨の頭頂側頭縫合付近および後頭骨片

左臼歯部付近の下顎体が遺存している。歯牙も遺存しており、残存歯牙の歯式は以下の通りである。

● ●●●●● ●●●●●

:】凸Ⅱ。 :】OＬ

△／、Ｐ

● ● ● ● ●

歯牙の咳耗度は栃原（栃原1957）の２．ｂ～３．である。

躯幹骨は左右の肋骨片が複数遺存している。

上肢骨は、左右上腕骨骨体部片・左榛骨体部片・右尺骨骨体部片が遺存している。この他にも部位同定困難

な前腕片や左右不明な指骨が数点出土している。

下肢骨は、左大腿骨骨頭部・左右大腿骨骨体部片・左腔骨骨体部が遺存している。左右不明腰骨骨体部片お

よび部位同定不可能な長管骨片が遺存している。大腿骨の粗線はやや発達している。

【年齢・性別】

年齢は、歯牙の岐耗度から熟年後半以上と推定される。'性別は、大腿骨の粗線がやや発達していることから

男性の可能性が高いと推定される。

【特記事項】（図ｌ～４）

大腿骨骨体部近位側に骨変成が認められる。し線像を見ると綴密質に骨融解の症状などは認められず、外骨

性の骨増生が見られる。

－２９５－
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５号墓人骨

【保存状態】

本人骨は保存状態が良くなく、歯牙と部位同定困難な長管骨片が遺存しているのみである。残存歯牙の歯式

は以下の通りである。

４号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態はあまり良くない。頭蓋骨は、前頭骨右眼嵩付近・左右側頭骨の外耳付近・左頭頂骨のラ

ムダ縫合付近・後頭骨のラムダ縫合付近および大後頭孔付近の破片が遺存している。また、上顎骨および下顎

骨の歯槽付近も遺存している｡この他にも部位同定困難な頭蓋骨片が遺存している｡眼嵩上隆起は発達しており、

ラムダ縫合は内・外板ともに開いている。歯牙も遺存しており、残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●
⑱
●

_】全１コ Jａｍ

四Ⅱ． i】Ⅱ_】

歯牙の唆耗度は栃原(栃原1957)の２．ａ～２．ｂである。

躯幹骨は第２頚椎および肋骨片が遺存している。

上肢骨は、左右鎖骨片･左右肩甲骨片･左右上腕骨骨体部片･左右榛骨骨体部片･左右尺骨骨体部片･右有頭骨・

左右不明中手骨片４点・左右不明第１基節骨片が遺存している。

下肢骨は、右腸骨付近片・左坐骨結節および恥骨付近・左大腿骨骨体部片・右大腿骨骨頭・右大腿骨頚部付

近および左右不明膝蓋骨片･左右腔骨片･左右緋骨片が遺存している。他にも左右不明舟状骨片･中間模状骨片・

外側模状骨片・第１中足骨・第５中足骨・基節骨３点が遺存している。

【年齢・性別】

年齢は、歯牙の岐耗度およびラムダ縫合の癒合状態から熟年と推定される。性別は、眼嵩上隆起が発達して

いることから男‘性と判定される。
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●● ●● ●

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から１才半～２才前後の幼児と推定される。性

別は、判定可能な年齢に達していないことから不明である。

● ●●●●●●●●

－２９６－



●

６号墓人骨

【保存状態】

本人骨は保存状態が良くなく、歯牙と部位同定困難な長管骨片が遺存しているのみである。残存歯牙の歯式は

以下の通りである。

－

●
Ｍ１

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から９ヶ月前後の乳児と推定される。性別は、判定可能な年齢に達

していないことから不明である。

● ●●●●●●

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から４～５才前後の幼児と推定される。性別は、判定可能な年齢に

達していないことから不明である。

７号墓人骨

【保存状態】

本人骨は保存状態が良くなく、部位同定困難な頭蓋骨片と歯牙および肋骨片と部位同定困難な長管骨片が遺存

している。残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●●／●●●●

●

第５章自然科学的分析

●

８号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態はあまり良くない。頭蓋骨は、右側頭骨乳様突起付近および左頬骨眼嵩付近片および部位同

定困難な破片が遺存している。歯牙も遺存しており、残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●●

歯牙の咳耗度は栃原(栃原1957)のｌｏｃ~２．ｂである。

上肢骨は、右尺骨骨体部片が遺存している。骨体周は小さく、綴密質の厚みも薄い。

下肢骨は、左右大腿骨骨体部片・左右不明緋骨骨体部片が遺存している。左右不明腰骨骨体部片および部位

同定不可能な長管骨片が遺存している。大腿骨の粗線はやや発達している。

上記の他にも部位同定困難な長管骨片が遺存している。

【年齢・性別】

－２９７－
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■

年齢は、歯牙の岐耗度から成年～熟年と推定される。性別は、尺骨の特徴から女性の可能性が考えられる。

９号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態はあまり良くない。頭蓋骨は、左右上顎骨歯槽付近片・左右側頭骨の外耳付近・下顎体の

歯槽付近が遺存している。歯牙も遺存しており、残存歯牙の歯式は以下の通りである。

－

●
Ｍ１

:】＆正 ＤｕⅡ。

］Ⅱ。
△Ｐ．１－Ｊ

歯牙の岐耗度は栃原（栃原1957）の２．ａ～2。ｂである。

上肢骨は、右上腕骨骨頭･右上腕骨遠位端･左右尺骨骨体部･左右榛骨骨体部･左右不明肘頭片が遺存している。

他にも右有鈎骨・左右不明中手骨片２点が逆存している。

下肢骨は、左右寛骨弓付近片・左大腿骨骨頭・右大腿骨頚部付近・右大腿骨頚部・右大腿骨遠位端付近・左

右不明腔骨骨体部片が遺存している。

上記の他にも部位同定困難な長管骨片が過存している。

【年齢・性別】

年齢は､歯牙の岐耗度から熟年と推定される。性別は､判定可能な部位が遺存していないことから不明である。
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１０号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態は良くなく、部位同定困難な頭蓋骨片及び歯牙と肋骨片・部位同定困難な長管骨片が遺存

しているのみである。残存歯牙の歯式は以下の通りである。

Ｍ１１号人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態は良くなく、歯種同定困難な歯牙片が遺存しているのみである。

【年齢・性別】

年齢は、乳歯の破片が遺存していることから乳児～小児と推定される。性別は、判定可能な年齢に達してい

ないことから不明である。

● ●●●●●●● ●

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から３才前後の幼児と推定される。性別は、判

定可能な年齢に達していないことから不明である。

－２９８－



●●●●●●●●⑮

１２号墓人骨

Ｉ保存状態】

本人骨の保存状態は良くなく、部位同定困難な頭蓋付片と歯牙および肋'f１．．部位|iil定困難な長管'骨片が遺存

しているのみである。残存歯牙の歯式は以下の通りである。

１
Ｊ

●
Ｍ１

●●

(I】）（I】〕

Ｍｍ‘，ｍｌｃｉ２ｉｉｌｉＩｉ‘，ｃｍ１ｍ，Ｍ１

●●●⑥ ●●、●④

m２ｍＩ／ ｉｚ／｜ｉ１ ／ｃｍＩ／

m聾ｍＩｃ／／｜／／ｃｍｌｍ, ！

⑭●⑭ ● ● ⑥

Ｍ
●

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）からｌ～２才前後の幼児と推定される。性別は、判定可能な年齢

に達していないことから不明である。

１３号墓人骨

【保存状態】

本人'汁の保存状態は良くなく、頭蓋冠と歯牙および肋骨･部位同定困難な長管骨片が遺存しているのみである。

残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●

(１１）

第５章自然科学的分析

ｍ霊ｍ】ｃｉ２ｉ】ｉｌｉ２征、】／
叩

●

●●●●●●｜●●●●●④

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）からｌ～２才前後の幼児と推定される。性別は、判定可能な年齢

に達していないことから不明である。

１４号墓人骨

【保存状態］

本人‘|ｻの保存状態は良くなく、部位liij定附雌な頭蓋''１．片と歯牙が遺存しているのみである。残存歯牙の歯式

は以下の通りである。

●
Ｍ

㎡／／ｉ２／｜／／／／

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）からｌ～３才前後の幼児と推定される。性別は、判定可能な年齢に

達していないことから不明である。

r両

Ld

● ⑰

ｍ‘，、！／／／｜／／／／／
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■

１５号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態は良くなく、部位同定困難な頭蓋骨片と歯槽部片および歯牙が遺存しているのみである。

残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●

(１１）

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から７～８才前後の小児と推定される。性別は、判定可能な年齢

に達していないことから不明である。

１６号墓人骨

【保存状態】

本人骨は保存状態は良くなく、部位同定困難な頭蓋骨片と歯槽部片および歯牙が遺存しているのみである。

残存歯牙の歯式は以下の通りである。

●

(I'）

【年齢・性別】

年齢は、歯根の形成状態（Ubelakerl989）から１才前後の乳幼児と推定される。性別は、判定可能な年齢に

達していないことから不明であるｕ

１７号墓人骨

【保存状態】

本人骨の保存状態は良くなく、部位同定困難な薄い小片が遺存しているのみである｡

【年齢・性別】

年齢は、残存している人骨片が薄いことから未成人と考えられる。性別は、判定可能部位が残存していない

ことから不明である。

4.まとめ

以上出土人骨についての記載・報告を行ってきた。本遺跡からは成人５体、小児１体、乳幼児９体、不明１

体の計１６体の人骨が出土した。出土人骨は保存状態が不良なものがほとんどで計測に耐えうる人骨はなく、形

質的比較を行える個体は得られなかった。埋葬姿勢に関しては、成人は時期の早い３号墓（早桶）と伸展葬の

1号墓を除いて中世に特徴的な仰臥もしくは側臥の屈肢葬であった。一方で、１号墓に関しては、埋葬姿勢だけ

でなく、出土人骨の形質的特徴にも中世人骨に特徴的な歯槽'性突顎が認められないという特異‘性がみられた。

最後に本報告にあたり、大分県教育委員会の田中裕介氏を始め各位にはご便宜を賜り、かつご迷惑をおかけ
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した。深謝したい。また、九州大学比較社会文化学府基層構造講座の諸氏、とりわけ板倉有大・邸鴻森・能登

原孝道・山根謙二・石田智子・鈴木克・岩下芙沙・渡部芳久氏には人骨整理から報告の過程で多くのご助力を

頂いた。あわせて感謝したい。
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図１３号墓人骨大腿骨病変部（後面） 図２３号墓人骨大腿骨病変部（側面）

図３３号墓人骨大腿骨病変部し線像（後面） 図４３号墓人骨大腿骨病変部し線像（側面）
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第２節中世大友府内町跡出土金属製品に関する自然科学調査

ノジヒョン

魯提丑玄・平尾良光

(別府大学大学院文学研究科）

1・はじめに

大分県に位置する中世大友府内町跡は大分県教育庁埋蔵文化センターが調査した中世大友氏の城下町跡であ

る。遺跡がある大分市には九州の有力な戦国大名であった大友氏の守護所がおかれていたところであり、朝鮮

半島や中国、東南アジアなどからもたらされた数多くの遺物が出土した。大友義鎮は貿易から得られる利益を

よく理解していたため、スペイン人の宣教師であるザビエルを招き、大友氏の城下町府内でのキリスト教の布

教を許可した。

大友義鎮はキリシタン大名であり、南方貿易に力を入れたことで有名であり、中世大友府内町跡では多くの

キリスト教関連の遺物が出土した。その中にはメダイやロザリオの一部と考えられるガラスなども含まれてお

り、2005年にはこれらに関する自然科学的な調査が行われた。その結果、メダイと推定される金属製品とガラ

スは中国、朝鮮半島産の材料または未知の地域の材料が使用されたことがわかった。特に注目される特徴は日

本の材料が使われておらず、東アジアではない未知の材料が新しく使われたことは当時の貿易ルートを示唆し

ているとも言える。

ただし、これまでに測定された中世大友府内町跡出土の金属製品は少ないため、その結果がキリスト教との

関連がある製品のみにみられることなのかどうかを理解するためには、より深い研究が必要である。そこで府

内遺跡から出土した他の金属製品に関して自然科学的な調査を大分県教育庁埋蔵文化センターの依頼を受け、

化学組成および鉛同位体比分析を用いた産地推定の研究を行った。

2.資料

今回測定した資料は中世大友府内町跡から出土した金属製品５点である。２点は分銅であり、２点が鍵、１点

がクサリである。分銅は完形をしており、鍵は先端欠、クサリは残存した一部である。これらの資料から錆を

微少量採取し、測定用試料とした。資料の記載は表ｌで示した。

表１中世大友府内町跡から出土した金属製品の記載

番号資料名 残 存 長 ( c ､ ） 残 存状況出土地出土区測定番号
■ーーーー一一ーー一一一一一一ーｰｰー一一一一一一一一一一－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ｃ

ｌ分銅０．９完形大友５次包含層２Ａ５１回I|=lBPll85

２鍵 ９ ． ６先端欠大友７次Ｃ地区Ｐ229BPll86

３鍵１６．４先端欠大友７次Ｃ地区Ｐ256BPll87

４分銅５．４完形大友１０次Ⅱ区南ｌｌ－ＡＢＰｌｌ８８

５クサリ１． ７ 一 部 大 友 １ ０ 次Ⅱ区北ＳＫｌ４６BPll89

3.鉛同位体比の原理2）

地球が誕生したのは45.6億年前とされている。そして、この時にすべての元素の同位体組成は地球上で各元

素毎にある値になっていて、それは地球のどこでも同じ値であったとされている。ほとんどの元素の同位体比

は時間が経っても変化しないが、例外的ないくつかの元素は変化した。鉛はその例外的な元素の一つである。

鉛(Pb)には2(州Pb,206Pb,207Pb,208Ｐｂの同位体があり、地球が誕生した時にできた岩石中に他の元素と一緒に含ま

れていた。時間が経つと岩石中に含まれていた郷Ｕは瓢xiPbに､2:脇Ｕは劃'7Ｐｂに、Z32Thは劉購Ｐｂに変化する。よっ

て、Ｕ（ウラン）とＴｈ（トリウム）が減少した並だけ鉛の量は噸えてくる◎

各鉛同位体の堂は岩石中のＵ、Ｔｈ、Ｐｂの量比および岩石中でＰｂとＵ、Ｔｈが共存していた時間の長さによっ

て、それぞれの増加量が異なるため、鉛同位体比の違いとして表わすことができる。
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資料名

分銅

鍵

鍵

分銅

クサリ

それ故､同位体の量が地球の誕生から変わっていない201pb量と、変化した206pb,207Pb,208Ｐｂ量との比を調査し、

これを世界の鉛鉱山の同位体比と比較することによって鉛の産地の違いを判別することができる。

4.分析方法

採取したサビ試料に関して鉛同位体比を次のように測定した。試料をアルコールで洗浄し、石英製ビーカー

に入れ、硝酸で溶解した。これを蒸留水で約5ｍlに希釈し、直流2Ｖで電気分解した。約１日の時間をかけて

電気分解を続け、析出した二酸化鉛を硝酸と過酸化水素水で溶解した。この溶液から０．３似ｇの鉛を分取し、

リン酸とシリカゲルを加えてレニウムフィラメント上にのせた。準備したフィラメントを質量分析計（本学に

設置されているサーモエレクトロン社の表面電離型質量分析計ＭＡＴ262）の中にセットし、条件を整え、鉛同

位体比を1200℃で測定した。同一条件で標準鉛試料ＮＢＳ－ＳＲＭ９８１を測定し、規格化した。

5.測定値の表し方3）

鉛同位体比測定の結果を理解するため、材料の同位体比を次のように示した。鉛には204pb,206pb,207pb,208ｐｂ

の独立した４つの同位体があり、同位体比は206pb/204pb,207pb/204pb､208pb/2(Mpb,201pb/206pb,207pb/206pb‘208pb／

206pb,204pb/207pb,206pb/207pb,208pb/207pb,201pb/208pb,206pb/2(喝pb,207pb/208ｐｂという１２の方法で表現される。この方

法の中で一番整った図で表現でき、４種類の同位体を含む206pb/204pb-207pb/201ｐｂと207pb/206pb-208pb/206ｐｂ

という２つの図（図ｌと図２）を用いた表現方法を利用して測定結果を図化した。中国の前漢時代、後漢時代・

三国時代の銅鏡を分析して、これらを図中にプロットすると、前漢時代の銅鏡と後漢･三国時代の銅鏡の材料が、

はっきり区分されて分布した。前漢時代の銅鏡が分布した領域を、他の出土資料と比較して華北産材料の領域

と表し、後漢時代・三国時代の銅鏡が分布する領域を華南産材料の領域と表した。

日本産材料の領域を設定する場合、西暦６世紀頃までの遺物で日本産の材料を用いたと断定できる資料は今

のところ確認できていないので、８世紀以降に作られた銭貨と現代の鉛鉱山が示す分布を日本産材料の領域と

した。

朝鮮半島産材料の領域を設定する場合、朝鮮半島で製作されたと考えられる多紐細文鏡を用い、それらが示

す分布を朝鮮半島産材料の領域とした。

■

6.化学組成

今回の測定試料である金属製品５点に関して化学組成を蛍光Ｘ線分析法で測定した。測定は本学に設置され

ているHORIBAMESA-500Sで行った。測定された蛍光Ｘ線スペクトルを付録として末尾に付し、その化学組

成を表２でまとめた。

化学組成の結果、分銅は銅、スズ、鉛の三元合金であり、鍵とクサリは銅と鉛の合金であることがわかった。

銅にスズあるいは鉛を混ぜると溶融温度が低くなり、流動性がよくなるため、鋳造しやすくなる。鉛成分の比

率が比較的に高いことは鉛が銅より手に入りやすかったためであると考えられる。

表２中世大友府内町跡から出土した金属製品の化学組成
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第５章自然科学的分析

7.結果

測定の結果として得られた鉛同位体比を表３に示し、図ｌ～図４に図化した。図から判断すると１番の分銅

は朝鮮半島の領域に位置し、２番の鍵と４番の分銅は中国の華南の領域に位置した。しかし、３番の鍵と５番の

クサリは華南の領域から少し外れたところに重なって位置した。

この測定結果を理解するため、2005年に測定された府内町跡から出土した金属製品の測定結果と比較し、図

5～図８に示した。図５からみると３番と５番の資料は設定された領域ではないところにいくつかの金属製品

と重なって位置した。しかし、図７では華南領域の境界線の上に位置しており、どこの材料を利用したか判断

しにくい。そのため、この２つの資料に関してはより深い研究が必要である。

8.考察

大分市に位置する中世大友府内町跡では中世の磁器､ガラス玉､鉄砲玉､金属製品､土製品などが出土しており、

その中には朝鮮半島、中国、タイ、ヨーロッパとの貿易でもたらされた製品もたくさん含まれていた。この史

実を示すように、2005年に測定された結果では金属製品に朝鮮半島、中国、未知の地域の材料が利用されたこ

とがわかった。この未知の材料はどこからもたらされたかはわからないが、スペインの鉛鉱石が近い値を示し

ていることが注目された。

今回測定した金属製品は５点であり、測定結果１点の分銅が朝鮮半島産材料で作られ、また２点の資料（２

番と４番）が中国の華南産材料を利用したことがわかった。しかし、２点の資料（３番の鍵と５番のクサリ）は

設定された領域から外れたところに重なって分布した。これはこの資料の材料が中国、朝鮮半島、日本産の材

料を利用しなかったことと、同一な材料を利用した可能性や同じ資料の一部の可能性があることを意味する。

今回の３番、５番資料をこれまでに測定された府内町跡出土の金属製品と比較してみると、図６で示される

ようにスペインの鉛鉱山および３種の前回資料とよく似た範囲の値であった。しかしながら、図８では前回の

資料と今回の資料とではかなり大きく離れており、両者が同一材料であるとはとても思えない。鉛同位体比の

判断では、図６と図８の両図で一致しなければ同一材料と判断できない故、今回の２点は前回の資料とはまた

異なった未知の材料であると判断される。今回の２つの未知の材料がどこの産地であるかは今のところ判らな

いが､今後の発掘資料の積み重ねにより、また世界の鉛鉱山の値と比較することで明らかになってゆくであろう。

表３中世大友府内町跡から出土した金属製品に関する鉛同位体比値

番号資料名206pb/201pb207pb/204ｐｂ釦8pb/2(州pb207pb/2(ｘｉｐｂ２Ｉ蝋pb/21xjpb測定番号
１分銅20.77216.03241.3990.77181.9931BPll85

２鍵18.51815.75439.0490.8507２．１０８８BPll86

３鍵18.29715.74138.7840.86032.1197BPll87

４分銅18.29315.67238.7650.8567２．１１９１BPll88

５クサリ18.30115.74038.8040.86012.1203ＢＰｌｌ８９

誤差±0.010±0.010±0.030±０．０００３±0.0006
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１０次調査区

東西道路

｢中町」の遺構

東西道路に

面する区画

墓地と

｢ダイウス堂」

第６章総括

第１節調査の成果（第６－１図）

ＪＲ日豊・豊肥線の高架化事業に伴う中世大友城下町跡の発掘調査は、１９９９（平成１１）年度に開

始され2002（平成14）年度に現場での作業をほぼ終了した。発掘調査区は、東の大分川の河畔か

ら大友氏館の南側を通り、西は遺跡の西端にあたる低湿地部までの約700ｍにわたり、中世都市「府

内｣を東西に横断する調査となった◎本書はその６冊目の調査報告書である｡１０次調査区の位置を｢府

内古図」上でたどると、西はその西端から、東は南北に府内を貫く街路（第４南北街路）までにあ

たる。この発掘調査範囲内はいずれの「府内古図』でも「上町」と「中町」の西側にあたり、さら

に「ダイウス堂」すなわちイエズス会府内教会の一部が検出されることが事前に想定された。

調査の結果、１５世紀から１６世紀末にいたるまで継続的に都市遺構が認められた。特筆される点

を列挙すると以下のようになる。

①１０次11区調査区(第３．４章)では第４南北街路から西に向って派生する東西道路が発見され､｢府

内古図」に描かれた「ダイウス堂」と「祐向寺」との間に描かれた西に抜ける道路を考古学的に確

認し、「府内古図ｊの信想性を高めた。この道路は１５世紀後葉から末のころに建設され、１５８７（天

正15)年の豊薩戦争後の復興時にいたるまで都合７回にわたって道路面を更新しながら存続したこ

とが判明した。くわえて１０次II区南調査区（第３章）では、１６世紀第４四半期段階の溝SDll8

～１１６が機能していた段階において、東西道路の南側にも幅5ｍ程度の空閑地が存在し、そこが道

路であった可能性が指摘されている。その指摘のとおりであればII区北調査区で検討したように、

道路SFl51の道路幅がもっとも狭くなって時期は、溝ＳＤｌｌ８～１１６が機能した時期と一致し、道

路の本体が南側に移ったことになるので興味深い。註’

②「中町」に相当する１０次II区北調査区東区において、１５世紀後葉から末の道路SFl51建設

以来１７世紀初頭の近世城下町への移転にいたるまで１世紀以上にわたって存続した宅地群の遺構

が判明した。その宅地の景観を復元すると、第４南北街路に面して建物が建ち、その背後に井戸が

掘られ、さらに敷地の奥に廃棄土坑が掘られるというものである。これは道路に入り口を設ける町

人屋敷特有のものであることから、この付近は町人町であったと推定される。

③東西道路SFl51の北側奥では、道路建設当初から１６世紀第２四半期までは道路に面した小区

画が設定されたものと推測される（区画Ａと区画Ｂ)。１６世紀後半になると大区画に合併され、そ

の中に墓地が作られる。一方道路南側には櫛SDOOlやＳＤｌｌｌで区画されているものの、１０次Ｉ区

調査区（第２章）では東西道路に北面した町屋的宅地群が１６世紀後半には存在しているので、「府

内古図」の描く「祐向寺」北側の屋敷地の描写が正確であることを裏付けている（第２－５０図)。

④墓地が作られた16世紀後半の大区画の位置を「府内古図」にあてると、Ａ～Ｃ類註2いずれの

古図をみても、東西道路北側に屋敷地が描かれている。ところがその区画の発掘調査結果（第４章）

からみると、そこに屋敷地が存在した形跡はない。ことに１６世紀後半においては墓地を含むひと

つの大区画となっている。墓地を含むので、その大区画が武家屋敷である可能性は低く、そのよう

な敷地内に墓地を持つ区画としては、北隣に描かれた「顕徳寺」あるいは「ダイウス堂」と注記さ

れた寺院以外に対応する施設がない。したがってその大区画はその寺院敷地内に作られた墓地であ

ると推定するのが最も素直である。ところでその「顕徳寺」ないし「ダイウス堂」とは１５５３（天

註’第３章ではＳＤｌｌ８～１１６の時期を、１６世紀後葉と控えめに表現しているが、近世１期の備前焼播鉢の出土や道路SFl51の硬

化面との対応関係からみて、第４章では１６世紀第４四半期前半と積極的に限定したい。

註２木村幾多郎「府内古図再考」「Funai府内及び大友氏関係遺跡総合調査研究年報」ＩＸ、2001、大分市歴史資料館

木村幾多郎「府内と府内古図」「南蛮都市・豊後府内」2001、大分市教育委員会・中世都市研究会
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五野井隆史「豊後府内の教会領域について」「東京大学史料編纂所紀要」14,2004、東京大学史料編纂所

木村幾多郎「豊後府内の都市建設」「大分・大友土器研究」21,1997、大分・大友土器研究会

木村幾多郎「豊後府内城下町移転と旧府内町」「大分・大友土器研究会論集」2001、大分・大友土器研究会
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烏津侵攻後の

復興

文22）年に開設され、幾度かの改修・拡張をへて、１５８０（天正８）年に日本最初のコレジオを併設

したイエズス会府内教会にほかならない註3．発掘調査からみて、墓地は１６世紀第４四半期の後半

には終馬しており、１５８７（天正15）年の豊薩戦争とその後の伴天連追放令による教会退去による

ものと考えられる。

⑤豊薩戦争後､道路と「中町｣の屋敷地は再建されているが､墓地は作られなくなる。1602(慶長7）

年の近世城下町への移転によって最終的に都市遺構はなくなり、耕地と化して近世を迎えている。

このように第４南北街路に面した「中町」においても、１５８７（天正15）年の豊薩戦争後の一定の

屋敷地の復興が推定できることは重要である。この「中町」付近は木村幾多郎氏の研究雌．'によれ

ば1587（天正15）年の豊薩戦争後、無住の地になったまま復興されなかったと推定された町のひ

とつである。その推定がかならずしも妥当ではないことを示している。

以上の５項目が第１０次調査の成果の要約であるが、以下にイエズス会府内教会と墓地について、

第６－１図府内古図と地掩図による比定
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府内古図の

表現

調壷前の仮説

道路の位置

道路南側の

屋敷地

第２節第１０次調査区発見の墓地とイエズス会府内教会

以下は今回報告した１０次II区北調査区（第４章）発見の墓地の性格を、調査の経緯をからめて

検討したものである。

1.第１０次調査区の位置（第６－１図、第２－５０図、第’－６図）

調査区周辺の府内古図の表現第２－５０図は「府内古図」のなかでも最も新しいＣ類を使用し

て、ダイウス堂と周辺の道路を示したものである。表現は木戸の有無を除いて最古の古図Ａ類、Ｂ

類も同じである。描かれた道路は府内町から西の郊外に抜けている。道路の南北には屋敷地の表現

があり、北の「ダイウス堂」と南の「祐向寺」は直接道路に接していないように描かれているので、

東西道路の両側にも屋敷地が存在した可能性がある。しかし道路の南北両側に描かれた屋敷地に町

名が付いていないことに注目すると、その道路の両側はひとつの独立した町内を構成するほどの数

の宅地が並んでいなかったことを示している。第，－６図は「府内古図」を明治時代の地籍図に対

比して復元した戦国期の府内（『大分市史」案註５をもとにしたもの）である。調査区のなかに地籍

の境界がどのように入るかがわかる。この場所は明治時代には水田となっており、その境界は水路

あるいはあぜで区切られている。「大分市史」案では東西の境界線を道路、道路に接して北にダイ

ウス堂を推定している註5．

調査前の想定以上の歴史地理学的な研究成果から発掘調査前の段階では、第'０次''区北調査

区においては、次のような遺構が発見されると予想されていた。①''区調査区の東部では、第４

南北街路に面する「上町」あるいは「中町」の遺構が、②その西に「上町」と「中町」の間を西に

むかって郊外に抜ける東西方向の道路と、その両側に連なる屋敷地遺構の広がり、③さらにその屋

敷地の北側からは「府内古図」に描かれていた「ダイウス堂」すなわちイエズス会府内教会の遺構

が調査範囲内にかかる可能性があると指摘されていた。

しかし『府内古図』の細部表現が正しいとすると、「ダイウス堂」はこの東西道路に接していな

いことになり、その場合屋敷地が町人屋敷であれば調査範囲内からは町屋の遺構群、すなわち井戸．

ごみ捨て穴．掘立柱建物等が発見されるはずであり、木村氏がかつて指摘したように雄4武家屋敷

地であれば溝等の区画施設や掘立柱建物など比較的散漫な遺構配置が検出されるはずであった。

いつぽう「ダイウス堂」の敷地が東西道路に接するとした大分市史の復元案賊5が正しいとすると、

,,区北調査区において「ダイウス堂」の南端の一部にあたることになるのであった。

調査の経過したがって以上の仮説を念頭におきながら、発掘調査ではどの位置にどのような遺

構が広がるかを丁寧にみきわめることが課題となった。まず調査の初期段階で、’７世紀後半以後

の水田水路跡を検出し、地籍図との正確な対比が可能となった。その結果、戦国時代の東西に伸び

る道路遺構が近世の水田化以後は水路となっていたことが判明し、その道路の位置については「府

内古図」・『大分市史」の復元案ともに正確であることが立証された。ただし「府内古図』ではそ

の道路は第４南北街路に直交して、直線的に西方に伸びるように表現されているが、実際の道路遺

構は西に行くほど北に向きを変えて曲がる道路であった。そこから「府内古図」には、中世の絵図

としては当然のことであるが、当時の地理観に基づく一定のデフォルメが存在することが明らかに

なった。

つぎに，０次調査Ｉ区およびII区南調査区において、東西道路に面した南側に廃棄土坑や井戸・

掘立柱建物が分布し、屋敷地が一定の規模で存在することが明らかとなった。これは『府内古図』

の表現の正しさを立証するものであった。

ところが,,区北調査区において、東西道路の北側で墓地が出現したのは意外なことであった。

註５「大分市史」中、付図「地籍図に残る戦国時代の府内」1987、大分市
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第２節第１０次調査区発見の墓地とイエスズ会府内教会

道路南側の

墓地

キリシタン

墓？

蕊地の発見

第１期単独墓

第２期

幼小児墓群

第３期

成人墓群

伝統的葬制

墓石なし

2001（平成１３）年度の調査では１号墓STl30のみが発見されたため、なお宅地内に単独で存在す

る墓の可能性が考慮されていた。いつぽう１号墓からは木棺と人骨が出土してその埋葬姿勢が伸展

葬であることと、内部に落ち込んだ京都系土師器の存在から１６世紀後半の墓であることが指摘さ

れ、「ダイウス堂」推定地に近接することもあり、この埋葬はキリシタン墓ではないかという可能

性が取り沙汰されていた。２００２（平成14）年度の調査は以上のような指摘を受けて行われた。

１０次II区北調査区の全面調査が始まると、すぐに１号墓STl30の周辺から大小さまざまな埋葬

主体が発見され、最終的には１号墓をふくめて18基の墓が狭い範囲に群集して発見された。しか

も一部の墓はかなり規則的に配置されていることがわかり、比較的短期間に埋葬された集団墓地で

あることが判明した。そのため宅地内に単独で存在する墓の可能性は排除された。

ではこの集団墓地はいかなる性格の墓地なのだろうか。

2.墓地の実態

墓地について次のような事実が判明した（第４章第６節)。

変遷と年代墓地は３時期に変遷する。第１期にあたる３号墓は墓地の西端にあり、早桶を利用

した成人座葬墓であり、３枚の土師器皿の副葬が行われている。その土師器の年代から１６世紀前

半（第２四半期と推定）にさかのぼる。埋葬形態（成人唯一の早桶使用）と副葬形態（土師器副葬)、

さらに埋葬位置も西にはなれ、その時点では区画Ａの内部にあたる。したがって３号墓は単独の

墓の可能性が高い。第２期はほとんど幼児埋葬に限られる８基の墓が、あまり規則性をもたずに１

箇所に集まっている。いずれも人骨調査の結果７～８歳以下の小児・幼児・乳児が埋葬されていた。

埋葬施設としては方形の木棺が利用されるものと、直葬された土坑墓があった。埋葬年代は副葬品

が皆無なこともあり積極的に確定することは困難であるが、第３期の墓に切られていることと、掘

形や内部の覆土内に混じった土師器から1560年代を中心にする時期の埋葬と推定される。第３期

は頭位を北にする成人木棺墓４基が等間隔に規則的にならび、その北を溝SDl31が区画する。さ

らに成人墓のまわりには幼児墓が追葬されていることが判明した。その時期は第２期の墓の埋葬が

終わった後に墓地が新たに整備されたものと推定され、その継続年代は1570年代の１点から１５８７

年以前と想定された。

宗教性特定の宗教を想定させる遺物ないし資料は皆無である。木棺材の保存状態がよくないの

で、棺材に書かれた墨書などの文字は確認できない。死者が身に付けたメダイ、ロザリオ等のキリ

スト教遺物註６は副葬されていない。いつぽう六道銭などの仏教的要素も皆無である。伝統的な中

世日本の民俗的習俗の強い土師器副葬も第１期に属する３号墓と第２期に幼児が埋葬された１４号

墓（１枚副葬）にのみ認められ、ほかの墓、特に成人墓ではまったく認められない。しかし伝統的

に中世後期に普遍的になる横臥あるいは仰臥屈葬という埋葬姿勢は、第２期から第３期の幼児墓と

成人墓において数多く認められる。当初注目された伸展葬は１号墓の成人埋葬と、幼児骨を伸展葬

で木棺に葬った１０号墓、墓坑形態から推定される２号墓と１１号墓の４例にとどまった。

地上標識の有無埋葬墓坑の掘形内埋土や棺内をうめる覆土、さらに周囲の同時期の遺構の中に

墓の地上標識の残骸がないかと疑ったが、五輪塔・宝薩印塔などの石塔類や、キリシタン墓碑・石

製十字架などの破片は存在せず、井戸等で使用された五輪塔の部材の再利用品や廃棄品の中で、こ

の墓地に存在したものと疑える資料はなかった。特に木棺墓の多くは蓋が落下陥没しており、石材

の一部が落ち込んで残っているのではないかと考えたが、そのような出土品は皆無であった。墓地

の上部が近世に整地されているため断定的なことはいえないが、以上の状況から個々の墓上には石

註６キリシタン遺物の定義は次の文献による。

今野春樹「キリシタン遺物の諸相」「キリシタン文化研究会会報」128,2006、キリシタン文化研究会

－３１４－



単独墓

｢新御成敗状」

埋葬禁止

寺の纂地

屋敷内から

宗教施投に

造の地上標識はなく、何らかの標識がかつてあったとしても、それは木製品であった可能性が高い

と考えられる。

墓地の位置墓地は１号墓から東にまとまって分布することが判明した。その結果地籍図と厳密

に対応させると、第１期の３号墓のみが大分市史の復元した「ダイウス堂」の想定範囲内に入り、

それ以外の墓はすぐ側だが隣りの地片に入ることが判明した。

3.墓地の性格

以上の基本的な事実を基に、この墓地の性格を以下の論点から改めて考える。

都市内の集団墓地中世都市の内部に墓地を作れるのはいかなる人たちだろうか。どういう人が

葬られるのか。中世大友府内町跡からこれまでに１５～１６世紀代の墓は数箇所発見されているが、

そのほとんどが単独で発見される埋葬である。第７次調査ST748は１６世紀第１四半期の横臥屈葬

の成人木棺埋葬で、土師器副葬が行われていた。第７次調査STl35は１６世紀第３四半期の早桶座

葬の女性成人埋葬であった註7．いずれも単独墓あるいは異常死埋葬と考えられている。このほかに

第１０次Ｉ区調査区の１５世後半の幼児埋葬墓STOO9も、屋敷地のはずれに単独で存在している（第

２章)。このように中世府内の都市内での墓のありかたをみると､単独で存在する墓はあくまでも｢屋

敷墓」や突発的な埋葬に限られ、そのため町人屋敷内や武家屋敷内に単独で存在すると思われる。

屋敷地以外の都市内の空閑地には原則として墓地を設けないとみられる。

このことは時期がずいぶん異なるが､府中の内部に墓を作ることを禁じた１２４２（仁治３）年の『新

御成敗状」の記述を努寵とさせる。この文書は一般に豊後府内に対して、ときの守護大友頼泰が発

布した都市法として知られているが、豊後府内に発布されたものではないとする有力な意見もださ

れている益8．その一条に「一府中墓所事右、一切不可有、若有違乱之所者、且改葬之由被仰主、

且可召其屋地突」とあり、府中に墓地を作ることを強く禁じている。山村亜紀氏はこの法令を豊後

府内のみを対象としたのものではなく、九州を中心にした中世国府を対象とした、より一般的な法

制としている。『新御成敗状｣が山村氏の説くとおり豊後府内を直接対象にした法ではないにしても、

京や鎌倉の都市法と共通するその内容から見て、中世都市法の典型を示すものと見て差し支えある

まい。このような府中に墓を禁じる条項の存在からみて、屋敷地内の単独墓や仏教寺院などの特定

の囲い込まれた空間を例外として､道路敷きや都市内の空閑地に埋葬が行われることが少ないのは、

戦国時代の都市に依然として、この禁止法令の法理が生きていたためと考えられる。

たほう都市のなかの仏教寺院内には墓が設けられている。１６世紀になるとそのなかに墓地が存

在することは、中世以来の多くの都市に残る中世寺院の石塔群をみれば明らかである。豊後府内に

おいても、石塔こそ失われているが、大友氏当主の菩提寺である大雄院や大智寺が第４南北街路に

面して作られており、これらの寺院には当主とその関係者、および僧侶の埋葬が行われていたこと

が考えられる。同様に16世紀の豊後府内の各所に所在した寺院内には、集団墓地が設けられてい

たことは想像に難くないし、そういう宗教施設は先述の中世都市法の及ばないアジールとして、都

市内各所に存在していたと考えられる。したがって都市内の遺跡の中に集団墓地が発見される場合、

宗教施設の内部に作られたものと考えるのが妥当である。

このように中世都市内の墓は、一般的にいえば、集団墓地は宗教施設内に、単独墓は屋敷地内に

もうけられたと考えられる。１０次II区北調査区の墓地の場合、時期差を考慮すると第１期の３号

墓は１６世紀第２四半期に単独で存在した墓と考えられるのに対し、第２期の幼小児墓群と第３期

の成人墓群は、当然宗教施設内に設けられたものと推定される。それではどのような宗教施設がこ

註７田中裕介「中世大友府内町跡第７次調査区」「蝦後府内」５（大分りi↓教育庁埋蔵文化財センター調森報告８)、２００６

註８山村亜紀「中世前期都市の空間櫛造と都市像」「人文地理」５４－６２００２、人文地理学会
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■

教会墓地

高槻例

教会と墓地

木棺墓群

八亜洲北口例

木棺墓と
土坑墓

の第２～３期の集団墓地をその敷地内に設けたのであろうか。1560年代前後から1587年ごろが第

２～３期墓地の推定継続年代である。くりかえしになるが先に述べたように1560年代から1580年

代にこの場所に存在した宗教施設は「府内古図」の記載から見て「ダイウス堂」あるいは「顕徳寺」

と記されたイエズス会府内教会以外に考えられないので、１０次II区北調査区の墓地のうち、第１

期の３号墓をのぞく、第２期の幼小児墓群と第３期の成人墓群は当時豊後府内のなかにつくられた

キリスト教会の敷地内に設けられた墓地と考えられる。

キリシタン墓地調査例との類似と相違次に'０次II区北調査区発見の墓地の各要素を、すでに

判明しているキリシタン墓地と比較し、その類似と相違を明確にしておきたい。比較の対象はキリ

シタン墓である事が明確な次の２遺跡である。ひとつは大阪府高槻市高槻城キリシタン墓地註９と

いまひとつは東京駅八重洲北口遺跡である肱'0。（第６－２図）

高槻城キリシタン墓地は、１９９８（平成１０）年に調査されたキリシタン墓地である。摂津高槻は

1570（元亀元）年から８５（天正13）年までキリシタン大名高山右近の居城であり、８５年に右近が

播磨明石に転封された後は、豊臣秀吉の祐筆安威了佐が代官となった。彼もまた安威シモンとして

しられるキリシタンであり、彼によって高槻のキリスト教界は保護されている雌'１．墓地は右近が

高槻を領した1570（元亀元）年から、１５８７（天正１５）年に発令された豊臣秀吉の伴天連追放令に

よる宣教師の畿内退去とあい前後する教会閉鎖まで存続したものと考えられている。その墓地は右

近時代の高槻城内にあり、隣接地には１５７４（天正2）年建立の教会があったと推定されている。し

たがってこの墓地は本来イエズス会高槻教会に併設された墓地であったといえる。

木棺墓27基が発見された墓地の特徴は、①墓域を区画する溝および柵列が存在し、墓域を区画

している。②各墓を東西に等間隔に列状に配置する。③墓坑の長軸を南北に揃えた木棺内に、北頭

位優位に葬る。④成人墓と幼児・小児墓が混在する。⑤埋葬姿勢は伸展葬で、腕を曲げたり、うつ

ぶせの例が多い。⑥成人埋葬木棺の蓋板に「二支十字」の墨書がｌ例ある。⑦27埋葬中２埋葬か

ら木製のロザリオが出土した。

東京駅八重洲北口遺跡は2001（平成13）年に調査されたキリシタン墓地である。八重洲北口遺

跡は江戸城東部外堀の内側に位置し、１０基の埋葬が発見された。江戸におけるキリスト教布教は

教会側史料によると１５９９（慶長4）年に八丁堀または日本橋石町に、イエズス会に先駆けてフラン

シスコ会が教会を建て、その後1612（慶長17）年に同会の教会と修道院は、徳川家康による禁教

令によって破却されている。八重洲北口遺跡のキリシタン墓地の年代は１５９０～1605年の間と推定

されており、場所・年代とも教会史料の記載とは一致しない。

１０基の埋葬が発見された墓地の特徴は、①墓域を区画するＬ字形の溝2000号がある。②墓群は

群集する土坑墓が古く、散在する木棺墓群が新しく成立した可能性が高いこと。③土坑墓群は列状

に配置された1399,1349,1351号墓とその周辺埋葬からなる。④埋葬は東西方向に長軸をとり、頭位

は一定しない。⑤成人墓と幼児・小児墓が混在する。⑥埋葬姿勢は伸展葬で、腕を曲げたものも多

いが、曲げ方は一定しない。⑦成人埋葬の1380号木棺の側板に「ローマ十字」の墨書がｌ例ある。

③１０埋葬中ｌ埋葬（小児墓1404号）から青銅製楕円形のメダイ１点と木製のロザリオ玉２点とガ

ラス製ロザリオ玉49点が出土した。ほかに1966号墓からガラス製ロザリオ玉１点が出土している。

以上の２遺跡のキリシタン墓地については今野春樹氏による適切な考察註'2があり、それを参照

しながら、中世大友府内町跡１０次調査区の墓地と比較しておきたい（第６－３図)。

註９高橋公一編「高槻城キリシタン墓地」（商槻市文化財調査報告22）2001、高槻市教育委員会

註１０今野春樹ほか「東京駅八重洲北口遺跡」2003、㈱森トラスト・千代田区東京駅八亜洲北口遺跡調査会

註’’五野井隆史「日本キリスト教史」Ｐ142.1990、吉川弘文館

註ｌ２今野春樹「キリシタンの葬制」「キリシタン文化研究会会報」123,2004、キリシタン文化研究会
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墓域の区画 まず第１の類似点と しては墓域の区÷
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画があげられる。高槻城キリシタン墓

地では柵ｌと溝ｌが同時代の区画施設

と推定され、それは教会と墓地を区画

する位置にある。東京駅八重洲北口遺

跡では墓地の北にＬ字状の溝S2000が

存在し、その溝を延長するとキリシタ

ン墓がすべてをその内部に収めること
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〃

になる。このようにキリシタン墓地は
第６－３図中世大友府内町跡１０次の墓地

墓域を画す溝ないし柵列によって墓地

と外界を区別している。

府内町跡１０次の第２～３期の墓地は、道路SFl51の北側の溝ＳＤｌ６５・SD270・SD250によって

道路と隔てられた大区画内に位置し、第３期の墓群が整備された１６世第４四半期前半には、大区

画の内部の墓域が溝SDl31によってさらに区画されている。

第２の類似点は墓の配置である。高槻城キリシタン墓地では長軸を南北に合わせた木棺が、ほ

ぼ等間隔に数列にわたって並んでいた。東京駅八重洲北口遺跡でも東西に長軸を持って列状に配

置された1399,1349,1351号墓が存在し、その周辺に幼児埋葬と小児埋葬がおこなわれている。一部

とはいえ高槻例と似た配置がおこなわれていると考えられる。府内町跡１０次では第３期の墓群が

このような等間隔列状の配置をとる。すなわち１号墓、９号墓、８号墓、４号墓の４基がやや東に

傾く南北長軸をとって、等間隔に並んでいる。その列の北には１号墓の延長上に２号墓が作られ

ている。さらに９号墓と８号墓の周囲には幼児墓が追葬されている。このようにみると頭位方向

には共通性がないが、成人墓については同一方向に揃えて等間隔に配列するのが、キリシタン墓

地の特徴であるといえる。しかし幼小児墓の配置については必ずしも共通ではない。成人墓の周

囲に並行あるいは直交して追葬し、特定の成人墓との関係が明確な府内町跡１０次例に対して、高

槻城キリシタン墓地では幼児墓を等間隔に成人墓と同じように配置しているので、特定の成人墓

との関係は不明確である。八重洲北口遺跡は列状に配置された1399,1349,1351号墓の西側に小児埋

葬の1404号墓や、1351あるいは1349号墓に直交する成人男'性墓が存在する。これらの墓と列状

配置をとる３基の墓との関係はそれほど明確ではないので、八重洲北口例は府内町跡１０次例と高

槻例の中間的様相と考えられる。

第３の類似点は墓坑および木棺の有無である。高槻と八重洲北口の２遺跡では木棺が長方形で

あるため墓坑の平面形も隅丸の長方形となるものが多数を占めるという共通性がある。土坑墓も

同じで、これは埋葬が伸展葬で行われることに起因する。埋葬の方法には木棺墓のみの高槻例と、

木棺墓と土坑墓の両者がある八重洲北口例がある。成人と幼児あるいは小児用との間で木棺には

大きさに区別がある点は共通する。埋葬姿勢が基本的に伸展葬である点はキリシタン墓地の重要

な特徴である。府内町跡１０次例との共通性は木棺の使用と土坑墓の存在である。第２期の５．６．

７号墓と１５号墓は方形の木棺が使用された可能性が高いが、１３．１６．１７号墓は土坑に直葬された

可能性が高い。第３期になると成人墓幼児墓を問わず、すべて木棺にいれて埋葬されている。成

人墓と幼児墓に使用された木棺には大きさに区別がある点も共通性と言ってよい。

次に相違点の第１は埋葬姿勢と木棺の形態である。この点については上記２遺跡との重大な相

違点が存在する。伸展葬とその姿勢に対応した長方形木棺の使用がキリシタン墓の最も著しい特

徴といえるが、府内町跡１０次例では、伸展葬・長方形木棺の使用は１号墓の成人埋葬と、幼児骨

を伸展葬で長方形木棺に葬った１０号墓、墓坑形態から推定される２号墓、幼児伸展葬の土坑墓と

推定される１１号墓の４基のみが、キリシタン墓の特徴と共通するのみである。のこる１４基の埋

櫛ないし桐列

等'111隔列状

■

木棺墓

伸展葬
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屈葬と座葬葬姿勢は、成人墓においては仰臥屈葬に限られ、幼児墓は横臥屈葬と座葬である。さらに複雑な様

相を呈するのは９号墓の状況である。仰臥屈葬の成人女性埋葬が行われた９号墓の北と西に密接な

位置関係をもって、伸展葬の幼児埋葬である１０号墓と１１号墓が追葬されているのである。さらに

方形木棺使用された木棺もかなり様相をことにする。成人埋葬の８号墓と９号墓は屈葬を前提とした長さの

短い方形木棺であり、４号墓では伸展葬が不可能な唐植を木棺に使用している。幼児墓でも６．７．

１２号墓は短い方形木棺であった。

第２の相違点は、キリスト教を示す表徴やキリスト教遺物の有無である。高槻例と八重洲北口例

ではともに、木棺に墨書による十字架表現があり、埋葬内に被葬者の持ち物であるロザリオやメダ

イが副葬されていた。この点はおのおのの墓地をキリシタン墓地と断定する決定的な証拠となって

いた。これに対して府内町跡１０次例においては、墨書の有無は木棺の保存状態の悪さから検討で

きないので別にして、副葬品においてキリスト教遺物と断定できるものは皆無であった。わずかに

ガラス小玉幼児埋葬と推定されている１１号墓から、小型のガラス小玉が１点出土している。ガラス小玉は仏

教の数珠にも使われるのでキリシタン遺物とはいえないが、八重洲北口遺跡1966号墓からよく似

たガラス小玉が１点出土している点に、わずかに共通性を見出すことができる。とはいえ上記２例

のキリシタン墓地と同じように六道銭などは存在せず、屈葬という宗教性の希薄な埋葬習俗の有無

が大きな違いである。

以上の比較を通していえることは、中世大友府内町跡１０次II区北調査区発見の墓地のうち、第

２期と第３期の墓地は、その区画と位置から教会の敷地内に作られた墓地であり、特に第３期の墓

地はキリシタン墓地特有の配置をとり、教会付属墓地としての外観を明確にもっていたものと推定

教会付属墓地される。そういう意味でこの墓地はイエズス会府内教会の内部に設けられた付属墓地であると考え

られる。しかし第２期の幼児墓群や第３期の屈葬墓に葬られた人々が、キリシタンであったとは必

ずしもいえないことも明白である。つまり教会墓地に葬られた人々は必ずしもキリスト教徒ではな

いのである。

中国人墓、朝鮮人墓、琉球人墓の可能性つぎに宗教的な観点ではなく、民族的な埋葬習俗との

比較を行っておきたい。というのも整理の過程で、伸展葬・長方形木棺墓がキリシタン墓の特徴で

外国人墓はないかと考えていたとき、明代の中国人墓や李氏朝鮮時代の朝鮮人墓および日本のごく一部では

伸展葬・長方形木棺墓を使用しているので、中世大友府内町跡１０次調査区発見の墓地もその観点

から検討するべきではないかという意見鉦'3に接した。さらに最近琉球の中世墓の中に唐柾を埋葬

容器とする習‘慣が存在することが知られるようになり鉦'4、府内町跡１０次の４号墓の埋葬施設に唐

植が用いられるのも単なる転用ではないのではないかという疑いがあるからである。

中国人墓明代の中国人墓については、１６世紀に遡る例は墓石もふくめて日本国内における調査例はない。

しかし１６世紀中葉以後、明の海禁政策の間隙をぬって密貿易に従事する華南出身の中国人が、日

本国内に多数来住し、かなりの数の中国人が日本国内各地に定着した。１６世紀後半には各都市に

唐人町 唐人町を作って集住したことはよく知られている。戦国時代の豊後府内にも「唐人町」があり、数

代にわたって住み着いた中国人も知られている。その多くが福建省出身者で、かの地の墓はいわゆ

る亀甲墓であって墓碑を前面に立てる型式である。この墓制は中近世琉球の墓制に影響を与えたこ

とが知られているが、日本国内においてはその影響はあまり知られていない。しかし長崎市周辺の

近世中国人墓群砿'5や、より古い１７世紀初頭の例が九州においていくつか知られている。熊本県玉

註１３

註１４

註1５

原田昭一氏の意見である。日本国内では､１６世紀代の長方形伸展葬が､北関東を中心に分布するが西日本ではきわめて少ない。

安里進「琉球の王権とグスク」（山川日本史リブレット４２）2006、山川出版社

坂井隆「長崎‘悟真寺の唐人墓地」「九州考古学」76,2001、九州考古学会

竹内光美．城田征義「長崎墓所一覧悟真寺国際墓地繭」1990、長崎文献社
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第２節第１０次調張区発見の墓地とイエスズ会府内教会
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名市に江戸時代初期の中岡人墓３例が残っている。１６１９（元和５）年銘の考演１斤郭公墓と１６２１（元

和７）銘の林均粁墓は全面に墓碑と石積みの前庭部をもうけ、背後に小城丘をもつと推定される。

両墓の被葬若はいずれも福建省障州周辺の出身で、その地の岨甲墓の系譜を引くものである。今ひ
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第６－４図振倉謝公墳（田添夏喜「本堂山遺跡」１９８５より）

とつの振倉謝公墳は埋葬年代を記していないが「火明振倉謝公墳」という墓碑銘と後述する墳墓

の内容から先の２雑の111剛人墓と相前後する時期のものと考えられている韮'6。この墳墓は1976(昭

和５１）年に洲査された（第６－４図)。すでに墳丘以外の施設は消失し、前面に建てられていた墓

碑もすでに移動していたが、伸展葬の男性一体を肌非した長方形木棺（長さ190ｃｍ、１幅40ｃｍ、深

さ２５ｃｍ）を漆喰榔で覆い、さらにその上に切妻形の陸根形に造形した巨大な漆喰の塊を榔の蓋と

してのせた１号墓と、そのすぐそばに同じく伸展葬の成人を長方形木棺（長さ200ｃｍ、幅38ｃｍ、

深さ２０ｃｍ）にいれて葬った２号墓からなり、この２棺はひとつの墳丘に葬られた夫婦ではないか

と考えられている。木棺はともに釘を使用したもので、１号墓では木棺の一部に鉄板が装若されて

いた。１号墓は盗掘を受けているのではっきりしないが、副葬品とみられる指輪形の銅環１点と烏

骨４点が出土し、２号墓の副葬品は皆無であった。

今のところ戦IRI時代の中IlfI人墓に雄も近い墓として、キリシタン墓地と比較すると、伸展葬・長

方形木棺の使川という点では共通しているが、夫婦をｌ恥位に併葬するという配iiIiはキリシタン墓

地には認められない。また漆喰榔・漆喰蓋で覆うという点は大きく相違する。この配椴のちがいを

重視すると、府内町跡１０次の墓地に中国人墓が存在するならば、等間隔列状配侭にはならないと

考えられる。もちろん単身者の場合には、キリシタン墓地のなかにあっては区別が付かなくなるの

で、中国人が葬られていないともいいがたい。しかしキリシタンになった中国人単身考の存在も十

分考えられるので、かりにこの墓地に中国人が葬られていたとしても、そのこととキリスト教会墓

地であることとは矛盾しないと考えられる。

つぎに李氏朝鮮時代の墓について。それが伸股葬墓であることはわかっているが、１６１１t紀の朝

鮮王朝はIﾘlにならって海禁政策をとっており、IlII弧1人に比べると来住した朝鮮人は非常にすぐなく、

1590年代の:M1:IIi政椎による朝鮮侵略によって|｣本に巡行されてからはじめて蛎加する。彼らの1-|･Ｉ

にはキリシタンになったものも多いが、韓民族としてのアイデンテイテイを失った形で1-1本で生活

したため、朝鮮人墓としての民族墓制を伝える墓は今のところみつかっていない。府内町跡１０次

註１６田添夏喜「本堂山遺跡」「淵禰小路箱式石棺本堂山遺跡』（玉名市文化財調査報告6）1985、玉名市教育委典会
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の墓地は1590年代以前であることが確実なので、伸展葬．長方形木棺墓の中に朝鮮半島の墓制の

影響を考えることは今のところないといえる。

琉球人墓 琉球中世墓について。１４～１６世紀の琉球王国時代の沖縄島では、王墓ないし首長墓に唐植形の

厨子が埋葬に使われている註,7・琉球王尚氏の初期王墓である浦添ようどれ識'8から、1273年に造営

されたと推定されている英祖王代の漆塗板厨子の金具が発見され、その板厨子は屋根蓋付唐植形と

唐栖形板厨子推定されている。また今帰仁村の百按司墓には'500年の銘のある屋根蓋付十脚唐植形板厨子が存

在する。唐植は本来日本で発達した家具で、側面に脚がつき平蓋付の６脚を基本とする箱である。

その唐植が１３世紀の琉球に伝わり、漆塗板厨子として合葬用の棺として利用され、１４～１５世紀

には百按司墓のような屋根蓋付十脚唐植形板厨子という琉球独自の形態を生み出している。さらに

王族の墓では板厨子は１５世紀前半に石製厨子にかわって一棺単体埋葬になる｡

このように唐植を埋葬に使う習慣が沖縄で発達するが、①屋根蓋付十脚唐樋形という琉球独自の

形態を生み出すこと。②１６世紀にはその形態を維持しながら石厨子に置き換わること、③なによ

りこの墓形式は琉球王家や有力な豪族に用いられており、庶民墓は１７世紀には厨子翌が用いられ

る。④そしてもっとも大きな違いは沖縄の厨子は洗骨した骨を収めるもので、地下に埋める木棺と

して用いることはないことである。したがって唐樋が埋葬施設として使用された府内町跡１０次調

査の４号墓が琉球人墓である可能性は低いと考えられ、別の何らかの理由で木棺に利用されたと考

えるべきであろう。

４．まとめ

以上の報告と検討の内容をまとめておく。

①中世大友府内町跡１０次II区北調査区で発見された墓地のうち第２期と第３期に編年された１７

教会付属墓地基からなる墓地は、１５５３（天文22）年から１５８７（天正15）年に存在したイエズス会府内教会の敷

地内に設けられた墓地と考えられる。

②墓地は７～８歳以下の幼児と小児ばかりが葬られた８基の墓からなる第２期から、等間隔列状

等間隔列状配慨に配列された成人墓を中心に幼児墓を追葬した第３期の墓地に推移し、後者の配置はキリシタン墓

地の特徴を有している。第２期の墓は１６世紀第３四半期に属し1560年代を中心にする時期に埋葬

された。第３期は第４四半期前半、1570年代のある時点から１５８７（天正15）年までにつくられた

ものと推定される。

伸展葬と屈葬③伸展葬・長方形木棺というキリシタン墓に共通する埋葬様式を持つ墓は多くても４基に過ぎず、

ほかの墓は屈葬あるいは座葬で丈の短い方形木棺に葬られるという中世日本の伝統的埋葬様式をも

つ。そのなかの１基の４号墓は唐櫛を木棺に使用する。

④16世紀の中国人あるいは朝鮮人・琉球人の民族的墓制の可能性は少なく、後述するように

1570年代以後豊後府内に教会関係者以外の西欧人が居住した可能性も少ないので、墓地のほとん

どは基本的に日本人が埋葬されたものと推定される。

⑤、キリスト教会の墓地であっても、キリシタンのみが葬られたわけではない。伸展葬・長方形

木棺に埋葬された被葬者はキリシタンであった可能性は高いが、屈葬・方形木棺といった伝統的埋

註１７瀬戸哲也・知念隆博・新垣力「沖縄県」（挟川典一編）「中世墓資料集成一九州沖縄編(2).」2004、中世墓資料集成研究会

註１８註１４安里文献
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第３節イエスズ会府内教会の歴史から

1545年

府内来航

1551年

ザビエル

1553年

葬様式に葬られた人々がキリスト教徒であったとはいえない。たとえば教会に身をよせて扶養され

ながらも、まだ洗礼を受けていない人々や、教会関係者によって埋葬された身寄りのない人々など

が考えられる註'9．

第３節イエズス会府内教会の歴史から

この節では、イエズス会府内教会の歴史をひもときながら、中世大友府内町跡１０次II区北調査

区発見の墓地の変遷を、教会史料から再構成される府内教会の歴史と比較検討しておきたい註20。

1.ポルトガル人の来住とキリスト教の伝来

豊後府内にはじめてポルトガル人が来たのは、１５４５（天文14）年頃、ジヨルジュ・デ・フアリ

アら数名が中国船で来日した雌2'のを噴矢として、１５４７（天文16）年にはポルトガルのナウ船が府

内に来航し、デイエゴ．デ．アラゴン等はそのまま府内に５年滞在している雌22．その後1551（天

文20）年９月にポルトガル船が府内に来航し、その府内到着を聞いて当時日本布教中であったフ

ランシスコ・ザビエルが豊後府内を訪れている。１５５２（天文２１）年には再びガゴ船長のナウ船が

来航し、バルタザール・ガゴ神父をはじめとするイエズス会の第２次伝道団が来日し、彼らは当時

布教長のトルレスがいた山口にすぐに合流した。

｢カンポ」

2.府内教会の始まりと育児院

翌１５５３（天文22）年２月１０日、ガゴ司祭がイルマンのフェルナンデスとアルカソバをともなっ

て山口から府内に帰還した。翌日大友義鎖（のちの宗麟）を訪問したガゴ司祭は、義鎮から自領内

での宣教師保護と布教許可状を与えられた。それに伴い土地寄進状が与えられ、教会．宿舎．菜

園および望むものすべてを作る事のできる地所があたえられた雌23。「地所」は原語でＣＡＮＰＯすな

わち野原の意味で、人がすんでいない土地をあらわす。これは第４南北街路に面した「中町」の背

後西側にひろがる広大な空き地がイエズス会に与えられたことをしめしている。そこに教会と修院

カーサが造られると、同年７月２１日に大きな十字架１基が立てられた。その間に地所内にはキリ

スト教徒たちを埋葬する墓地が定められ、たいへん美しい墓石１基がたてられたとある。この墓石

というのは、個々の墓に立てられた標識ではなく、墓地全体のシンボルとして作られたものと考え

られる。

その後1555（弘治元）年秋ルイス・アルメイダが育児院を作り、キリスト教徒の乳母数名と牝

牛２頭が準備され、当時豊後府内の孤児の収容と養育にあたる一軒の家が用意された。この家と牛

を飼養する施設は教会の近接地に設けられたと考えられている。

教会で十字架

1555年

アルメイダ

育児院

註1９

註２０

註２１

註２２

註２３

府内教会が存続した時代の豊後府内の信徒には病人や下府階級が多く、独自の屋敷を持つような有力者は自身の家の墓地に

埋葬されるのが通常で、教会内の墓地に埋葬される人々は基本的に、既存の地縁血縁関係からはなれた人々であったと推定

される。五野井「豊後府内の教会領域について」（註20文献）

その際、この墓地を教会の墓地として解釈した五野井隆史氏の研究を中心に検討することを明記しておきたい。

五野井隆史「日本キリシタン史の研究」2002、吉川弘文館

五野井隆史「豊後府内の教会領域について」「東京大学史料編纂所紀要」14,2004、東京大学史料編纂所

中島楽章「ポルトガル人の日本初来航と東アジア海域交易」「史淵」142,2005、九州大学大学院人文科学研究院

岡本良知「十六世紀日欧交通史の研究」1936

1554年５月付け、ゴア発ヌーネス・バレトのロヨラ宛普簡、「日本関係海外史料イエズス会日本書翰集訳文編之二（上)｣、

P４５～46,1998、東京大学史料編纂所
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1556年

教会新築

｢上の地所」

｢下の地所」

1557年

病院と墓地

1559年

1561年の

手紙

教会墓地の

性格

1560年代

3.教会の拡張

１５５６（弘治２）年戦乱の山口を退去した布教長トルレスらが府内に避難し、以来1562（永禄５）

年６月にトルレスが肥前横瀬浦に移るまで、豊後府内はイエズス会の日本布教の本拠地となる。同

年７～１１月にはイエズス会の第３次伝道団を率いて来日したイエズス会インド管区副管区長ヌー

ネス・バレトが府内に滞在し、その間に１５５３（天文22）年に寄進された地所の隣接地を義鎮の承

諾をえて購入し、土地をならし義鎮から贈与された家数軒を解体して、その資材で200人を収容で

きる教会を新築した。同１５５６（弘治２）年１１月１日にはその教会の落成式が行われた。いご'553

年（天文22）に入手した地所を「下の地所｣、新たに購入した地所を「上の地所」と称し、後者は

樹木や竹に取り囲まれていたとつたえる。これはその場所が都市の外縁にあったことを意味するか

ら、「下の地所」が中町西側の屋敷地背後の土地にあたるとすると、「上の地所」はそのさらに西隣

の都市のはずれの樹木や竹が生える低地近くまで続いていたと考えられる。この１５５６（弘治２）年

の教会敷地の拡大によって、イエズス会府内教会の敷地の基本が完成したと考えられる。

4.病院と墓地

1557(弘治３)年には｢下の地所｣に病院が作られる。その際｢下の地所｣は病院と墓地に区切られ、

病院はハンセン病患者用とほかの諸々の病気用にわけられた。さらに同じ敷地内に「貧者の家」を

作っている。さらに’559（永禄２）年には「下の地所」で大掛かりな改造が続き、病院は新築され

て７月１日に完工し、職員の住宅が建築され、貧者の家を慈悲院に改装している。この年７月には

慈悲の組ミゼルコルジアがトルレスの指導のもと設立され、その会員１２名の家族は病院の周囲に

居住して、貧者や病院の世話をしている。この1559（永禄２）年においてほぼ教会施設の造築は完

了した。

墓地については注目すべき書簡が五野井氏によって紹介されている。それは１５６１（永禄４）年

１０月８日付け、ジョアン．フェルナンデスの書簡である‘縦24。「キリスト教徒達の葬儀は、（中略）

慣例となっている（教会での）諸儀式を終えた後、最前に掲げた十字架をもって出発し、次に遺体

がつづきます。（中略）キリスト教徒全員が、市外の特定の場所にある墓穴に赴いて、そこに埋葬

します。ここ豊後の府内には平戸及び山口のキリスト教徒が所有しているような墓地を私達はもっ

ていないからです｡」とある。当時「下の地所」には一般のキリシタンを葬る墓地はなく、彼らは

府内郊外の埋葬地に運ばれていたのである。五野井氏は、そこから「下の地所」にあった墓地に埋

葬されたのは、育児院で養育されていた幼児や小児、あるいは病院で死去した患者、慈悲院に仮住

まいしていた者達や教会関係者であったと推定している。

1560年代にはイエズス会宣教師の医療活動は禁止され、病院を担ったアルメイダ修道士は府内

からはなれて、九州各地の布教の最前線に立つことになる。それにともなって府内教会の病院及び

育児院・慈悲院は慈悲の組ミゼルコルジアの会員によって維持運営されていることが、その後の史

料によっても確認される雌25・府内教会は1562（永禄５）年にイエズス会の布教本部が肥前に移動

したため、宣教師が減少し、教会の敷地が拡大することはなくなる。またイエズス会本部移転後、

府内のキリスト教徒は宗麟の居所である臼杵に多く移り紬鎚、新設された臼杵教会に重点が移った

こともあり、府内の教会は宣教師が不在のことが多くなる。

註２４

註２５

註2６

村上直次郎訳「イエズス会日本通信」上、Ｐ248,1968、雄松堂群店

1566年１０月２４日付け、口之津発トルレス書簡、村上直次郎訳「イエズス会日本通信」下、Pll9、1969、雄松堂書店

1565年１０月２５日付肥前福田発ルイス・アルメイダ普簡『十六・七世紀イエズス会日本報告集」第３期２巻、同朋社出版
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■

５.府内教会の最盛期とコレジオ

1578年の教勢１５７７(天正５)年以後宣教師の来日数が急増する雌27.1578(天正６)年の日本イエズス会の教勢は、

イエズス会員５１名、内訳は司祭２１名、修道士30名である。日本各地の配置は次のように報告さ

れている。

京都司祭２名、修道士３名 。

筑前博多司祭２名、修道士１名。

肥後天草司祭３名、修道士１名。

肥前口之津司祭１名、修道士１名。

肥前大村長崎司祭３名、修道士３名。

肥前平戸司祭２名。

豊後府内司祭４名、修道士１３名。

豊後臼杵司祭２名、修道士６名。（布教長カブラル、フロイス）

残る修道士２名（ジョアン、アルメイダ）は、大友宗麟の日向攻めに同行していた。この時点で、

府内教会の変化府内教会は新たに来日した宣教師の教育機関として活動しており、のちに府内にコレジオが置かれ

る基礎がすでにできつつあった誰28.1578（天正6）年１０月の時点では、豊後にイエズス会宣教師

のほぼ半数が居住し、そのなかでも府内教会はイエズス会員がもっとも多い教会となっている。

ヴアリニヤーノ次に大きな変化が起こるのは１５７９（天正7）年のイエズス会巡察師ヴァリニャーノの来日である。

1580年 翌1580（天正8）年にはイエズス会の日本布教組織を変更し、長崎に布教本部が置かれ、そこに日

本布教長が常駐し、日本全土を下、豊後、都の３地区に分割した。豊後地区長は１５８０（天正８）年

ｺレジオに設置された府内のコレジオ院長が就任することになった註29．コレジオの位置は「府内古図」の

現地比定の結果、府内教会の北側に広大な空閑地が広がることから、教会推定地の北側隣接地に建

設されたものと考えられている益30.1581（天正９）年には当時豊後府内最大の仏教寺院であった臨

済宗万寿寺が焼失している。これによって、イエズス会府内教会は豊後府内における最大の規模を

擁する宗教施設となっている。これ以後1586（天正14）年末の島津氏の侵攻までの数年間が、豊

後におけるキリスト教の最盛期で、豊後国内各地に教会、司祭館が作られるとともに、地方におけ

る集団改宗、都市における布教の進展がみられた。

1587年
府内戦災

6.府内教会の終駕

１５８７（天正１５）年の島津勢の府内占領によって都市の大半が火災にあったが、宣教師が退避し

たあとの教会施設には秀吉の使者木食上人がはいってその宿舎になっていたため、島津勢は火をか

けなかった誰3'・島津勢撤退の後府内に入ったキリシタン大名黒田如水のとりなしにより、教会施

設はイエズス会に返還され、そこにレベロ司祭が戻っているが、占領した豊臣勢による略奪が絶え

なかったと言う。つづいて羽柴秀長の軍勢が到着すると、教会施設の大半を彼の宿舎として明渡し

た。そのため修道院と倉庫は残ったが教会は破壊され、秀長は居住した修院の建物の周りに堀のつ

いた非常に厚い竹垣を作らせたという。さらにその直後の１５８７（天正15）年６月、教会の最大の

註２７来日宣教師の人数と名簿については、註20，五野井2002文献に詳しい。

註281578年１０月１６日付け、豊後臼杵発ルイス・フロイス書簡。1579年１２月１０日付け肥前口之津発フランシスコ・カリオン

1579年度日本年報「十六・七世紀イエズス会日本報告集」第３期５巻、1992、同朋社出版

後者でこの２，３年間に新たに来日した司祭・修道士のために日本国内に神学校がｌか所設けられ、現在１５ないし１６名

の生徒がいて日本語を学んでいると報告されている。前者のフロイス書簡の宣教師数からみて、この神学校が世かれたのは、

豊後府内教会であったと考えられる。

註２９高橋裕史「イエズス会の世界戦略」Ｐ96,2006、講談社選書メチエ372
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育児院と

幼小児墓

被護者であった大友宗麟が死去し、翌７月には豊臣秀吉が筑前博多にて伴天連追放令を発布した。

それに伴い豊後に残った宣教師３名が退去した。これをもって府内教会は放棄され、その後再建

されることはなかったのである。

伴天連追放令

7.イエズス会府内教会の変遷と墓地

以上のように教会史料から復元される教会敷地の利用の変遷を、墓地を中心に次のようにまと

めることができる。

①教会は1553（天文22）年に「中町」の西背後の空閑地を貸与されて建設され、その敷地はの

ちに「下の地所」とよばれる。そのなかに墓地が設けられる。

②、１５５６（弘治２）年に「下の地所」の西に隣接する敷地を購入し、新教会を建設する。新たな

地所は「上の地所」とよばれ、その敷地の西端は都市豊後府内西端の低地までを範囲とする広大

なものとなる。

③1557（弘治3）年に「下の地所」の敷地を病院と墓地に二分する。

④墓地はこのように一貫して「下の地所」に設けられたが、一般の信徒は郊外の墓地に葬られ

ている。教会内の墓地は、当時の府内教会が貧者と病者の教会といわれるとおり、教会外に身寄

りのない信者や、信者以外の病死者、育児院でなくなった幼児・小児の墓であった可能性が高い。

⑤府内教会は1577(天正5)年に新たに来日した宣教師の教育機関としてその性格を変え､1580(天

正８）年１０月に発展してコレジオとなる。それまでの教会とコレジオが別の敷地を持つのか、同

一の敷地内に作られたのか史料ではわからない。

⑥１５８７（天正１５）年に豊薩戦争による戦乱と豊臣秀吉による伴天連追放令によって府内教会は

放棄される。

以上の教会の変遷と中世大友府内町跡１０次調査区の調査成果を重ねると、第１に、１０次11区

北調査区の第２期と第３期の墓地は「下の地所」の南端にあたる可能性が高くなる。教会史料に

頻出する「上の地所」「下の地所」の位置を推量する有力な手がかりを得たことになる。

第２に､第２期の幼児墓群が作られた時期は1560年代を中心とする時期である。アルメイダが作っ

た育児院の年代は1555～６年ごろに限られるので、年代的に一致しない。幼児墓群を府内教会の

育児院にかかわる埋葬とする五野井氏の見解証32をただちに支持することはできないが、そうだと

すると逆に育児院が60年代あるいは70年代まで存続した可能性を示すものであろう。

第３に、第３期の等間隔列状墓群はキリスト教会墓地特有のものであるが、そのように整備さ

れるのは、府内教会の歴史をみるかぎり、１５６２（永禄５）年に大半の宣教師が肥前に移動したあと

から、1570年代の後半に再び教育機関をもつ教会として再生されるまでの期間においては、教会

の施設が整備された可能性は少なく、１５７７（天正５）年から始まる宣教師の急増と１５８０（天正８）

年のコレジオ設置にともなう、府内教会の性格の変化に合わせて､墓地が整備された可能性が高い。

そして第４に、墓地の被葬者に必ずしもキリシタンとはいえない死者がともに埋葬されている

のは、五野井氏が指摘したよう紐33に、基本的にこの時代の府内教会の墓地が、教会外に身寄りの

ない死者のみを埋葬すると言う特殊な′性格を持っていたからであろう。そうであればキリシタン

の教会関係者以外の幼児・小児、病院で死んだ患者、慈悲院に扶養されていた貧者が埋葬された

可能性が高いのである。

■
｢下の地所」
と墓地

第６章総括

教会の変化
と成人墓

非キリシタンを
葬る教会墓地

註５文献、「大分市史」中、付図「地籍図に残る戦国時代の府内」1987、大分市

ルイス・フロイス（松田毅一・川崎桃太訳）「日本史」８，班後編III、Ｐ220.1978、中央公論社

五野井隆史「豊後府内の教会領域について」Ｐ４８「東京大学史料編纂所紀要」14,2004、東京大学史料編纂所

註32、五野井隆史「豊後府内の教会領域について」Ｐ４８

０
１
２
３

３
３
３
３

註
註
註
註
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御所小路町

華南三彩

最後に五野井氏はもっともキリシタン墓らしい特徴を持つ１号墓の被葬者について、府内で死没

した可能性のあるポルトガル人として、山口出身のキリシタンの娘と結婚し、慈悲の組の会員とし

て教会の敷地内に居住したエステヴァン・マルテインスの可能性を示唆されている註鈍が、考古調

査と人骨調査の結果は、これを肯定も否定もする材料はともになかったことを付け加えておきたい。

調査から報告書作製の過程において、五野井隆史氏、高橋公一氏、今野春樹氏、竹田宏司氏、木

村幾多郎氏、坂本嘉弘氏、原田昭一氏、後藤晃一氏、三重野誠氏、山崎文子氏より、貴重なご意見

や文献および資料の提供を賜った。記して感謝します。

附節遺物の補遺（第６－５図）

中世大友府内町跡第７次調査の報告は「豊後府内」３雌35と題して昨年報告した。その中で報告

を逸した遺物の中に、大変貴重な遺物が存在することが今年度判明したので、この場を借りて報告

する。

１は７次調査の１６世紀第４四半期後半のＧ地区SK734土坑の一括廃棄層中から出土した中国製

華南三彩の魚形水注の尾の破片である。先方に向かって注ぎ口の一部がある。長さ4.2ｃｍほどが残っ

ていた。成形は型作りで、うろこの重なりとヒレを表現した左右対称の２枚の粘土板を内部が中空

になるように張り合わせている。尾の先端は鉄の黄紬、胴は緑紬で彩色する。土坑SK734は、御

所小路町に面し’587（天正１５）年の島津氏侵攻による火災で焼失した武家屋敷と推定される敷地

を片付けた際の火災処理土坑であるので、この華南三彩魚形水注はそのとき焼け落ちた屋敷の中で

使われていた貴重な文房具であると考えられる。
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第６－５図７次調査SK734出土遮物（1/2）

註３４註32，五野井隆史「豊後府内の教会領域について」Ｐ４８～４９

註３５田中裕介「中世大友府内町跡第７次調査区」「班後府内」５（大分県教育庁埋蔵文化財センター調査報告８)、２００６

－３２６－
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(土器・陶１０次ｌ区調査区掻物観察表

■

遺物観察表１

挿図No. 露租 生産地
法凪に､）

口径 底径 曽高
遇栂名 飼考

図版
Ｎｏ．

第2-5図-１ 宵花 皿 中国（景徳頓） (9.7） (2.8） 2.8 SDOO C群

第2-5図-２ 青花 皿 中国（景徳鯛） (9.8） (2.8） 2.9 SDOO C群

第2-5図-３ 青花 碗 中国（景徳銅） ４．８ (1.8） ＳＤＯＯ E群

第2-5図-４ 宵花 碗 中国（景徳鯛） (４ 4） SDOO

第2-5図-５ 宵花 碗 中国（景徳楓） (４ 4） ＳＤＯＯ

第2-5図-６ 宵磁 皿 中国（閲泉） (10.2） (２ 5） ＳＤＯＯ

第2-5図-７ 青磁 碗 中国（随泉） (３ 5） ＳＤＯＯ 蓮弁

第2-5図-８ 青磁 碗 中国（腿泉） ４．２ (２ 7） ＳＤＯＯ

第2-5図-９ 白磁 皿 中国 (7.4） (１ 8） ＳＤＯＯ

第2-5図-10 白磁 瓶 中国 (３ 6） (３ 1） ＳＤＯＯ

第2-5図-１１ 天目 碗 瀬戸美漁 ３．０ (１ 4） ＳＤＯＯ

第2-6図-12 陶器 壷 備前 (３ 8） ＳＤＯＯ 3６

第2-6図-13 陶器 掴鉢 備前 ＳＤＯＯ 中世５期ｂ～６期？

第2-6図一 ４ 陶器 拙鉢 備前 SＤＯＯ 近世１期

第2-6図一 ５ 陶毒 掴鉢 個前 SDOO

第2-6図-16 陶翠 大毘 飼前 ２８．０ SＤＯＯ SKOO6No,10.39.44.45.52.61、表採、北型一括資料と接合 3６

第2-6図-17 京都系土師蟹 皿 在地 1２ ８ ２
』
． SＤＯＯ 内面一部煤痕

第2-6図-18 京都系土師巽 皿 在地 (1４ O） ２ ３ SＤＯＯ

第2-6図-19 京都系土師器 皿 在地 1１ ６ ２ 〕 SＤＯＯ 脚部

第2-6図-20 京都系土師翠 坪 在地 (1１ O） ３ ヨ SＤＯＯ

第2-6図-２１ 土師質土器 小皿 在地 7.6 5.2 う SＤＯＯ 灯明皿、煤付潤

第2-6図-22 瓦質士器 香炉 在地 SＤＯＯ

第2-6図-23 瓦留土器 火鉢 在地 SDOO 3６

第2-7図-24 瓦質±認 鉢 在地 3４．０ SＤＯＯ 3６

第2-7図-30 土師圏土墨 翌 在地 SDOO 古唄時代

第2-10図-１ 宵磁 碗 中国（服泉） (１５．０） (４ 6） SＤＯ ０

第２‐ O図 ２ 青磁 碗 中国（寵泉） (２ 6） SＤＯ ０ 蓮弁

第２‐ Ｏ図 ３ 青磁 碗 中国（腿泉） (６ 0） (２ 8） SDO０

第2-10図 ４ 土師質±認 皿 在地 ７．１ 5.8 ２．４ SＤＯ ０

第２‐ O図 ５ 土師質土器 皿 在地 １１．５ ６
刀
凸 ２ ヨ SＤＯ ０

第2－ O図 ６ 土師質土器 皿 在地 1０．６ ５ 〕 ３ ７ SＤＯ ０

第２‐ O図 ７ 土師質士塞 小皿 在地 1２．１ ６ ３ ２ う SＤＯ ０

第2-10図-８ 陶蕊 卸皿 在地 SＤＯ ０ 3６

第2－ O図 ９ 瓦画土器 鉢 在地 SＤＯ ０

第2－ O図 １０ 瓦質士蕊 雷炉 在地 (９ 4） (8.6） ６ ヨ SDO０ ３６

第2－ O図 １１ 瓦質土墨 火鉢 在地 SＤＯ ０

第２‐ 2図 土師質土器 皿 在地 ８ ９ ５ ヨ ２ １ SDO28 顕著なロクロ目 3６

第2-12図 ２ 土師質±墨 皿 在地 1２ (７ O） ２ ヨ SDO28 顕著なロクロ目

第2-14図 土師質±密 皿 在地 1２．８ ７ ７ ２ ヨ SKOO4 ３６

第2-14図 ２ 土師貿土蕊 皿 在地 1３．２ ７ ３ ２ ３ SKOO4

第2-17図 陶器 掴鉢 飼前 SKOO6 近世１期ナナメスリメ ３６

第2-17図 ２ 瓦質土器 火鉢 在地 4３．８ 3２０ ２９．０ SKOO6 ３６

第2-22図 青磁 碗 中国（髄泉） (4.6） (2.0） ＳKＯ ２

第2-22図 ２ 胃磁 皿 中国（加東） に 5） ＳKＯ ２

第2-22図 ３ 京都系土師器 皿 在地 (８ 7） (2.6） ２ ＳKＯ ２ 内面口縁端部煤痕、灯明皿

第2-22図-４ 土師質土器 皿 在地 5.5 (１ 6） ＳKＯ ２

第2-22図-５ 瓦質十巽 鉢 在地 ＳKＯ ２

第2-24図-１ 青磁 碗 中国（髄泉〉 (４ 1） ＳKＯ ５ 人形手

第2-24回-２ 青磁 瓶（把手） 中国（龍泉） SKＯ ５

第2-24図-３ 陶器 掴鉢 価前 SKＯ ５ 中世５期～６期

第2-28図-１ 土師質土器 皿 在地 ､２ ６ う ２ ３ SKＯ ９ 3６

第２ 29図-１ 陶器 掴鉢 備前 SKO22 中世４期 ３６

第２ ３２図-１ 陶器 柵鉢 備削 SKO26 ３６

第２ 34図-１ 陶窪 大翌 臓前 SKO27 3６

第２ ３７図-１ 瓦質土器 土鍋 在地 ３２．０ 1２６ SKO30 ３７

第２ 39図-１ 青磁 碗 中国（腿泉） (６ 3） (3.6） SEO４

第２ 39回-２ 青磁 碗 中国（礎泉） (１ 7） SEO４

第２ ３９図-３ 臼磁 皿 中国（龍泉） (３ Ｏ） SEO４ 鍋蓮弁

第２ 39図-４ 白磁 碗 中国 (９ 6） (３ 4） ２ ６ SEO４

第２ 39図-５ 白磁 皿 中国 に 4） SEO４

第２ 39図-６ 土師闘士器 皿 在地 1３．５ (7.9） ３ ヨ SEO４

第２ ３９図-７ 土師質土器 小皿 在地 5.0 ３．５ ヨ SEO４

第２ ３９図-８ 土師質土器 皿 在地 ５．４ (１ 1） SEO４

第2-39図-９ 土師萱土器 皿 在地 (5.5） (１ 5） SEO４

第2-39図-10 陶窒 掴鉢 侭前 SEO４ 中世４期

第２ 39図-１１ 陶器 掘鉢 嗣前 SEO４ 中世５期？ 3７

第２ 39図一 ２ 陶器 捌鉢 価前 SEO４ 中世５期？

第２ 39図一 ３ 陶器 捌鉢 飼前 (346） SEO４ 近世１期

第２ 39図一 ４ 陶器 佃鉢 備前 SEO４ 中世５期ｂ～６期

第２ 39図一 ５ 陶器 佃鉢 価前 SEO４ 中世３期 3７

第2-42図一 青花 瓶？ 中国（景徳調） (１ 8） SEO７

第2-42図-１ 青磁 碗 中国（龍泉〉 (２ 1） SEO７ 蓮弁

第2-42図-： 青磁 碗 中国（腿泉） (２ 4） SEO ７

第2-42図-４ 南塞 舟徳利 朝鮮 SEO７

第2-42図-５ 陶塁 掴鉢 価前 (１ ､3） SEO７ 3７



１０次ｌ区調査区遺物観察表（土器・陶

１０次Ｉ区調査区遺物観察表（瓦）

遺物観察表２

１０次Ｉ区調査区遺物観察表（銅銭）

挿図No. 銭貨名
初鋳
造年

国･王朝名
皿さ

(9)
直径
(ｍ、）

凹体 遇栂名 傭考
図版
Ｎｏ．

第2-42図-１１ 問元通貰 6２１ 唐 ２１ ２４ SＥＯ１７

第2-49国－１７ 1.9 ２３ ピット ４－８区PO33

挿図No. 器種 材質
部位

法田（単位c、）
ｍ、

(９）
週栂名 飼考

図版
Ｎｏ．

第２－８図-３２ 九瓦 長さ (14.9） 鯛 (１３） 厚さ ２ SＤＯＯ１

第２－８国-３３ 鱒 長さ (187） 喝 (１６） 厚さ ３ ＳＤＯＯ１

第２－４９国－１６ 岬 長さ (１４５） 蝿 (１３） 厚さ ４ ピット ４－Ｂ区pO56

挿図No. 器種 生産地
法、（c、）

口径 底径 麗高
過柵名 偏考

図版
Ｎｏ．

第2-42図 ６ 京都系土師器 皿 在地 (12.7） 2.5 SＥＯ１７ ３７

第２ 42図 ７ 京都系土師器 皿 在地 (10.8） 1９ SＥＯ１７

第２ ４２国８ 京都系土師毒 皿 在地 (16.6） ２４ SＥＯ１７

第２ 42回 ９ 瓦質土器 火鉢 在地 SＥＯ１７ 脚部 ３７

第２ ４７図 土師質土塞 皿 在地？ 1５．０ ７ ３ ３０ SＴＯＯ９ 白色系 ３７

第２ ４８図 閏磁 皿 中同（砿泉） (12.4） (５ 2） ３ ２ ピット ４－Ｂ区ＰＯ５９

第2-48図 ２ 陶器 天目 中国 (４ 6） (１ 6） 包含掴 １－Ｂ区

第2-48図 ３ 陶弱 掴鉢 側前 包含届 １－Ｂ区中世６期

第2-48図 ４ 土師質土器 小皿 在地 ７３ ４ ３ ２ 〕 ピット ４－Ａ区ｐＯＯ２

第2-48図 ５ 土師質土器 皿 在地 ８２ ５０ ヲ 包含届 １－B区灯明皿､煤付脳

第２ ４８図 ６ 土師質土器 耳皿 在地 ８
ｑ
》 う 包含周 一括 3７

第２ ４８図 ７ 土師質土器 燭台 在地 (７ 2） ４ ピット ５－Ｂ区ＰＯ１０ 3７

第２ ４８国 ８ 瓦質土麗 火鉢 在地 包含層 ５－８区ＰＯ１０ 3７

第２ ４９回 1８ 古代土師器 在地 (12.3） ８０ ３８ 包含胴 ５－Ａ区

第２ ４９国 1９ 土飼質土器 狸 在地 1９２ 包含届 ３－Ｂ区古唄時代前期

第２ ４９国 ２０ 蝿文土器 晃鉢 在地 包含届 ３－Ｂ区

第２ ４９図 ２１ 縄文土器 栗鉢 在地 包含届 ４－Ａ区

第２ ４９図 ２２ 郷文土器 累鉢 在地 包含届 ３－Ｂ区



金属製品）表 製品

Ｉ

遺物観察表３

挿図No. 品租 材質
部位

寸法に､）
、国

(9)
週禍名 備考

図版
Ｎｏ．

第2-7図-25 碗 鉄製品 口径 1０．０ 器高 2.0 ９４．７ ＳＤＯＯ１ 3６

第２ 7図 2６ 不明 鉄製 長さ ４．２ 堀 ４ 〕 厚さ 2.0 SＤＯＯ１ 3６

第２ 7図 2７ 刀子 鉄製品 長さ 30.7 幅 ２ ３ 厚さ ０，３０ 1３４．４ ＳＤＯＯ１ 3６

第２ 7図 2８ 砥石 流紋岩 長さ 1２．９ 桐 ７ 厚さ 4．６０ SＤＯＯ１ 3６

第２ 7図 2９ 石臼 凝灰岩 上臼 高さ ９．７ ＳＤＯＯ１

第２ 7図 ３１ 石斧 頁岩 長さ (6.0） 桐 ５ ４ 厚さ (3.50） SＤＯＯ１

第２ １０図-12 土錘 土製 長さ ４．５ 幅 孔径 0．３５ SＤＯ１０

第2-18図-３ 石臼 安山岩 上臼 径 36.4 高さ ８０ SKOO6 3６

第2-37図-２ 不明銅製品 宵銅製 長さ ４．１ 幅 ０ SKO30 3７

第2-39図-16 土鍾 土製 長さ ５．０ 桐 ０ 孔径 ０．３０ SEO４

第2-42図-10 砥石 石英粗面岩 長さ (4.5） 幅 ６７ 厚さ ４ 2０ SEO７ 3７

第2-44図-１ 躍先 鉄製品 長さ 33.7 桐 1８．３ 厚さ ２ 7０ SEO７ 3７

第2-44図-２ 華へラ 鉄製品 長さ 3０．０ 幅 厚さ 3０ SEO７ 3７

第2-45図-３ 鍬先 鉄製品 長さ 3４．０ 桐 1５．７ 厚さ 7０ SEO７ 3７

第2-47図-２ 釘 鉄製品 長さ ４．８ 幅 0.6 厚さ ０6０ STOO9

第2-47図-３ 釘 鉄製品 長さ ４ ヨ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-４ 釘 鉄製品 長さ 桐 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-５ 釘 鉄製品 長さ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-６ 釘 鉄製品 長さ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-７ 釘 鉄製品 長さ ２ 〕 幅 ０４ 厚さ ０2０ STOO9

第2-47図-８ 釘 鉄製品 長さ 掴 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-９ 釘 鉄製品 長さ 梱 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-10 釘 鉄製品 長さ ３ ヨ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-１１ 釘 鉄製品 長さ 桐 ０２ 厚さ ０2０ STOO9

第2-47図-12 釘 鉄製品 長さ 桐 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-13 釘 鉄製品 長さ 桐 ０３ 厚さ ０3０ STOO9

第2-47図-14 釘 鉄製品 長さ ３ ヨ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図一 ５ 釘 鉄製品 長さ ５ 〕 梱 ０３ 厚さ ０3０ STOO9

第2-47図一 ６ 釘 鉄製品 長さ 幅 ０４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-17 釘 鉄製品 長さ ２ ヨ 幅 ０ ヨ 厚さ ０3０ STOO9

第2-47図-18 釘 鉄製品 長さ ２ ヨ 幅 ０ ヨ 厚さ ０3０ STOO9

第2-47図-19 釘 鉄製品 長さ ４ 〕 褐 ０ ４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-20 釘 鉄製品 長さ ４
一
コ 幅 ０ ４ 厚さ ０4０ STOO9

第2-47図-２１ 釘 鉄製品 長さ 桐 厚さ STOO9

第2-47図-22 釘 鉄製品 長さ 桐 厚さ STOO9

第2-47図-23 釘 鉄製品 長さ 桐 厚さ STOO9

第2-48図-９ 土錘 土製 長さ (３ 5） 桐
㈲
． 孔径 0．３０ 句会岡 ２－Ｂ区

第2-48図-10 土錘 土製 長さ ５０ 掴 ３ 孔径 ０4０ 句全届 ５－Ｂ区

第2-48図-１１ 土鍾 土製 長さ ５２ 幅
フ
ー 孔径 ０3０ 句含屑 ５－Ｂ区

第2-48図-12 土錘 土製 長さ ５ 幅
二
コ 孔径 ０4０ 包含層 ５－Ｂ区

第2-48図-13 渦石製ｽﾀﾝﾌ゚ 滑石製 長さ ５５ 桐 ４ ８ 厚さ 7０ ピット PＯＯ１ 3７

第2-48図一 ４ 砥石 砂岩 長さ ９ ７ 幅 ８２ 厚さ ５ 1０ ピット ４－Ｂ区PO56

第2-48図一 ５ 不明石製品 軽石 長さ ２６ 桐 ２７ 厚さ 7０ ピット ３－Ｂ区PＯ１０



１０次Ⅱ区南調査区遺物観察表（土器

■

遺物観察表４

挿図No. 器梱 生産地
法凪（Ｃ､）

口径 底径 閣高
遺禍名 伽考

図版
Ｎｏ．

第３ ５図-１ 宵花 壷 中国 (8.8） ＳＤ１１１ ラマ式蓮弁２０８，２０９，２１０と同一個体

第３ ５図-２ 筒磁 皿 中国（景徳損） (1‘9） ＳＤ１１１

第３ ５図-３ 白磁 皿 中国 (13.0） (6.6） ２．４ SＤ１１１

第３ ５図-４ 陶器 皿 肥前 (4.6） (2.1） ＳＤ１１１

第３ ５図-５ 陶器 鉢 飼前 (21.6） 8.0 (１ ､4） ＳＤ１１１ 中世５～６期？ 3８

第３ 5図-６ 京都系土師器 皿 在地 (1２ 9） ８ ＳＤ１１１

第３ ５図-７ 京都系土師器 皿 在地 (1１ 4） ２２ ＳＤ１１１

第３ ５図-８ 京都系土師器 皿 在地 (1１ 9） ２２ ＳＤ１１１

第３ ５図-９ 京都系土師器 皿 在地 (1０ 7） ９ ＳＤ１１１ 粘土痕？有

第３ ８図-１ 青磁 碗 中国（腿泉） ４ う (２ 0） ＳＤ１１３

第３ ８図-２ 青磁 碗 中国（閣泉） (３ 1） ＳＤ１１３ 蓮弁

第３ ８図-３ 土師質土器 皿 在地 ７．９ (４ 8） ２ ３ ＳＤ１１３

第３ ８図-４ 土師質土器 皿 在地 １１‘５
Ｆ
》

〃
Ｌ 4） ３ ２ ＳＤ１１３

第３ ８図 ５ 土師質土器 皿 在地 1１．８ 6.0 ２ ３ ＳＤ１１３ 灯明皿、煤付麓

第３ ８図 ６ 土師閏土器 皿 在地 1１．８ (5.9） ２ ラ ＳＤ１１３

第3-8図 ７ 土師質±髪 焼埋砺蒸 在地 (4.9） ヨ ＳＤ１１３

第3-8図 ８ 寛哲士塞 火鉢 在地 (５ O） ＳＤ１１３ 脚部 ３８

第3-8図 ９ 瓦質±器 火鉢 在地 ＳＤ１１３ ３８

第3-8図 1０ 瓦質土器 腕 在地 ＳＤ１１３ ３８

第３－１１図-１ 宵花 皿 中国（貝徳鯛） に 8） (１ 6） SＤ１１６

第３－１１図-２ 湾磁 壷 中国（剛泉〉 (４ 4） (４ O） ＳＤ１１６

第３－１１図-３ 陶器 壷 中国 (17.0） (２ 5） ＳＤ１１６

第３－１１図-４ 白磁 皿 中国 (14.2） (４ 1） ＳＤ１１６ ロ禿げ

第３－１１図-５ 白磁 碗 中国（景徳煩） ４ １ (１ 6） ＳＤ１１６

第３－１１図-６ 陶器 掴鉢 偏前 ＳＤ１１６ 3８

第３－１１図-７ 京都系土師器 皿 在地 (11.9） ２ ］ ＳＤ１１６

第３－１１図-８ 京都系土師器 皿 在地 (1２ 8） ２ ４ ＳＤ１１６

第3-12図-９ 京都系土師器 皿 在地 1２ ５ ２ ＳＤ１１６

第3-12図-10 京都系土師器 皿 在地 (1２ 8） (5.9） ２ 〕 SＤ１１６

第3-12図-１１ 京都系土師器 皿 在地 (1２ 2） ２７ ＳＤ１１６

第3-12図-12 京都系土師器 皿 在地 1２．７ ３０ ＳＤ１１６

第3-12図-13 土師質土器 皿 在地 2.6 6.6 ３４ ＳＤ１１６ 甑苫なロクロ目

第3-12図-14 土師質±器 皿 在地 2.4 7.2 ３０ ＳＤ１１６ 顕著なロクロ目

第3-12図-15 土師質土器 坪 在地 1２．３ 6.8 ３３ ＳＤ１１６ 顕著なロクロ目

第3-12図-16 土師画±里 皿 在地 1２．０ 6.4 ２４ ＳＤ１１６ 顕著なロクロ目

第3-12図-17 土師質土器 皿 在地 1１．６ (6.6） ３ ＳＤ１１６

第3-12図-18 土師質±墨 皿 在地 1１．４ ５ ５ ２６ SＤ１１６ 顕召なロクロ目

第3-12図-19 土師質±翌 皿 在地 1０．９ ６ ２ ２６ SＤ１１６

第3-12図-20 土師質±墨 皿 在地 ９．７ ５ ５ ９ SＤ１１６ 顕苦なロクロ目灯明皿、一ケ所煤付潤

第3-12図-２１ 土師凹土翌 皿 在地 ８ ４ ４ ９ SＤ１１６ 頚密なロクロ目

第３‐ 2図-22 土師留十器 皿 在地 ７４ ４ ３ ２０ SＤ１１６ 灯明皿、一部煤付画

第3－ ２図-23 土師箇土翌 坪 在地 ７ ４ ６ ２９ SＤ１１６

第3-12図 2４ 土師質土器 小皿 在地 ４ ３ ２６ ３ SＤ１１６

第3-12図 2５ 土師閏士塞 燭台 在地 (6.2） ３ ７ SＤ１１６ 3８

第3-12図 2６ 土師質土器 燭台 在地 ５ 〕 SＤ１１６

第３‐ 2図 2７ 瓦質±器 火鉢 在地 SＤ１１６ 脚 部 3８

第３‐ 2図 2８ 瓦質土器 火鉢 在地 SＤ１１６．１１７ 3８

第３‐ 3図 白磁 皿 中国 (３ 4） SＤ１１７ ロ禿げ

第3－ ３図 ２ 青磁 皿 中国（景徳鯛） (７ 4） (１ 2） SＤ１１７

第3－ 3図-３ 陶器 捌鉢 飼前 SＤ１１７ 近世１期ナナメスリメ

第3－ 3図-４ 京都系土師器 皿 在地 1３．４ ２ ヨ SＤ１１７ 内面照斑有

第３‐ ３図-５ 京都系土師器 皿 在地 1３．０ ２ ４ SＤ１１７

第３‐ ３図-６ 京都系土師器 皿 在地 2.8 ２ う SＤ１１７

第3-13図-７ 京都系土師器 皿 在地 ２．７ ２５ SＤ１１７

第3-13図-８ 京都系土師墨 皿 在地 1１．２ ２３ SＤ１１７

第3-13図-９ 京都系土師器 皿 在地 1０．５ ２３ SＤ１１７

第3-13図-10 京都系土師器 皿 在地 8.5 ２０ SＤ１１７ ｎ畳部ナデによる特徴

第3-13図-１１ 京都系土師器 皿 在地 8.2 ２ SＤ１１７ 内外面口縁部煤付画、灯明皿

第3-13図一 ２ 土師質土器 皿 在地 1２．１ ５８ ２９ SＤ１１７ 顔著なロクロ目

第３‐ ３図一 ３ 土師質±器 皿 在地 1２，１ ６ ３２ SＤ１１７ 顕著なロクロ目

第3-３図一 ４ 土師質土器 皿 在地 1２．０ ６ ２ ３３ SＤ１１７ 顕著なロクロ目

第３‐ 3図一 ５ 土師質土器 皿 在地 1１．７ ６９ ３ SＤ１１７ 顕著なロクロ目

第3－ 3図一 ６ 土師哲十聖 皿 在地 1０．９ ５５ ３ ０ SＤ１１７ 顕苫なロクロ目

第3-13図一 ７ 土師質士塞 皿 在地 9.2 ４ ８ ２ ６ SＤ１１７ 顕著なロクロ目

第3-14図-18 土師質土器 皿 在地 ５９ (１ 9） SＤ１１７ 顕若なロクロ目

第3-14図-19 土師質土器 皿 在地 1３．１ ７ ２ ６ SＤ１１７

第3-14図-20 土師質土器 皿 在地 1２．４ ６７ ３４ SＤ１１７

第3-14図-２１ 土師質土塞 皿 在地 １１．４ ６ １ ２ ４ SＤ１１７

第3-14図-22 土師質士塞 皿 在地 8.5 ４ う ２ SＤ１１７ 顕著なロクロ目

第3-14図-23 土師質土器 皿 在地 8.4 ４ ヨ ヨ SＤ１１７

第3-14図-24 土師画土器 皿 在地 ８．１ ４
用
． ３ SＤ１１７

第３‐ 4図-25 土師質土器 小皿 在地 4.5 ２ ７ ヨ SＤ１１７

第3－ 4図-26 瓦凹土器 角火鉢 在地 SＤ１１７ 3８

第3-14図-27 瓦質土器 鉢 在地 (１７４） SＤ１１７ 3８

第3-14図-28 土師質土器 燭台 在地 ６．６ ４ SＤ１１７ 3８



１０次Ｕ区南調査区遺物観察表（土器．陶磁器②）

Ｉ

遺物観察表５

挿図No. 塁梱 生産地
浜田（c、）

口径 底径 麗高
過偶名 価考

図版
Ｎｏ．

第3-15図-１ 両花 碗 中国（景徳領） 4.5 (１９） SＤ１１８

第3-15図 ２ 宵磁 碗 中国（龍泉） (14.8） (４ 8） SＤ１１８

第3-15図 ３ 画磁 碗 中国（腿泉） (6.2） (２ O） SＤ１１８

第3-15画 ４ 画磁 碗 中国（曜泉） (5.4） (２ 5） SＤ１１８

第3-15図 ５ 陶器 壷 中国 (４ O） SＤ１１８

第3-15図-６ 白磁 皿 中国 (124） (6.6） 3,1 SＤ１ ８ 被熱

第3-15図-７ 白磁 盤 中国 7.6 に 5） SＤ１ ８

第3-15図-８ 陶器 碗 明鮮？ (5.0） (１ 7） SＤ１１８

第3-15図-９ 陶器 塁 傭前 ４ ヨ SＤ１１８ 3８

第3-15図-10 陶器 掘鉢 飼前 (28‘4） SＤ１１８ 近世１期

第３‐ 5図一 陶器 梱鉢 価前 SＤ１１８ 近世１期ナナメスリメ

第３‐ 5図一 ２ 陶塞 掴鉢 価前 SＤ１１８ 中世６期

第３‐ 5図一 ３ 陶塁 大型 箇前 SＤ１１８

第3-15図-14 陶器 大要 侭前 SＤ１１８

第３‐ 5図一 ５ 京都系土師器 皿 在地 1３．０ ヨ SＤ１１８

第３‐ 5図一 ６ 京都系土師器 皿 在地 1２．８ ２ ヨ SＤ１１８

第3-15図-17 京都系土師墨 皿 在地 1２．３ ２３ SＤ１１８

第3-15図-18 京都系土師墨 皿 在地 1０．７ ２０ SＤ１１８ 内面布目痕？有、口唇部に強いナデ

第3-15図-19 京都系土師露 皿 在地 ８．６ ２０ SＤ１１８ 内外面口織部に煤痕、灯明皿、２期

第3-16図-20 土師質土器 燭台 在地 (６ 8） ５９ SＤ１１８

第3-16図-２１ 瓦質土器 火鉢 在地 36.4 、ＳＤ１１８ 基礎NC‘9.9A基礎,１０A北と接合

第3-19図-１ 土師質土器 皿 在地 0.1 ５ ４ ３ ＳＫ１０１ 灯明皿甑苫なロクロ目

第3-19図-２ 土師間土器 皿 在地 2.1 ５ ヨ ２ う ＳＫ１０１ 灯明皿、照斑

第3-20図-１ 京都系土師器 皿 在地 2.8） ２ ヨ ＳＫ１０２

第3-20図-２ 京都系土師器 皿 在地 2.7） ２
フ
『 ＳＫ１０２

第3-20図-３ 京都系土師器 皿 在地 1.1） ヨ ＳＫ１０２

第3-22図-１ 土師萱士塞 皿 在地 2.3 (６ 6） ２ ３ ＳＫ１０３ 顕著なロクロ目

第3-22図-２ 瓦質土器 羽釜 在地 5.6 ＳＫ１０３ SK104No､４３.ＳＤ１１６－ＳＤ１１８と接合

第3-25図-１ 宵花 蜜 中国（景徳頚） に 6） ＳＫ１０４ ラマ式蓮弁２０７，２０８，２１０と同一個体

第3-25図-２ 両花 皿 中国（景徳旗） (Ｚ 8） ＳＫ１０４ F群

第3-25図-３ 白磁 碗 中国 (12.6） (７ 1） 3.3 ＳＫ１０４

第3-25図-４ 画磁 碗 中国（曜泉） (６ O） (2.7） ＳＫ１０４

第３－２５図-５ 岡 磁 碗 中国（龍泉） ４ ヨ (３ 9） ＳＫ１０４

第3-25図-６ 陶器 蕊 側前 (13,8） ＳＫ１０４ ３９

第3-25図-７ 陶器 捌鉢 価前 ＳＫ１０４ 近世１期

第3-25図-８ 陶器 掘鉢 価前 ＳＫ１０４ 近世１期ナナメスリメ

第3-25図-９ 京都系土師器 皿 在地 1２．６ ２ ４ ＳＫ１０４

第3-25図-10 京都系土師器 皿 在地 1２．０ ２６ ＳＫ１０４

第3-25図一 京都系土師器 皿 在地 1１．８ ２８ ＳＫ１０４

第3-25図一 ２ 京都系土師器 皿 在地 1０．７ ２３ ＳＫ１０４ 内外面煤付酒、灯明皿

第3-25図一 ３ ±師質士塞 燭台 在地 7.0 (Ｅ 3） ５４ ＳＫ１０４ ３９

第3-25図一 ４ 土師質土塞 皿 在地 1５．８ ８ ７ ３３ ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-15 土師質土器 皿 在地 1３．１ ７
フ
ニ ２８ ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-16 土師質土器 皿 在地 1３．０ ６ 〕 ３ ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-17 土師質土翠 皿 在地 1１．６ (６ 5） ２７ SＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-18 土師質±墨 皿 在地 1１．２ (６ O） ２５ ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-19 土師質土器 皿 在地 ８．４ ４ ８ ２ ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-25図-20 土師質土器 皿 在 也 ７ ７ ３ ３ ２２ SＫ１０４ ロクロ目

第3-26図-２１ 土師質土器 Ⅲ 在 Iｈ ６ ３ (２ 2） ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-26図-22 土師質土器 皿 在 也 ５
フ
。 (２ 4） ＳＫ１０４ ロクロ目

第3-26図-23 ±節質士塞 製頒十翠 在 色 ＳＫ１０４ 六連式焼埋用製煙十墨

第3-26図-24 瓦貿土器 堀 在 也 (４ 6） SK104

第3-26図-25 瓦凹土器 香炉 在地 ＳＫ１０４ 脚部・腿の閲 ３９

第3-26図-26 瓦凹士巽 香炉 在地 1４．７ SＫ１０４ 腿の顔 3９

第3-28図-１ 京都系土師器 皿 在地 1０７ ２ ４ ＳＫ１１５

第3-28図-２ 瓦質土器 火鉢 在地 SＫ１１５ 脚部及び底部 3９

第3-30図-１ 陶濁 掴鉢 伽前 ＳＫ１２０ 中世６期

第3-30図-２ 土師質土器 小皿 在地 7.6 5.1 ７ ＳＫ１２０

第3-33図-１ 京都系土師器 皿 在地 1３．２ ２
『
。 SＫ１２５

第3-33図-２． 京都系土師蟹 皿 在地 (13.8） ２ ４ SＫ１２５ 外面照斑有、口縁端部キズ？

第3-36図-１ 土師質土器 皿 在地 1１．４ 6.0 ２ う SPOO3 3９

第3-41図-１ 岡磁 碗 中国（腿泉） (３ 7） ＳＥ1２６ 鍋蓮弁

第3-42図-１ 胃花 碗 中国（既徳鎮） (4.0） (２ 7） 包含層 7-C区

第3-42図-２ 宵花 翌 中国（景徳煩） (４ 6） 句会胴 10-Ａ区ラマ式蓮弁207,208,209と同一個体

第３ 42図-３ 両花 翌 中国（景徳蹟） (５ 6） 旬含阿 ８－A区ラマ式蓮弁２０７，２０９，２１０と同一個体

第３ 42図-４ 宵磁 碗 中国（腿泉） (13.8） (４ 9） 包含閥 7-C区

第３ ４２図-５ 白磁 皿 中国 (１ ､4） (6.0） ２ 〕 包含届 基理１

第３ 42図-６ 白磁 皿 中国 (4.2） (１ 8） 句会圏 ８－Ｃ区

第３ 42図-７ 陶器 翌 中国 (6.0） (３ 6） 句倉岡 7-C区被

第３ 42図-８ 陶器 皿 中国 (3.0） (Ｃ 5） 句会胴 7-C区ヒスイ粕

第３ 42図 ９ 陶器 不明 中国 包含掴 7-Ｃ区

第３ 42図 １０ 陶器 瓶 肥前 4.0 (２ 5） 包含屑 7-C区

第3-42図 １１ 陶器 碗 不明 (10.8） (4.0） ５ 〕 句会岡 ９－A区

第3-42図 1２ 京都系土師巽 皿 在地 1２．８ ２ ヨ 包含圏 ９－A区基礎内

第3-42図 1３ 京都系土師蜜 皿 在地 1２．９ ２
『
． 句芦:厨 ９－A区基礎内



遺物観察表６

■

０次Ⅱ区南調査区遺物観察表（土器・陶磁器③

揮図No.

第3-42図－１４

第3-42図－１５

第3-42国-16

第３－４２図－１７

第3-42図－１８

第3-42図－１９

第３－４２国-２０

第３－４２図-２１

第3-42図-２２

第3-43図-53

第３－４３図-５４

第3-43国-５５

第3-43国-56

第3-43図-５７

鋪3-43図-58

認緬

土師質土器

±師質土認

土師質土器

土痴質土器

土師質焼堰壷

土師質焼塩竪

土師質湊埋竪

瓦質土麗

瓦質土器

土師質土器

土罰質土器

土節質土器

古代土師器

土師質土器

土師質土器

皿

小皿

小皿

小皿

蓋

蓋

蓋
言一二実

直J凸挿

不蛸

製塩十器

製塩土器

製埠十露

壷

翌

局坪

１０次Ⅱ区南調査区遺物観察表（瓦）

生産地

在地？

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

在地

法田に、）

口径 底径 器高
過梱名

1７．６ ２９ 句全屈

8．０ ７ 包含層

6.6 ４ ３ ２ 包含暦

7.9 ４ う ７ 包含層

(5.2） ２ ２ 包含屑

４‘３ ５ 包含眉

5.1 ８ ピット

(12.8） 1４．４ (９ 8） 包含届

8.6 包含届

８．４ 包含胸

1２．２ 包含層

包含屑

５ ７ ２ ３ 包含層

1２３ 1５．５ 包含屑

1６５ 包含胸

挿図No. 器種 材質
部位

ｌ法団（単位c、）

第３－１７国-28 需丸瓦

第３－１７図-29 蝿

第3-26図-33 鱒

１０次Ｕ区南調査区遇物観察表（銅銭）

挿図No. 銭貨名

第３－１４国-３３ 永楽 画質

第３－１７図-３０ 洪武 酋貰

第3-43図-59 大観 画質

初跨
造年

1４０８

1３６８

国･王朝名

明

明

画さ

(9)

３．１

２．２

２．７

直径
(ｍ、）

２．４

２．２

２．４

長さ

長さ

長さ

四体

(6.3）

(142）

(8.5）

週栂名

SＤ１１７

SＤ１１８

包含囲

幅 (１１） 厚さ

幅 (１５） 厚さ

幅 (１０） 厚さ

１１－Ａ区

１０－Ｚ区ＰＯ４

飼 考

８－Ｃ区

８－Ａ区基礎内

7-Ｃ区灯明皿、粘土接合痕？

10-Z区

9-A区基礎内

表採

６－Ａ区

里礎１

9-A区特殊土器（磁篭の模倣形態か）

墨礎１．２六迎式焼塩用製塩十器

トレンチ六連式焼塩用製塩土器

7-Ｂ区六連式焼堰用裂埋十器

8-Ａ区

7-A区古噛中期

7-Ａ区古墳前期

皿田

(９）
遺禍名

２ SＤ１１８

２ SＤ１１８

４ SＫ１０４

働 考

鯛考

図版
Ｎｏ．

３９

3９

図版
Ｎｏ．

図版
Ｎｏ．



１０次ﾛ区南調査区遺物観察表（土製品・石製品・金属製品．木製品）

挿図Nｏ． 品糧 材質
部位

寸法（c､）

第3-5図一 ０ 土錘 土製 長さ ６２ 幅 ２

第3-5図一 砥石 石英粗面岩 長さ ４ ０ 褐 ３

第3-12図 2９ 土錘 土製 長さ ４ ４ 褐 1.4

第3-12画 3０ 土鍾 土製 長さ (４ 4） 褐 1.4

第3-14区 2９ 茶臼 砂岩 下臼 長さ (４ 5） 幅 (13.5）

第３‐ ４図 3０ 土鍾 土製 長さ ５ 〕 梱 1.2

第３‐ ４図 ３１ 不明 宵銅製 長さ ４ ３ 幅 ０ ４

第3-14図 3２ 宝醒印塔 凝灰岩 長さ 褐

第3-16図 2２ 土鍾 土製 長さ ７ 幅 ２ 。

第3-16図 2３ 椀 漆器 口径 1３．５ 底径 ６ ３

第3-16図 2４ 椀 漆器 口径 底径 ８ ヨ

第3-16図 2５ 折敵 木器 長さ 3０．０ 縄 ３ ．

第3-16図 2６ 下駄 木巽 長さ 1９．９ 橘 1０．５

第3-17図 2７ 下駄 木路 長さ 1９．９ 幅 1０．５

第3-26図 2７ 土鍾 土製 長さ 5.6 幅 ２３

第3-26図 2８ 土錘 土製 長さ (5.4） 褐 ７

第3-26図 2９ 土錘 土製 長さ ４．４ 幅 ４

第3-26図 3０ 頚の羽口 土製 長さ (6.0） 鯛 ４ ３

第3-26図 3１ 芽 宵銅製 長さ 1３．２ 梱 ２

第3-26図 3２ 石臼 石製 上臼 高さ 1１．３

第3-31図 土玉 土製 長さ 2.7 福 ２．５

第3-43図 2３ 土鍾 土製 長さ ６ ７ 褐 1.9

第3-43図 2４ 土鐙 土製 長さ ６５ 幅 2.0

第3-43図 2５ 土鰻 土製 長さ ６ 幅 1.8

第3-43図 2６ 土鯉 土製 長さ ６０ 幅 ２．０

第3-43図 2７ 土鐙 土製 長さ ５８ 幅 ２．０

第3-43図 2８ 土錘 土製 長さ ５５ 禍 1.0

第3-43図 2９ 土鯉 土製 長さ ５５ 詞 1.1

第3-43図 3０ 土錘 土製 長さ ５２ 桐 1.2

第3-43図 3１ 土錘 土製 長さ ５ 福 1.8

第3-43図 ３２ 土鐙 土製 長さ ４ ９ 幅 1.5

第3-43図 ３３ ±鐙 土製 長さ ４ ８ 褐 1.8

第3-43図 3４ 土腫 土製 長さ ４ ７ 幅 1.5

第3-43図 ３５ 土鰻 土製 長さ ４ ７ 福 1.4

第3-43図 ３６ 土錘 土製 長さ ４６ 幅 1.3

第3-43図 ３７ ±鰻 土製 長さ ４ ６ 幅 1.7

第3-43図 ３８ 土鯉 土製 長さ ４ ５ 栂 1.3

第3-43図 ３９ 土鰻 土製 長さ ４ ４ 褐 1.3

第3-43図 ４０ 土鰻 土製 長さ ４ ２ 幅 1.9

第3-43図-４１ 土鍾 土製 長さ ４ 梱 1.9

第3-43図-42 土腫 土製 長さ ３９ 幅 1.2

第3-43図-43 土鯉 土製 長さ ３７ 楓 1.9

第3-43図-44 土錘 土製 長さ ３２ 幅 1.8

第3-43図-45 鞘の羽ロ 土製 長さ ８ 幅 (6‘5）

第3-43図-46 分銅 画鋼製 長さ ５４ 侭 ３．５

第3-43図-47 銅製品 宵銅製 長さ ３ 幅 ７

第3-43図-48 砥石 石製 長さ (3.2） 幅 ３ ４

第3-43図-49 砥石 石製 長さ (2.5） 幅 (２ 0）

第3-43図-50 砥石 石製 長さ (7.2） 幅 (５ 4）

第3-43図-５１ 石臼 石製 上臼 高さ 1２．７

第3-43回-52 石核 照眼石 長さ 5.3 福 ５ ヨ

図国

(9)

孔径

厚さ ２

孔径 0．３０

孔径 0．８０

厚さ (2.90）

孔径 ０．３５

厚さ 0．４０

厚さ

孔径 ０．９０

器高 4．５０

器高

厚さ 0.80

厚さ ２7０

厚さ ２7０

孔径 ０4０

孔径 ０3０

孔径 ０3０

厚さ ４ １０

厚さ ０2０ 1３．０

54000

孔径 0.30

孔径 ０ 7０

孔径 ０8０

孔径 ０8０

孔径 ０8５

孔径 ０8０

孔径 ０4０

孔径 ０2５

孔径 ０．３５

孔径 ０．８５

孔径 ０．３０

孔径 ０ 7０

孔径 ０ 5０

孔径 ０5０

孔径 ０3５

孔径 ０8０

孔径 ０3５

孔径 ０4０

孔径 ０8０

孔径 ０ 7０

孔 径 ０3５

孔径 ０ 7５

孔径 ０8０

厚さ ３ 2０

厚さ ３ 5０ 268.5

厚さ ０ 8０ 7.0

厚さ (Ｃ 40）

厚さ (５ 30）

厚さ 0０

1８００．０

厚さ 3.80

遺禍名

SＤ１１１

SＤ１１１

SＤ１１６

SＤ１１６

ＳＤ１１７

SＤ１１７

SＤ１１７

SＤ１１７

SＤ１１８

SＤ１１８

ＳＤ１１８

SＤ１１８

SＤ１１８

ＳＤ１１８

ＳＫ１０４

ＳＫ１０４

ＳＫ１０４

ＳＫ１０４

ＳＫ１０４

ＳＫ１０４

ＳＫ１２１

句含届

包含届

句会展

句会届

句念属

句会届

旬禽屑

旬含開

包含園

句会屑

句会厨

包念展

包含層

包含屑

包含届

旬倉届

旬禽厩

包含屑

包含層

旬食届

包含画

包含屑

包含層

包含届

包含層

包含層

包含層

包含侭

旬禽阿

句会屑

働 考

7-C区

7-A区

里礎

基礎４

9-A区堅睦

10-A区北

9-A区堅躍

9-A反基礎

9-A恢星鍵

7-A区

10-A区北

8-A区

9-A区

7-B区

7-B区

7-B区

10-A区北

里礎

10-A区

7-Ｃ灰両トレンチ

表採

8-B区

7-A区古代包含層

11-A区竿秤用

11-Z区把手か

9-C区

墨鯉１．２

束トレンチ

里磯１．２

7-A区古代包含届姫島産照磁石

図版
Ｎｏ．

3８

3８

3８

3８

3８

3８

3８

3８

3９

3９

3９

3９

3９

遺物観察表７

■



第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（土器・陶磁器①）

」
｜
Ｉ
Ｆ
Ｆ

遺物観察表８

櫛図Ｎｏ． 照種 生産地
法困（c、）

口径 底径 麗高
週掴名 働 考

図版
Ｎｏ．

第４－１１国２ 瓦間土器 火認 ＳＦ１５１ 双頭蕎手晒霊又刻印

第４－１１国３ 陶器 鋲 繍前 ＳＦ１５１

第４－１１図６ 陶器 翌 繍前 ＳＦ１５１ 中世５期

第４－１１図７ 陶器 揃鉢 偏向 ＳＦ１５１ 中世6a期

第４－１１回８ 陶器 掘鉢 鍋向 ＳＦ１５１ 近世１ａ期

第４－１１国 ０ 陶器 橘鉢 鋪前 ＳＦ１５１ 中世５ｂ期

第４－１１国 京都系土師蓋 血 (１０８） ２０ ＳＦ１５１

第４－１１回 ２ 白磁 碗 中阿（景徳鯛窯） ＳＦ1５１ 毛彫り文媒

第４－１１図 ３ 陶器 翌 価前 ＳＦ1５１

第４－１１図 ５ 土師閲土器 不明 ２５ ４ ０ ３４ ＳＦ１５１ 土鯉もしくは紡樋頭か

第４－１１国 ７ 底部糸切土師器 小皿 (7.2） 1.7 (６ O） ＳＦ１５１ 灯明皿口織部に蝿付麓

第４－１１厘２１ 土師蕊 皿 1２．６ ２３ ６０ ＳＦ１５１ 河野Ｃ－３１６世紀後半

第４－１１画２２ 瓦質土器 火鉢 ＳＦ1５１ 萄花文

第４－１２図２３ 瓦間土器 掘鉢 ＳＦ１５１

第４－１２図２６ 測磁 瓶 朝鮮 (１１．６） ＳＦ１５１ 象族

館４－１２図2９ 陶器 揃鉢 備前 ＳＦ１５１ 中世５期

第４－１２回3０ 筒器 要 踊前 ＳＦ1５１

第４－１２画３１ 土銃器 狸 (１７．０） 1２０ ＳＦ１５１ 古噛前期口織部を識琶に鑑砕

第４－１２国３２ 中世須恵器 藻 (200） ＳＦ１５１ 中世

第４－１２回３３ 同忠器 翌 (25.0） ＳＦ１５１ 古代

第4-12回3４ 同慰器 狸 ＳＦ１５１ 内側格子目の当只凧跡

第４－１２国３５ 内照碗 碗 (９ 4） ＳＦ１５１ 古代

第４－１２国３６ 畜代土師器 坪蕊 ＳＦ１５１

第４－１２厘３７ 古ｆ 土師巽 f, (９ 6） ＳＦ１５１

第４－１６画１ 底部罫 切土師器 1、 ６ ２ ＳＤ１６５ 被熱 4０

第４－１６図２ 底部罫 切土師器 皿 ７６ ５ ２２ SＤ１６５ 灯明皿口縁打欠楯然による剥離 〃

第４－１６図３ 底部舟 切土師器 皿 ７ ０ ４ ２ ７ SＤ１６５ 灯明皿煤付脳 〃

第４－１６国４ 底9階 切土瞬器 皿 (７ 8） ５０ ２６ SＤ１６５ 口織部全悶打欠 〃

第４－１６厘５ 画題 皿 中匡 (７ 0） SＤ１６５

第４－１６国６ 閏磁 皿 中国 (８ 5） SＤ１６５

第４－１６回７ 青磁 碗 中国 SＤ１６５ Ｃ－Ｕｂ鯛謝文帯

第４－１６図８ 肯花 筒形碗 中国（景徳鎮窺） (４ 6） SＤ１６５

露４－１６図９ 陶器 聾 備前 SＤ１６５ 中世５期

第４－１６国 ０ 陶盤 大聖 侭前 (48.8） SＤ１６５ 中世５鴎

第４－１６厘 淘認 嬰 偏前 SＤ１６５ 中世６期

第４－１６回 ２ 陶器 瀧鉢 嫡前 ＳＤ１６５ 中世５b期

第４－１６回 ３ 陶器 弼鉢 備前 SＤ１６５ 中世５期

第４－１６図 ４ 淘器 掴鉢 備前 SＤ１６５ 中世5期

第4-16回 ５ 淘器 橘鉢 備前 SＤ１６５ 中世５期

第４－１６国 ６ 麺器 癌鉢 錦前 SＤ１６５ 中世５期

第４－１６国 ７ 淘巽 濡鋲 踊前 SＤ１６５ 中世５期使用趣

認４－１６国 ８ 瓦質土器 火鋲 SＤ１６５ 七宝文

第４－１６回 ９ 瓦間土器 火鉢 (426） SＤ１６５

第４－１６図２０ 瓦間土器 火鉢 (35.6） SＤ１６５

第４－１６国２１ 瓦間土器 弼鉢 SＤ１６５

第４－１６国２２ 中世須恵蕊 藻 SＤ１６５

第４－１６回２３ 瓦箇土器 碗 ３ ４ SＤ１６５

第４－１６国２４ 底部糸切土師器 坪 1２８ ７ ６ 3．４５ ＳＤ１６５

第４－１６図2５ 底部糸切土師器 坪 (12.6） ７８ ３１ ＳＤ１６５

第４－１６図２６ 底部糸切土師器 坪 (12.6） ７ ６ ３ ２ ＳＤ１６５ 胎士海部郡産口轍打欠

餌４－１６回２７ 底部糸切土師器 坪 (１１．４） ６８ ３ ５ ＳＤ１６５ 口縁部を故息に確碑

霊４－１６画２８ 底部糸切土騨毒 皿 (１１２） (５ 8） ３ ３ ＳＤ１６５

第４－１６回２９ 底部糸切土節器 坪 (12.4） ４ ０ ＳＤ１６５

第４－１６回３０ 底部糸切土師器 坪 (13.4） (５ 8） ３ ３ ＳＤ１６５

第４－１６図３１ 底部糸切土師器 杯 (12,0） (６ 0） ３ ＳＤ１６５

第４－１６図３２ 底部糸切土師器 皿 (9.6） ５２ ２２ ＳＤ１６５ 丁明皿口織部に廻付茜

第４－１６回３３ 厩部糸切土瞬器 小皿 (８ 4） (７ 2） ３ ＳＤ１６５ 4世紀

第４－１６回3４ 震部糸切±瞬塞 小皿 ７ ８ ５７ ２２ ＳＤ１６５ 1野B頚灯朗皿口醗部に狸付調

第４－１６国３５ 底部糸切土師器 小皿 ７ ２ ４ ４ ２２ ＳＤ１６５ 丁朗皿浬付繭口縁打欠

第４－１６図３６ 底部糸切土扉器 小皿 ７３ ４ ７ ２ ６ ＳＤ１６５ 口縁部を故愚に破砕

第４－１６図３７ 底部糸切土師器 小IⅢ (８ 4） ５２ ２２ ＳＤ１６５ 内面ロクロ狼

第４－１６図３８ 底部糸切土師器 小皿 (６ 8） ４ ０ ２０ ＳＤ１６５ ロ縁打欠

館４－１６国３９ 底部糸切土師巽 小皿 (６ 8） (４ ６） ２ ４ ＳＤ１６５

第４－１６国４０ 底部糸切土痴器 小皿 (８ O） (７ 0） ２３ ＳＤ１６５

銅４－１６回４１ 底部糸切土院器 小皿 ７ ２ ４ ４ ２ ７ ＳＤ１６５

第４－１６図４２ 底部糸切土師器 小皿 (８ 2） (４ 2） １．５５ ＳＤ１６５

第４－１６図4３ 底部糸切土師器 坪 (１１．４） ５５ ３１ SＤ１６５

第４－１６回4４ 底部糸切土師露 坪 (１１．２） ６ ０ ２９ SＤ１６５

第４－１６画４５ 底部糸切土罰器 癖 (12.8） (５ 6） ３３ SＤ１６５

第４－１６国４６ ロクロ目土師器 皿 (１０６） (４ 0） ３０ SＤ１６５ 状圧痕潅然による赤変

第４－１６国４７ ロクロ目土師器 皿 (１１．０） (５ 4） ３ SＤ１６５ 板状圧痕？２次瀕

第４－１６回４８ 底部糸切土師器 坪？ (６ 8） SＤ１６５

第4-16図4９ ロクロ目土師器 坪 １１．４ ５９ ３４ SＤ１６５

範４‐１６画５０ 京都系土既器 小皿 (8.0） ２．０５ SＤ１６５ 灯明皿口織部鱒付弱

第４－１６厘６２
争
〆
〕

マ
イ
ー 皿 中国（景簿鯛薫〉 (１１９） ３９ ２８ SＤ１６５ Ｃ鱗



第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（土器・陶磁器②

遺物観察表９

挿図No. 垂租 生産地
法皿に､）

口径 底径 麗高
過禍名 価考

図版
Ｎｏ．

第4-16図6３ 褐紬陶器 壷 中国 (10.4） SＤ 6５

第4-16図6４ 陶器 壷 価前 (24.0） SＤ 6５

第4-16図6５ 陶器 掘鉢 飼前 SＤ ６５ 中世5期

第4-16図6６ 陶器 掘鉢 侭前 SＤ 6５ 中世5期

第4-16図6７ 陶器 棚鉢 飼前 (280） SＤ 6５

第4-16図6８ 陶器 拙鉢 価前 SＤ ６５ 中世6a期

第4-16図6９ 瓦質土器 火鉢 SＤ 6５ 菊花文

第4-16図7０ 瓦閏士里 火鉢 SＤ 6５ 後藤A頚

第4-16図７１ 瓦質土器 鍋 27.6 1２．１ SＤ ６５

第４‐ 6図7２ 底部糸切土師器 坪 ６０ SＤ ６５ 口縁打欠

第４‐ ６図7３ 底部糸切土師器 坪 (12.2） (６ 8） ２ ７ SＤ ６５

第4-16図7４ 底部糸切土師墨 小皿 山口 (10.6） (６ 2） ７ SＤ 6５ 大内系板状圧痕

第4-16図7５ 段々土師器 皿 ５４ ２ SＤ ６５ 板状圧痕口録打欠

第4－ 6図7６ 底部糸切土師器 坪 (18.8） (８ 2） ３９ ＳＤ ６５

第４‐ 6図7７ 底部糸切土師器 皿 (7‘O） (４ 4） ２ ５ SＤ ６５ ロ縁部を故恵に破砕

第4-16図7８ 底部糸切土師器 坪 (13.0） ２７ SＤ ６５ 板状圧痕？

第4-16図7９ ロクロ目土師器 皿 1４．８ ７ ９ ３５ SＤ ６５ 板状圧痕

第4-16図8０ 京都系土師霊 小皿 ９．１ 2．０５ SＤ ６５ 1期灯明皿煤付画

第4-16図８１ 京都系土師器 皿 1０．４ ２．０ SＤ ６５ 1期

第4-16図8２ 京都系土師器 皿 (11.8） ２５ SＤ 6５ ２期２次被熟

第4-16図8３ 京都系土師器 皿 1４．０ ２３ SＤ 6５ 2期口縁打欠

第４‐ 6図8４ 京都系土師器 皿 (12.2） ２２ SＤ ６５ 2期口鯉打欠

第４‐ 6図8５ 京都系土師器 皿 (12.2） ２３ SＤ ６５ ２～３期

第4-16図8６ 底部糸切土師器 小皿 ８．７ ２０ SＤ 6５ 2期灯明皿煤付酒

第4-16図8７ 土師器 燭台 (7.0） ５ ０ ＳＤ ６５ A類

第4-16図9５ ﾛ思器 坪蕊 (１６．０） SＤ ６５

第4-16図9６ 古 e土師器 坪麗 ＳＤ ６５ ８世紀

第4-16図9７ ﾛ思器 坪身 (12.8） ８２ ３９ SＤ 6５ ８世紀後半

第4-16図9８ 陶闇 狸 踊前 (22.0） ６ ８ ＳＤ ６５

第4-16図9９ 須思器 壷 (20.7） (６ 7） ＳＤ ６５

第4-16図 0０ 土師器 狸 (10.8） (５ 5） ＳＤ ６５ 飴±海部郡もしくは北九州産企救型

第4-16図 ０１ 土師器 高坪 ＳＤ ６５ 古墳前期

第4-16図 0２ 白磁 碗 中国 ＳＤ ６５

第4-16図 0３ 陶鴎 皿 瀬戸美漁 ＳＤ ６５ おろし皿

第4-18図 底部糸切土師器 小皿 Ｅ ５ ４ ８ ２２ SD255 ４０

第4-18図２ 底部糸切土師器 小皿 に 6） (４ 8） (２ 2） ＳＤ２５５ ４０

第4-20図１ 瓦質土器 火鉢 ＳＥ300 菊花文

第4-20図２ 瓦質土器 大聖 (46.5） SE3００

第4-20図３ 底部糸切土師器 小皿 (６ 8） ＳＥ300

第4-20図４ 底部糸切土師器 小皿 (7.2） ＳＥ300

第4-20図５ 底部糸切土師器 小皿 (7.2） ＳＥ300

第4-22図１ 底部糸切土師巽 小豆 価前 (13.2） SK256 中世4～5期

第4-2'図ク 陶器 聾 備前 (40.6） SK256 中世２b期

第4-22図３ 瓦凹土器 火鉢 SK256

第4-22図４ 底部糸切土師墨 皿 山口 (13.8） ６０ ３６ SK256 大内系

第4-22図５ 底部糸切土師翠 大皿 山口 (22.0） (８ 6） SK256 大内系

第4-22図６ 底部糸切土師器 坪 ６ ４ ２２ SK256

第4-22図７ 底部糸切土師器 坪 (12.4） (７ 8） ４ ２ SK256

第4-22図８ 底部糸切土師器 坪 (126） (４ O） ３ ３ SK256

第4-22図９ 底部糸切土師巽 坪 在地 (13.8） (７ 2） ４ ４ SK256

第4-22図 ０ 底部糸切土師塁 坪 SK256

第4-22図 底部糸切土師器 小皿 (７ 2） (４ 6） ２６ SK256

第4-22図 ２ 底部糸切土師器 小皿 ６ ２ ４ ５ ２０ SK256

第４ 22図 ３ 土師器 燭台 ５３ ５ ３ ３ ８ SK256

第４ ２２図 ６ 岡磁 碗 中国（同安黒） (４ 7） SK256

第４ 23図 底部糸切土師器 小皿 ７ ４ ４ ８ ２２ ＳＫ２９８ 口縁打欠

第４ 23図２ 陶器 柵鉢 側前 ＳＫ２９８ 中世３ないし４期

第４ 23図３ ロクロ目土師器 坪 山口 (１５２） (６ 0） ３ ４ ＳＫ２９８ 大内系

第４ 23図４ 底部糸切土師器 坪 ＳＫ２９８

第４ 24図１ 岡磁 皿 中国 (13.8） ＳＫ２８６

第４ 26図１ 白磁 碗 中国
ｑ
】 ８ ＳＫ ｇ９Ｂ

第４ 26図２ 底部糸切土師器 坪 １１．７ ７０ ３ ９ SＫ ９９Ｂ

第４ 26図３ 底部糸切土師鴎 皿 山口 ６ ４ ＳＫ ｇ９Ｂ 大内系板状圧痕

第４ 26図４ 底部糸切土師器 坪 ６０ SＫ ９９Ａ

第４ 26図５ 底部糸切土師男 坪 1１．１ ６０
ｑ
】 ５ SＫ ９９Ａ

第4-26図６ 底部糸切土師器 坪 (14.4） ７ ８ ４ ０ SＫ ９９Ａ

第4-26図７ 底部糸切土師器 坪 1１．７ ６６ ４ SＫ ９９Ａ 口縁打欠

第4-26図８ 底部糸切土師器 坪 1１．８ ６ ６ ４ ＳＫ ９９Ａ ロ縁打欠

第4-26図９ 底部糸切土師器 坪 １１．１ ７ ３ ４ ０ SＫ ９９Ａ 口縁打欠

第4-26図 ０ 底部糸切土師器 坪 ６ ４ SＫ 99Ａ 口縁部、胴部を故意に破砕

第4-26図 底部糸切土師器 皿 7.7 ４ ６ ２７ SＫ 99Ａ 灯明皿煤付潤口縁打欠

第4-26図 ２ 底部糸切土師器 皿 山口 ７ ０ SＫ ９９Ａ 大内系

第4-26図 ３ 底部糸切土師墨 皿 山口 (７ 4） SＫ ９９Ａ 大内系板状圧痕

第4-26図 ４ ロクロ国士師器 皿 山口 (136） (５ 4） ２４ SＫ ９９Ａ 大内系
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遺物観察表1０

挿図No. 器稲 生産地
法、（c、）

口径 底径 麗高
週潤名 飼考

図版
Ｎｏ．

第4-28図１ 濁磁 碗 中国 (160） ＳＫ２０３

館４－２８図２ 庇部糸切土師器 小皿 7.0 ４ ６ ２ ＳＫ２０３ 灯明皿蝶付筋

露４－２８図３ 底部糸切土師謡 小皿 (４ 4） ＳＫ２０３

蕊４－２９国１ 底部糸切土銃器 小皿 (Ｅ 2） ５２ ２ ＳＫ２１２ 灯鴫皿口緑部に煤付遍

鋼4-31図１ 青磁 砺 ＳＫ２５ ロ縁部祷反り

第4-31図２ 華南三影 盤 中国 ＳＫ２５

鯛4-31図３ 瓦質土器 火鉢 (５ .O） <40.0） 1５，５ SK25

第４－３１図４ 瓦質土器 鉾 (14.7） ＳＫ２５

第４－３１国５ 瓦質土器 播製 (21.6） (１２．０） ７８ ＳＫ２５

蕊４－３１国６ 瓦質土器 徳利 (8.6） ＳＫ２５

第4-31図７ 瓦質土器 翌 ＳＫ２５

銅４－３１図8ａ 瓦質土器 掘鉢 SK25

鋪4-31図8ｂ 瓦質土器 棚鉢 ＳＫ２５

銅４－３１国８ｃ 瓦質土器 猛露 ＳＫ２５

露４－３１国９ 睡部糸切土節器 不 (１ ８） (８ 7） ３０ SK25 板状圧痕

第４－３１図 ０ 底部糸切土師器 坪 (１３２） (８ 8） ３ ２ SK25 板状圧痕

第4-31図 土師器 坪 (120） (８ 8） ４ ０ SK25

第４－３１図 ２ 底部糸切土飼器 小皿 8.0 ６０ ２ ２ ＳＫ２５ 灯明皿潔付酒口縁打欠

露４－３１国 ３ 底部糸切土師器 小皿 (７２） ４ ６ ２．５５ SK25 灯銅皿理付弱編状Ｅ痕

認４－３１国 ８ 古代±節器 ﾕｲ､壷 1４．６ ２２ SK25

第4-31図 ９ 須思器 坪身 (12.2） (８ 6） ４ ＳＫ２５ 8世紀末

鍋4-31図2０ 古代土師器 坪身 (13.6） (９ 6） ３４ SK25

第4-31国２１ 陶器 描鉢 侭前 SK25

銅４－３１国２２ 京都系土師器 皿 在宅 (14.6） (２ 2） SK25 ２鴎溌然

露４－３５国１ 底部糸切土師器 坪 ８ ６ (１ 9） SD239 板秋圧痕

第4-35図２ 底部糸切土師器 燭台 (7.0） ６ ５ ５０ SＤ２４５ A領

魂４－３８図１ 白磁 皿 中国 (７ 8） ＳＫ２４７

蕊4-38医２ 陶器 大要 侭前 (452） ＳＫ２４７ 中世5期

蕊４－３８国３ ロクロ言±銃器
一
十

十
少 1１５ ６ ２ ２ ７ ＳＫ２４７ 口縁打欠２次溌黙？

鋼４－４０図１ 両磁 碗 中国 (５ 4） (３ 0） SK266A ４０

隠4-40図２ ロクロ目土師器 皿 (14.4） (７ 4） ３ SＫ２６６Ｂ 〃

蔦4-40図３ 底部糸切土師器 皿 1４４ ７ ６ ３．５５ SＫ２６６Ｂ 板状圧痕照斑 〃

屑４－４０図４ 底部糸切土師器 皿 1３４ ７４ 3.5 SK266B 根状圧痕 〃

詞4-40厘５ 底部糸切土既麗 小皿 (8.5） (５ O） ２．４５ SＫ２６６Ａ 灯明皿淑付繭 〃

洞４－４０国６ 底部糸切土師器 小皿 7.7 ４ ９ 1９ SK266A 灯明皿剛付冠 〃

館４－４０図９ 須恵器 坪蓋 (9.4） (１ 4） SK266

館4-40図1０ 古代土師器 坪 (14.0） (３ 6） SK266

第４－４０図１１ 陶語 狸 備前 SK266 近世1期

霧4-40国１２ 京都異土師器 皿 在宅 SK266 ２鴎

銅４－４１国１ ロクロ目土師器 皿 (１ ､4） (５ 4） ２５ SK227

第4-43図１ 晋磁 碗 中国（龍泉窯） SＫ ８９ C-Ⅱ類濡文帯、ラマ式迎弁

第4-43図２ 陶器 聾 備前 SＫ 8９ 中世３～4期

鋪４－４３国３ 陶器 狸 備前 SＫ 8９ 中世5期

露4-43国４ 瓦質土器 火鎮 SＫ 8９

鋪４－４３図５ 瓦質土器 鉢 SＫ ８９ 防長系

第４－４３図６ 底部糸切土師器 坪 ４ ９ SＫ ８９

鰯4-44図１ 青斑 碗 中国 (140） SＫ ９３

第４－４４国２ 底部糸切±師認 皿 (１１８） (６ 6） ２６ ＳＫ 9３ 口縁打欠

露４ ４４国３ ロクロョ±託黙 坪 (１１２） (５ 6） ２８ SＫ 9３

鋼４ ４４国４ ロクロ言±師器 小皿 7.5 ４ ５ ５ SＫ 9３ 煤付繭２ヶ所打欠

塊４ ４７図１ 陶器 撮鉢 備前 SＤ 4０ 中世４期

館４ ４７図２ 陶器 柵鉢 備前 SＤ 4０ 中世5期

粟４ ４９図１ 瓦質土器 不明 SE２３５ 櫓子状の刻印

範４ ４９図２ 底罰糸切土師器 坪 1３．０ (９ 8） ４ ０ ＳＥ２３５

粟４ ４９回３ 東部系土師露 皿 在地 SE２３５ 1期

第４ ４９図４ 瓦質土器 箪瓶？ (8.8） SE2３５ 蕪瓶あるいは水瓶菊花文

第４ ４９図５ 目恵器 皿 SE2３５

第４ ５１図１ 底割 偽切土師認 小皿 山口 (４ 4） ＳＥ1４４ 大内系

露４ ５１国２ 厩言 恰切土読盤 (１２６） (９ 8） ４１ ＳＥ1４４

第４ ５１図３ 厩言 農切±師麗 小皿 ８ ２ ３ ４ ２５ ＳＥ１４４ 灯明皿蝋付缶

第４ ５１図４ 京都系土師器 皿 在地 ＳＥ1４４ ２期

第４ 53図１ 濁磁 碗 中国 ＳＥ２９１ 剣先通弁文

鋼４ 53図２ 瓦質土器 香炉 (９ 0） SE２９１ 菊花文刻印

鋼４ ５３図３ 底部糸切土読認 坪 (５ 8） SE２９１

洞４ ５３図４ 京都系土師器 皿 (13.2） ９ SE2９１ 1鴎

閥４ ５４図１ 底部糸切土師器 小皿 (7.0） ５０ ２３ SK238

咽４ ５４図２ 京都系土師器 皿 SK238 口縁打欠

WI4５５図 底部糸切土師器 小皿 山口 (５ 6） (１ 5） SK243 大内

穂４57厘 ａ 瓦質土巽 瓦 SＤ２６５ ４１

第４ ５７図 ｂ 瓦質土器 瓦灯 SＤ２６５ 穿孔あり 〃

第４ ５７図 Ｃ 瓦質土器 瓦灯 SＤ２６５ 穿孔あり 〃

第４ 57図 ． 瓦質土器 瓦灯 SＤ２６５ 〃

第４ 57図 ｅ 瓦質土器 瓦灯 SＤ２６５ 〃

露４ ５７回２ 瓦質土麗 火撲 SK265

鋼４ ５７図３ 底部糸切土銃器 小皿 SK265
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遺物観察表１１

Ｅ
ヒ
ー
一
一
一
一
‐
Ｆ
一
一

挿図NO， 器種 生産地
法因に、）

口径 底径 器高
過栂名 働考

図版
ＮＣ‘

蕊４－５７図４ 底部糸切土師器 小皿 (８０） (６０） ２０ ＳＫ２６５

蕊４ ６０国１ 両磁 碗 ＳＫ２８５ ８－Ⅳ鯛

第４ 60図２ 白患 小皿 (9.4） (２ 4） ＳＫ２８５ Ｄ隣１５世紀

第４ ６０図３ 土師質土器 燭台 ５６ ４ ２ ＳＫ２８５ Ａ類

第４ ６１図１ ロクロ目土師器 皿 (14.6） (７ 2） ２ ５ ＳＫ 6３

第４ ６２図１ 京都系土師器 皿 (１２９） ９ ＳＫ 9０

露４ 64図１ 京都系土師器 皿 (１３２） ２ ６ SＫ ９１ 1期

露４ 64図２ 京都系土師器 皿 ＳＫ ９１ １鴎

蕊４ ６４国３ 京都系土師巽 皿 (１１８） (２ 2） ＳＫ ９１ ２期

第４ ６６図１ 底部糸切土師器 小皿 (8.2） ６ ＳＴ 9２

栗４ ６６図２ 京都系土師器 皿 (13.2） ２ ４ ＳＴ 9２ 1期

第４ ６６図３ 東部系土師器 皿 (１２２） ２ ０ ＳＴ 9２ 1期

第４ ６６図４ 京都系土師器 皿 1２６ ２ ２ ＳＴ 9２ １期

第４ ６８図１ 陶器 皿 謝戸芙罵 (１１１） SD284 大窯３鴎

蕊４ ６８図２ 東部系土師巽 小皿 (９６） ２０ SＤ２８４ ２期

寵４ 68国３ 京都系土師器 小皿 (１０．０） ２ SＤ２８４ ２期

第４ ６９図１ 京都系土師器 小皿 (100） ＳＸ１６４ ２期内外に119付蘭

第４ 69図２ 京都系土師器 皿 SＸ１６４ ２期

第４ ７１図７ 京都系土師器 皿 (126） 2．５５ ＳＥ２３４ ２期

餌４ ７１図８ 京都系土師巽 小皿 (100） ２２ ＳＥ２３４ ２期

勢４ ７１国９ 宵磁 碗 ＳＥ２３４ ８－Ⅳ･頚

第４ ７３図１ 底部糸切土師器 皿 1２．７ ６ ０ ２．４ ＳＫ２２４ 口縁打欠 ４１

第４ ７３図２ 京都系土師巽 皿 １１．４ 1９ ＳＫ２２４ ２期 〃

第４ ７３図６ 画磁 皿 中国（景徳綱蹴） ＳＫ２２４

第４ 73図７ 画花 碗 中国（景徳鯛窯） ５０ ＳＫ２２４ Ｃ群蓮子碗

餌４ ７３図８ 瓦質土器 火鉢脚 ＳＫ２２４

蕊４ ７３図９ 瓦質土器 碗 ３ ５ ＳＫ２２４

露４ ７３国 ０ 底部糸切土師巽 皿 ５ ５ ＳＫ２２４

第４ ７３図 京都系土師巽 皿 SK224

第４ ７３図 ２ 京都系土師器 皿 SK224

弧４ 73図 ３ 京都系土師器 皿 SK224

第４ 73図 ４ 京都系土師器 皿 ＳＫ２２４

蕊４ ７５図 画花 皿 中国 憲領窟） ７ ２ ＳＫ２３２

第４ ７５図２ 瓦質土蕗 火認 ＳＫ２３２ 口綴に二条の寅帯

銅４ ７５図３ 瓦質土器 火鉢 ＳＫ２３２

第４ 75図４ 京都系土師器 皿 (１１．６） ２２ ＳＫ２３２ ０期

第４ 75図５ 京都系土師器 皿 (１１．４） ９ ＳＫ２３２ 期

第４ 75回６ 京都系土師器 皿 (124） ＳＫ２３２ 期

露４ ７５図７ 京都系土師器 皿 1２６ ２ ２ ＳＫ２３２ 鴎

露４ 75図８ 京都系土師蚕 皿 (１５０） ＳＫ２３２ 鴎口縁打欠

第４ ７５国９ 京都系土師器 皿 (13.0） ２６ ＳＫ２３２ ～２期

第４ ７５図 ０ 京都系土師器 皿 (120） ＳＫ２３２ ２期

第４ 75図 京都系土師器 皿 (124） ＳＫ２３２ ２期

第４ ７５図 ２ 京都系土師器 皿 (12.8） SK232 1～２期

餌４ ７５国 ３ 京都系土師器 皿 (１３８） SK232 ２鴎

餌４ 75国 ４ 京都系土読ま 皿 (１３２） SK232 ２期

第４ ７５国 ６ 即文土器 浸鉢 SK232 幾期後半 ４１

第４ 75図 ７ 陶器 皿 ４ ５ ＳＫ２３２ 上野馬取系蕊灰紬

第４ 76図 焼締陶器 四目零 中岡 1０．０ ＳＫ２７８ 接合資料２０

第４ 76図２ 京都系土師器 皿 SK278 ２鵬るつぼに紙用

第４ ７８国１ 瓦質土器 火鉢 (３１６） 1４２ SK293 接合資料１５

露４ ７８国２ 宗郁系土師差 皿 SK293 １鴎

勢４ ７９国１ 京都系土師巽 皿 SK267 ２露

銅４ ８２図１ 陶器 掘割 備前 (23.2） ４ ９ SＤ１１８ 中世４鴎 ４１

第４ ８２図２ 陶器 聾 価前 SＤ１１８ 中世４～５期

第４ 82図３ 陶器 照 価前 SＤ１１８ 中世６期

第４ 82図４ 瓦質土器 火鉢 (378） (１１５） SＤ１１８ 双頭蔑手竜震文刻印

餌４ ８２図５ 瓦質土器 火興 SＤ１１８ 突帯貼付

露４ ８４図１ 淘器 暇 価前 SＤ１１７ 中世６鴎

蕊４ 84図２ 淘器 湘糾 備前 SＤ１１７ 中世６a期

第４ 84図３ 陶器 平糾 偏前 (27.4） SＤ１１７

第４ ８４図４ 瓦質土器 火鉢 SＤ１１７

第４ ８４図５ 瓦質土器 柵鉢 山口 (278） SＤ１１７ 坊長

餌４ ８４図６ 東部系土師蕊 皿 8.8 ８ SＤ１１７ 灯明皿

第４ 86図１ ヨ篭 皿 中匡 (１２０） (６ 4） ３０ SＤ１１６ E-2鱗１６世紀

餌４ ８６図２ 岡磁 桧花皿 中国(雌泉薫） (13.4） SＤ１１６ １６逢紀

第４ ８６図３ 岡花 皿 中国（景徳銅騨） (12.6） (７ 4） ２ ８ SＤ１１６ Ｅ勝

第４ ８６図４ 陶器 鯉 価前 (４１．４） (９ 0） SＤ１１６ 中世３期

第４ ８６図５ 陶器 橘鉢 価前 SＤ１１６ 中世５熊

第４ ８６図６ 陶器 澗鉢 価前 (２３０） SＤ１１６ 中世６Ａ鴎

第４ ８６国７ 淘器 湘鉢 鍋前 SＤ１１６ 中世６Ａ鴎

餌４ ８６図８ 淘謁 橘製 価剛 SＤ１１６ 中世６Ａ期

銅４ ８６図９ 瓦質土器 湘製 山口 SＤ１１６ 防長系

第４ ８６図1０ 瓦閏土器 火鉢 SＤ１１６ 双頭蕨手竜賢文刻印

第４ ８６図１１ 底部糸切土師器 皿 (１３．０） (５ 6） ２ ９ SＤ１１６



遺物観察表1２

第１０次Ｕ区北調査区遇物観察表（土器・陶磁器⑤

挿図No. 露種 生産地

第４ ８６図１２ 京都系土師器 小皿

第４ ８６図１７ 古代土師器 坪蓋

第４ 88図１ 画磁 碗 中国（龍泉窯

第４ ８８図２ 両磁 碗 中国（龍泉窯

第４ 88図３ 画磁 碇 中匡（髄泉薫

魂４ ８８国４ 画磁 鏡 中厩（敵泉窯

第４ ８８図５ 画題 碗 中国（脆泉窯

第４ ８８図６ 両花 皿 中国（頂徳鯛蒸）

第４ 88図７ 画花 皿 中国（景徳領窯）

第４ ８８図８ 画花 皿 中国（ 6州窯）

第４ 88図９ 画花 碗 中国（ 6州窯）

第４ 88図 ０ 画花 碗 中岡（ 旦州烹）

第４ 88回 陶器 壷 中国（磁州窯）

餌４ ８８国 ２ 陶器 壷 価前

露４ 88図 ３ 淘器 鉢 価前

第４ 88図 ４ 陶器 翌 備前

第４ 88図 ５ 陶器 狸 価前

第４ 88図 ６ 陶器 鯉 倫前

第４ 88図 ７ 陶器 喪 価前

餌４ 88図 ８ 陶器 狸 価ロ

蕊４ ８８図 ９ 陶器 聖 伽§

魂４ ８８図２０ 陶器 猛鎮 価＃

第４ ８８図２１ 陶器 振錘 箇箇

第４－８８図２２ 陶器 掃鉢 価侭

第4-88図2３ 陶器 掘鉢 価ｆ

第４ 88図2４ 陶器 描鉢 倫前

第４ 88図2５ 陶器 橘鉢 価前

第４ 88図2６ 中世掴恩器 掴鉢

餌４ 88国２７ 瓦間土器 脚付火鉢

第４ ８８国２８ 瓦質土器 火雲

餌４ ８８図2９ 瓦間土器 火鉢

第４ 88図3０ 瓦間土器 火鉢

第4-88図３１ 瓦間土器 火鉢

第4-88図３２ 瓦間土器 火鉢

魂４ 88図3３ 瓦質土器 鉢

震４ 88図3４ 瓦質土器 鉢

露４ 88図3５ 瓦質土器 火禦

露４ ８８図3６ 瓦質土器 火誤

第４ ８８図３７ 土師賢土器 鍋

第４ 88図3８ 底部糸切土師器 杯

第４ 88図3９ 底部糸切土師器 小皿

第４ ８８図４０ ロクロ目土師器 皿

第４ ８８図４１ ロクロ目土師器 皿

第４ 88図４２ 京都系土師巽 小皿

餌４ ８８国４３ 京都系土師器 小皿

露４ 88図4４ 京都系土飾器 小皿

第４ 88図4５ 京都系土師器 皿

第４ 88図4６ 京都系土師器 皿

第４ ８８図４７ 京都系土師器 皿

第４ 88図4８ 京都系土師器 小皿

露４ 88図4９ 京都系土師巽 小皿

露４ 88図5０ 京部系土師器 皿

露４ ８８図５１ 底部糸切土師器 迩台

餌４ 88図５２ 土瞬間土器 燭台

第４ 90図１ 国花 碗 中国（景徳鎮窯）

第４ 90図２ 画花 碗 中国（景徳鯛窯）

魂４ ９０図３ 陶器 碗 朝鮮

露４ 90図４ 陶器 狸 鯛同

露４ ９０図５ 陶器 翌 侭向

露４ ９０国６ 陶器 嬬誤 働同

繁４ ９０国７ 陶器 掴鉢 側向

第４ 90図８ 陶器 掴鉢 鯛前

第４ ９０図９ 陶器 浅舞 価向

第４ ９０図 ０ 陶器 碗 庸灘

第４ ９０図 瓦質土器 火鉢

墨４ ９０図 ２ 瓦質土器 壷

餌４ ９０図 ３ 京都系土読器 皿

露４ 90画 ４ 京都系土師器 皿

第４ ９０国 ５ 京都系土師器 小皿

第４ ９０図２０ 須恩器 牙茄

露４ ９０図２１ 忠器 円面硯

第４ 90図2２ 古代土師器 翌

第４ ９２図１ 画磁 碗 中国（肌泉窯）

露４ ９２図２ 煩婦陶器 鉢 中国

餌４ ９２図３ 陶器 壷 側前

法皿（c、）

口径 底径 露高

９４ ２３

(25.4） (３ 9）

(７ 4）

(７ 8）

(６ 8）

(12.0）

(９ 4）

(10.0） (４ 0） ２７

(４ 6） (1.45）

(５ 4）

(13.2）

(17.0） (13.8） 1２．７

(34.8） (308） ６８‘４

(51.2） (10.7）

(54.4）

(544）

(29.0）

(33.0） (１００）

(31.8） 1２．４ 1３７

(38.0） (34.6）

(33.6）

1２１ ７４ ４ ５

7６ ４ ０ ２０

(６ 6）

(15.6）

(10.0） ５

(８４） ９

８４ ２０

(12.2）

(13.4） ２

(10.2） ２ ４

(8.2） ８

(11.4） ２９

７ ４

(６８） ４ ６ ６ ０

(５ 0）

(４ 8）

(134） (５ 6） ６ ３

(544）

(１１‘4） (４ 6） ６ ７

(９ 0）

(12.2） ２０

(１１．６） (２ 3）

(5.3） (２ 2） ２

(143） ３ ７

(８ 0）

(286） (13.6）

(１８．０） (202） (1７ ０５）

遇栂名

SＤ１１６

SＤ１１６

SD250

SD250

SD250

SD250

SＤ２５０

SD250

SＤ２５０

SD250

SD250

SD250

SＤ２５０

SD250

SD250

SD250

SＤ２５０

SD250

SＤ２５０

SＤ２５０

SD250

SＤ２５０

SＤ２５０

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

SＤ２５０

ＳＤ２５０

SＤ２５０

ＳＤ２５０

SD250

ＳＤ２５０

ＳＤ２５０

SD250

SD250

ＳＤ２５０

ＳＤ２５０

ＳＤ２５０

ＳＤ２５０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

ＳＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２７０

SＤ２７０

SＤ１３１

SＤ１３１

SＤ１３１

飼 考

２期

底部裏に赤色顔料の施し

内面に文様、口縁部に刻目

Ｂ１群唐草文

F群

C僻槙倣

接合資料3６

白地銭絵褐稚彩雌原文

接合資料1６

中世５期接合資料3５

中世６期

中世５期

中世６照

近世１期

近世1期

中世３～４鴎

中世４ｂ～５a期

中世５b期

中世６期

近世1ａ期

近世1ａ期

涜瀞貼付駈絢に穿孔

接合資料６

接合資料１

多亜菱形又刻印

邸脚

口縁打欠

口縁打欠河野Ａ類

２ 期 灯 明 皿 煤 付 脳

灯明回口縁打欠・蝿付眉

１期内外一部照付酒

２期

２期

２期

2期

２期

３期

５類

Ａ２領

E群鰻頭心

E群園頭心

中世５期

近世１期

中世４ｂ期

中世４b期

近世１ｂ期

飲紬藁灰堀口縁部皮鯨

双頭蕨手竜雲文と溌文刻印

３期

３期

7世紀前半

８世紀

企救型

Ｃ－Ⅱｂ類

Ｂ類接合資料１１

接合資料1４

図版
Ｎｏ．

４２

4２

4２

４３

４３

4３



第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（土器・陶磁器⑥）

挿図NC， 翠租 生産地
口径

第4-92図４ 陶器 異 備前

第4-92図５ 瓦凹土器 風炉 (20.0）

第4-92図６ 底部糸切土師器 坪 1２．９

第4-92図７ 京都系土師器 皿

第4-92図８ 京都系土師器 皿

第4-92図９ 京都系土師路 小皿 7.2

第4-92回1０ 京都系土師鴎 坪 (10.6）

第4-97図１ 底部糸切土師器 小皿 (8.0）

第４ 97図２ 底部糸切土師器 小皿 (7.2）

第４ 97図３ 京都系土師器 皿 (10.8）

第４ 97図１ 陶器 壷 但楽 (16.8）

第４ 97図２ 陶器 壷 価前 1３．５

第４ 97図３ 陶器 聖 価前 (36.8）

第４ ９７図４ 京都系土師器 皿

第４ ９７図５ 京都系土師蕗 皿

第４ ９７図６ 京都系土師盤 皿 (１２２）

第４ ９７図７ 京都系土師器 皿 (８６）

第4-97図８ 底部糸切土師器 皿 (12.0）

第4-98図１ 黒褐粕陶器 壷 中国 (14.2）

第4-98図２ 焼絹陶器 鉢 中国 (35.6）

第4-98図３ 亙蛮士器 掴鉢

第4-98図４ 底部糸切±師圏 小皿 7.3

第4-98図５ 京都系土師認 皿 (１１．６）

第４‐ ０２図1６ 陶器 更 備前 (39.8）

第４‐ 02図2０ 青磁 碗 中国（馳泉照） (12.4）

第4-102図２１ 陶器 短顎亜 嚇前 (34.8）

第4-102図2５ 宵磁 鉢 中国（恥泉照） (11.6）

第4-102図2６ 宵花 碗 中国（景徳狽黛）

第4-102図２７ 宵花 皿 中国（漣州庶）

第4-102図2Ｓ 底部糸切土師蟹 小皿 (8.6）

第4-102図2９ 底部糸切土師器 小皿 (８４）

第４‐ 02図3０ 京都系土師鴎 皿 (10.8）

第4－ 02図３１ 京都系土師器 小皿 (9.6）

第４‐ ０２図3２ 京都系土師器 小皿 (9.2）

第4-102図3３ 京都系土師器 皿 (１１．６）

第4-102図3４ 京都系土師器 皿 (12.2）

第４‐ ０２図3５ 土師質土鴎 土掲脚 山口

第4－ 03図１ 宵花 碗 中国（景徳鯛照）

第4-103図２ 焼締陶器 描鉢 中国 (17.2）

第4-105図１ 京都系土師賢 小皿 ８．６

第4-105図２ 宵花 皿 中国（景徳銅照）

第4-105図３ 底部糸切土師器 皿 (13.0）

第4-105図４ 京都系土師器 皿 (12.6）

第4-105図５ 京都系土師器 皿 (14.4）

第4-105図６ 京都系土師認 皿 (１ ､6）

第4－ 05図７ 土師質土巽 燭台

第4－ 07図１ 白磁 皿 (１ ､8）

第4-107図２ 阿花 碗 中国（景徳狽罵） (１ ､8）

第4-107図３ 脅花 碗 中国（源州照）

第4－ 07図４ 宵花 碗 中国（源州窟） (12.8）

第4－ 07図５ 阿紬陶器 小皿

第4-107図６ 陶器 天目碗 瀬戸英漁

第4-107図７ 陶蕊 掘鉢 飼前

第4-107図８ 京都系土師闇 皿 (13.2）

第4-107図９ 京都系土師路 皿 (16.0）

第4-107図1０ 京都系土師路 皿 (11.6）

第4-107図１１ 京都系土師器 皿 (12.2）

第4-109図１ 宵磁 稜花皿 中国（剛泉照） (129）

第4-109図２ 宵花 碗 中国（景徳鯛窮） (１１．６）

第4-109図３ 宵花 皿 中国（景徳鯛照） (13.0）

第4-109図４ 宵花 皿 中国（景徳鯛薫）

第4-109図５ 脅花 小皿 中国（測州照） (10.8）

第4-109図６ 褐紬陶翠 四耳壷 中国

第4-109図７ 陶器 渦縁皿 瀬戸英漁 (１２．０）

第4-109図８ 陶器 聾 備前

第4-109図９ 陶器 拙鉢 価前

第4-109図1０ 京都系土師鵠 皿

第4-109図１１ 京謡系土師路 皿

第4-109回1２ 京都系土師巽 皿

第4-109図1３ 土師質土鵠 鍋

第４－１１１図１ 陶器 壷 価前 (１２．０）

第４－１１３図１ 宵磁 菊花皿 中国（景徳銅窟）

第４－１１３図２ 宵磁 碗 中国（蹴泉窟）

第４－１１３図３ 宵花 碗 中国（景徳鯛烹）

第４－１１３図４ 画花 碗 中国（景徳狽蕪） (１２．０）

法国に、）

底径 罷高
週禍名

(19.1） SＤ１３１

(16,6） SＤ 3１

８ ６ ３．４ SＤ ３１

SＤ１３１

SＤ１３１

６ SＤ ３１

(３ 7） SＤ ３１

3.9 ２７ SD230

４．０ ２４ SＤ２３０

２９ SＤ２３０

２２２ 5８４ SK26

1５．０ 23.5 SK26

(5.5） SK26

SK26

SK26

２４ SK26

２０ SK26

６．３５ ２３ SK26

(15.2） SD292

(11.7） SD292

SＤ２９２

４ ４ 2.3 SＤ２９２

２．２５ SD292

(7.1） SＥ ４８

SＥ ４８

２４．４ ４０．９ SＥ ４８

(2.2） SＥ ４８

(5.0） SＥ ４８

(16.5） SＥ ４８

(6.4） ２ SＥ ４８

６ ０ ９ SＥ ４８

(２ 4） SＥ ４８

２０ SＥ ４８

９ SＥ ４８

(２ 1） SＥ ４８

２６ SＥ ４８

SＥ ４８

SK264

(６ 6） SK264

２０ SK236

SK236

(８ O） ２ ０ SK236

２２ SK236

２７ SK236

２６ SK236

８ ４ ８０ SK236

(６ 5） ２．９５ SK252

SK252

(４ 8） (２ 5） SK252

SK252

(４ 0） SK252

３ ２ (１ 0） SK252

SK252

(２ 4） SK252

２７ SK252

２２ SK252

(1.95） SK252

(６ 4） ３‘１ SK269

SK269

(１ 7） SK269

SK269

(４ 8） ２８ SK269

SK269

(２ 1） SK269

SK269

SK269

SK269

SK269

SK269

SK269

SK279

SK263

４ ８ SK263

SK263

６ ４ ２ ６ SK263

飼考

近世１期

接合資料２

河野２類

1期

1期

２期

３期口緑打欠

灯明皿口縁部煤付酒河野A類

河野A畑

３期

接合資料2２

接合資料３櫛描波状文

1期

２期

２期

京都系土師器を模倣

接合資料1９

Ｃ顛口鯉接合資料８

口緑部打欠

２期

細線蓮弁文

接合資料４

鍋蓮弁文

E群岨頭心

摂合資料2５

灯明皿ロ織部煤付画

河野B類

１期

１期

1期口縁打欠

２期

３期

防長系

Ｂ１群

接合資料1８

1ないし２期被熱による剥離痕口縁打欠

B群

京都系土師器を模倣

２期

２期

３期

B鯛口蝉打欠

E－１群

E群鰻頭心

珊翠砿

口線全体打欠

中世６a期

２期

２期口緑打欠

２期

３期

E群鰻頭心口縁内而に函方羅文

B群

景徳鎮無C群模倣狸笥底ロ縁打欠

外面へラ記号

大照３期

中世６b期

近世１期

1期

３期

３期

河野B-ロ頚

B-lV類

接合資料2０

E群

図版
Ｎｏ．

4３

4３

4４

４４

〃

4４

4４

〃

遺物観察表1３

■



第１０次Ⅱ区北調査区遇物観察表（土器・陶磁器⑦

遺物観察表1４

挿図No. 墨種 生産地
法画（c、）

口径 底径 麗高
過桐名 侭考

図版

Ｎｏ．

第４－１１３図５ 口花 碗 中国（ 岡州窯） 3０８ (14.0） ７．６ SK263 ４４

餌４－１１３図６ 宵花 碗 中国（ ０州窯） ５．２ (１５） SK263 口縁全周打欠

第４－１１３図７ 底部糸切土師器 小皿 (５９） ４ ９ 1，７５ SK263 1５世紀

第４－１１３図８ 底部糸切土師器 皿 (１１０） (５ 8） ２．９ SK263 京都系土師器を模倣

第４－１１５図１ 陶器 菰鉢 鋪前 SK229 中世６期

銅４－１１５図２ 瓦間土器 火鉢 (486） SK229

第４－１１５国３ 京都系土瞬器 皿 SK229 ２鰯灯明ロ浬付画

第４－１１６回１ 京都系土瞬器 皿 (13.0） SK273 １期

第４－１１８図１ 臼磁 多角坪 中国 SK262 Ｄ隣

第４－１１８図２ 陶器 天目碗 湘戸美濃 (12.5） (５ 8） ５ ７ SK262 接合貢料1３

第４－１１８図３ 陶器 水差し 偽向 (208） (１４２） 1７．６ SK262 茶器の可能性接合資料７ 4４

第４－１１８図４ 陶器 壷 価月 (13.6） SK262

露４－１１８図５ 陶器 翌 価月 (39.6） SK262 中世６a期

第４－１１８国６ 陶器 翌 価飾 SK262 中世６期

露４－１１８図７ 陶器 翌 鋼前 (568） SK262

第４－１１８図８ 陶器 喪 価前 (４ ､2） SK262

第４－１１８図９ 陶罵 翌 倫前 (200） SK262 接合画料２７

第４－１１８図1０ 陶器 翌 価前 SK262

第４－１１８図１１ 京都系土師器 皿 (14.4） ２ ２ SK262 ２期

第４－１１８図１２ 京都系土師器 小皿 (９ 2） ２ SK262 ２期

鋼4-121図１ 白磁 碗 中国 SＤ１４１ E－１群

第４－１２１回２ 画花 碗 中国（ ０州窯） (５ 6） ＳＤ１４１ 約子碗を模倣

銅４－１２１図３ 阿花 硯 中国（ §州室） (14.0） ４ ７ ７ ５ ＳＤ１４１ 猫螺により変質

餌４－１２１図４ 境締陶器
詐
毒 中国 (２ ､2） (３ 7） ＳＤ１４１ A銅

第４－１２１図５ 陶器 鉢 中国 (１３２） (２ 0） ＳＤ１４１ わずかに上げ底

第4-121図６ 陶器 皿 庖灘 ＳＤ１４１ 絵唐津皿１５９０～１６１０年

第４－１２１図７ 陶器 翌 踊前 ＳＤ１４１ 中世６期

鋼４‐ ２１図８ 陶器 翌 備前 ＳＤ１４１ 中世６期

第４‐ ２１図９ 陶器 喪 価前 SＤ１４１ 近世１態

鰹４－１２１国 ０ 陶器 誘製 鋪前 ＳＤ１４１ 中世５a期

餌４－１２１国 陶器 猛鉢 側前 ＳＤ１４１ 中世６a期

銅４－１２１回 ２ 陶器 認鉢 価前 (26.0） ＳＤ ４１ 近世１期

第４－１２１国 ３ 陶器 掴鉢 備前 ＳＤ ４１ 近世１期

第４－１２１図 ４ 瓦質土器 火鉢 ＳＤ１４１ 外面爾文帯刻印突帯貼付

第４－１２１図 ５ 瓦間土器 火鉢 ＳＤ１４１ 被熱による剥離が激しい

館４－１２１図 ６ 瓦質土器 火鉢 ＳＤ１４１ 菊花又刻印突帯貼付

第４－１２１図 ７ 瓦間土窯 火鎮 ＳＤ１４１ 多亜菱形文刻印

銅４－１２１国 ８ 瓦間土認 火舞 ＳＤ１４１ 巴文刻印

第４－１２１国 ９ 瓦質土星 火認 ＳＤ１４１ 菊花文刻印

霞４－１２１図2０ 瓦質土麗 鉢 (256） (12.6） ８．３５ ＳＤ１４１ 王録状口縁高台貼付

第４－１２１図２１ 瓦質土器 釜 (14.4） ＳＤ１４１ 底部に煤付満

第４－１２１図2２ 瓦質土器 釜鍔 ＳＤ１４１

第４－１２１図２３ 瓦間土器 釜 (144） (164） 1８ 7５ ＳＤ１４１ 郷付下部煤付着

露４－１２１図2４ 瓦質土器 鍋 山口 ＳＤ１４１ 防長系

露４－１２１図２５ 瓦間土器 ＳＤ１４１ 小型箱形土器

露４－１２１国２６ ロクロ目土師巽 皿 山口 ＳＤ１４１ 大内系

蕊４－１２１回２７ 底部糸切土飾巽 〃屯 1２６ ６８ ２３ ＳＤ１４１

第４－１２１図2８ 底部糸切土読器 皿 (126） (６ 3） ３４ ＳＤ１４１ 可野A頚

第４－１２１図２９ 底部糸切土師器 坪 ６９ ＳＤ１４１ 可野A頚

第４‐ ２１図3０ 底部糸切土師器 坪 (13.0） (６ 8） ３０ ＳＤ１４１ 可野A類

第４‐ ２１図３１ 底部糸切土師龍 小皿 (８８） (４ 8） ２ ＳＤ１４１ 被餓による剥離激しい

第4-121図3２ 底部糸切土師器 小皿 (7.8） (４ 4） ２６ ＳＤ１４１ 河野A類

露4-121図3３ ロクロ目土師器 皿 ６８ (１ 5） ＳＤ１４１

露４－１２１図3４ ロクロ目土師巽 皿 ６ ４ (１ 5） ＳＤ１４１

第４－１２１図３５ ロクロ目土師器 皿 (１１．０） (５ 8） ３ ０ ＳＤ１４１

第４－１２１国3６ ロクロ目土師器 皿 (５ 3） ＳＤ１４１ 焼成前の穿孔4画所

第４－１２１図３７ ロクロ目土師器 小皿 (9.0） (５ ０） ９ ＳＤ１４１

第4-121図3８ 京都系土師器 皿 (124） ２２ ＳＤ１４１ ２期

第4-121図3９ 京都系土師器 皿 1３２ ２９ ＳＤ１４１ ２期

第4-121図4０ 京都系土師器 小皿 (10.6） (２ O） ＳＤ１４１ ２期灯明皿口緑眼付脳

第４－１２１図４１ 京都系土師路 皿 (128） (２ 5） ＳＤ１４１ ２期

餌4-121図4２ 京都系土節器 罫 (１１．４） ３７ SＤ１４１

銅４－１２１図4３ 京都栗土師器 小皿 ８６ ２３ SＤ１４１ ２期灯明皿全体に煤付澗

第４－１２１国4４ 京都系土師器 小皿 (８ 6） ２０ SＤ１４１ ２噸権無による剥嬉

銅４－１２１図４５ 土師質土器 燭台 ６ ４ ４ ４ ＳＤ１４１ A2調穿孔が貫通

第4-121図5４ 陶器 掘鉢 価前 (13.0） ＳＤ１４１ メンコに鯨用

第４－１２１図5９ 無仏十難 碗 (Ｅ 4） (１ 8） SＤ１６７ A畑古代

霞４－１２３図１ 画磁 碗 中岡（耽泉窯） (７ 0） ３ ５ SＤ１６７

第４－１２３回ク 岡花 碗 中国（景徳鯛窯） (１ .6） SＤ１６７ E鮮鰻頭心

第４－１２３図３ 画花 皿 中国（閑徳領窯） SＤ１６７ F膜外壷に震

露４－１２３図４ 陶器 鉛徳利 珊前 (４ 8） SＤ１６７

第４－１２３図５ 陶器 短頚壷 価前 (10.6） ＳＤ１６７

第4-123図６ 陶器 聾 価前 SＤ１６７ ２ないし３期

第４－１２３図７ 陶器 饗 価前 SＤ１６７ 3ないし４期

第４－１２３図８ 陶器 捕製 価前 ＳＤ１６７ ６a期



第１０次ﾛ区北調査区遺物観察表（土器・陶磁器⑧）

挿図No. 盟稲 生歴地
口径

第4-123図９ 瓦函土器 火鉢

卵4-123図 ０ 瓦質土器 火鉢

第4-123図 瓦質土器 火鉢 (33.0）

第4-123図 ２ 瓦暫土器 火鉢

第4-123図 ３ 万雷士鰹 鍋 山口

第4-123図 ４ 京都系土師器 小皿 (12.4）

第4-123図 ５ 京都系土師巽 小皿 (8.6）

第4-123図 ６ 京都系土師男 小皿 (8.3）

第4-123図 ７ 京都系土師器 小皿

第４‐ 23図 ８ 京都系土師器 皿 (12.4）

第4－ ２３図 ９ 京都系土師器 皿

第4-123図2０ 京都系土師器 皿 (１ ､6）

第4-123図２１ 京都系土師墨 皿 (１ .8）

第4-123図2２ 京都系土師器 皿

第4-123図2３ 京都系土師器 小皿 (Ｅ O）

第4-123図2４ 京都系土師器 小皿 (Ｅ 4）

第4-123回2５ 京都系土師器 小皿 (８ O）

第4-123図2６ 京都系土師器 小皿 ９ ０

第4-123図2７ 京都系土師闇 皿 (11.6）

第4-123図4３ 古代須恵器 坪身

第4-123図4４ 古代士師塞 坪迩

第4-125図１ 白磁 皿 (12.6）

第4-125図２ 阿磁 瓶 中国（聡泉照）

第4-125図３ 画磁 稜花皿 中国（礎泉窯）

第4-125図４ 岡磁 菊花皿 中国（景徳領黛） (12.4）

第4-125図５ 宵磁 皿 (12.6）

第４‐ ２５図６ 五彩 皿 中国（景徳鯛罵）

第4－ ２５図７ 脅花 皿 中国（景徳狽罵）

第4-125図９ 宵花 皿 中国（景毎鋼罵）

第4-125図９ 黒褐聴陶蟹 蓋 中国 (10.6）

館4-125図 ０ 陶器 狸 価前

第4-125図 陶器 舟徳利 備前

第4-125図 ２ 陶器 梱鉢 側前

第4-125図 ３ 陶器 瓶鉢 価前

第4-125図 ４ 陶器 棚鉢 側前 (28.8）

第4-125図 ５ 陶器 天目碗 瀬戸美濃

第4-125図 ６ 底部糸切土師器 小皿 7.8

第4-125図 ７ 京都系土師器 皿 (12.0）

第4-125図 ８ 京都系土師器 皿

第4-125図2４ 古代土師里 聾 (13.2）

第4-127図１ 白磁 皿

第4-127図２ 陶器 掴鉢 両前

第4-127図３ 陶器 掘鉢 価前

第4-127図４ 京都系土師認 小皿 (10.3）

第4-127図７ 湾花 皿 中国（景徳銅廓）

第4-127図８ 京都系土師器 皿 (12.4）

第4-127図９ 京都系土師器 皿 1３．４

第4-127図１１ 宵花 皿 中国（景徳鯛照）

第４‐ 29図１ 陶器 皇 鯛前 (48.6）

第４‐ 29回， 陶器 翌 術前

第4-129図３ 瓦質土羽 茶釜 (14.6）

第4-129図４ 京都系土師器 小皿 (9.4）

第4-129図５ 京都系土師器 小皿 (9.0）

第4-129図９ 瓦質土器 火鉢 (37.2）

第4-129図1０ 京都系土師蟹 皿

第4-129図１１ 京都系土師器 皿 (12.0）

第4-130図１ 陶墨 碗 朝鮮 (16.6）

第4-132図１ 白磁 皿

第4-132図２ 宵磁 瓶 中国（醜泉廉）

第4-132図３ 両白磁 瓶 中国

第4-132図４ 湾花 碗 中国（景徳銅照）

第4-13ｸ図男 宵花 碗 中国（景徳頗照）

第4-132図６ 湾花 碗 中国（景徳銅窯）

第4-132図７ 湾花 皿 中国（景徳狽照） (9.2）

第4-132図８ 阿花 皿 中国（景徳鯛照） (9.8）

第4-132図９ 宵花 皿 中国（景徳頒窯）

卵4-132図 ０ 湾花 皿 中国（景徳鯛窯） (9.8）

第4-132図 脅花 皿 中国（景徳銅黒）

第4-132図 ２ 湾花 鉢 中国（景徳領蒸）

第4-132図 ３ 宵花 碗 中国（過州罵）

第4-132図 ４ 京都系土師器 皿 (12.4）

第4-132図 ５ 京都系土師器 皿 (10.8）

第4-132図 ６ 京都系土師器 皿 (12.4）

第4-132図 ７ 京都系土師里 皿 (12.0）

第4-133図 京都系土師器 皿 (11.2）
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飼 考

双頭蕨手竜浬文刻印

菱文菊花文刻印

方格文刻印

防長系

1期

1期

1期

1期

２期口録一部打欠

２期

２期

２期

２期

２期灯明皿煤付潤

２期灯明皿煤付潜

２期灯明皿煤付箇

２期灯明皿煤付酒

３期

８世紀

１６世紀後半

１５世紀代

１６世紀後半

E群

F群

中世４～５期

中世５期

中世５b期

近世１ａ期

河野B類

1期

４期撮無による黒変一増渦に転用か

被熱による赤変

１６世紀

中世６b期

中世６b期

2期

B群

2期

2期

F群外面に鍋鍔皿

中世５期

近世１期

接合資料２１

1期ロ縁部１箇所打欠

灯明皿口縁に広く煤付着

1期

2期

彫三島接合資料９

接合資料2３

頚部のみ

C群外面題草文蓮子碗

E群組頭心内面四方禅文

E群

E群

E群

E群

F群

１期

２期

2期

２期

２期

図版
Ｎｏ．

４５

４５

遺物観察表1５



第１０次Ｕ区北調査区遺物観察表（土器．陶磁器⑨）

遺物観察表1６

挿図No. 巽種 牛露地
法、（c、）

口径 底径 圏高
過偶名 境考

図版
Ｎｏ．

第4-133図２ 京都系土師器 皿 SK215 2期

第4-133図３ 弥俸十黒 SＫ２１５ 口縁端部に標がけの刻み目

第4-137回１ 垂南三影 盤 中国 SP213 ４５

第4-140回１ 黒褐粕陶器 壷 中国 SＫ１８０

第４‐ 43図１ 土師質土器 甑 SK246 奈良時代

第４‐ ４４図１ 瓦質土器 鍋 Sｐｌ９５ 煤付屈

第4－ 44図２ 京都系土師鴎 皿 (12.4） ２０ SP240 1期

第４‐ 47図１ 磁器 小皿 中国 SＤ 3８ 溺翠柚

第４‐ 47図２ 陶器 碗 層津 SＤ 3８ 蕊灰紬

第４‐ 50図１ 陶器 碗 庖津 ３ ８ SＤ ４５ １８世紀前半

第４‐ 50図２ 陶器 小坪 唐津 ３ ０ SＤ ４５ １８世紀後半

第４‐ 50図５ 白磁 小坪 中国 (２ 9） SＤ ４５ １６世紀

第４‐ 50図６ 青花 碗 中国 (４ 2） SＤ ４５ E群

第４‐ 50図７ 宵花 碗 中国（源州照） ４ ６ SＤ ４５ 全周打欠

第４‐ 50図８ 陶器 舟徳利 飼前 SＤ ４５

第４‐ 50図９ 陶器 翌 飼前 SＤ ４５ 中世２期

第4－ ５１図１ 白磁 皿 肥前 (６ 4） SＫ ４６ １８世紀後半

第４‐ ５１図２ 陶器 描鉢 唐津 SＫ ４６

第４‐ ５１図３ 陶器 碗 唐津 ４ ８ SＫ ４６ 砂目碗。口縁全周を打ち欠く。

第4－ 52図１ 陶器 碗 唐津 (12.7） SＰ ４２ 薗灰紬

第4-153図１ 宵磁 碗 中国（麗泉照） B6区 D類

第4-153図２ 画磁 碗 中国（龍泉照） (１３．０） B6区 B-Ⅳ類細線迎弁文

第4-153図３ 画磁 皿 中国（随泉罵） B6区

第4-153図４ 陶器 鉢 唐津 (8.4） B6区 絵庖浬向こう付け

第4-153図５ 京都系土師器 皿 (11.6） B6区 中世２鵬

第4-153回６ 白磁 皿 中国 ４ ３ Ｃ６区

第4-153図７ 白磁 皿 中国 B7区

第４‐ 53回８ 宵花 皿 中国（景徳鎮窯） (10.0） ２９ ２４ B7区 C群悪笥底

第４‐ 53回９ 陶器 皿 唐津 B7区 絵麿浬 ４５

第４‐ 53図 ０ 陶器 鉢 唐津 (５ 0） B7区 絵唐津

第４‐ 53図 陶器 樋鉢 飼前 B7区 中世６期

第4－ 53図 ２ 京都系土師器 皿 (12.6） ９ B7区 1期

第4-153図 ５ 宵聴陶麗 小皿 Ｃ７区 溺翠紬

第4-153図 ６ 陶器 揺鉢 踊前 Ｃ７区 中世５a期

第4-153図 ７ 陶器 翌 備前 Ｃ７区 中世６期

第4-153図 ８ 陶器 皿 囲津 Ｃ７区 絵唐津

第4-153図 ９ 陶器 変形碗 麿津 Ｃ７区 絵唐津

第4-153図2０ 陶器 皿 屈津 (３ 1） Ｃ７区 賠士員唐津

第4-153図２１ 底部糸切土師器 小皿 (９ O）
属
】 ６ ６ Ｃ７区 板状圧痕

第4-153図2２ 京都系土師器 小皿 (７ 6） Ｃ７区 ２期灯明皿口縁部煤付蔚

第4-153図2３ 京都系土師器 皿 Ｃ７区 ４期

第4-153図2６ 古代土師器 小整 (13.4） Ｃ７区

第4-153図2７ 白磁 皿 中国 Ｂ８区 稜花皿

第4-153回2８ 宵磁 香炉 噂画 Ｂ８区

第4-153図2９ 宵花 皿 中国（景徳銅照） B8区 Ｂ頚

第4-153図3０ 画花 碗 中国（州烹） Ｂ８区

第4-153図３１ 陶器 翌 傭前 B8区 中世５期

第４‐ 53回3２ 陶器 水注 面前 B8区 接合資料1８ ４５

第４‐ 53図3３ 陶器 皿 唐津 (５ 1） Ｂ８区 灰粕

第4－ 53図3４ 陶器 皿 唐津 B8区 灰粕

第4-153図3５ 京都系土師鱈 小皿 (７ 6） ８ Ｂ８区 1期

第4-153図3６ 京都系土師器 小皿 ８ ５ ２ ０ B8区 ２期灯明皿口縁部煤付酒打欠

第4-153図4０ 古代土師器 皿 (１５．０） Ｂ８区 ８世紀

第4-153図４１ 陶器 皿 瀬戸美濃 B8区 B-3期卸皿

第4-153図4２ 陶器 壷 (１８．０） Ｃ８区

第4-153図4３ 京都系土師器 皿 (13.5） Ｃ８区 1期

第4-153図4４ 京都系土師器 皿 (8.4） C8区 1期

第4-153図4５ 京都系土師器 小皿 (8.3） ９ C8区 1期

第4-153図4６ 京都系土師器 小皿 (9.35） ７ C8区 ２期煤付酒

第4-153図4７ 京都系土師器 坪 Ｃ８区 ４期

第4-153図5０ 閏磁 皿 中国 (10.6） B9区 稜花皿

第4-153図５１ 宵花 皿 中国（景徳狽黒） B9区 E群

第4-153図５２ 陶器 碗 酒津 (8.8） B9区

第4-153図5３ 青花 皿 中国（景徳鯛窯） (７ 4） Ｂ９区 Ea群

第4-153図５４ 磁器 碗 Ｂ９区

第4-153図5５ 陶器 天目碗 瀬戸美濃 (１２．０） Ｂ９区 鉄紬

第４‐ 53図5６ 陶器 皿 瀬戸美溌 (11.2） (６ 4） ２２ B9区 大熊３期渦縁皿

第４‐ 53図5７ 陶髭 掘鉢 傭前 Ｂ９区 近世１Ｂ期

第4-153図5８ 陶盟 碗 函浬 ４ ８ B9区 絵酒津 ４５

第4-153図5９ 京都系土師器 皿 (15.6） Ｂ９区 ２期

第4-153図6０ 京都系土師麗 大皿 (２ .O） Ｂ９区 ３期

第4-153図6６ 湾花 碗 中国（景徳鋼黒） Ｃ９区 C群蓮子碗

第4-153回6８ 瓦凹士髭 鍋 Ｃ１０区

第4-153図6９ 青磁 碗 中国（寵泉無） Ｂ１１区 人形手

第4-153回7０ 宵花 鏡 中国（景徳鎮烹） Ｂ１１区 Ｅ群



第１０次Ｕ区北調査区遺物観察表（土器・陶磁器⑩）

抑図No. 塁稲 生涯地
口径

法凪（c､）

底径 器高

第4-153図７１ 珂花 皿 中国（景徳狽照）

第4-154図１ 弥俸＋翠 翌 ５ ２

第4-154図２ 土師器 翌 (13.0）

卵4-157図１ 底部糸切土師器 小皿 ９．６ ５ ０ ９

粟4-157図２ 底部糸切土師器 小皿 ８．４ ５４ ８

第4-157図３ 底部糸切土師器 坪 １１‘７ ６ ０ ２５

卵4-163図１ 底部糸切土師器 小皿 ８．８ ５ ９ ２２

第4-174図５１ 京都系土師器 小皿 (8.6）

第4-174図5２ 京都系土師器 小皿 (9.0）

第4-174図5３ 京都系土師器 皿 (10.8）

第4-174図5４ 京都系土師霊 小皿 (１１，２）

第4-174図5５ 京都系土師墨 小皿 (9.0）

第4-174図5６ 陶器 鉢 偏前 (15.5）

第4-174図5７ 陶器 大皿 麿津

第4-174図5８ 京都系土師墨 小皿 (8.0） 1.8

第4-177図６ 白磁 皿 中国 (１２．０）

第4-177図７ 京都系土師器 小皿 (11.4）

第4-177図８ 京都系土師器 小皿 (8.2） 1.7

第4-177図９ 黒色士巽 碗 (７ 6）

第4-177図 ０ 京都系±師器 小皿 (12.0）

第4-177図 京都系土師器 小皿 (8.4）

第4-177図 ２ 京都系土師器 小皿 (12.2）

第4-177図 ３ 京都系±師器 皿

第4-179図 陶器 掘鉢 価前

苑4-179図２ 京都系土師器 皿

第4-179図３ 京都系土師器 小皿

第4-183図２ 京都系土師器 小皿 (８ 2） ２

第6-5図１ 華南三彩 魚形水滴

第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（石製品①）

挿図No. 品種 材質
部位

寸法に､）

第4-16図5８ 五姶塔 凝灰岩 水践 圃大径 25.0 幅

第４‐ 6図5９ 五輪塔 凝灰岩 水蛸 圃大径 2３ ０ 幅

第４‐ 6図９１ 石臼 安山岩 下臼 口径 (3８ O） 稲

第4-16図9２ 五輪塔 凝灰岩 空風蹟 最大径 ２１ ０ 幅

第4-16図9３ 五篇塔 凝灰岩 空風鶴 固大径 2０ ０ 幅

第4-16図9４ 五輪塔 凝灰岩 ソ 駒 園大径 ３９ ０ 幅 ３５．０

第4-26図1５ 砥石 長さ 3.5 幅 3.0

第4-31図1７ 不明 結晶片岩 長さ ２ ３ 桐 2.3

第4-40図８ 不明 凝灰岩 長さ 幅

第4-60図６ 五輪塔 凝灰岩 ソ 胸 長さ 幅

第4-60図７ 五輪塔 凝灰岩 水輪 長さ 幅

第4-60図８ 五輪塔 凝灰岩 長さ 禍

第4-60図９ 五輪増 凝灰岩 長さ 22.0 幅 ２０．０

第4-60図1０ 五輪塔 凝灰岩 長さ 2０．０ 褐 (26.0）

第４ ８２図８ 人面朱醗 円陳 長さ 桐 ４．０

第４ ８４図７ 茶臼 安山岩 下臼 口径 梱

第４ ８６図1６ 茶臼 花周岩 上臼 口径 褐

第４ ８８図8７ 石臼 和泉砂岩 上臼 口径 (38.0） 幅

第４ ８８図8８ 石臼 安山岩 上臼 口径 栂

第４ ８８図8９ 五蹟塔 凝灰岩 空風償 因大径 栂

第４ ８８図9０ 宝塔か宝医印塔 凝灰岩 屈輪 圃大径 幅 (9.7）

第４ ８８図９１ 五輪塔 凝灰岩 メ輪 凪大径 幅 ４１．０

第４ ８８図9２ 五蹟培 凝灰岩 メ輪 晒大径 幅 1６ ０

第４ ８８図9３ 五輪塔 凝灰岩 ソ輪 服大径 幅 3５ ０

第４ ８８図9４ 五輪塔 凝灰岩 ソ輪 最大径 幅 ３６ ０

第４ ８８図9５ 五輪塔 硬質安山岩 メ輪 圃大径 幅 ３８ ０

第4-88図9６ 五輪塔 硬質安山岩 水輪 凪大径 幅

第4-88図9７ 五輪塔 凝灰岩 地輪 服大径 (30.0） 梱 ３０．０

第4-88図9８ 五輪塔 凝灰岩 地輪 愚大径 幅 ３１．０

第4-88図9９ 一石五輪塔 硬闘凝灰岩 殴大径 幅

第4-88図 0０ 建築石材 凝灰岩 囲大径 (31.0） 幅 (33.0）

第4-88図 ０１ 加工石材 凝灰岩 凪大径 幅

第4-88図 ０２ 加丁石材 凝灰岩 因大径 2７．０ 槻 (25.0）

第4-90図 ９ 砥石 因大径 (8.7） 福 3.7

第4-92図 ４ 砥石 粘板岩 因大径 9.2 梱 3.3

第4-97図 ６ 石臼 安山岩 上臼 口径 幅

第４ ９７図 ７ 石臼 安山岩 下臼 口径 幅

第４ 101図１ 五輪塔 凝灰岩 火輪 限大径 2０．０ 堀 36.0

第４ 101図２ 五錆壇 凝灰岩 火輪 囲大径 2９．０ 幅 ２８．０

第４ 101図３ 五輪塔 凝灰岩 火輸 因大径 3８．０ 桶 ３６．０

第４ 101図４ 五輪塔 凝灰岩 地輪 刷大径 3２．５ 幅 ３２０

週禍名

Ｂ１１区

不明

基盤、屈中

ST268

ST268

ST268

ST295

ＳＴ 5０

ＳＴ 5０

SＴ 5０

ＳＴ 5０

ＳＴ 5０

ＳＴ 5０

SＴ 5０

SＴ 5０

SＴ 4９

SＴ 4９

SＴ ４９

SＴ 4９

SＴ 4９

SＴ 4９

SＴ 4９

SＴ 4９

SＴ ５２

SＴ ５２

SＴ ５２

ST274

SK734

器高

器高

農高

器高

器高

露高

器高

厚さ

器高

器高

器高

器高

巽高

霊高

厚さ

窒高

器高

器高

雲高

蓋高

盟高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

器高

里高

厚さ

厚さ

巽高

塞高

翼高

器高

器高

器高

飼考

Ｆ群

弥生前期末２次被熱

古填前期末～中期初め布田式

海部郡産河野Ｅ期

口縁部打欠板状圧痕

河野Ｅ鯛

河野Ｅ類灯明皿口縁部煤付満

２期灯明皿口織部煤付潤

２期灯明皿ロ縁部煤付届

２期

２期

２期

絵唐津

２期板状圧痕口栂部故怠の打欠

２照

２期

A類

1期

1期

２期

２期

中世６期

２期

２期

２期口縁部打ち欠き

尾のみ残存第７次期画

(15.0）

1９ ０

1２ ７

２５ ０

2２ ０

1８ ０

0‘３

1０，０

1９．０

1５０

1５．０

4.0

1０．８

1０．０

1４．６

9.8

1．２５

２３．０

２０ ０

２０ ０

２２ ５

２１ ０

1６．０

2０ ０

４７０

1４ ０

1２ ０

1９ ０

3.8

1．１

９６

1０．０

２４ ５

1２ ５

２３ ０

２４ ０

、田

(kg）

(10.5）

1４，５

３．６

５

５

1０．０

1．２５

0．２１２

0.413

1５

４ ５

週禍名

SＤ 6５

SＤ 6５

SＤ 6５

SＤ 6５

SＤ 6５

SＤ 6５

SＫ 9９

SK251

SK266B

SK285

SK285

SK285

SK285

SK285

SＤ１１８

SＤ１１７

SＤ１１６

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD250

SD270

SＤ１３１

SK261

SK261

ＳＥ1４８

ＳＥ1４８

ＳＥ1４８

ＳＥ1４８

飼 考

１６世紀石材に加工

石材に加工

石材に加工

石材に加工、全面に被熱

迎築石材か

石材に加工

石材は関西からの鐙入品

石材に加工

石材に加工

空風輪を欠損

石材に加工

石材に加工

石材に加工

石材に加工

図版
Ｎｏ．

4５

〃

〃

〃

４６

〃

４６

４６

図版

Ｎｏ．

4０

４１

4２

4２

遺物観察表1７

■



第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（石製品②）

第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（土製品）

遺物観察表1８

挿図No. 品種 材質
部位

寸法（単位c、）
函凪

(９） 週栂名 飼習
図版
Ｎｏ．

第4－ 1図９ 管状土鍾 土師質 長さ ４．７ 梱 1.5 1０．６ ＳＦ１５１ Ｂ鯛

第4－ 1図1８ 管状土睡 土師質 長さ ３６ 梱 ６ ８．９ ＳＦ１５１ Ｂ鯛

第４‐ 1図1９ 管状±錘 土師質 長さ ３４ 梱 ４ ６．６ ＳＦ１５１ 両端欠損

第4－ 2図2４ 管状士遁 土師質 長さ ５２ 柵 ２２ 2２．３ ＳＦ１５１ A韻片端欠損

第4－ '図，弓 管状士鍔 土師質 長さ ４ ０ 梱 ８ 1２．８ ＳＦ１５１ Ｂ類

第4－ ２回ｸ７ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ０ 梱 ２ ６．９ ＳＦ１５１ Ａ調

第4－ ｸ回ｸＲ 管状土鍾 土師質 長さ ３９ 幅 ６ ８．１ ＳＦ１５１ 両端欠損

第4-22図1４ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ５ 梱 ８ 1３．１ SK256 B鋼胎±海部産

第4-31図1５ 管状±鐘 土師質 長さ ５５ 梱 ２ 20.9 SK251 A閉繭部へラ鯛整

第4-31図1６ 管状十鱈 土師質 長さ ３ ７ 幅 ３ 6.0 SK251 Ｂ韻

第4-40図７ 管状土錘 土師質 長さ ４ ５ 梱 ４ ６．８ SK266 Ｂ頚

第4-43図７ 管状圭涜 土師質 長さ ５４ 橘 ２ ６．６ SＫ 8９ Ｂ額

第4-61図２ 土鈴 土師間 嗣部径 ３２ 高さ ４ 1６．８ SＫ 6３ 完形 ４１

第4-64図４ 管状十鑓 土師質 長さ (４ 8） 橘 ４ ８．４ SＫ ９１ Ｂ頚

第4-64図５ 管状土鍾 土師質 長さ (２ 7） 楓 ２ ３．７ SＫ ９１ Ａ韻

第4-86図1３ 棒状土錘 土師質 長さ (３ 7） 幅 ０．９５ ５．０ SＤ 1６ 先端に穿孔

第4-86図1４ 管状圭謁 土師質 長さ ４ ９ 梱 1.6 1４．５ SＤ 1６ B韻

第4-86図1５ 管状土錘 土師質 長さ ５２ 幅 2.1 2３ ５ SＤ 1６ Ａ弧

第4-88図8５ 管状±錘 土師質 長さ ５ ７ 梱 2.25 2４ ４ SD250 Ａ知

第4-109図1５ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ７ 梱 １．１ 1． SK269 Ａ知端部へラ潤整

第４－１１５図４ 管状士鍾 土師質 長さ ５６ 幅 2.0 2３ 。 SK229 B類

第4-121図5２ 管状士錘 土師質 長さ ６９ 蝿 1.9 2２ ７ SＤ ４１ Ａ鋼両端へラ凹整

第4-121図5３ 管状土錘 土師質 長さ 4．３５ 幅 2.25 ９．５ SＤ ４１ A額寸胴形式

第4-123回2？ 管状土鍾 土師質 長さ 3.75 梱 １．１ ３．３ SＤ 6７ B弧小型

第４－１２３図3３ 管妖十調 土師質 長さ (4.2） 楓 ２ ６．４ SＤ 6７ B鯛一部欠損

第4-123図3４ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ６ 梱 ４ ８．９ SＤ 6７ Ｂ類

第4-125図1９ 管状土錘 土師質 長さ (４ 4） 梱 ２ 1７．６ SＤ 6８ Ａ畑上部欠損

第4-125図2０ 管状十福 土師質 長さ ４ ５ 梱 ３ ８．４ SＤ 6８ Ａ知両端へラ胸璽

第4-125図2３ 円筒埴輪 長さ 梱 SＤ 6８ 古咽時代 4５

第4-132図2８ 管状土錘 土師質 長さ ３ ９ 桐 ２６ 2３．９ SK23 A韻寸胴Ｉ１ 式

第4-13?図?９ 管状土錘 土師質 長さ ４ ４ 幅 ２５ 2６ ３ SK23 Ａ頚 ｵ胴J１ 式

第4-132図3０ 管状土錘 土師質 長さ ４ ０ 桐 ２５ 2２ ９ SK23 Ａ頚 ｵ胴ﾛ式

第4-132図３１ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ２ 梱 ２２ 2０ ８ SK23 A鋼 ｵ胴Ｈ 式

第4-132図3２ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ２ 幅 ２３ 1７ ０ SK23 A鯛 ｵ胴Ｎ 式

第4-153図1３ 管状十語 土師質 長さ ４ ７ 梱 ５ 1０ ５ B7区 Ａ剛

第4-153図1４ 管状土鍾 土師質 長さ ６ ２ 梱 ７ 1８ B7区 Ａ弧

第4-153図2４ 管状±錘 土師質 長さ ４ ５ 梱 ２４ 2５ ６ C7区 Ａ剛

第4-153図3７ 管状土錘 土師質 長さ ４ ３ 梱 1.85 1２ ７ B8区 Ａ知

第4-153図3８ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ８ 梱 1.3 ８．９ B8区 Ａ畑

第4-153図3９ 管状±鐙 土師質 長さ ３８ 幅 ５ ８．７ B8区 Ａ知

第４－１５３図４８ 管状士鐙 土師質 長さ ４ ６ 桐 ９ 1２．６ Ｃ８区 Ａ畑

第4-153図６１ 管状±錘 土師質 長さ ４ 梱 ２４ ２２‘７ B9区 Ａ期

第4-153図6２ 管状土鍾 土師質 長さ ４ ３ 桐 ２５ 24.7 B9区 Ａ瀬

第4-153図7２ 管状土鍾 土師質 長さ ３９ 桐 ７ ８．６ Ｂ１１区 ＡｊＭｉ

挿図No. 品租 材質
部位

寸法（c､）
、田

(kg） 遇禍名 飼考
版
。

図
Ｎ

第4-101図５ 五輪塔 凝灰岩 地輪 圃大径 28.5 幅 2５．０ 器高 24.0 SＥ 4８ 石材に加工

第4-101図６ 五輪塔 凝灰岩 地輪 眼大径 (3４ O） 幅 3４ ０ 器高 1５．０ SＥ 4８ 石材に加工

第4-101図７ 加工石材 凝灰岩 長さ ３２ ５ 栂 3１ ０ 器高 1２．０ SＥ ４８

第4-101図８ 加工石材 凝灰岩 長さ (3３ 5） 幅 (2５ O） 器高 1０．０ SＥ ４８

第4-101図９ 加工石材 凝灰岩 長さ (2１ 0） 幅 (2０ O） 器高 1１．０ SＥ ４８ 彼黙

第4-10 図 ０ 加工石材 凝灰岩 長さ (3５ O） 桐 (1８ 0） 器高 1１．０ SＥ ４８ 研層

第4-10 図 加工石材 凝灰岩 長さ (3３ 0） 幅 (2５ O） 器高 1２．０ SＥ ４８ 手斧痕が明瞭

第4-10 図 ２ 加工石材 凝灰岩 長さ (2８ 5） 幅 (1８ O） 盤高 1１．０ SＥ ４８ 研磨底面融打痕

第4-101図 ３ 加工石材 凝灰岩 長さ (2６ 5） 桐 (1９ O） 器高 1２０ SＥ ４８

第4-10 図 ４ 加工石材 凝灰岩 長さ 幅 (2２ O） 器高 1１．０ SＥ ４８

第4-10 図 ５ 加工石材 凝灰岩 長さ 幅 (4１ O） 盤高 1０．０ SＥ ４８

第4-10P図ｸ？ 砥石 長さ 1６．０ 梱 5.9 厚さ 4.5 ０．９７８ SＥ ４８

第4-102図2４ 加丁君材 凝灰岩 長さ 4２．０ 梱 ３９．０ 器高 ２０ SＥ ４８ 五輪塔地輪を再加工

第４－１１３図1３ 石臼 凝灰岩質安山岩 上臼 口径 33.0 梱 盤高 ７９ (2.7） SK263

第4－ ２１図5８ 宝瞳印塔 凝灰岩 長さ 桐 盤高 SＤ１４１ 里醍か笠部

第4－ 23図4２ 砥石 結晶片岩 長さ (12.4） 桐 4.9 圏高 ２ ０．１１６ SＤ１６７

第4-127図６ 石臼 安山岩 上臼 口径 (34.0） 桐 盤高 ８５ ３．０ ＳＥ1４７



沓区遺物観察表（瓦製品①）

第１０次Ｉ区北調沓反強物観察表（銭貨

遺物観察表1９

抑図NC‘ 品狐
部位

法田（単位c､） 遺禍名 徽考
図版
ＮＣ，

第４－１１図４ 長さ (6.0） 幅 (3.8） 厚さ 3.0 ＳＦ1５１

第4-1 図５ 長さ (１１．７） 幅 (9.5） 厚さ ２８ ＳＦ1５１

第4-1 図1４ 平瓦 長さ (8.0） 幅 (11.6） 厚さ ２ ＳＦ1５１

第4-1 図1６ 長さ (11.8） 福 (7.0） 厚さ ２４ ＳＦ1５１

第４－１１図2０ 軒丸瓦 長さ (9.9） 楓 (7.0） 厚さ ２ ＳＦ1５１

第4-16図５１ 雁振瓦 長さ (11.3） 蝿 (14.3） 厚さ ８ ＳＤ ６５

第4-16図5２ 隅切瓦 長さ (9.5） 幅 厚さ ２４ ＳＤ ６５ 内面布目胎土海部産

第４‐ 6図5３ 平瓦 長さ (13.0） 幅 ２１．０ 厚さ ６ SＤ ６５ 胎土海部郡産離れ砂付遥

第4－ 6図5４ 長さ (6.2） 幅 (7.2） 厚さ 1．５５ SＤ ６５ 胎土海部郡産

第４‐ 6図5５ 長さ ２１．０ 橘 1４．９ 厚さ ２４５ SＤ ６５

第４‐ 6図5６ 長さ (8.5） 幅 (5.5） 厚さ 1.8 SＤ ６５

第4－ 6図5７ 長さ (19.7） 樋 2２．０ 厚さ ２３ SＤ 6５

第４‐ ６図8８ 軒丸瓦 長さ (29.4） 福 1２ ７ 厚さ ２０ SＤ ６５

第4-16回8９ 平瓦 長さ (6.3） 温 (1１ 8） 厚さ ２２ SＤ ６５ 胎土海部郡産躍れ砂付酒

第4-22図1５ 平瓦 長さ (17.0） 幅 (1９ O） 厚さ ８ SK256

第4-31図1４ 平瓦 長さ (13.8） 幅 (1４ 4） 厚さ ２０ ＳＫ２５１ 胎土海部郡産離れ砂付麓

第4-58図１ 長さ (9.3） 幅 (9.9） 厚さ ２０ ＳＫ２７２ 胎土海部郡産

第4-60図４ 長さ (8.7） 幅 (12.3） 厚さ ２ SK285

第4-82図６ 軒平瓦 長さ 幅 厚さ SＤ１１８

第4-88図5３ 軒平瓦 長さ 幅 厚さ SD250

第4-88図5４ 平瓦 長さ (18.7） 幅 (１１．７） 厚さ ２ SD250 煤付酒二次被黙

第4-88図5５ 長さ (8.4） 褐 (8.5） 厚さ ２ ８ SD250

第4-88図5６ 長さ (１１．２） 幅 (10.1） 厚さ ６ SD250

挿図No. 錘日名
初踊
造年

国･王開名
ｍさ

(9)
直径
(ｍ、）

国体 週柵名 飼考
図版
Ｎｏ．

第４－１１図１ 元図弧盲 1０７８ 北宋 ２．１ 2５．０ 行寓 ＳＦ1５１

第4-16図6０ 元凹通盲 1０７８ 北宋 ３０ 2４．０ 蕊四 SＤ１６５

第4-16図9０ 園祐通買？ 1０５６ 北宋 Ｃ ６ 真璽 SＤ１６５

第4-24図２ 元符通買 1０９８ 北宋 築凹 SK286 I符ｊのみ

第4-57図５ 不明 SK265 I宵」のみ

第4-60図５ 天聖通盲 1０２３ 北宋 ９ 2４．０ 築留 SK285

第4-71図１ 不明 ２２ 24.0 SE234 ｢祥」「元」「宙ｌのみ

第4-71図２ 不明 SE234 I元」のみ

第4-71図３ 洪武通盲 1３６８ 朗 SE2３４ 下部欠損

第4-71図４ 洪武通買 1３６８ 明 ２９ 2３．０ SE2３４

第4-71図５ 不明
ｑ
》 ２ 2４ ０ SE2３４

第4-71図６ 不明 ２ 2３ ０ SE234

第4-73図３ 紹亜元買 1０９４ 北宋 ３ 2４ ０ SK224 ４１

第4-73図４ 不明 ２０ 2４ ０ SK224 ｢元j，「通ｊ「宵ｌのみ 〃

第4-75図1５ 至翻元賓 ９９５ 北宋 ２ ７ 2５ ０ 行醤 SK232

第4-79図２ 里宋通寅 1０３８ 北宋 藻囲 SK267

第4-82図７ 永楽通盲 1４０８ 明 ２０ 2５．０ ＳＤ１１８

第4-88図8６ 不鴎 藻塞 ＳＤ２５０ ｢通ｊのみ

第4-97図1５ 紹聖元盲 ０９４ 北宋 ９ 2３．０ 行浬 ＳＤ２６１ 周回を削り小さくしている

第4-102図3６ 元符通買 098 北宋 ２ ５ 2４ ０ 藻函 ＳＥ1４８

第４－１１０図１ 元旦通宣 ０７８ 北宋 ８ 2４ ０ 行書 SＫ１５６ 星形孔

第４－１１６図２ 祥符通画 009 北宋 ２３ 2３ ０ SK273

釦4.121回5５ 閑徳元画 004 化宋 ３６ 2５ ０ ＳＤ ４１

第4-121図5６ 祥符通買 ００９ 北宋 ２ 2６ ０ SＤ ４１

第4-121図5７ 元四通宙 078 北宋 ２８ 2４ ０ 築悪 ＳＤ ４１

第4-123図3６ 天聖通買 023 北宋 ８ 2５ ０ 藻習 ＳＤ ６７ 一部欠損

第4-123図3７ 不明 ＳＤ ６７ ｢宋ｊ「通」のみ里宋通買と推測

第4-123図3８ 元豊迩宮 1０７８ 北宋 ２ 2５．０ 蒙雪 ＳＤ ６７

第4-123図3９ 不明 ２ ４ 2４ ０ ＳＤ ６７ ｢平！「元」のみ

第4-123図4０ 不明 ４ ６ 2４ ０ ＳＤ ６７ ｢元ｊ「盲ｊのみ

第4-123図４１ 洪武通買 1３６８ 北宋 ２ ３ 2５ ０ ＳＤ ６７

第4-125図２１ 不明 ２３ 2５ ０ SＤ ６８ ｢通ｌ「画」のみ

第4－ 25回?２ 不明 ２ ３ 2４ ０ ＳＤ ６８

第4－ 27図５ 不明 SＥ ４７ 1/2欠損「国」Ｉ宵」のみ→唐圃涌雪

第4－ 29図６ 淳化元賓 990 北宋 ３２ 24.0 草密 SE２１０

第４‐ 29図７ 永楽遇買 1４０８ 明 ４ ６ 2５．０ SE２１０

第４‐ 29図８ 不明 ３ ７ 24.0 SE２１０

第4－ ４１回１ 不明 SK220 ｢元」のみ

第4-153図2５ 元祐通買 1０８６ 北宋 ２８ 2４．０ 蒙密 Ｃ７区

第4-153図4９ 不明 Ｃ８区

第4－ 53図6３ 照寧元窟 1０６８ 北宋 ２．３ 2４．０ 筆西 B9区

第4－ 53図6４ 大安元盲 1０８５ 遼 ２ ９ 2５．０ B9区

第4-153図6７ 紹聖元賓 1０９４ 北宋 ２５ 蒙圏 Ｂ１０区

第4-153図7４ 不明 Ｂ１１区 ｢賃ｊのみ

第4-154図３ 天謹通召 1０１７ 北宋 ２８ 25.5 真密 撹乱



遺物観察表2０

観察表（瓦製品②）

挿図No. 品調
部位

法田（単位c、） 週栂名 飼考
図版
Ｎｏ．

第4-88図5７ 長さ (10.9） 桐 (9.3） 厚さ 1.6 SD250

第4-88図5８ 長さ (8.4） 幅 (8.0） 厚さ ２３ SD250

第4-88図5９ 長さ (10.6） 幅 (9.0） 厚さ ２３ SD250

第4-88図6０ 長さ ７．９ 幅 8.2 厚さ ８ SD250

第4-88図６１ 長さ (10.5） 幅 (13.8） 厚さ ２５ SD250

第4-88図6２ 長さ (9． ） 幅 (11.4） 厚さ ２ ３ SD250

第4-88図6３ 長さ ８． 幅 1０．０ 厚さ ２ 。 SD250 胎土海部郡産

第4-88図6４ 長さ 1０ ． 幅 8.3 厚さ ３ SD250 胎土海部郡産

第4-88図6５ 長さ 1３ ３ 幅 1２．２ 厚さ 2． ５ SD250 胎土海部郡産

第4-88図6６ 長さ (8‘2） 幅 (9.0） 厚さ ２ 。 SD250 胎土海部郡産

第4-88図6７ 長さ (8.2） 幅 (9.1） 厚さ ヨ SD250

第4-88図6８ 長さ (7.6） 幅 (10.3） 厚さ 2.15 SD250

第4-88図6９ 長さ (8.75） 梱 (9.9） 厚さ 2.0 SD250

第4-88図7０ 長さ (16.3） 幅 (10.5） 厚さ 1．９５ SD250

第4-88図７１ 長さ (8.6） 桐 (13.3） 厚さ 1.9 SＤ２５Ｏ 胎土海部郡産

第4-88図7２ 長さ (13.15） 幅 (8.1） 厚さ 2.2 SD250

第4-88図7３ 長さ (9‘8） 幅 (11.2） 厚さ 2.1 SD250

第4-88図7４ 長さ (１１．０） 幅 (11.9） 厚さ ２．２ SD250

第4-88図7５ 長さ (14.4） 幅 (12.7） 厚さ 1.65 SD250

第4-88図7６ 長さ (16.9） 幅 (17.5） 厚さ 2.3 SD250 胎士海部郡産

第４88図7７ 長さ (6.6） 褐 (11.6） 厚さ 2.0 SＤ２５Ｏ

第４ 88図7８ 長さ (12.1） 幅 (10.2） 厚さ 1．８５ SD250

第４ 88図7９ 長さ (１１．２） 禍 (13.3） 厚さ 2.0 SD250

第４ 88図8０ 長さ (6.6） 栂 (10.7） 厚さ ２４ SD250

第４ 88図８１ 長さ (7.7） 幅 (6.1） 厚さ ２０ SD250

第４ 88図Rク 長さ (１１６） 幅 (11.7） 厚さ ２２ SD250 胎土海部郡産

第４ 88図8３ 長さ (12.5） 幅 (12.8） 厚さ ２０ SD250

第4-88図8４ 長さ (14.5） 梱 (10.6） 厚さ ８ SD250

第4-88図 0３ 平瓦 長さ (8.5） 堀 (6.5） 厚さ SD250 古代 4２

第４ 88図 ０４ 平瓦 長さ 梱 厚さ SD250 古代 〃

第４ 88図 ０５ 平瓦 長さ 梱 厚さ SD250 古代内面布目 〃

第４ 90図 ６ 長さ (8.8） 梱 (10.8） 厚さ 2， ５ SD270 胎土海部郡産

第４ 90図 ７ 長さ (１１．５） 楓 (7.9） 厚さ ２ ２ SD270 カキ目

第４ 90図 ８ 長さ (１１．４） 幅 (11.6） 厚さ ２ SD270

■
第４ 90図2３ 古代平瓦 長さ (5.6） 樋 (8.0） 厚さ ２ ２ SD270 内面布目外面格子目夕タキ 4３

第４ 90図2４ 古代平瓦 長さ (5.1） 褐 (6.9） 厚さ ２０ SD270 内面布目外面格子目夕タキ 〃

第４ 92図１１ 長さ (15.1） 幅 (15.4） 厚さ ３ ６ SＤ１３

第4-92図1２ 長さ ２１．４ 梱 (１３５） 厚さ ２４ SＤ１３

第4-92図1３ 長さ (14.4） 桐 (9.55） 厚さ ２ SＤ１３ 胎土海部郡産

第4-97図９ 長さ (7,6） 幅 (6.3） 厚さ ２０ ＳＫ２６

第4-97図 ０ 長さ (9.0） 幅 (7.2） 厚さ ９ ＳＫ２６

第4-97図 長さ (12.8） 梱 (16.1） 厚さ ８ SK26

第4-97図 ２ 長さ (1２ ３） 梱 (9.1） 厚さ 2．０５ ＳＫ２６

第4-97図 ３ 平瓦 長さ (1０ l） 梱 (５ 1） 厚さ 1.8 ＳＫ２６

第4-97図 ４ 長さ (7． ） 柵 (８ l） 厚さ ２．０ ＳＫ２６ 胎土海部郡産

第4-98図６ 長さ (1３ l） 幅 (９ 9） 厚さ ２．０ SD292

第4-102図1７ 長さ (１１ ｡） 桶 (７ 2） 厚さ ２．１ ＳＥ1４８

第4-102図1８ 長さ (7.6） 梱 (12.3） 厚さ 2.25 ＳＥ1４８

第4-102図1９ 長さ 2７．２ 幅 ２１．４ 厚さ ２．１ ＳＥ1４８

第4-102図2３ 長さ (11.4） 幅 (10.5） 厚さ 2．１５ ＳＥ1４９

第4-109図1４ 長さ (15.3） 幅 (12.4） 厚さ ２．４ SK269

第４－１１１図２ 長さ (7.25） 梱 (13.5） 厚さ 1.9 SK279

第４－１１３図９ 長さ (6.85） 梱 (10.6） 厚さ 3.9 SK263

第４‐ １３図 ０ 長さ (８８） 幅 (16.3） 厚さ ２２ SK263

第４‐ １３図 長さ (9.0） 幅 (14.4） 厚さ ２ SK263

第４－１１３図 ２ 長さ (7‘1） 幅 (5.9） 厚さ ２０ SK263

第４－１１８図 ３ 平瓦 長さ (17.3） 梱 (13.2） 厚さ ７ SK262

第４－１１８図 ４ 平瓦 長さ (12.5） 柵 (12.3） 厚さ ８ SK262 胎土海部郡産

第４－１１８図 ５ 長さ (１１．５） 梱 (13.5） 厚さ ２３ SK262

第４－１１８図 ６ 長さ (9.6） 梱 (13.2） 厚さ ２ SK262

第４－１１８図 ７ 長さ (17.1） 梱 (11.3） 厚さ ２２ SK262

第４－１１８図 ８ 長さ (10.5） 幅 (13.3） 厚さ ２５ SK262

第４－１１８図 ９ 長さ (14.7） 幅 （1.7） 厚さ ２ SK262 胎土海部郡産

第４－１１８図2０ 長さ (12.7） 幅 （5.3） 厚さ 1．９５ SK262

第４－１１８図２１ 長さ (4.3） 桐 (4.9） 厚さ 2.0 SK262

第４－１１８回2２ 長さ (6.8） 梱 (8.3） 厚さ 1.8 SK262

第４－１１８図2３ 長さ (4.0） 堀 (11.2） 厚さ 2.1 SK262

第４－１１８図2４ 長さ (7.9） 桐 (7.2） 厚さ 1．９５ SK262 胎土海部郡産
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第１０次Ｕ区北調査区遺物観察表（金属製品①）

挿図No. 品種
部位

法型（単位c、） 遺禍名 価考
図版
Ｎｏ．

第４－１１８図2５ 長さ (7.1） 幅 (8,0） 厚さ ２．０ ＳＫ２６２

第４．１１８回2６ 長さ (5.1） 幅 (5.7） 厚さ ２０ ＳＫ２６２

第４－１１８回2７ 長さ (26.6）
毎
酒 (14.7） 厚さ ２４ ＳＫ２６２ 接合画料3８

第４－１１８図2８ 長さ ２１．４ 幅 (20.7） 厚さ ２３ ＳＫ２６２ 摂合寅料3９

第４－１１８図2９ 長さ (17.2） 幅 (127） 厚さ ８ ＳＫ２６２

銅４－１１８図3０ 長さ (24.8） 姪 (15.9） 厚さ ２３ SK262

第４．１１８図３１ 長さ (13.3） 幅 (9.2） 厚さ ２ ＳＫ２６２

第４－１１８回3２ 長さ (１４．０） 幅 ２２．０ 厚さ ８ ＳＫ２６２

館４－１１８図3３ 優さ (１５．０） 幅 (10.1） 厚さ ９ ＳＫ２６２

第４－１１８図3４ 長さ ２１．９ 幅 (19.3） 厚さ ７ ＳＫ２６２ 胎土海部郡産

第４－１１８回3５ 長さ (12.6） 唾 (１１８） 厚さ ２２ ＳＫ２６２

第４－１１８図3６ 長さ (１１．０） 梱 (１１．５） 厚さ ２０ ＳＫ２６２

第４－１１８図3７ 長さ (9.1）
『
畑 (１０９） 厚さ ９ ＳＫ２６２

第４－１１８図3８ 長さ (１１．６） 幅 (１７９） 厚さ ９ SK262 胎土海部郡歴

露４－１１８回3９ 長さ (10.8） 堀 (7,0） 厚さ ２３ SK262

第４－１１８回4０ 長さ (１１．９） 福 (13.9） 厚さ ２０ SK262

第４－１１８回４１ 長さ (１１．６） 幅 (125） 厚さ ９ SK262

第４－１１８図4２ 長さ (１１．８） 幅 (9.4） 厚さ ９ SK262

第4-1 8図4３ 長さ (9.5） 幅 (6.3） 厚さ ８ SK262

第4-1 8国4４ 長さ (12.0） 福 (125） 厚さ ２０ SK262

第４－１１８図4５ 長さ (6.5） 幅 (7.1） 厚さ ２ SK262

第４－１１８図4６ 長さ (８ 4） 幅 (6.3） 厚さ ２ SK262

第４－１１８図4７ 長さ (７ 6） 稲 (8.9） 厚さ ２ SK262

第４－１１８図4８ 長さ (８ 4） 癌 (１１．０） 厚さ ９ SK262

第４－１１８図4９ 長さ (７ 4） 癌 (109） 厚さ ２ ３ SK262

第４－１１８図5０ 長さ (１１．４） 堀 (８９） 厚さ ２， ５ SK262

第４－１１８図５１ 長さ (１１．０） 幅 (10.1） 厚さ ２ ５ SK262

第４－１１８回5２ 長さ (13.55）
一
『
淫 (13.35） 厚さ ２ SK262

第４－１１８回５３ 長さ (10.6）
》
掴 (17.75） 厚さ ２ ５ SK262

第４．１１８図5４ 長さ (10.6） 癌 (5.4） 厚さ 1‘９５ SK262

第４－１１８図5５ 長さ (12.2） 幅 (15.35） 厚さ 2,0 SK262

第４－１１８図5６ 長さ (12.5） 幅 (１１．９） 厚さ ２ SK262 胎土海部郡産

第4-121国4６ 平瓦 長さ (６９）
墾
四 (104） 厚さ ２４ SＤ１４１

第４－１２１図４７ 長さ (７８） (１１．９） 厚さ ８ SＤ１４１

第4-121図4８ 長さ (13.4） 猫 (9.3） 厚さ ２ ２ SＤ１４Ｉ

第４－１２１図4９ 長さ (5.3） 幅 (5.1） 厚さ 1９５ SＤ１４１

第4-121図5０ 長さ (10.2） i通 (6,0） 厚さ 3．０ SＤ１４１

第4-121図５１ 長さ (10.2）
一
》
咽 (4.9） 厚さ ２ ２ SＤ１４１

＋
《 屋郵鶴産

第4-123図2８ 長さ (17.3）
訂
掴 (１１．０） 厚さ ７ SＤ１６７ 飴土 毎部郡産

弧4-123図2９ 長さ (９５） 幅 (15.2） 厚さ ２ ０ SＤ１６７

蕊４－１２３図3０ 長さ (12.6） 侭 (5.6） 厚さ ２０ SＤ１６７

第4-123図３１ 長さ (１１．０）
AP5

lrgm (120） 厚さ ９ SＤ１６７ 幾土海譲郡産

第4-127回1０ 長さ (10.1） 猫 (7.8） 厚さ ２ ０ ＳＥ1４７

第4-132図1８ 平瓦 長さ (9.8） 橘 (10.7） 厚さ ２ SK23

第4-132図1９ 長さ (18.7） 幅 (125） 厚さ ２ SK23 胎土海部郡産

露4.132図2０ 長さ (８０） 褐 (7.7） 厚さ ２．０５ SK23 飴土海部郵産

第4-132回２１ 長さ (9.2） 癌 (８４） 厚さ 2‘２ SK23

第4-13?両ｸ２ 長さ (10.1） 幅 (13.5） 厚さ ２２ SK23

第4-132図2３ 長さ (8.1） 嘘 (8.2） 厚さ ９ SK23

第4-132図2４ 長さ (１５．０） 橘 (12.1） 厚さ ２ SK23 腿土 勘部郡産

館4-132画2５ 長さ (１１．２） １通 (８８） 厚さ ２ SK23
０
幸
去

鰹
跨 毎劃郵妾

第４－１３２図2６ 長さ (5.2） 稲 (5.3） 厚さ ７ SK23 粘土 騨試郡屋

第4-13?図'１７ 長さ 1９，５ 幅 (21.5） 厚さ ９ SK23 胎土海部郡産

挿図No. 器種 材質
部位

法里（単位c、）
亜迅

(9)
過禍名 備考

図版
Ｎｏ．

第4.55回２ 金具 霞 １さ 1．６ 幅 1.2 厚さ ０．３ ０．６ SK243 錨

鰯４－１２３図３５ キセ ル 砺首
ｊ
哩 ご (6.4） 蝿 (６ 5） 厚さ ０．６５ ６．２ SＤ ６７

弧4-149回１ キセル 詞 火皿 』；
己 (1.75）

詞
姻 ５ 序さ ６‘５ ３，０ SＫ ７７ 近世初頭

第4-150図３ キセル 銅 吸口 １沓 (6.3） 禍 ８ ５ 厚さ ８．５ ３．３ SＤ 4５

第4-150図４ 金具 銅 陛さ ７．４ 帆 ０８ 厚さ ０．３５ 1０．９ SＤ 4５

第4-151図４ 韻 詞 優さ (1.65） 幅 ０４ ﾇさ ０３５ ０．３ SＫ 4６

鋸4-153国7３ 金具 銅 握手 長さ (3.9） 稲 ３５
｛
ご

司
保 ３５ ３ ５ ８１ Ｉ区

第4-160図１ 欽釘 鉄 擬さ (２ 3） 棚 ｦさ ０，３５ SＴ 5７

第4-169図１ 鉄釘 鉄 長さ (２ 7） 幅 ０ ７ 7さ ０．５ ２２ SＴ 3０

第4-169図２ 鉄釘 銭 良さ (２ 2） 幅 ０ ５ 厚さ ０ ４ ０ ７ ＳＴ 3０

露4-169図３ 鼓釘 鼓 塁さ ５８ 渦 ０．８５ 厚さ 1． ５ ８ ２ SＴ 3０

第4.169図４ 鉄訂 銭 艇さ (３ 6）
ヂＦ1

.42』 0.7 厚さ ０ ３ ４ ０ SＴ 3０

露４－１６９図５ 鉄釘 銭 優さ ５４ 柵 0.6 厚さ ３ う ３０ SＴ 3０

弧4-169図６ 鉄釘 銭 股さ (４ 3） 帆 ０－４５ 厚さ ０‘４５ ２０ SＴ 3０

第4-169画７ 霊釘 銭 堅さ ４ ０ 幅 0.5 厚さ ０５ ８ ＳＴ 3０

弧4-169国８ 銭釘 鉄 壁さ (３ 6） 柵 0.7 厚さ ０８ ２ ７ ＳＴ 3０

第4-169図９ 鉄釘 欽 艮さ (４ 5） 幅 ０．８ 厚さ ０，６ ５５ SＴ 3０



第１０次Ⅱ区北調査区遺物観察表（金属製品②）

第１０次ロ区北調査区遺物観察表（木製品）

遺物観察表2２

１０次Ｉ区北調査区遺物観察表（その他）

挿図No. 髭稲 材質
部位

法国（単位c、）
ｍ、

(９）
遇櫛名 働考

図版
Ｎｏ．

第４－１６図６１ 不明 長さ 1１．２５ 癌 ４，９ 厚さ ７．０ ＳＤ１６５

第4-153図6５ 木桶 話ｏ『底 ＆さ ２３．７ 福 5.6 厚さ 1.0 Ｂ９区

挿図No. 腿種 材質
部位

法、（単位c、）
皿圃

(9)
遺桐名 飼考

図版

Ｎｏ．

露４－７３国５ 小玉 ガラス 長さ 0２５ 原さ ０．４ ＳＫ２２４ ４１

第４－１８２底１ 小玉 ガラス 長さ ０．２ 厚さ ０．３ ST257 ４６

挿図No. 器種 材質
部位

法皿（単位c、）
、凪

(9)
週偶名 働考

図版
Ｎｏ．

露4-169国1０
マ
ー
Ｊ

今
Ｃ
垂

』
罫 銭 長さ (3.25） 喝 ０．６ 厚さ ０．６５ 1.4 SＴ ３０

第４－１７０国１ 鉄釘 銭 長さ (４６） 幅 ０ ５ 厚さ ０．６ ５ ４ SＴ ３５

第4-173図１ 金具 鉄 長さ ８５ 幅 ３０ 厚さ ３０ SＴ ５０ ２と対で使用 ４５

雲4-173図２ 金具 銭 長さ (７ 7） 幅 ３０ 厚さ (２ 1） SＴ ５０ 1と対で使爵 〃

男４－１７３国３ 金具 銭 長さ (３ 0） 幅 ２０ 厚さ ２０ SＴ ５０

第４－１７３図４ 金具 鉄 長さ (３ l） 幅 ２９ 厚さ ０７ SＴ ５０

第４－１７３図５ 二股金具 鉄 膜さ (３ 1） 幅 ３０ 厚さ SＴ ５０ ４５

第４－１７３図６ 二段金貝 註 長さ (３ 6） 幅 ３２ 厚さ SＴ ５０ 〃

第４－１７３国７ 二殿金具 叢 先篤 農さ 癌 厚さ ０ ５ SＴ ５０

第４－１７３回８ 銭釘 銭 長さ (５ 6） 幅 ０ ３ 厚さ ０６ SＴ ５０

第４－１７３図９ 鉄釘 銭 良さ (３ 3） 幅 ０ ８ 厚さ ０ ８ SＴ 5０

葵４－１７３図 ０ 二段金貝 鉄 長さ (３ 2） 蝿 ３５ 厚さ ０．６５ SＴ ５０ 4５

第４－１７３国 二股金具 鉄 先端 憂さ (２ 3） 幌 ０５ 厚さ ０．６ SＴ ５０ 〃

第４－１７３図 ２ 二股金具 鉄 先端 長さ 幅 厚さ ０ ５ SＴ ５０ 鋲

第４－１７３図 ３ 鉄釘 鉄 長さ (２ 2） 幅 ０ ４ 厚さ ０４ SＴ 5０

第４－１７３回 ４ 鉄釘 鉄 頭部 長さ (２ 0） 通 ０３ 厚さ ０ ３ SＴ 5０

葵４－１７３国 ５ 二設全貝 銭 先靖・頭部 長さ (１ 5） '届 ０４ 厚さ ０４ SＴ ５０

第4-173図 ６ 二股金具 鉄 先端 長さ 幅 厚さ ０ ５ SＴ ５０

第４－１７３図 ７ 二股金具 鉄 長さ 塩 厚さ SＴ 5０ 鋲

第４－１７３国 ８ 鉄釘 註 頭部 長さ (２ 5） 癌 ０ ４ 厚さ Ｃ ３ SＴ 5０

露４－１７３国 ９ 二設金貝 註 先鋳 長さ 幅 厚さ Ｃ ４ SＴ ５０

第4-173図2０ 鉄釘 鉄 長さ ４ 癌 ０ ５ 厚さ Ｃ ５ SＴ ５０

第４－１７３図２１ 鉄釘 鉱 長さ (２ 3） 幅 ０ ２ 厚さ SＴ ５０ 鰻

第４－１７３国２２ 銭釘 詮 長さ (１ 3） 国 ０ ２ 厚さ SＴ ５０

第4-173国2３ 該釘 銭 長さ (４ 8） 潟 ０ ２ 厚さ ０．１５ SＴ 5０

第4-173図2４ 鉄釘 鉄 先端 長さ (１ 5） 幅 (0． 5） 厚さ (0.15） SＴ ５０ 鋲

第４－１７３図２５ 鉄釘 鉄 長さ (４ O） 燭 ０２ 厚さ SＴ 5０

第４－１７３国2６ 該釘 註 長さ (１ 9） 鰯 ０． ５ 厚さ SＴ 5０

第４－１７３回２７ 銭釘 銭 ﾐさ (４ 3） 蝿 ０ ２ 厚さ ０３ SＴ ５０

男４－１７３図2８ 鉄釘 銭 ﾐさ (３ 1） 幅 (０ 7） 厚さ ０．５ SＴ 5０

第４－１７３図2９ 鉄釘 鉄 先端 ﾐさ (２ ４） 幅 ０９ 厚さ ０．２５ SＴ ５０

露４－１７３国３０ 註釘 銭 ﾐさ (２ 5） 幅 ０３ 厚さ ０．３ SＴ ５０

雲４－１７３国３１ 鼓釘 霊 長さ (３ O） 噸 (０ 8） 厚さ ０５ SＴ ５０

第４－１７３回３２ 金具 鉄？ 優さ (２ 9） 幅 (０ ９） 厚さ ０ ６ SＴ ５０

第４－１７３図３３ 鉄釘 銭 長さ (３ ０） 幅 ０ ３ 厚さ ０ ３ ＳＴ 5０

第４－１７３国3４ 鉄釘 叢 践さ (３ ６） 幅 (０ 8） 厚さ ０ ５ SＴ 5０

第４－１７３画３５
｝
１
Ｊ

。
《
狸

学
琵

↑
罫 長さ (４ 1） 癌 (０ 4） 厚さ ０４ SＴ 5０

第４－１７３図3６ 釘↑
蕊 鉄 長さ (５ ４） 幅 (０ 3） 厚さ ０６ ＳＴ ５０

第４－１７３図３７ 鉄釘 鉄 長さ (２ ９） 幅 (１ 5） 厚さ (１ 5） ＳＴ 5０

第4-173回3８ 鉄訂 鉄 頭部 長さ (255） 幅 ０ 厚さ 0．２５ SＴ 5０

露4-173画3９ 鼓釘 銭 長さ (4.1） 幅 (１ 1） 厚さ ０．８ SＴ 5０

第4-173図4０ 鉄釘 鉄 頭部 展さ (2． 5） 褐 ０， ５ 厚さ 0．２５ SＴ 5０

露４－１７３図４１ 鉄釘 鉄 長さ (１ 4） 幅 ０． ５ 厚さ SＴ ５０

第４－１７３国４２ 鼓訂 銭 先鋳 長さ (２ 6） 通 ０ ２ 厚さ 0． ５ SＴ ５０

震４－１７３国４３ 謹釘 ↑
錘 長さ (４ 3） 幅 (１ 3） 厚さ ０ ５ SＴ ５０

第4-173図4４ 鉄釘 鉄 辰さ (４ 0） 幅 (１ 3） 厚さ ３ ＳＴ ５０

第４－１７３図４５ 註釘 鉄 優さ (３ l） 幅 (０ 4） 厚さ ０ ５ ＳＴ 5０

葵4-173国4６ 註釘 鉄 先鎧 長さ (３ 2） 幅 ０２ 厚さ ０ ２ SＴ 5０

第４－１７３国４７ 鉄釘 銭 長さ (２ 9） 幅 ０３ 厚さ SＴ ５０

第4-173図4８ 鉄釘 鉄 腫さ (３ 1） 幅 (０ 2） 厚さ (０ 2） SＴ 5０

鍔４－１７３図４９ 鉄釘 鉄 長さ (４ 6） 幅 (１ 1） 厚さ ０６ ＳＴ 5０

男４－１７３国５０ 叢訂 霊 長さ (２ ６） 潟 ０２ 厚さ ０ ２ SＴ ５０

勇４－１７７図１ 銭釘 鼓 優さ (６ 0） 幅 。 厚さ ０ SＴ ４９

第４－１７７図２ 銭釘 鉄 仮さ (３ 3） 幅 ０ ３ 厚さ ０ ３ SＴ 4９

第４－１７７図３ 鉄 優さ ７９ 幅 ０ ５ 厚さ ０ ５ SＴ 4９

霊４－１７７厘４
一
ｌ
Ｊ

Ｃ
－
エ 霊 頭部 優さ (１ ６） 塩 ０ ５ 厚さ ０． ５ SＴ ４９

第４－１７７国５ 鼓釘 鉄 良さ (３ 6） 幅 ０ ５ 厚さ ０ ５ SＴ 4９

第4-181図１ 鉄釘 鉄 長さ (２ 5） 幅 ０ ４ 厚さ ０ ２ ST260

第４－１８１図２ 銭釘 鉄 頭部 辰さ (１ 5） 幅 (０ 2） 厚さ (０ 2） ST260

第４－１８１国３ 践釘 鉄 長さ ４ 癌 (０ 2） 扉さ (０ 2） SＴ２６０

第4-181図４ 釘↑
露 鉄 辰さ (３ 6） 幅 厚さ ST260

第4-181図５ 鉄釘 銭 優さ (３ 1） 幅 ２５ 厚さ ２５ ST260

第4-183図１ 鉄釘 鉄 長さ (205） 幅 厚さ ０ ５ SＴ２７４
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道路ＳＦ１５１上層

ＳＦ１５１第１面検出状況
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道路ＳＦ１５１西半上層

■ 凸固

中層道路面(C8区付近）

側溝にはさまれた道路(Ｃ８区）

第１面の検出状況(Ｃ７区付･近）

下層道路面(Ｃ８区付近）

東半(ＳＤ１６５の矢板例がみえる）
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ＳＤ１６７と道路ＳＦ1５１（B8区）

溝SD141、出土状況①

溝SD270と道路ＳＦ1５１（西から:Ｂ９区、Ａ１０区）

ＳＦ１５１とＳＤ１４１、出土状況（東から:Ａ１０区）

ＳＤ１４１、出土状況②

ＳＤ２７０出土状況（東から:Ａ９区、Ａ１０区）
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溝ＳＤ２７０と溝SＤ２５０（東から、Ｂ７区） 道路ＳＦ１５１と溝SＤ２７０（東から、Ａ１０区）

北側側溝群と道路ＳＦ1５１（東から、Ｂ１０区）

（ＳＤ１６５からSD270、ＳＤ２５０に移るにつれて底が高くなる）
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溝ＳＤ１６５、矢板痕跡（第３矢板列、Ｂ９区）
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基寧一与：一銭．、鐸弾．

ＳＤ１６５、矢板痕

ＳＤ１６５完掘状態(西から､Ｂ９区）

ＳＤ１６５、動物骨出士状態

ＳＤ１６５、第４矢板列の杭痕（Ｂ８区）

ＳＤ１６５、第４矢板列の木杭痕(Ｃ７区）

固'左(西南から､Ｂ９区）

ＳＤ１６５、第４矢板列の堀形内埋耐土師器群
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士坑SＫ１９３（１６世紀第１四半期） 士坑SK238（１６世紀第２四半期）
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土坑SK232（１６世紀第３四半期）
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大分駅

周辺連続

立体交差

事業

所収辿跡名 種別 主な時代 主な辿構 主な辿物 特記事項

中世大友

府内町跡

第１０次調査

中世都市 中世

墓地・柱穴群．

溝・道路・土坑

・ヲＷ．

古代須恵器・土師器・円面

硯。中世貿易陶磁・備前焼

中世横小路と中町関

連の町屋遺構、イエズ

ス会府内教会付属墓地

と推定される墓地を検

出

要約

中世大友府内町跡第１０次調査区は、府内古図による第４南北街路に面する上町および中

町にあたり、そこから西に延びる道路と道路北側には顕徳寺ダイウス堂と記戦されたイエズ

ス会府内教会の赦地にあたると想定されていた。調査の結果、１５世紀後葉から１７世紀初頭

まで改修を繰り返しながら使用された東西道路と中町の町屋、東西道路を挟む区画の変遷が

明らかとなった。

とりわけ中町背後の道路北側には１６世紀後半の墓地が存在し、その埋葬内容と位世から

イエズス会府内教会の附属墓地である可能性が高いことが指摘される。
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